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裏表紙写真説明

Ｘ線観測衛星XMM-Newtonによる「Subaru/XMM-Newton Deep Survey」領域

のＸ線カラー画像。EPIC-pnカメラの７視野をつないで約1.3平方度の領域をカ

バーする。視野中心の位置は、赤経２時18分、赤緯－5度（2000年分点）。すばる望

遠鏡主焦点カメラ（Suprime-Cam）の視野を黄色の線で示す。総露出時間は400キロ

秒（中心視野100キロ秒とまわりの６視野はそれぞれ50キロ秒露出）。中心視野では

軟Ｘ線（0.5-2keV）での検出限界に迫る。
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表紙写真説明

すばる望遠鏡観測所プロジェクト「Subaru/XMM-Newton Deep Survey」領域の

カラー３色（B-、i-、z’-バンド）合成写真。すばる望遠鏡主焦点カメラ(Suprime-Cam）

５視野で約1.3平方度の領域をカバーする。視野心の位置は、赤経２時18分、赤緯－5

度（2000年分点）。

（画像提供：田中 壱＆すばる望遠鏡 SXDS Team)
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は じ め に

国立天文台の2002年度の活動と成果を年次報告としてまと

め、お届けします。各分野の詳しい報告を、本文でご参照いた

だければ幸いです。

国立天文台は大学共同利用機関として発足して、2003年で15

年を迎えました。この間、電波天文学では野辺山の電波へリオ

グラフ、光赤外線天文学ではハワイのすばる望遠鏡、VLBI宇宙

地球計測では水沢・父島・鹿児島・石垣の４箇所に20ⅿのVERA

アンテナをそれぞれに完成させ、各分野のフロンティアを開拓

してきました。三鷹本部では、理論シミュレーション用計算機

の設置、重力波望遠鏡 TAMA-300の建設運用、技術開発および

天文情報両センターの新設など、時代の変化やコミュニティ・社会の要請に応える新たな活動

の基盤が開かれました。そのほかいちいちは触れませんが、国立天文台発足以来の研究機能の

充実と科学的成果は、まことにめざましいものであったと思います。

大学共同利用機関である国立天文台は、天文学コミュニティの意向を踏まえて大型望遠鏡や

施設を建設運用し、全国研究者の共同利用に供しています。また国立天文台は、可視光や電波

の地上観測から理論まで天文学の全分野をカバーする、世界的にもユニークな天文学の総合研

究機関です。そのような中核研究機関・総合研究機関としての特質を最大限に活かし、宇宙の

解明を進めるとともに、新たな境界領域や研究手法、社会との交流を生み出してゆくことが、

今後も国立天文台の使命です。

現在、宇宙の観測は再び大きな上昇気流に乗っています。1995年以来続く太陽系外惑星の発

見は、人類が「無数の惑星」を観測し調査する時代に入ったことを示す、画期的な出来事でし

た。探査機による太陽系探査と併せ、地球外生命の探求という科学の大きな場が形成されよう

としています。成果が発表されはじめたWMAP衛星による宇宙背景放射観測は、膨張宇宙の

年齢を精密化しダークエネルギーの存在を強く示唆するなど、宇宙論に新たな展開をもたらし

ています。続々と建設された８ⅿ級光学赤外線望遠鏡による観測もめざましく、特にすばる望

遠鏡は遠い天体の記録を次々と塗り替えています。さらに2004年からは、日本も加わっての壮

大な電波望遠鏡「アルマ」の建設が本格化します。アルマは、天文学の歴史を画する国際プロ

ジェクトとなるでしょう。完成は2011年の予定です。

当面する重要課題に、2004年度からの法人化があります。国立天文台は「自然科学研究機構」

を構成する大学共同利用機関の一つとなりますが、今後の科学研究、特に高度な国際化・学際

化に要求される柔軟で活動的な研究組織の構築が重要であると考え、全台的に検討を進めてい

ます。激しい変化の中でも科学の本来の心を大事にし、時代の長期的要請に応えてゆきたいと

願っています。

台 長
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三鷹光赤外干渉計30m基線（MIRA-I.2）のファーストフリンジ

吉澤正則、大石奈緒子、鈴木駿策、松田 浩、久保浩一、岩下 光

(国立天文台・位置天文・天体力学研究系)

西川 淳、鳥居泰男

(国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系)

小谷隆行

(東京大学)

佐藤弘一

(国立天文台・地球回転研究系)

福島登志夫

(国立天文台・天文情報公開センター)

横井拓也

(法政大学)

三鷹光赤外干渉計の第２フェーズ（Mitaka optical and
 

InfraRed Array:MIRA-I.2）は、2002年６月に、ベガ（α

Lyr）でファーストフリンジの検出に成功した［1］。ファー

ストフリンジ後は、ベガのほかにデネブ（αCyg）も使い

試験観測が行われた（図１)。

MIRA-I.2は、口径30cmの２台の望遠鏡を30m離して設

置し、それぞれの望遠鏡で受けた星の光を一箇所に導いて

光を干渉させる、超高角度分解能を得る観測装置である（図

２）。恒星の視直径では、2/1000秒角～4/1000秒角が測定に

適している。MIRA-I.2は、高精度の恒星計測の実証を目標

とし、1995年よりパーツの開発を、1999年より本格的な構

築を始め、2001年６月の６m試験基線でのフリンジ検出を

経て、今回のファーストフリンジを達成した。

MIRA-I.2の観測室（図３）には、30cm平面鏡のサイデ

ロスタット、13cmニュートン式の光束縮小望遠鏡とコリ

メータ、TIP-TILT鏡、が配備されている。望遠鏡室から

は、真空パイプによる約50mの光波伝送路を通って、実験

室へ光が導かれる。実験室内は、８mの真空光遅延線（図

４)、４mの粗動遅延線、光の干渉を測定するフリンジセン

サー、シンチレーションを測定する強度センサー、像の揺

れを測定する四象限センサー、それぞれのセンサーへの光

分岐光学系、２台の望遠鏡からの光を重ね合わせる干渉光

学系（図５)、および、制御・データ取得用のコンピュー

ター、で構成される［1］［2］［3］。

ベガ・デネブでの試験観測の後は、４等星までをター

ゲットにした準定常運用へ向けて整備・改良を進めてい

る。

参 考 文 献

［1］Nishikawa,J.:2003,Proc. SPIE,4838,101.

［2］Ohishi,N.,Matsuda,K.,Torii,Y.,Nishikawa,J.,Yoshiz-

awa,M.,Sato,K.,Kubo,K.,Iwashita,H.,Kotani,T.,Fuku-

shima,T.:2003,Proc. SPIE,4838,736.

［3］Sato,K.,Nishikawa,J.,Yoshizawa,M.,Ohishi,N.,Fuku-

shima, T., Torii, Y., Matsuda, K., Kubo, K., Iwashita, H.,

Suzuki,S.,Kotani,T.,Yokoi.T.:2003,Proc.SPIE,4838,1072.

図 1. ベガとデネブのフリンジ



図 2. 三鷹光赤外干渉計30m基線（MIRA-I.2）の外観。

図 3. 北観測室内の光学系。

図 4. ８m真空光遅延線。

図 5. 実験室内の光学定盤。



開発進む Solar-BＸ線望遠鏡の焦点面 CCDカメラ

鹿野良平、原 弘久、熊谷收可、澤 正樹、常田佐久

(国立天文台)

坂尾太郎、松崎恵一

(宇宙科学研究所)

2006年夏に宇宙科学研究所より打ち上げ予定の Solar-B

衛星は、太陽光球面の磁場・速度場を詳細に観測するとと

もに、それに対応した上空のコロナの応答を調べることで、

システムとしての光球・コロナの電磁流体的な振る舞いを

理解することをめざしている。Solar-Bに搭載されるＸ線

望遠鏡（XRT）は、コロナプラズマの放射する軟Ｘ線の撮

像観測を通じて、コロナの温度分布や磁力線の形態の変化

を調べ、光球を起源とする磁気的エネルギーのコロナ中で

の輸送・蓄積・そして散逸の過程を余すところなく捉える

望遠鏡である。

XRTは「ようこう」衛星に搭載された軟Ｘ線望遠鏡

SXTと同様に斜入射光学系を採用しているが、⑴大型（口

径34cm）かつ高い結像性能を持ったＸ線ミラーを搭載し、

焦点面 CCDアレイを大型化（2k×2kピクセル）すること

で、太陽全面をカバーする広い視野を持ちつつ、SXTより

２倍以上高い空間分解能（１秒角）を実現していること、

また、⑵裏面照射型 CCDを採用し、波長～60A°以上の

XUV光に対しても感度を持つことで、SXTの観測した約

200万度以上の高温プラズマのみならず、コロナプラズマの

重要な一部分をなす100万度の低温プラズマまで同時に観

測できること、さらに、⑶焦点面温度診断フィルター群を

最適化し、これら低温プラズマからフレアによって生成さ

れる3000万度の超高温プラズマに至るまで、温度決定能力

の向上が図られていること、⑷ SXTで実績・定評のある観

測テーブル方式を踏襲し、フレキシブルな観測を可能にす

ると同時に、衛星搭載のミッションデータプロセッサ

（MDP）での画像解析による機上での自動露光調整・自動観

測領域設定などの機能によって高い観測効率を達成し、コ

ロナのダイナミックな振る舞いに十分追随した観測が行え

ること、などの特長を持つ。また、CCDは光軸方向に±１

mmの可動範囲をもつ焦点調節ステージ上に設置される。

これは、望遠鏡の大型化にともなう焦点位置決定のリスク

を回避すると同時に、CCD位置を積極的に変えることで、

Solar-B搭載の他の望遠鏡（可視光・磁場望遠鏡と EUV撮

像分光装置）の観測視野を十分カバーする領域を最高空間

分解能で観測したり、太陽全面の広い領域を数秒角の分解

能で観測するといった、目的と対象に応じて斜入射光学系

の焦点面の特徴を活かした多彩な観測を可能とするためで

ある。

XRTは米国スミソニアン天文台およびNASAとの日

米共同で開発を進めており、日本側（国立天文台・宇宙科

学研究所）は焦点面Ｘ線 CCDカメラおよびMDPの開発

を進めている。このカメラは、焦点調節のための CCD可動

機構を持ちつつ、放射冷却のみによって CCD冷却を実現

する（アウトガスによる CCD汚染を懸念して、ペルチェ素

子は用いない）、という機械的・熱的な特徴をもち、軌道上

で CCDを-45℃ -70℃にまで冷却することができる。

CCDの電荷は500kHzで読み出され、読み出しノイズ～20

eを達成している。

CCDカメラのフライト品組み上げはクラス100のクリー

ンルーム化された国立天文台・開発実験センターのプロ

ジェクト１室にて、徹底したダスト管理・分子コンタミ管

理の下で進められた。組み上がった CCDカメラに対して

は、開発実験センターの中型真空槽を利用した⒜ターゲッ

ト交換式のＸ線光源とＸ線モノクロメーターによる CCD

のＸ線量子効率測定や、 Fe線源を用いたカメラゲインの

測定、⒝熱サイクル試験を通じた焦点調節機構部の機械

的・熱的性能の検証、および⒞宇宙科学研究所での振動・

衝撃試験、などを実施し、対環境性の検証やカメラとして

の性能評価が順調に進められている。なお、これらの試験

遂行にあたっては、開発実験センターのマシンショップ並

びにオプトショップの全面的な支援を受けていることを特

記したい。

図 1. フライト品 CCDカメラ。円筒部から上がカメラ本体
で、CCD冷却のための放熱面を上にして設置されてい
る。



CCDカメラは国内での試験を完了した後、本年夏にスミ

ソニアン天文台に送られ、同天文台/NASAで開発されて

いる鏡筒部・光学系と結合され、米国での望遠鏡全体試験

をへて、2004年５月からの宇宙科学研究所での衛星１次噛

み合わせ試験に供される。

図 2. Ｘ線量子効率測定のため開発実験センター・中型真空
槽内に設置された CCDカメラ。



Solar-B可視光望遠鏡の熱光学試験

一本 潔、中桐正夫、末松芳法、田村友範、常田佐久

(国立天文台・太陽物理学研究系)

野口本和、加藤禎博

(国立天文台・乗鞍コロナ観測所)

大坪政司

(国立天文台・天文機器開発実験センター)

勝川行雄、久保雅仁

(東京大学大学院理学系研究科)

1. はじめに

Solar-B可視光望遠鏡（OTA: Optical  Telescope
 

Assembly）は口径500mm、主鏡-副鏡間距離1500mmのグ

レゴリアン望遠鏡と、観測光を平行にして焦点面検出装置

に送るコリメータレンズから構成され、回折限界できまる

空間分解能で宇宙から太陽面の詳細偏光観測を目指すもの

である。2001年から始まった評価用ミラーと構体による一

連のOTA組立試験により、望遠鏡として回折限界性能を

達成する見通しがほぼ得られたが、これは実験室環境（温

度～23℃一様）における評価であった。OTAは宇宙に打ち

上げられると、その温度が宇宙空間にさらされた副鏡側と

衛星構造に囲まれた主鏡側とで大きく異なり、50℃を上回

る温度差のつくことが予測されている。この過酷な温度環

境においても鏡を歪めることなくミクロンの位置精度で主

鏡と副鏡を保持することが、OTA構造設計の最大の課題

であった。軌道上温度環境におけるOTAの光学性能を実

験的に確認することなく望遠鏡を打ち上げることはできな

い。我々は宇宙環境における望遠鏡の光学性能を検証する

ため、OTA全体を収容して温度制御を可能とする真空

チャンバーを製作し、OTA熱光学試験を実施した。

2. 試験概要

熱光学試験用真空チャンバーは直径1.8m、高さ約４mあ

り、内部には上下に２つのシュラウドを備えている。OTA

はシュラウドの内側に衛星への取付け足を介して上下逆さ

まに設置され、主鏡側と副鏡側の温度を上下シュラウドに

よって独立に約-30℃から＋50℃の範囲で制御することが

できる。チャンバーの床にはOTAの開口部と対向して直

径60cmの高精度参照平面鏡がおかれ、チャンバー側面に

設置された干渉計とともに光学窓を介してOTAの波面誤

差を測定することが可能となっている。又、参照平面鏡や

OTA構体に取り付けられたアライメントキューブの傾き

を測ることにより、OTAの指向軸の変動を測定すること

が可能である。これにより、軌道上の温度環境における

OTAの光学性能の検証が可能となる。

3. 試験結果

OTA熱光学試験は2002年１月28日から３月４日にかけ

て宇宙科学研究所の構造機能試験棟にて実施した。軌道上

で予測される高温および低温ケースの予測温度分布に加

え、高低温の一様温度やオペレーショナルヒータの運用に

伴う温度分布などを順次模擬しながら、OTAの波面形状、

焦点位置の移動量、指向軸の方向等が測定された。主な結

果を以下にまとめる。

1) OTAの各部の温度に対する焦点移動量を正確に測る

ことができた。概ねあらかじめ予測された振る舞いが

確認されたが、中には予想外の部位に対する温度依存

性も発見され、フライトモデルに向けたハードウェア

の一部改修を行うことになった。

2) 真空引きを開始してから複合材料であるOTAのトラ

ス構体は水分を失って徐々に寸法を変化させていく。

これもあらかじめ予想されていたが、その大きさと時

定数が初めて正確に求められた。1)とあわせてOTA

の軌道上における焦点移動量が正確に評価されたこと

により、焦点調節機構の初期設定や運用方法について

貴重なデータが得られたことになる。

3) 主鏡の温度変化に伴い、支持パッドから熱変形に伴う

応力が鏡に伝わって波面形状が変化するのが観測され

た。構造モデルによる予測と一致する成分が主である

が、それ以外にも予想外の変化が発見され、主鏡支持

部の一部を改修することになった。望遠鏡構体やその

他部位の温度変化では波面形状の劣化（主鏡副鏡のわ図 1. OTA熱光学試験のコンフィグレーション。



ずかな変移）は生じないことが確認された。

4) 指向軸については問題となるような変化を生じないこ

とが確認された。

以上OTA熱光学試験により主たる部分でOTA構造設

計の妥当性が確認されるとともに、重要な要改修項目を洗

い出すことができた。フライトフェーズに向け着実に回折

限界望遠鏡の実現に近づいているといえる。

熱光学試験用真空チャンバーは試験終了後三鷹の高度環

境試験棟に移設され、当面はOTAフライト部品のベーキ

ングのためフル稼働の状態が続くことになる。そして、2004

年の春にフライト望遠鏡による２回目（最終）の熱光学試

験を計画している。

図 2. 試験中の熱光学試験チャンバー。



ALMAカートリッジ型受信機システムのASTE搭載試験

杉本正宏、関本裕太郎、横川創造、奥田武志、立松健一

(国立天文台)

河野孝太郎

(東京大学・天文センター)

小川英夫、木村公洋

(大阪府立大学)

鈴木和司、南谷哲宏

(名古屋大学)

図 1. ⒜ 受信機室へシステムを搬入する様子。⒝ 受信機
室内の搭載前の様子。⒞ 搭載後の様子。３つのカート
リッジの底および冷凍機が見える。

ALMA カートリッジ型受信機システムを世界に先駆け

開発し、ASTE（Atacama Submillimeter Telescope
 

Experiment）での搭載試験を2002年11月からおこなってい

る［1］。口径10mのASTEサブミリ波望遠鏡は LMSA計

画のプロトタイプアンテナとして開発されたもので、野辺

山での評価試験を終え、2002年春にチリのサイトへ移設さ

れた。

我々が開発したクライオスタットは３つのカートリッジ

型受信機を搭載することができる［2］。クライオスタット

には２つのφ170mmカートリッジと１つのφ140mm

カートリッジが挿入可能であり、これはALMAのカート

リッジ規格と同じである。クライオスタットには、⑴冷凍

機の振動を軽減するためのセンターパイプ・蛇腹構造、⑵

カートリッジの着脱が容易で、かつ熱伝導の優れた熱リン

ク、⑶冷凍能力の高い３段 GM 冷凍機とコンプレッサ等の

技術が注ぎ込まれている。

熱リンクの基本概念は Rutherford Appleton Labora-

tory（RAL）によって提案されたものであるが［3］、開発

のためには多くの技術的課題があった。我々はシンプルで

かつ熱伝導が非常によい熱リンクを考案し、世界に先駆け

これを開発した［4］。φ170mmのカートリッジで測定され

た熱伝導度は、1.7WK ＠4K、5.6WK ＠12K、3.3WK

＠80Kであった。これは受信機の熱負荷を十分にカバーで

きる値である。またALMAでの大量生産という観点から、

容易に製作が可能である点も我々の熱リンクの大きな特徴

と言える。

Band 3（100GHz帯)［5］［6］［7］、band 8（500GHz帯)、

band 10（800GHz帯）の３つの受信機を試験用クライオス

タットを用いて独自に開発してきた（試験用クライオス

タットに関しては［8］を参照)。国立天文台において、こ

れらの受信機をASTE用クライオスタットへ統合し、チリ

のサイトへと発送した。

2002年11月に３つのカートリッジ型受信機をASTEへ

搭載し（図１)、11月17日にはすべての受信機で月のファー

ストライトに成功した。Band 3受信機による月、木星の能

率はそれぞれ97％、73％と求められた。また band 8受信機

においても、副鏡の調整が十分でないにもかかわらず、そ

れぞれの能率が82％、42％と非常に高い値を示した。さら

に木星・土星等の測定から、ポインティング精度がおおよ

そ1″程度と見積もられた。

12月９日には band 8受信機では、システム雑音温度が

1000Kに達し、中性炭素原子（492GHz）の輝線観測に成功

した（図２)。

我々は３つの受信機を含むシステム全体が設計通りに動

作することを確認した。これはカートリッジ型受信機シス

テムという概念がALMAにとって有望であり、実際の運

用にも十分な能力を発揮することを意味する。今後も受信

機の性能を向上させつつ、ASTEでの試験運用に活用して

いきたい。

図 2. オリオンからの中性炭素原子 CI（ P -P）輝線のスペ
クトル。CIの他、H CO（491.97GHz)、CH OH（492.28
GHz）輝線も検出された。
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重力波検出器 TAMA300

パワーリサイクリングと国際共同観測

藤本眞克、川村静児、山崎利孝、高橋竜太郎、新井宏二、辰巳大輔、福嶋美津広
佐藤修一、長野重夫、常定芳基、他 the TAMA collaboration

（国立天文台・位置天文・天体力学研究系）

重力波検出器 TAMA300にパワーリサイクリング技術

を取り入れた結果と、1000時間規模で実施された世界同時

観測について報告する。

レーザー光源と干渉計の間に鏡を１枚追加し、干渉計と

あわせて共振器を形成することで等価的に干渉計入射光量

を増やし、散射雑音レベルを下げる、というのがパワーリ

サイクリング技術である。マイケルソン干渉計部分にも

ファブリーぺロー共振器を備えるために、干渉計全体とし

ては複雑な結合共振器系となる。それに伴って制御すべき

自由度も増え、非常に複雑なシステムになったが、インス

トール後間もない2001年の末にはリサイクリングでの運転

を実現した。その後、調整・雑音低減を経て、2002年夏に

は大幅な感度向上を達成した（図１）。リサイクリングによ

る信号雑音比の向上、レーザー周波数安定化および強度安

定化の改良、散乱光対策の総合的な成果である。最も感度

が良いのは１kHz付近、変位感度で1×10 m/rHzであ

る。コンパクト連星（1.4M◉）の合体によって放出される

チャープ信号に対する信号雑音比（SNR）10で感度のある

距離は数10kpcにわたり、天の川銀河内でのイベントは十

分とらえられる感度を持っている。

国外でも大型干渉計が本格的に稼働を始めたことから、

重力波ネットワーク観測の時代に入りつつある。その一環

として TAMA300は2003年２月から４月までの２か月間、

米国 LIGO干渉計群との国際共同観測を行った（DT8）。銀

河系を見渡せる感度の干渉計同士という意味では世界初の

本格的同時観測である。複雑なリサイクリング干渉計であ

るにもかかわらず、干渉計は総観測時間1424時間中1158時

間の稼働を達成した。稼働率81.3％は、リサイクリングな

しの稼働率86.5％（DT6）に匹敵し、十分な安定性を示し

たといえる。LIGO干渉計群（およそ40％～70％）に較べて

も、TAMA300がもっともよく稼働した。観測データは

Super SINETを介して各地の解析グループにリアルタイ

ムで配信され、迅速な解析がすすめられた。TAMA300単

独での重力波探査解析の結果、プレリミナリーであるが、

天の川銀河内における1.4M◉コンパクト連星の合体のイ

ベントレートの上限は0.0033event/hour（C.L.90％）とい

う値を得た。干渉計感度の改善を反映して、DT6の値

（0.0095）より３倍程向上している。その他、詳細な解析は

現在も進行中である。

図 1. 干渉計の変位スペクトル感度。黒はリサイクリングな
しの FPMI干渉計でのベスト感度で、赤はパワーリサ
イクリングした干渉計の感度。１kHz以上の高周波領
域（散射雑音が支配的になる領域）で大幅に感度を改善
した。

図 2. DT8観測期間中の干渉計稼働状況。緑の帯は干渉計が
稼働し、且つ解析対象となるデータが取得された期間
を示す。



銀河系の総質量に対する新しい制限

坂本 強、千葉柾司

(総合研究大学院大学╱国立天文台)

Timothy,C.Beers

(ミシガン州立大学)

銀河系に含まれる質量部分、特に暗黒物質の成分は円盤

部を取り囲む様に大きく広がっているので、その総質量を

決定するためには銀河系外縁近傍まで達するような天体の

運動を詳細に解析する必要がある。今回我々は、銀河系質

量分布のプローブとなる衛星銀河とハロー天体の最新の運

動情報を用いて、銀河系の総質量に対する新しい制限を与

えることができた。使用したサンプルは、11個の衛星銀河、

137個の球状星団、413個の水平分枝星である。このうち約

半分の天体については固有運動情報が得られていることか

ら、これらに対して３次元の運動解析が可能となる。質量

決定の第一の方法として、サンプル天体の速度が銀河系の

脱出速度を超えない条件を課した。本解析により、これま

での研究の様に Leo Iと呼ばれる１個の衛星銀河が銀河系

に束縛されているか否かによって質量評価が桁で大きく変

わっていた状況は解消され、Pal 3、Draco、そしていくつ

かの高速度運動する水平分枝星からの質量制限が Leo Iに

よる制限と良く合致することがわかった。このことから、

銀河系総質量の下限は2.2×10 M◉となり、回転曲線は外

側でほぼ一定でないと多くのサンプル天体が銀河系に束縛

できないことがわかった。第二の質量決定の方法として、

サンプル天体の現在の位置と速度を最大限に再現する最尤

法を用いた。そうすると、第一の方法でも得られたように、

視線速度と固有運動の両方の情報を組み合わせると、Leo I

のあるなしに大きく影響されない最も確からしい銀河系総

質量を決めることが可能となった。この際、様々なモデル

の仮定に多少依存するが、その総質量に対する影響はせい

ぜい10 M◉の数倍程度である。この結果、最も確からしい

銀河系総質量の値は、2.5 ×10 M◉（Leo Iを含む場

合)、1.8 ×10 M◉（Leo I を含まない場合）となった。

特に、大マゼラン雲の距離（～50kpc）以内に含む質量は、

モデルパラメータにほとんど依らず、5.5 ×10 M◉

（Leo Iを含む場合)、5.4 ×10 M◉（Leo Iを含まない

場合）となることが明らかになった。このことから、大マ

ゼラン雲方向の重力レンズ現象の要因として、brown
 

dwarfsの可能性は否定されるものと考えられる。今後は

SDSSのデータをも考慮してより詳細な解析を行う予定で

ある。

参 考 文 献

［1］Sakamoto, T., Chiba, M., & Beers, T. C.:2003, Astron.

Astrophys., 397,899-911.

図 1. 質量Ｍと速度非等方性パラメータβの空間における
Likelihoodの等高線。実線と破線はそれぞれ Leo Iを
含む場合と含まない場合を示し、×と＊の記号はそれ
ぞれの場合における最大確率の位置を示す。



球状星団ωCentauriの起源となる矮小銀河の痕跡

水谷有宏、千葉柾司、坂本 強

(総合研究大学院大学╱国立天文台)

我が銀河系で最も質量の大きい球状星団であるω

Centauri（以下ωCen）は、その恒星の性質において他の

球状星団と大きく異なっていることで知られている。すな

わち、恒星の持つ金属量に大きな分散が見られ、その上恒

星系の運動も回転する成分を含むような複雑な状態になっ

ている。また、金属量の多い恒星は s-processによって合成

された元素を他の星団内に比べて多く含んでおり、恐らく

AGB星から放出された金属汚染ガスが星団内に留まって

次の世代の恒星に取り込まれていったと考えられる。とこ

ろが、ωCen単体の質量はこのようなガスを保持できるほ

ど大きくなく、銀河系円盤からの潮汐力で容易に剥ぎ取ら

れてしまうので、星団が単体で形成されたとは考えにくい。

このようなω Cenの性質を説明する最も有力な説として、

星団の起源は中心に核を持つ矮小銀河の核の部分であった

というものがある。つまり、矮小銀河本体は銀河系との潮

汐相互作用によって破壊される一方、中心核であった部分

は現在ωCenとして生き残っているという描像である。そ

うすると、この矮小銀河本体の重力場によってガスが少な

くとも数十億年の間保持され得る。

では、ωCenの起源となる矮小銀河は、現在どのような

形態で銀河系空間に残っているだろうか。

そこで我々は、数値シミュレーションによってこの矮小

銀河の動力学的進化を追跡し、さらに潮汐破壊によってば

らばらになった恒星の動力学的性質を詳しく解析した。矮

小銀河の軌道を制限する２つのモデルを調べた結果、どち

らのモデルにおいても破壊された銀河の破片（恒星）は－

100km/sで逆回転していることが明らかとなった。このこ

とから、最近 Gilmoreらによって銀経270度方向に発見さ

れた（視線速度～300km/sを持つ）恒星塊は、ωCenの起

源となる矮小銀河の痕跡の一部であることがはじめて明ら

かになった。さらなる痕跡の証拠は、SDSSや RAVEと

いったサーベイプロジェクトで確認できると考えられる。

参 考 文 献

［1］Mizutani,A.,Chiba,M.,& Sakamoto,T.:2003,Astrophys.

J., 589,L89-92.

図 1. 上段（中段）のパネルはモデル１⑵の軌道を持つ矮小銀
河が銀河系の潮汐力によって破壊された後の空間分
布を示す．下段のパネルは矮小銀河の軌道（点線はモ
デル１、実線はモデル２）を示す。表示領域は一辺15
kpcで、太陽は ＝－8kpcにあり、 は銀河系円盤面
に相当する。



銀河円盤中の自己重力不安定により励起された乱流

和田桂一

(国立天文台・理論天文学研究系)

Gerhardt Meurer,Colin A.Norman

(Johns Hopkins University)

我々は、銀河円盤中の星間ガスの乱流の発現と維持機構

について調べるために、天文学データ解析計算センターの

スーパーコンピュータVPP5000を用いて、これまでに例

のない、高分解能かつ大ダイナミックレンジの２次元数値

流体シミュレーションを行った。このシミュレーションは、

局所近似を用いずに円盤全体を取り扱う大局的なもので、

ガスの自己重力、銀河回転、現実的な星間ガスの冷却過程

が考慮されている。このモデルには、超新星爆発からのエ

ネルギーフィードバックが入っていないにも関わらず、非

線形定常段階での星間ガスの速度場が３桁以上の波数にわ

たって巾法則を示すことがわかった。このことから星間ガ

ス円盤は、星形成などのエネルギーフィードバックがなく

ても、十分に発達した定常乱流状態になりうることが示唆

された。非線形段階における、有効 Toomre Qパラメータ

は非常に広い値をとり、重力的に安定な領域と、不安定な

領域が、モザイク状に空間分布する (図１)。これらの結果

から、ガスの自己重力不安定および熱的不安定により、銀

河回転からエネルギーを引き出すことにより星間ガスの乱

流が維持されるというメカニズムがはじめて直接的に示さ

れた。

我々の星間ガスモデルは、矮小銀河NGC 2915の広がっ

た中性水素ガス円盤で観測されている速度分散の起源をよ

く説明する。この中性水素円盤中には、ほとんど星形成が

観測されていない為、星形成からのエネルギーフィード

バックでは、観測される速度分散が説明できない。また、

この銀河には中心部に星のバー構造があり、それによって、

ガスの速度分散が増加され、観測される中性水素の渦状腕

構造が励起されていることも確かめられた (図２)。

参 考 文 献

［1］Wada,K.,Meurer,G.,& Norman C.A.:2002,ApJ,577,197.

図 1. (上）十分に発達した乱流星間ガス円盤中の Toomre
Ｑパラメータの R－φ分布。(下）ガスの密度分布。何
本かの顕著な渦状腕構造が見える。銀河円盤全体とし
ては、力学的に安定だが、小さいスケールでみると、
重力的に不安定な領域（Q＜＜1）と安定な領域（Q＞＞
1）が混在している。

図 2. 矮小銀河NGC 2915の広がった中性水素ガス円盤の数
値流体モデル。スケールは kpc。大局的な渦巻構造は、
銀河中心の棒状構造による共鳴励起による。



T Tauri型星Hen 3-600A星周円盤からの

結晶質ケイ酸塩ダストの検出

本田充彦

(東京大学/国立天文台・ハワイ観測所)

片 宏一

(宇宙科学研究所)

岡本美子

(北里大学)

宮田隆志

(東京大学・天文学教育研究センター)

山下卓也

(国立天文台・ハワイ観測所)

酒向重行、田窪信也

(東京大学/国立天文台・ハワイ観測所)

尾中 敬

(東京大学)

ケイ酸塩（シリケイト)ダストは中間赤外線域にいくつ

かのスペクトルフィーチャを持つ。このフィーチャを観

測・解析することでケイ酸塩ダストの組成・物性・および

サイズなどについての情報を得ることが出来る。これまで

の観測から星・惑星系の原材料物質であると考えられる星

間空間物質において、ケイ酸塩ダストは非晶質なミクロン

サイズ以下の粒子であると考えられている。一方で80年代

後半から、太陽系形成時の始原的な物質を含むと考えられ

ている彗星ダスト中に結晶質なケイ酸塩が見つかり、この

起源が大きな問題となった。というのは、ケイ酸塩が結晶

化するには800Ｋもの高温で熱せられる必要があり、彗星が

形成したような低温領域（～30Ｋ）で形成されるとは考え

られなかったからである。近年、この起源に迫る観測事実

として若い中質量前主系列星であるHerbig Ae/Be型星

に結晶質ケイ酸塩ダストの検出が報告された。しかしなが

ら、太陽系形成と比較すべき低質量前主系列星において結

晶質なケイ酸塩ダストの明確な検出は報告されていなかっ

た。低質量前主系列星は進化がすすむと暗くなってしまい、

従来の観測機器では S/Nのよいスペクトルを取得するの

が難しかったためである。

そこで我々は、すばる望遠鏡に搭載された中間赤外撮像

分光装置（COMICS）の高感度を生かすことで、高度に進

化した可能性のある比較的暗い T Tauri型星の高品質な

スペクトルを取得することに成功した。その結果 T Tauri

型星Hen 3-600Aにおいて、結晶質ケイ酸塩ダストによる

と思われるダストフィーチャを明確に検出することに初め

て成功した（図１、［1］)。T Tauri型星からも結晶質ケイ

酸塩ダストを明確に検出できたことで、原始惑星系円盤に

おいてシリケイトダストの結晶化現象は中心星質量によら

ず起こりうるということが示唆される。彗星ダストに含ま

れている結晶質ケイ酸塩ダストは、これが取りこまれたも

のであろう。今後さらに観測的研究を進めることで、ケイ

酸塩ダストの結晶化現象の惑星系形成プロセスとの関係に

ついて迫ることが出来ると考えている。

図 1. 進化の進んだ T Tauri型星Hen 3-600Aの 10μm帯
スペクトル。10μm帯ダストフィーチャは非晶質
olivine（MgFeSiO；破線)、結晶質 forsterite (Mg
SiO；長破線)、結晶質 enstatite（MgSiO；点線）、
silica（SiO；一点破線）の重ね合わせで説明できる。

参 考 文 献

［1］Honda, M., Kataza, H., Okamoto, Y. K., Miyata, T.,

Yamashita, T., Sako, S., Takubo, S., and Onaka, T.:2003,

Astrophys. J.,585,L59.



月の裏側重力場の初の直接ドップラ計測のための精度評価試験

河野裕介

(国立天文台・電波天文学研究系)

花田英夫、河野宣之

(国立天文台・地球回転研究系)

山本善一

(宇宙科学研究所)

月・惑星の重力場を推定する有力な手段である月・惑星

探査機の軌道・位置推定には、ドップラ方式が主に使用さ

れている。月周回衛星（SELENE）計画では主衛星および

リレー衛星を 2-wayと 4-wayドップラを組み合わせて初

めてグローバルな月重力場の推定を目指している。その

ドップラ計測は18秒積分で 2-wayおよび 4-wayドップラ

それぞれ距離変化率で0.2mm s , 0.5mm s の精度を目

標としている。ドップラ計測の誤差要因の一つに地上局の

周波数安定度が挙げられ、その誤差評価はこれまで局内折

り返し試験や周波数標準を極めて単純なモデルを用いてな

されてきた。そこで今回はより現実に近いドップラ計測に

おける周波数安定度モデルを作成し、SELENEのドップラ

計測で使用する臼田宇宙空間観測センター（UDSC）におい

て周波数安定度の評価を行った。

地上局の周波数安定度によるドップラ計測誤差σは次

のような関係式で求まる。

σ＝＜ ＞＋＜ ＞＋2 σ 2、 、τ ⑴

ここで , はアップ・ダウンリンクのキャリア周波数、

σ 2、 、τは積分時間τ、測定間隔 における２標本標準

偏差、 , はアップ・ダウンリンクでの独立な計測に影響

するキャリア周波数で正規化された周波数の揺らぎの標準

偏差である。⑴式第１、２項は折り返し試験によって得ら

れる。UDSCでの計測結果を図１に示す。一方⑴式第３項

は直接求めるのは困難であり、アップ・ダウンリンクで共

通に影響する周波数の変動としてアップコンバータ、ダウ

ンコンバータに供給されている水素メーザに同期した５

MHzの基準信号の周波数変動から次のような方法で推測

をする。まず計測の簡易性を考慮し位相雑音 を求め、

次に からアラン標準偏差στを求め、最後にσ 2、

、τ＝ μ、 、τστという関係式より⑴式第３項が

得られる。ここで μ、 、τは位相雑音のスペクトル型

に依存するバイアス関数で基準信号の位相雑音のそれぞれ

のスペクトル型でそれぞれのバイアス関数を計算し最終的

な２標本分散を得る事ができる。UDSCでの計測結果を図

２に示す。

SELENE計画で用いる臼田局のドップラ計測システム

の周波数安定度の評価を行った結果、世界で初めて月の裏

側の重力場を直接ドップラ計測する 2-wayおよび 4-way

ドップラ計測が十分な精度で実現可能であることが分かっ

た。

図 1. 臼田局内折り返し試験結果。S-S、S-X bandはそれぞ
れ 2-way、4-wayドップラである。

図 2. 臼田局 5MHz基準信号の２標本標準偏差
2σ 2，2.6 .,τ。



太陽フレア高エネルギー電子伝播のマイクロ波撮像観測

柴崎清登、中島 弘、横山央明

(国立天文台・電波天文学研究系)

Melnikov,V.F.

(Radiophysical Research Institute,Russia)

Stepanov,A.V.

(Pulkovo Observatory,Russia)

太陽フレアは、太陽活動領域において短時間に高温プラ

ズマや高エネルギー粒子が生成される現象である。しかし、

エネルギー解放機構はいまだ十分に解明されたとはいえな

い。特に高エネルギー粒子の加速機構についてはほとんど

わかっていない。高エネルギー電子が活動領域内に生成さ

れると、磁力線に巻きつきながら磁力線に沿って伝播し、

磁場に巻きつく回転運動によって電波を放射する。よって

電波でフレアを観測すると粒子加速がいつどこで発生した

かを特定することができ、太陽フレアにおける粒子加速の

機構を解明できるはずである。このような考えに基づいて

10年前に野辺山電波ヘリオグラフが建設され観測を続けて

いる。加速され、電波を放射する電子はほとんど光の速度

なので、撮像観測のためには高い空間・時間分解能を併せ

持つ必要がある。野辺山電波ヘリオグラフの空間分解能は

10秒角（17GHz）と５秒角（34GHz）、時間分解能は100ミ

リ秒である。しかも常に太陽全面が視野内にあるので、太

陽面上のどこで発生しても逃すことがない。このような装

置をもってしても、長い間直接電子の流れを検出できるよ

うなイベントを見つけることはできなかった。

1999年８月28日に発生したフレアにおいて、電子が電波

を放射しながら伝播する様子をはじめてとらえることがで

きた［1］。フレアは中規模であったが、大きなループ状の

明るい電波源が観測された（図１）。このループの成長過程

を100ミリ秒毎の画像で見ると（図２）、ループの下方端近

くに明るい電波源が出現し、次にループの下方から上方に

向かって明るい構造が伸びていく様子が観測された。投影

されたループの長さは45000kmで、明るい構造が伝わるの

に約0.5秒かかった。ループの立体構造、電子が磁場に巻き

ついた螺旋運動をしていることを考えると、ほとんど光の

速度の電子が必要となる。

この観測により、１）ループの根元近くの電波源内の小

さな磁気ループ内で電子が加速され、それが大きなループ

に注入されたのか、それとも、２）小さなループと大きな

ループの相互作用によって粒子が加速されたのかのどちら

かであるということになる。今後この領域の物理的状態を

詳細に検討して粒子加速の機構が明らかになることを期待

したい。

参 考 文 献

［1］Yokoyama,T.,Nakajima,H.,Shibasaki,K.,Melnikov,V.

F.,and Stepanov,A.V.:2002,ApJ. 576,L87.

図 1. フレア中の太陽全面像（左、17GHz）とフレア部分の
拡大図（右、34GHz)。

図 2. 100ミリ秒間隔の 17GHz電波輝度分布。ループの下方
から上方に明るい構造が伸びている。



金属欠乏星にみる超新星による元素合成

青木和光、安藤裕康

（国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系）

Norris,J.E.

(Australian National University)

Ryan,S.G.

(Open University,UK)

Beers,T.C.

(Michigan State University)

私たちの太陽系の近傍には、鉄などの重元素をわずかし

か含まない星（金属欠乏星）が存在しており、その化学組

成は、第一世代の星における元素合成の結果を色濃くとど

めていると考えられている。このため、超新星における元

素合成過程を検証するうえで格好の対象として、金属欠乏

星の観測が行われてきた。

我々は、金属量の少ない星ほど炭素の過剰を示す天体が

多いという観測事実に注目し、すばる望遠鏡の高分散分光

器（HDS）を用いて、これらの天体の組成解析を重点的に

進めてきた。そのなかで、炭素だけでなくマグネシウム

（Mg）や珪素（Si（左)）にも大きな過剰を示す星

CS29498-043を発見した（図１、［1］［2］)。この天体の鉄

組成は太陽の1/5000程度と非常に低い。似た傾向を示す天

体はこれまでに一例見つかっていた（図１の中の

CS22949-037、［3］）が、今回発見された天体の組成の特徴

はより顕著である。図１（右）には、この星の組成パター

ンを、同程度の金属量の他の星との相対値として示した。

この星は、炭素から珪素までの、比較的軽い元素で大きな

過剰を示すことがわかる。逆に鉄族元素には特に目立った

特徴は見られない。

この星の化学組成は何を意味しているのだろうか マグ

ネシウムや珪素はα元素とよばれ、大質量星が進化の最期

に起こす超新星爆発（Ⅱ型超新星）で大量に供給されると

考えられている（炭素や窒素はいろいろな星で合成される

過程が考えられ、起源を特定するのが難しい）。したがって、

α元素に大きな過剰を示す星の存在は、Ⅱ型超新星による

元素合成にかなり個性があるということを示唆している。

超新星モデルによれば、爆発の際に中心付近で合成され

る鉄がどの程度放出されるか（どの程度ブラックホールに

とりこまれてしまうか）、は、爆発エネルギーに依存する。

爆発エネルギーが小さいと、鉄を吹き飛ばすことができず、

放出されるガスの鉄組成は低くなると考えられる（マグネ

シウムは鉄より先に合成され外側に蓄えられているので、

爆発エネルギーが低くても放出されやすい）。つまり、今回

発見された天体の組成は、「α元素過剰」というより、「鉄が

少ない」と解釈できる［4］。さらに、爆発時の内部での混

合過程を考慮したモデルも提案されている［5］。このモデ

ル は、最 近発 見 さ れた 鉄 組 成 の 最 も 低 い 星 HE

0107-5240［6］の組成をも統一的に説明しようというもの

である。さらなる金属欠乏星の組成研究で検証される必要

があるだろう。

参 考 文 献
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図 1. 左図：金属欠乏星のMg/Fe組成比（太陽系組成で規格化し、対数スケールで示してある）。すばる望遠鏡による観測で、非
常に高いMg/Fe比を示す天体 CS29498-043が発見された。右図：CS29498-043と CS22949-037の組成パターン（同程度の
鉄組成をもつ星との相対値）。鉄族元素と比較した場合に、この２天体が炭素から珪素までの元素に顕著な過剰を示すことが
見てとれる。



星像重心位置の高精度測定実験

荒木博志、田澤誠一、浅利一善、坪川恒也、鶴田誠逸

(国立天文台・水沢観測センター)

花田英夫

(国立天文台・地球回転研究系)

矢野太平、郷田直輝

(国立天文台・位置天文天体力学研究系)

他 RISE研究グループ

国立天文台 RISEグループでは、SELENE以降の月探査

を念頭に、月面に天測用望遠鏡を設置し月秤動・月潮汐の

観測を行う計画を検討している（ILOM 計画)。ILOM 計画

では１masの精度で星の位置、つまり物理秤動の振幅と位

相を計測することを目指している。

ILOM 計画の重要課題の一つに、CCD検出器上の星像重

心の高精度決定（ILOM では1/1000画素の精度が目標）と

いう、赤外線スペースアストロメトリ JASMINE計画と共

通する課題があるため、共同で CCDカメラを用いた擬似

星像撮像実験（Centroid実験）を開始した。この実験は、

CCD上の位置を高精度に制御した擬似恒星像データを取

得し、それを解析する星像重心決定アルゴリズム（JAS-

MINEグループで開発中）の検証に役立てることを目的に

している。

装置は長さ約１mの光学ベンチ上に、擬似星光源、集光

レンズ、CCDカメラを順に設置し、集光レンズによる擬似

星光源の像を CCD上に結像させる（図１）。擬似星は白色

光またはHe-Neレーザ光を５行５列に並べた光ファイ

バー25本に導き、端面を光らせて作っている。CCDカメラ

はパソコン制御により、擬似星光源の光軸に垂直な方向に

0.1μm以下の誤差で位置を制御することができ、必要な画

像を自動的かつ系統的に取得できる。集光レンズは口径５

cmだが、重心位置精度を出しやすくするため直径１～２

mmの絞りを入れてＦ値を100前後とし、回折による像の肥

大効果を利用して、星像が複数の CCDピクセルを覆うよ

うに調整している。

このようにして撮った星像の重心位置は、光子カウント

数を重み平均して容易に計算できるが、真の重心（X ）が

ピクセル中心（原点）にないと、求めた重心位置（X）に

誤差（X －X）が生じ数分の１ピクセルの精度が限界であ

る。そこでX －XがXに比例するとした１次補正（X －

X＝k･X）を仮定し、星１（X ）と星２（X ）の相対距

離のデータに最小２乗法を当てはめ、星１、２のｋ及びX

を求める。この方法で擬似星の重心位置を1/300画素の分散

精度で再現することができた（図２）。これは過去に米国の

FAME（Full Sky Astrometric Mapping Exploler）研究

グループが達成したこれまで最良の記録と同等である。さ

らに３次補正項の導入や画素内感度むらの補正を行えば、

誤差を ILOM 目標の1/1000画素以下も期待でき、実験・解

析の準備を進めている。

図 2. 基準擬似星に対する擬似星の相対距離の解析例。右上

の画像は撮像された擬似星像の一例。

図 1. Centroid実験装置全景。光学ベンチ上には、奥から擬
似星光源、集光レンズ、手前に CCDカメラがある。
CCDカメラは、ステッピングモータをパソコン制御す
るとで、高精度な位置制御が可能である。



プロミネンス放出現象と CME：マイクロ波を使った統計的研究

Gopalswamy,N.,Lu,W.,八代誠司

(NASA・Goddard Space Flight Center)

下条圭美、柴崎清登

(国立天文台・野辺山太陽電波観測所)

野辺山電波ヘリオグラフ（NoRH）は、非熱的電子が放

射する電波を観測するのが主目的の観測装置だが、約１万

度の熱放射からの電波にも感度があり、プロミネンスや

フィラメントも観測することができる。特にHαによる観

測で問題になるラインシフトによる影響が無いので、プロ

ミネンスの上昇速度等の計測に有利な装置である。野辺山

太陽電波観測所では、毎日の観測終了後に自動的にプロミ

ンネンス放出現象の検出を行なっている［1］。一方、

NASA/ESAが打ち上げた太陽観測衛星 SOHOにはコロ

ナグラフ（LASCO）が搭載されており、コロナ放出現象

（Coronal Mass Ejection:CME）の検出に威力を発揮して

いる［2］。本研究では、1996年１月から2001年12月の間で、

NoRHと LASCOが同時観測を行なっている時間に発生

したプロミネンス放出現象186例の解析を行ない、CME発

生との関係を調べた。

まず、自動検出されたプロミネンス放出現象を、太陽か

ら放射状に運動するイベント（radial event）と、太陽のリ

ムに沿った運動が支配的なイベント（transverse event）に

分類した。その結果、186例中152例（82％）が radial event

であり、残りの18％のみが transverse eventであった。

これらのイベントと LASCOで観測された CMEとを比

較し、プロミネンス放出現象と CMEの関係を調べた。その

結果、プロミネンス放出現象の前後数時間の間に CMEが

観測されたイベントは186例中134例あり、72％もの CME

がプロミネンス放出現象と関係がある事が明らかとなっ

た。特に radial eventは152例中126例が CMEと関係して

いた。また、CMEとの関係が見られなかったプロミネンス

放出現象でも、その上空にあるストリーマー構造に変化の

あったものが20％あり、特に transverse eventと関係が

あった。これは、上空の磁場構造とプロミネンス放出現象

の性質との関係を示唆していると思われる。

今回の結果は、以前Hαデータを使って行なわれた解析

結果よりも、倍以上のプロミネンス放出現象と CMEの相

関を示している［3、4］。これは、以前の研究では、CMEの

同定に衛星観測が無い期間には地上のコロナグラフを使っ

ていた事と、Hαによる観測であるために、比較的高度の低

いプロミネンス放出現象と CMEの相関を調べていたため

と思われる。

参 考 文 献
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図 1. 野辺山電波ヘリオグラフで取られたプロミネンス放出
現象（１段目)。SOHO/LASCO,EITでほぼ同時刻に
観測された CME（２段目)。プロミネンスおよび CME
の高度の時間変化（３段目)。



２種類の衝撃波の存在と選択的粒子加速の研究

大木健一郎

(国立天文台・理論天文学研究系)

太陽フレアおよびコロナ質量放出（CME）により発生す

る惑星間衝撃波は、電波や粒子（衛星）観測、また衝撃波

内を通り抜ける衛星による直接観測と、宇宙で最も詳細な

研究が可能となってきている。

太陽フレア直後、１AUでの粒子観測の結果、短時間型

（Impulsive）フレアは、長時間型（Gradual）フレアに比べ

電子対陽子の比（e/p比）が２桁くらい大きいことが知られ

ているが、従来はこれをフレア中での磁気流体波共鳴によ

る加速で、電子加速が優勢となるとされていた。しかし今

回、e/p比の観測にフレアガンマ線の観測も重ねてみると、

図 1.に示されているように、γ線を伴う Impulsiveフレア

は陽子欠損のため結果的に大きい e/p比を示しているこ

とが分かる。この他、一般に Impulsiveフレアは、Ⅱ型バー

スト（コロナ衝撃波）との相関が非常に良いことから、加

速源は、フレア爆発による blast-wave型衝撃波であるこ

とを提案している。他方 Gradualフレアの粒子加速源は、

CMEピストンによる衝撃波であることが確定している。

よって、この２種類のフレアで加速源が違うので e/p比が

大きく異なっていると考える［1］。

また惑星間衝撃波の観測から、衝撃波加速では太陽風速

度の２倍程度以上の速度の粒子が加速への“種”粒子となっ

ており、この速度は平均熱運動速度の10倍以上なので、マッ

クスウェル分布の尾部ではあり得ない。更に観測から、希

薄な太陽風プラズマ粒子の速度分布は、実際にマックス

ウェル分布ではなく、高エネルギー尾部がパワー型のκ-関

数分布である［2］。計算によると、マックスウェル分布が

κ-関数分布に変わるのは、太陽半径の数倍から10倍くら

い。他方 Impulsiveフレアの blast-wave型衝撃波は、３倍

の太陽半径以内で減衰してしまうことが観測されているか

ら、その高さではまだ κ-関数分布に変化していないので、

陽子加速の種粒子が不足し、大きい e/p比を与えることに

なる。

その他に、CMEピストンの惑星間衝撃波では、CME正

面部分（鼻部分）でのみ陽子加速が起こり、CME正面から

東西方向に離れた部分（翼部分）では、ピストンとなる

CMEが背後に無い衝撃波となっており、加速陽子が少数

しか観測されない。一方、電子については、翼部分を含め

どこでも同じ程度に加速されていることが見つかった［3］。

以上のように、惑星間人工衛星による粒子・磁力線等の

直接観測と、太陽電波・γ線・Ｘ線などの観測結果を組み合

わせると、衝撃波加速の全貌が解明される。また、従来か

らの加速理論では、熱分布の場の粒子がどのように選別さ

れるか不明であった。本研究の延長線上では、元素組成に

ついても選別の過程を明らかにできるので、太陽宇宙線と

銀河宇宙線に見られる組成などの多くの類似点の解明も可

能になると考えられる。今後は多くの研究分野を融合した

粒子加速研究の発展が望まれる。

参 考 文 献

［1］Ohki,K.:2003,ApJ., 586,617-623.

［2］Chotoo,K.,et al.:2000,JGR, 105,23107-23122.
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図 1. 惑星間空間１AU近くでフレアに伴って観測された相
対論的エネルギー（5-11MeV）の電子と陽子（25-45
MeV）の粒子フラックス（単位は、particles m sr
sec MeV ）を比較している。白い棒が電子、黒い棒
が陽子を示す。電子フラックスの大きい順に並んでい
る。図の左側のフレア日付の左横に星印が付いている
４つのフレアはγ線（Impulsive）フレアで特に陽子数
が少ないことがわかる。



へびつかい座Ａ及び B2領域での双極分子流の探索

鎌崎 剛

(国立天文台・野辺山宇宙電波観測所)

齋藤正雄

(国立天文台・電波天文学研究系)

平野尚美

(台湾中央研究院・天文天体物理研究所)

川辺良平

(国立天文台・電波天文学研究系)

我々は、へびつかい座星形成領域にあるＡ及び B2領域

における双極分子流の探索を行った。ジェームズクラーク

マックスウェル望遠鏡を用いた CO（J＝3－2）の観測と野

辺山ミリ波干渉計による CO（J＝1－0）の観測を行い、Ａ

領域において３つ、B2領域において１つ、計４つの双極分

子流を検出した。本観測で検出された４つの双極分子流の

内、１つはクラス０天体VLA1623により励起されている

既知のものであった。しかし、残りの３つは、今回初めて

検出されたものであった。新しく検出された双極分子流に

対して、傾きと光学的厚みの補正を入れた COフラックス

運動量を求めてみると、［3］で測定されているクラスⅠ天

体の値と同程度であった。また、新しく発見された双極分

子流は全てクラスⅡ天体もしくは近赤外線源により励起さ

れていると考えられ、赤外線源が検出されていないサブミ

リ連続波源［2］に付随するものは検出されなかった。

以上の結果は、へびつかい座Ａ領域の高密度領域及び B2

領域の北東領域において、今回の観測の検出精度を越える

ような双極分子流を励起する原始星が存在しないという事

を示している。また、上記の高密度領域はこれから星形成

が起こると考えられる星形成前期段階の高密度コアである

可能性が高い事を示唆している［1］。

参 考 文 献

［1］Kamazaki,T.,Saito,M.,Hirano,N.,and Kawabe,R.:2003,

ApJ, 584,357.
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図 1. ジェームズクラークマックスウェル望遠鏡で観測され
たへびつかい座Ａ北領域の CO（J＝3－2）の結果。⒜
青方偏移した成分（V ＝－1.68～＋1.31km s )。⒝
赤方偏移した成分（V ＝＋5.10～＋6.73km s )。＋
印は［4］で同定されたサブミリ連続波源 SM1,SM1N
及び SM2の位置を示している。☆印は近赤外線源
GY30及びVLA1623を、◇印は［2］で同定された微
小コアを示している。

図 2. 野辺山ミリ波干渉計で観測されたへびつかい座Ａ南領
域の CO（J＝1－0）の結果。大きな実線円は干渉計10
mアンテナの主ビームの40％レベルを示している。大
きな点線円は10mアンテナの視野（FWHM＝65″）を
示している。⒜ 青方偏移した成分（V ＝－0.20～＋
2.24km s )。⒝ 赤方偏移した成分（V ＝＋
5.08～＋6.71km s )。☆印はVLA1623と近赤外線源
（LFAM3及び S2）の位置を示している。



おおかみ座３暗黒星雲の深撮像観測：近赤外で光る暗黒星雲

中島 康、長田哲也、佐藤修二、永山貴宏、長嶋千恵、加藤大輔、栗田光樹夫、河合利秀

(名古屋大学・理学研究科・素粒子宇宙物理学専攻)

田村元秀

(国立天文台・光学赤外線天文学・観測システム研究系)

中屋秀彦

(国立天文台・ハワイ観測所)

杉谷光司

(名古屋市立大学・自然科学研究教育センター)

低温の塵とガスが集まり暗黒星雲が作られる。可視光を

使った観測では暗黒星雲の中の塵が背景の星の光を効率良

く吸収するので、背景星の中の「暗黒」な部分として暗黒

星雲は認識されてきた。暗黒星雲は星形成の現場であり、

星形成を理解するためには暗黒星雲での塵やガスの振る舞

いを研究することが重要である。

おおかみ座３暗黒星雲は我々に最も近い（約150pc）星雲

のひとつである。我々は2001年６月に南アフリカ1.4m望

遠鏡と近赤外線カメラ SIRIUSを使ってこの暗黒星雲の

最も吸収の大きいと思われる場所を観測した。観測には近

赤外線の３つの波長 J,H,Ksバンド（波長各1.25、1.65、

2.15μm）を用いた。観測の結果、おおかみ座３暗黒星雲自

体が近赤外線で光る星雲として観測された。波長の短いほ

うから、青、緑、赤の色を割り当てて作った擬似カラー合

成図が図１である。取得されたデータからは、各波長での

面輝度の分布（最大面輝度は J＝20.6,H＝19.8,Ks＝19.4

等/秒角 ）と背景の星の測光から暗黒星雲の吸収量の分布

（最大でAv＝47等以上）を得た。このような吸収の大きな

暗黒星雲が近赤外線で光る星雲として観測された報告はこ

れが初めてである。暗黒星雲の構造も近赤外線の放射とし

て詳細に現れた。この光る星雲は暗黒星雲の中の塵が背景

の星からの近赤外線を反射・散乱したものと考えられる。

視野の中にはAv＞30等の吸収の極大箇所が３つ（図１で

最も黒いあるいは褐色の部分）あり、これらは密度の濃い

コアと考えられる。面輝度分布は吸収量と相関があり、波

長に依存する。Ｊバンドではこのコアの部分が真っ暗で、

その周りを明るいハロが囲む。いっぽう、Ksバンドではコ

アの部分が明るく光りコアの外では暗い。Ｈバンドではそ

の中間的な光り方をしており、コアを明るいハロが囲みま

たその周りでは再び面輝度が暗くなる。こういった各バン

ドでの最大面輝度と吸収量の関係および暗黒星雲を照らす

背景星の近赤外線の輻射量から定量的に、暗黒星雲の中の

塵の反射・散乱が説明された。このとき、塵のサイズ分布

がWeingartner ら［1］のものに従う必要があることがわ

かった。これまで広く使われてきたMathisら［2］のモデ

ルよりもより大きなサイズのダストがより多く存在するモ

デルである。

参 考 文 献

［1］Weingartner,J.C.,& Draine,B.T.:2001,ApJ, 548,296.

［2］Mathis,J.S.,Rumpl,W.,& Nordsiek,K.H.:1977,ApJ,217,

425.

図 1. おおかみ座３暗黒星雲の J, H, Ksバンド擬似カラー
合成図。視野の広さは約９分角×９分角（0.4pc×0.4
pc）。座標は2000年分点。



すばる望遠鏡 FOCASによる SN2002apの可視偏光分光観測
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2002年１月29日、Ｍ74銀河の中に発見された超新星

SN2002apは、その幅広い吸収線の特徴から、SN1997efや

1998bwと同様の Ic型極超新星に分類される［1］。極超新星

とは、典型的な超新星に比べて１桁ほど爆発のエネルギー

が大きい超新星を指す。その大きなエネルギーの解釈とし

て、爆発に大きな非等方性が生じている可能性が指摘され

ており、偏光観測の重要性がより高まっている。我々は、

すばる望遠鏡と微光天体分光撮像装置 FOCASを用いて、

2002年２月、３月および６月に SN2002apの偏光分光観測

を行った［2］。当時、FOCASの偏光観測モードは立ち上

がったばかりで、本格的な観測利用はこの研究が初めてで

ある。今回得られたデータから、この超新星の直線偏光成

分に著しい変化があったことがわかる（図１）。特に、極大

光度期に重なった２月にはOIλ7773/Ca II IR tripletの吸

収トラフに、および一ヶ月後には両者が分離した形で、そ

れぞれ際立った偏光フィーチャーが見られる。星間偏光成

分を差し引いて超新星固有の偏光成分を導出すると、３種

類の特徴的な偏光方位角を持つ成分があることがわかる。

２月の連続光に見られる80°の成分、２月の偏光フィー

チャーに見られる120°の成分、および、３月の偏光フィー

チャーに見られる150°の成分である。これらは、この超新星

の爆発に複数の非等方成分が存在することを示している。

２月の連続光の偏光度から、この超新星は、空に投影した

場合の軸比でおおよそ一割程度、非対称であったといえる。

あるいは、全フラックスと偏光フラックスのパターンの類

似性から、非常に思索的であるが、0.115cよりも大きな速

度で放出された高速度成分による散乱が、この偏光に寄与

していた可能性もある。高速ジェットの存在は、超新星や

ガンマ線バーストの流体力学的なモデルで示唆される例も

あり、重力崩壊型超新星の物理過程を探る上で興味深い。

参 考 文 献

［1］Mazzali,P.A.et al.:2002,Astrophys. J., 572,L61-65.

［2］Kawabata,K.S.et al.:2002,Astrophys. J., 580,L39-42.

図 1. SN2002apのフラックスと偏光スペクトル。上から順
に、⒜全フラックス、⒝偏光度、⒞偏光方位角が、それ
ぞれの観測日ごとに示してある。破線は、データから見
積もられる星間偏光成分。



２型セイファート銀河の中心核スターバースト

今西昌俊

(国立天文台・ 光学赤外線天文学・ 観測システム研究系)

活動銀河核（AGN）の統一モデルによれば、可視光線で

幅の広い輝線を示さない２型セイファート銀河は、中心核

に存在するAGNが、ダストトーラスの向こう側に隠され

ているとされている。ダストトーラスは、分子ガスにも富

むため、スターバーストが生じやすい場所であり、実際、

２型セイファート銀河において、このような中心核スター

バーストの存在が示唆されつつあるが、その詳しい性質に

ついては全く明らかにされていない。このようなコンパク

トな（300pc程度以下）中心核スターバーストの性質を、母

銀河中に広がった星生成と区別して理解するためには、ス

リット分光が最適である。

中でも、波長３-４μmによるスリット分光観測は、中心

核スターバーストをきちんと検出し、その光度を定量的に

評価するのに非常に強力な手法である。第一に、この波長

帯に存在する3.3μm PAH放射は、AGNでは観測されず、

スターバーストのみで観測されるため、その光度はスター

バーストの規模を反映する。第二に、この PAH 放射は、

元々非常に強いため、普通の S/N（～20）のスペクトル中

で、弱いスターバーストのサインをも検出できる。第三に、

短波長の光に比べて、ダスト吸収の影響が小さい。我々は、

計12個の２型セイファート銀河の３-４μmスリット分光

観測を行ない（図１)、以下の結果を得た［1］。

1. ３天体において、3.3μm PAH放射の観測値から見

積もられた中心核スターバーストの光度は、紫外線

データから吸収補正して見積もられたそれと良い一致

を示す。つまり、2型セイファート銀河の中心核スター

バーストの場合、ダスト吸収の影響は３-４μmでは重

要でなく、従って、3.3μm PAH放射の観測値は、ス

ターバーストの光度の優れた指標である。

2. １天体を除き、3.3μm PAH放射の等価幅は、スター

バースト銀河のそれに比べて有意に小さく、従って、

２型セイファート銀河中心核からの３-４μm 観測フ

ラックスは、スターバーストではなくAGNが支配し

ている。

3. 赤外線光度に対する3.3μm PAH放射光度比は非常

に小さく、中心核スターバーストは、２型セイファー

ト銀河全体の赤外線ダスト熱放射のほんの一部にしか

寄与していない。

4. 3.3μmPAH放射と、IRAS衛星で測定された12μm

光度は、統計的に相関している(図２)。IRAS12μm光

度が、これまで仮定されているように、AGNの規模の

よい指標であるならば、AGNと中心核スターバース

トの光度は相関している。

図 1. 代表的な２型セイファート銀河中心核の、３-４μmス
ペクトル。横軸は観測波長（ミクロン)。縦軸は F（10
W m μm )。上段の２天体は、3.3μm PAH放射が
はっきりと検出されているのに対し、下段の２天体で
は、検出されていない。

図 2. IRASで測定された12μm光度（横軸)と、我々のス
リット分光で測定された3.3μm PAH放射光度（縦軸）
の比較。統計的に、両者の相関が確認された。

参 考 文 献
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すばる望遠鏡による微小小惑星帯小惑星のサイズ分布観測
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すばる望遠鏡と広視野 CCDカメラ Suprime-Camの組

合せは、これまで暗くて観測されたことのない多数の微小

小惑星のサーベイ観測を可能にした。我々はたった２晩の

観測から861個もの小惑星帯小惑星（このうち約80％が直径

１km以下の微小天体）を発見し、それらのサイズ分布を統

計的に調べ、これまでに理論や衝突実験から予想されてき

た小惑星の大きさ分布が、小さいサイズ領域では成り立た

ないことを確かめた［1］［2］。

観測したのは2001年２月21、24日の衝の位置、黄道面付

近の約３平方度で、小惑星帯小惑星の検出限界は24.4（Ｒ）

等であった。これは小惑星帯の外側で直径500mの天体を

検出できたことを意味する。小惑星の検出は同一視野を

撮った数枚の画像を重ねた合成画像で行う（図１）。この合

成画像では天体の S/Nは少し悪くなるが、チップの端に

写った小惑星や星や銀河に重なった小惑星を見落とす可能

性が減る。また一般に小惑星は変光するので、検出限界に

近い小惑星はかすかに見えたり見えなかったり、スカイの

ゆらぎに埋もれたりして紛らわしい。このような暗くて変

光のある小惑星を除外し、確実に明るさの測れる天体を抽

出する際にもこの合成画像は有効である。

我々は検出した1111個の移動天体の見かけの運動から

個々の軌道半長径と軌道傾斜角を統計的に推定し［3］、861

個の小惑星帯小惑星を抽出した。ついで、小惑星のアルベ

ドを仮定して大きさを計算し、直径0.5-1kmの小惑星の累

積サイズ分布の傾きを調べた。我々の得た累積サイズ分布

の傾きは約1.0で、過去の観測で得られた数 km以上の小惑

星の累積サイズ分布（傾き1.75）と比べてかなり緩やかで

あった。これは小惑星帯内で微小小惑星の数が予想よりは

るかに少ないことを意味する。さらに小惑星帯を内、中央、

外に分けてそれぞれ累積サイズ分布を求めると、小惑星帯

の外側ほどその傾きが緩いことがわかった(図２)［1］。我々

はこのサイズ分布の違いが小惑星帯内で良く知られている

S-typeと C-type小惑星の分布の違いを反映したものでは

ないかと考えている。

参 考 文 献

［1］Yoshida,F.et al.:2003,PASJ, in press.

［2］Yoshida,F.et al.:2001,PASJ, 53,L13-L16.

［3］Nakamura,T.& Yoshida,F.:2002,PASJ, 54,1079-1089.

図 2. 小惑星帯小惑星のサイズ分布の違い：青：小惑星帯の
内側（2.0-2.6AU)、黒：中央（2.6-3.0AU)、赤：外
側（3.0-3.5AU）を示す。エラーバーの付いた曲線が
各領域の累積サイズ分布、縦線は各領域の検出限界を
表す。

図 1. ２時間で11回の露出を重ねた合成画像（CCD1チップ
の視野6.5’×13’）：恒星や銀河は黒、黒白黒…と並んだ
棒状のイメージが小惑星である。各小惑星が２時間の
観測時間中に動いた距離と方向が一目でわかる。
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カートリッジ型ミリ波・サブミリ波帯 SIS受信機用の冷

却システムを開発した。この冷却システムは、アルマ（ア

タカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計）の試験受信機システ

ムに相当する。そのため従来の受信機に比べて、高い安定

性、精密な位置アライメント、そして大量生産に適した利

便性が要求される。これらの要求に答えるため、我々は以

下の新技術を導入し、冷却システムを構築した。

1) カートリッジ型受信機を冷却するためのネジを使わ

ない熱リンクシステム。2) 自重や真空による変形を軽減

するためのセンターパイプ構造。3) 冷凍機の機械振動を

軽減するための蛇腹構造。4) 熱振動を軽減するための

Heポットを搭載した GM3段冷凍機。

クライオスタットとカートリッジは、３段で構成されて

おり、それぞれのステージ（4K、12K、100K）の冷却到達

温度は3.5K、13.4K、78.3Kである。熱リンクシステムは

非常に高い熱伝導率を示し、4Kステージ、12Kステージ、

100Kステージでそれぞれ1.7WK 、5.6WK 、3.3WK

を達成することに成功した。また蛇腹構造を採用したこと

により、機械振動は 4Kステージの上で GM 冷凍機の上

（振幅：20ミクロン）に比べて、約10分の１（同：２ミクロ

ン）にまで軽減する事が出来た。温度振幅も、冷凍機の上

に比べて、約７分の１に相当する 2mKを達成した［1］,

［2］。

参 考 文 献

［1］Yokogawa,S.et al.:2003,PASJ, 55,519.

［2］Sugimoto,M.,et al.:2003,accepted by the Cryogenics.

図 1. ⒜ クライオスタットの断面図.クライオスタットは
３段構造であり，それぞれ 4K，12K，100Kに冷却され
る.また３つのポートを保持しており，最大で３種類
の受信機を同時に搭載できる.容器の中心にはセン
ターパイプ構造が見える.GM 冷凍機とクライオス
タットの各ステージとの間には蛇腹構造が見える.⒝
放射シールドを外した状態での，クライオスタットの
写真.500GHz帯（バンド８）の冷却光学系が手前の
カートリッジ上に，100GHz帯（バンド３）のフィード
ホーンが左のカートリッジ上に，800GHz帯（バンド
10）の光学系がセンターパイプの後方に見える.

図 2. ⒜ φ170mmカートリッジの断面図.⒝ バンド８
受信機を搭載したカートリッジ型受信機の写真.上
から２段目（12Kステージ）の上には，冷却アンプ
（LNA）が見える.



神岡重力波検出器における地面振動雑音の低減
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1999年、基線長20mの干渉計型重力波検出器は国立天文

台三鷹キャンパスより神岡鉱山内に移転した。神岡の実験

室は、北緯36.25度、東経137.18度に位置し、山頂下1000m

の鉱山内にある。

この坑内の静かな地面振動環境を利用するため、我々は

重力波検出器の移転を決意した。ここの地面振動は、１Hz

あたりで三鷹に較べて２桁も小さく、三鷹では共振周波数

が100mHz以下の低周波防振装置を用いなければ実現でき

ないほど、小さなものである。この地の利を生かすことに

より、我々は図１に示す通り地面振動起源の雑音を低減す

ることが出来た。30Hz以下の周波数帯では設計感度と良

く一致しており、30Hzで9×10 m/ Hzを達成すること

が出来た。更に、これは TAMA300の設計感度よりも雑音

が小さく、神岡の地の利を強くアピールすることとなった。

100Hz付近の雑音は未同定の雑音により支配されている

が、2×10 m/ Hzを達成しており、現在の TAMA300検

出器より改善することが出来ている。

またこの実験では、低周波での雑音改善だけでなく、

TAMA300よりも短い基線長でより良い重力波検出感度

を得ることも出来た。具体的には、コンパクト連星合体時

に放出される重力波に対して１太陽質量から70太陽質量ま

での広い質量範囲に亘って、３kpcより遠くまで観測する

ことが可能である。10太陽質量より重い星では（例えブラッ

クホールであっても）公転周期が50Hz以上になる前に合

体してしまうため、100Hz以上の帯域で良い感度であって

も観測することが出来ない。今回30Hzから100Hzの低周

波帯域で飛躍的に感度が向上したことで、10太陽質量以上

の領域を検査可能にしたと言える。

この実験の成功は、さらなる感度向上に向けての重要な

一歩であり、今後は低温鏡を用いた100m基線長による熱

雑音低減実験（CLIO）に引き継がれ、最終的にはフルスケー

ル重力波検出器（LCGT）へ発展して行くものである。

図 1. 重力波検出器の変位雑音スペクトラム；測定値［黒］，
設計値［青］，TAMA300測定値［赤］, TAMA300設
計値［緑］.
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ディラトン・ワームホールの形成と拡大

小山博子

(国立天文台・位置天文・天体力学研究系)

Sean A.Hayward,Sung-Won Kim

(梨花女子大学)

ワームホールとブラックホールの動的性質に関する理論

的研究成果、ブラックホールからワームホールが形成され

る、およびワームホールの入口半径を広げる解析解につい

て報告する［1］。

ワームホールは別のあるいは同一の宇宙における異なる

地点をつなぐ、時空のトンネルである。有限時間で通過可

能なワームホールが Einstein方程式の球対称静的解とし

て発見されて以来、ワームホールはワープやタイムマシン

の実現可能性を秘めた興味深い研究対象となった［2］。そ

してこれまでに静的ワームホールの性質は多くの研究者に

よって研究され、通過可能なワームホールを維持するため

には負のエネルギー物質が必要であることなどが解明され

てきた。

最近、共同研究者のひとりによってワームホールの動的

性質としてブラックホールとワームホールの二重性仮説が

提唱された［3］。この仮説によると、エネルギーの流入に

よって trapping horizonの分岐や合併が起き、その結果ブ

ラックホールとワームホールは互いに動的に移り変わる。

さらにこの仮説は、ブラックホールの動的性質を表す熱力

学法則をワームホール熱力学へ拡張して、ブラックホール

ワームホール熱力学として包括的に定式化できる可能性を

含んでいる。

我々は２次元ディラトン模型において、衝撃波を利用す

ることによりワームホールの動的プロセスを含む解析解を

構築した。これらのモデルはブラックホールからワーム

ホールが形成される、あるいはワームホールの入口半径を

広げるモデルであり、Einstein重力への拡張も可能なモデ

ルである。その結果、ワームホールの入口を大きくするし

くみはワームホールに対して正および負のエネルギーを持

つ物質場を流入させるタイミングにあることが分かった。

まず負のエネルギー物質を流入して trapping horizonを

分岐させ、past trapped surfaceをつくり、次に正のエネ

ルギー物質を流入して再び trapping horizonを閉じるこ

とである。

今回発見した動的性質の一般的証明は、ワームホール熱

力学の第１および第２法則を与え、ブラックホールとワー

ムホールの動的性質を統一的な理論枠組で定式化する重要

な研究であり、現在も進行中である。

参 考 文 献

［1］Koyama,H.et al.:2003,Phys Rev.,D67,084008.

［2］Morris,M.S.and Thorne,K.S.:1988,Am.J.Phys.56,395.

［3］Hayward,S.A.1999,J. Mod. Phys.D8,373.

図 1. ワームホール形成モデルのペンローズ図。ブラック
ホールに負の強いエネルギーのパルスを放射すること
により、分岐していた trapping horizonが閉じ、次い
で先ほどよりは弱い負のエネルギーの定常的放射（水
色の波線）によって閉じた trapping horizonを維持さ
せることにより、静的ワームホールが形成される。ピン
ク色と黄緑色の直線は trapping horizonを表す。黄色
の領域は past trapped regions、灰色の領域は future

 
trapped regionsを表す。青い点線は負のエネルギーの
パルスを表す。

図 2. ワームホール拡大モデルのペンローズ図。静的ワーム
ホールに、負のエネルギーのパルス（青色の点線）、次
いで正のエネルギーのパルス（赤色の点線）を順に流し
込むことにより、はじめより大きな入口をもつ静的
ワームホールに変わる。



近赤外［Fe II］輝線による

若い星から放出されるアウトフローの分光観測

T.-S.Pyo、林 正彦、小林尚人、寺田 宏、後藤美和、山下卓也、高見英樹、高遠徳尚、
W.Gaessler、早野 裕、鎌田有紀子、家 正則、臼田知史

(国立天文台)

A.T.Tokunaga

(ハワイ大学)

伊藤洋一

(神戸大学)

若い星から放出されるアウトフローは、星形成の過程で
起こる質量降着と密接に関連しており、星-円盤系から角運
動量を抜き去るのに重要な役割を演ずる。質量降着やアウ
トフローのメカニズムを明らかにするためには、アウトフ
ローの根本にできるだけ近い領域で、高い空間分解能の撮
像観測を行うとともに、分光観測によって速度構造の情報
を得る必要がある。
我々は、おうし座分子雲（距離140pc）中にあるふたつの

天体、L1551IRS 5と DG Tauに対して、すばる望遠鏡の
近赤外線分光撮像装置（Infrared Camera and Spectro-
graph:IRCS）を用いて、［Fe II］λ1.644μm輝線の分光観
測を行った（［1］、［2］)。その結果、近赤外［Fe II］輝線は、
星のごく近傍で直接的に加速された部分電離ガスをよくト
レースすることが分かった。特に、近赤外［Fe II］輝線は
可視光の禁制線に比べて減光量が小さいため、可視光では
観測できない星近傍のアウトフローをよくトレースする。
このことは、星への質量降着やアウトフローの放射メカニ
ズムを研究する上で、近赤外［Fe II］輝線が非常によい手
段であることを示している。L1551IRS 5と DG Tauで観
測された［Fe II］輝線の位置-速度図を、図１⒝と図２に示
す。この二天体からの［Fe II］輝線は、空間スケールは違
うが、非常に類似した特徴を示している。第一に、青方偏
移した輝線の輪郭は、星の速度を含んでいない。この事実
は、すべての輝線放射がアウトフロー起源であることを示
している。第二に、青方偏移したアウトフローの中に、異
なるふたつの速度成分が存在する。ひとつは高速度成分
（high velocity component:HVC）で、星の速度に対して
200-300km s 青方偏移している。もうひとつは低速度成
分（low velocity component:LVC）で、約100km s の
青方偏移を見せている。第三に、HVCと LVCは特徴が異
なっている。HVCは、狭い線幅を保ちながら加速源からよ
り遠い場所まで伸びているのに対し、LVCは、広い線幅を
持ちながら加速源の近くに分布している。このことから、
HVCは星の極めて近くから放出されたコリメーションの
良いジェットであり、LVCは広い開口角を持つ円盤風
（disk wind）だと、我々は結論した。

空間的にも速度的にも互いに明確に分離されているふた
つの速度成分は、ジェットとウィンドという二種類のアウ
トフローがあることを示している。
この種のふたつの速度成分は、古典的 T Tauri星

（CTTS;Class II天体）の可視光禁制線にも見られるもの
だが、今回の我々の観測は、その存在と特徴を極めて明確
な形で明らかにした。さらに注目すべきことは、L1551IRS
5や DG Tauのような若い星のHVC（200-300km s ）や
LVC（～100km s ）は、より進化した Class II天体のHVC
（50-200km s ）や LVC（～5-20km s ）に比べて、非常
に速い速度をもつということである。なお、L1551IRS5の

LVCでは、加速源から離れるにしたがってウィンドが収束
して速度幅が狭くなっていくという、コリメーションの運
動学的な証拠を初めて検出した。また DG Tauでは、星の
北東側に赤方偏移したジェットを初めて検出したが、この
ジェットは星から0.7秒角の場所までが原始惑星系円盤に
よって隠されていることが分かる。

図 1. ⒜ L1551IRS5から放出するアウトフローの［Fe II］
λ1.644μm輝線強度の空間分布。平行な破線は、0.6秒
角の幅を持つスリットの位置を表している。⒝
L1551IRS5の北側ジェットに沿った位置-速度図。連
続光成分を差し引いたもの。

図 2. DG Tauからの［Fe II］λ1.644μm輝線の位置-速度

図。連続光成分は差し引いたもの。

参 考 文 献
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爆発的星形成銀河NGC253及びM82でのアンモニアの観測

高野秀路、中井直正

(国立天文台・電波天文学研究系)

川口建太郎

(岡山大学)

野辺山宇宙電波観測所の直径45m電波望遠鏡を用いた

系外銀河NGC253及びM82でのアンモニア分子の観測の

結果を報告する［1］。

我々は、近傍の銀河の分子組成を調べ、銀河ごとの違い、

及びその原因について研究を行なっている。分子として特

にアンモニア（NH ）に注目している。その理由は、アン

モニアが銀河の分子組成の違いを反映しやすいと考えられ

ること、また温度、及びオルソ╱パラ比などの有用な情報

が得られることである。

今回、近傍の爆発的星形成銀河として有名な両銀河にお

いて、(J,K)＝(1,1)－(4,4）の４遷移（23.7-24.1GHz）

を同時に観測した。その結果、(1, 1)－(3, 3）遷移を

NGC253で検出できた（図１）。しかし、M82ではどの遷移

も検出できなかった。観測のビームサイズは71”（FWHM）

である。

特筆すべきことは、NGC253では図１に示すようにスペ

クトル線ごとに形が異なっていることである。NGC253は

edge-onに近く、スペクトル線の幅は主に銀河回転による

ドップラー効果で説明できる。そのため、形の違いはスペ

クトル線を出す領域の分布を反映していると考えられる。

特に（2,2）遷移は細く、300km/s付近のみに存在する。こ

の速度は銀河の中心から南西方向に10”程度の場所に対応

する［2］。(1,1）に対して、(2,2）の準位はエネルギー的

に高いため、この南西方向には活動的な場所があることが

わかる。ここでの回転温度は約50Kであった。一方、ビー

ム内での平均的な回転温度は約29Kであった。また、強度

としては（3,3）遷移が最も強かった。

アンモニアには３つの等価な水素原子核（スピン1/2）が

あり、その配向によってオルソアンモニアとパラアンモニ

アが生じる。オルソとパラは生成時に決まり、その後の変

換は無視できると考えられるので、オルソ╱パラ比はアン

モニア生成時の情報を持っていると考えられる。今回観測

した遷移では、(3,3）がオルソで、それ以外はパラである。

解析の結果、上記の（2,2）遷移の強度が大きいところでは、

オルソ╱パラ比は１に近かった。これは、ほぼ40K以上で

オルソとパラが分配されれば実現できる統計的な値であ

る。一方、(2,2）遷移が弱い速度領域（100-250km/s）で

は、比が６よりも大きいという結果となった。これは統計

的な値よりかなり大きな特異な値で、特筆すべきことであ

る。この比を実現するためには、オルソとパラが８K以下

の温度で分配される必要がある。従って、この速度領域の

アンモニアの生成には、何らかの低温過程（冷たいダスト

など）が関与していることを示唆する。

アンモニアの水素分子に対する相対存在量をNGC253

で求めたところ、2.7×10 、M82では 1.4×10（回転温

度を30Kと仮定した場合の上限値）となった。両銀河とも

ガスが豊富で爆発的星形成を起こしているにもかかわら

ず、アンモニアの存在量は１桁以上異なっている。このこ

とは、これまでに明らかになってきた両銀河の分子組成の

違いを、さらに支持する結果である。また、NGC253及び

M82以外の近傍銀河の分子組成も含めて総合的に検討し

た結果、ダスト上で生成しやすい分子の存在量が、M82で

は明らかに少ないことがわかった。そのため、分子の生成

反応の観点から見て、近傍銀河の中でM82の分子組成は特

異であると結論した。この理由については、M82中心部で

のダスト量が相対的に少ない、又は分子形成に関連した実

効的温度が低い、などの可能性が考えられる。

図 1. NGC253でのアンモニアのスペクトル 下から上へ
（J,K)＝(1,1),(2,2),(3,3),(4,4）遷移の順番で、局
所静止座標系に対する速度で表示している。点線は
systemic velocityを示す。

参 考 文 献
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333,157.



我々の銀河渦状腕の運動学的解析

矢野太平、千葉柾司、郷田直輝

(国立天文台・位置天文・天体力学研究系)

我々は銀河の渦状腕構造が密度波理論に従い運動してい

るかどうかを判定するためのスキームを開発した。現在、

ヒッパルコス衛星により我々の銀河の個々の星の運動は正

確にわかりつつあり、今後さらに、次世代の位置天文衛星

があがるにつれて、さらに広範囲に銀河系の星の位置や運

動がわかると期待できる。現段階ではひとまず、ヒッパル

コス衛星カタログを用いて、我々の銀河の渦状腕構造に関

する物理状態についてどこまでのことがいえるか考察し

た。それによると、我々の銀河の渦状腕が密度波に従って

いる事を強くサポートするような結果は得られなかった。

まず、太陽近傍数Kpcの propermotionと視線速度の両

方をもつセファイドを用いる。ここでは78個のセファイド

を用いた。まず、位相関数χをχ＝ln(r/r)/tan(i)－θで

定義する。ここで、rは銀河中心―天体の距離、rは銀河中

心―太陽間距離、 はピッチアングル、θは太陽-銀河中心

-天体のなす角である。更に、図１で示すように epicyclic

運動を表す位相をφで定義するとこのχとφにφ≡ χ

＋φ（mod2π）なる線形関係が示される。最小２乗法を用

い、この線形関係が成立するかを考察した。その結果とし

ては、観測データの誤差が大きくて密度波理論が正しいか

どうかを決定するのに充分ではなかった。そこで、どの程

度誤差であれば、密度波であるかどうかが判定できるのか

を考察した。星 の誤差σはセファイドの速度分散σ 、

マグニチュードの誤差σ 、そしてヒッパルコスデータの

誤差σ , が含まれる。ここでヒッパルコスデータの誤差

σ , に着目する。

ここで４本腕をもつ銀河モデルを３つ調べ、図２に結果

を示す。始めのモデルは誤差σ , がヒッパルコスのデー

タと同じ誤差を与えたものであり、σ と表記する。２

番目、３番目のモデルはそれぞれσ ＝0.5σ , と

0.1σ である。図２をみて解るように、３番目のモデル

では４本腕、すなわち ＝4ではっきりとした極小値が見

て取れる。この解析によりもし、ヒッパルコスデータの10

分の１の誤差で測定できれば極小値があるかどうかが判定

でき、密度波理論に従うかどうかが判定できる。

参 考 文 献
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図 2. ４本腕アームをもつ３種類のモデルの誤差総和Δ の
図。実線、点線、細い点線はそれぞれ誤差σ ＝σ 、
σ ＝0.5σ 、σ ＝0.1σ , をもつモデル。図 1. 位相χとφを表す図。矢印は速度方向をあらわす。



銀河のスパイラルアームの安定性

矢野太平、官谷幸利、郷田直輝

（国立天文台）

我々はスパイラルアームが密度波により形成されている

とした時に、安定に存在しえるかどうかを調べた。アーム

構造を含む、与えられたポテンシャル上で粒子の軌道を計

算することにより定常的なスパイラル構造が可能かどうか

を解析した。その解析によるとはじめに与えられたスパイ

ラルパターン（初期条件）に応じてスパイラル構造、バー

構造、構造の消失といったように力学進化することが解っ

た。もし、定常的な密度波があるとすれば、そのアームの

ピッチアングルはおよそ10度程度であり、late-typeのよう

な大きなピッチアングルを持つ銀河のアームがもし密度波

による構造ならば、定常的な構造となり得ない事を導いた。

ここで、計算に用いたポテンシャルやパラメータを説明

する。ポテンシャルの軸対称部分は

∝ ⑴

である。ここで は銀河中心からの半径、βは定数。ここで

はβ＝0.25を採用する。非軸対称成分として、定常的に回転

する２本腕の logarithmicポテンシャルを仮定する。

＝－ cos 2cot ln －2ϕ, ⑵

∝ . ⑶

ここで、 ,ϕ はスパイラルパターンとともに回転する極

座標であり、 はテスト粒子のスケーリング半径である。

パラメータ はスパイラルアームのピッチアングルをあら

わす。さらに、γはスパイラルアームのポテンシャルの半径

依存性をあらわす。

便利のため、ピッチアングル のかわりに新しいパラ

メータ を定義する。

≡

⎧
｜
⎨
｜
⎩

－
π
2
－ ＜0：trailing arm)

π
2
－ ＞0：leading arm).

⑷

ここで、負の値は trailing  armをあらわし、正の時は

leading armをあらわしている。

我々はスパイラルアームが密度波により形成されている

とした時に、安定に存在しえるかどうかを調べた。

主な注目すべき結論は、ピッチアングル 10°をもつス

パイラルアームが唯一定常的に存在できる可能性がある。

もし、スパイラルアームが密度波により形成されたものな

らば、定常的スパイラルアームは－2 γ 0.5であるか、絶

対値で十分大きな をもちかつγ －2の場合にのみ可能

である。

他の場合、スパイラルアームは維持されない。バーに進

化するか、消失してしまう。以上の結果は図１にダイヤグ

ラムとしてまとめられている。

以上より、late-typeのような大きいピッチアングルをも

つスパイラルアームは定常的密度波として存在し得ず、一

時的なパターンであると言える。

参 考 文 献

［1］Contopoulos,G.& Grosbol,P.:1986,A&A, 155,11.

［2］Yano,T.,Kan-ya,Y.,& Gouda,N.:2003,PASJ. 55,409.

図 1. 初期に与えられた ，γに対して、力学進化した最終
的構造をあらわすダイヤグラム。



彗星におけるNH 分子の蛍光散乱係数の改訂：

彗星アンモニアの組成比

河北秀世

(県立ぐんま天文台)

渡部潤一

(国立天文台・天文情報公開センター)

アンモニア（NH ）は彗星における主要な窒素原子化合

物である。分子雲などにおいて一般にアンモニアが観測さ

れるように、彗星にもアンモニアの氷が存在すると20年以

上前から指摘されていた。しかし、その検出が確実に行わ

れたと言えるのは、まだ７年前のことである。アンモニア

分子は太陽光によって容易に光解離されてしまい、アンモ

ニアの存在する領域が、通常アンモニアの観測を行う

23GHzという周波数ではアンテナのビームサイズよりも

小さくなってしまう。これは観測効率が悪いからである。

一方、壊れたアンモニアからできるNH 分子は、太陽光の

蛍光散乱によって可視光で輝線を出すため、容易に観測可

能である。NH 分子が太陽光によってどれだけ効率よく蛍

光散乱するかがわかれば、アンモニアの量を推定すること

が可能となる。分子の電子╱振動バンド構造を取り入れた

詳細な蛍光散乱係数の計算は、Tegler&Wyckoff（1989）

によって、はじめて行われた。そうして推定されたハレー

彗星のアンモニアの量は、Giotto探査機の直接探査によっ

て推定された値よりも小さく、NH によるアンモニアの推

定に問題があるのではないかと考えられた。しかし、1996

年の百武彗星などにおけるNH 分子の空間分布の解析な

どから、アンモニアがNH の元になっていることが明らか

となった［3］。また、1997年のヘールボップ彗星の観測か

ら、従来の蛍光散乱係数の値では輝線強度の日心距離依存

性が説明できないことがわかった［4］。そのような状況を

うけて、今回、我々は以前の計算では無視されていた回転

遷移を考慮し、NH 分子の蛍光散乱係数を再計算した［1］。

我々の計算結果を用いれば、彗星にみられるNH 分子の輝

線構造を正しく再現できることはもちろん、ハレー彗星な

どにおけるアンモニアの直接観測から得られたアンモニア

量と一致する結果をNH の観測から得ることができた。ま

た、ヘールボップ彗星における観測されたNH 輝線強度の

日心距離依存性をも説明できる。以上のようにして我々の

結果の妥当性を確認した後、これまでに得られているNH

分子の観測データベース［5］を元にして彗星アンモニアの

組成比を再解析した結果、彗星のアンモニア組成比は、水

に対して約0.5％であることが明らかになった。

参 考 文 献

［1］Kawakita,H.,Watanabe,J.:2002,ApJ, 572,177L.

［2］Tegler,S.,Wyckoff,S.:1989,ApJ, 343,445.

［3］Kawakita,H.,Watanabe,J.:1998,ApJ, 495,946.

［4］Rauer,H.,et.al:1997,Science, 275,1909.

［5］Fink,U.,Hicks,M.D.:1996,ApJ, 459,729.

図 1. 彗星の低分散スペクトルと、計算によって得られた
NH 分子輝線スペクトル。彗星スペクトルには、Cや
酸素の禁制線も含まれている。彗星スペクトルに見ら
れる細かいフィーチャーがNH によるものであるこ
とが分かる。

図 2. NH の観測から推定されるアンモニア分子の組成比。
彗星の平均的なアンモニア組成比は、対水比で約0.5％
であることがわかる。また、一部、アンモニアの欠乏し
た彗星が存在することもわかる。



池谷・張彗星（153P/Ikeya-Zhang）のナトリウム輝線の

日心距離依存性について

渡部潤一

(国立天文台・天文情報公開センター)

河北秀世

(県立ぐんま天文台)

古荘玲子

(国立天文台・天文学データ解析計算センター)

藤井 貢

(藤井美星観測所)

ナトリウムは彗星でも興味深い原子だが、塵からの放出

メカニズムはいまだに明らかになっていない。この状況は、

多くの観測研究がなされている水星や月の希薄なナトリウ

ム大気でも同様である。月の大気のナトリウムを維持・供

給する主なメカニズムは、光のスパッターによるとされて

はいるが、観測の困難さ（主天体からの散乱光、時間変化、

大気の分布など）から、コンセンサスが得られるには至っ

ていない。

彗星のナトリウムの場合、幸いにも、小さな塵からナト

リウムが放出されていると考えられ、また彗星そのものが

軌道運動するために太陽からの距離が異なり、違った太陽

光量の条件での観測が可能である。つまり、彗星の軌道運

動を天然の実験条件の変化と見なして、ナトリウムの生成

量の変化を観測することができる。

彗星塵からのナトリウムの未知の放出メカニズムを知る

ためには、長期に渡ってのナトリウムの監視観測がカギに

なる。そこで、われわれは池谷・張彗星（153P/Ikeya-Zhang）

の低分散分光監視観測を、2002年２月から５月まで行った。

ナトリウム輝線は日心距離 が0.511と0.764AUの間で、

主に３月に観測された。放出されたナトリウムの量は、彗

星塵に対して、 のべき乗則に従っていた。この事

実は、ナトリウムが光のスパッターではなく、熱による離

脱であることを意味している。また、離脱に要するエネル

ギー障壁は0.49±0.10eVで、この値は月の場合に比較し

て、ほぼ半分であることがわかった。

参 考 文 献

［1］Watanabe, J.,Kawakita,H., Furusho,R., Fujii,M.:2003,

Astrophys. J. 585,L159-L162.

図 1. 池谷・張彗星（153P/Ikeya-Zhang）のナトリウム輝線
の連続光成分に対する強度の日心距離依存性．赤い×
印が近日点通過前の，緑の丸印が近日点通過後の値．
フィットした点線は のべき乗則で， は日心
距離である．



レンズ状銀河における高密度分子ガスの観測

久野成夫、中井直正、徂徠和夫 、西山広太

（国立天文台・電波天文学研究系）

Baltasar Vila-Vilaro

(Submillimeter Telescope Observatory)

我々は、野辺山45m電波望遠鏡を用いて、近傍のレンズ

状銀河３個（NGC404,NGC3593,NGC4293)の CO、HCN

同時観測を行った。その結果、すべての銀河から CO輝線

を、また、NGC3593、NGC4293からはHCNも検出するこ

とに成功した。COとHCNの積分強度比は、NGC3593と

NGC4293でそれぞれ0.025±0.006、0.066±0.005であっ

た。近傍の12個の晩期型銀河について CO/HCN比を求め

たところ、0.055±0.028となり、大きな差は見られなかっ

た［2］。しかし、興味深いことに、COとHCNのプロファ

イルに大きな違いが見られた。どちらの銀河も、COでは銀

河の後退速度付近にピークが見られるのに対し、HCNは

NGC3593のリング構造の一部と思われる部分のみで検出

されており、NGC4293では、ダブルピークとなっている。

以上の結果が示唆するところによると、これらの銀河では

中心ではなくその周辺で高密度ガスの割合が高くなってお

り、高密度ガスが中心でのリング状構造や星形成の活動性

と関係している。

参 考 文 献

［1］Kuno,N.,Nakai,N.,Sorai,K.,Nishiyama,K.,Vila-Vilaro,

B.:2002,Publ. Astron. Soc. Japan, 54,555.

［2］Sorai,K.,Nakai,N.,Kuno,N.,Nishiyama,K.:2002,Publ.

Astron. Soc. Japan, 54,179.
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図 1. 各銀河の COスペクトル、HCNスペクトル、光学写
真。⒜ NGC404。⒝ NGC3593。⒞ NGC4293。光
学写真の中の円は45m鏡のビームサイズ［1］。



高出力W-bandフォトミクサの雑音評価

上田暁俊、野口 卓、関本裕太郎、石黒正人、高野秀路、岩下浩幸

(国立天文台・電波天文学研究系)
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(NTT・フォトニクス研究所)

次期電波干渉計計画（ALMA計画）での観測周波数は30

GHz～約１THzに及ぶ。従って、この観測周波数に対応し

た局部発振器を開発する必要がある。この電波干渉計の最

大基線長は約10km、アンテナ数は64台である。干渉計計測

のため、それぞれのアンテナに位相情報既知の局部発振信

号を供給する必要がある。局部発振器には、長距離伝送可

能であること、比帯域が大きく取れること、高安定である

ことが必要とされる。我々のグループは新しい局部発振

器・フォトニックローカルの開発を行っている。フォト

ニックローカルは、局部発振信号を二台の高安定レーザー

の差周波に乗せて各アンテナへ伝送する事を行う。使用

レーザーの波長は1.5μmである。アンテナ内部では２つの

光を干渉させ、そのビート信号を局部発振信号として利用

する。光のビート信号を電気信号へ変換するためには超高

速フォトダイオードが必要となる。使用しているフォトダ

イオードはNTTにおいて開発されたUTC-PD（Uni
 

Traveling Carrier-Photo diode）である。このフォトダイ

オードは超高速光応答を持ち、３dB帯域幅は310GHz、１

THzにおいても－17dB落ちで電気信号を発生させる可能

性がある［1］。このフォトダイオードを導波路へ装荷し、

W-bandフォトミクサを作成した。出力は周波数100GHz

において１mW 以上であり、従来作製されたフォトミクサ

の数10倍の出力を得る事に成功した［2］。このフォトミク

サ出力及び Gunnダイオード出力で超伝導受信機を駆動

し、それぞれのローカルでの受信機雑音温度を計測した。

実験に用いたフォトミクサ模式図と受信機雑音温度の測定

模式図を図１に示す。雑音温度は標準的なY-factorで求め

た。フォトミクサ駆動条件を最適化した場合、受信機雑音

温度20Kにおいて、Gunnの場合とフォトニックローカル

の場合では、雑音温度に有意な差は生じなかった。周波数

とY-factorの関係を図２に示す。雑音温度20KはALMA

の要求値を満たす。以上、天体観測に使用可能であるフォ

トミクサの開発に成功した。

参 考 文 献

［1］Ito,H.et al.:2000,Electron. Lett., 21,1809.

［2］Ueda,A.et al.:2003,IEEE Trans. Microwave Theory and
 

Techniques, 51,1455.

［3］Ueda,A.et al.:2003,Jpn. J. Appl. Phys., 42,L704.

図 1.

雑音評価実験模式図。⒜ フォトミクサ模式図。⒝ 雑音
温度評価模式図。

図 2. LO発振周波数と雑音温度。



複数の大質量星に電離された超コンパクトHII領域K3-50A
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生まれたばかりの大質量星は高密度の母体分子雲の残骸

に覆われ、自身の紫外線でこれらのガスを電離して超コン

パクトHII領域を形成する。大質量星形成領域では、この

ような超コンパクトHII領域の他、高温分子ガスコアや

メーザ源やアウトフローなど、いろいろな段階の大質量星

が共存する。大質量星の形成過程を考える上で、これらの

各々がどの程度の質量の大質量星と関連しているのか、ま

た形成された（されつつある）大質量星がどこにいるのか、

を知ることが重要だが、どちらも大きな減光と高い星密度

に阻まれて調べることが容易ではない。

しかし超コンパクトHII領域の場合には減光を受けに

くい中間赤外線域にいくつかの強い金属イオンからの禁制

線放射が観測される。特に強い［NeII］12.8μm,［ArIII］

8.99μm,［SIV］10.51μmの、各輝線は電離エネルギーが

22-35eVの範囲で異なるため、これらの輝線分布からイオ

ンの存在度や分布を求め、電離領域の元となる紫外線放射

場の硬さや、電離源の位置（より星に近く紫外線放射場が

硬くなっているのはどこか）を調べるのに利用できる。こ

れは電波連続波観測と異なり、大質量星のより近くをト

レースすることができ、また、星の数の仮定なく紫外線放

射場の硬さから相当する大質量星の質量の推定に用いるこ

とができる。

そこで我々は、すばる望遠鏡と中間赤外撮像分光装置

COMICSを用いて、超コンパクトHII領域K3-50Aの上

記３輝線のマップを作成した（図１)。その結果、［NeII］

輝線放射が明らかに２ピーク以上に分解され、この領域が

これまでの単純な仮定とは異なり、単一の大質量星ではな

く、複数の大質量星によって電離されていることが示され

た。この領域の電波連続波強度は単一の星を仮定した場合、

O5.5V相当であるが、中間赤外線輝線から示唆される星の

質量はより軽く、O8程度であり、これは、複数の星に電離

されていることと合致する（［1］)。

参 考 文 献

［1］Okamoto, Y.K., Kataza, H., Yamashita, T., Miyata, T.,

Sako, S., Takubo, S., Honda, M., and Onaka, T.: 2003,

Astrophys. J., 584,368-384.

図 1. K3-50Aの［NeII］12.8μm,［ArIII］8.99μm,［SIV］10.51μmの減光補正した輝線強度マップ（カラー。コントアは11.7
μmイメージ)



クェーサーの環境と銀河形成の関係
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クェーサーは、非常に活動性の高い活動銀河であり、そ
のエネルギー源は銀河中心に存在する大質量のブラック
ホールへのガスの降着であると考えられている。クェー
サーは明るく、かつ高赤方偏移に多く存在することから、
深宇宙の物質（暗黒物質）分布のプローブであると考えら
れている。しかしながら、クェーサー分布と宇宙の物質分
布の関係は自明ではなく、クェーサー形成過程に依存して
いる。そこで、宇宙論的構造形成のシナリオに基づいた準
解析的銀河形成モデルにクェーサーのモデルを組み合せ、
銀河とクェーサーの形成を統一的に扱うモデルを構築する
事によりクェーサー分布と銀河分布、宇宙の物質分布の関
係を解析した。
近傍宇宙には電波銀河等の活動銀河が存在する。普通の

銀河の中心に存在しているブラックホールの質量はバルジ
の質量に比例している。これらのことからすると銀河と
クェーサーは関係が深く、統一的に論じられるべきである。
従来多くの場合、銀河形成とクェーサー形成は別個に扱わ
れていた。そこで、本研究では、一つのダークハロー中に
存在する銀河同士が力学的摩擦により合体し、その際銀河
中心に存在するブラックホールにガスが降着してクェー
サーが光るとしたモデルを作り、準解析的銀河形成モデル
に組み込みこんだ。このクェーサー形成モデルにより、近
傍銀河中心において観測されている超巨大ブラックホール
の質量函数、及び観測されているクェーサーの光度函数と
その進化も再現できる。
まず初めに、一つのダークハローに存在するクェーサー

と銀河の平均個数を計算し、それらのハローの質量に対す
る依存性を示した（図１)。そして、クェーサーと銀河の空
間分布の違いを定量化するため、クェーサーや銀河の空間
分布は一つのハローに存在する平均個数に依存する事を利
用して、クェーサーと銀河の空間分布の物質分布に対する
バイアスパラメータを計算した。その結果、クェーサー分
布の方が、銀河分布よりバイアスパラメータが２割程度大
きい事が分かった（図２)。次に、クェーサーが存在するダー
クハローの中にある銀河の個数分布を求めた（図３)。その
結果、低赤方偏移（0.2＜z＜0.5）では、クェーサーの存在
するハローには銀河の個数は多くても数個であり、銀河群
程度である事が分かった。一方、高赤方偏移（1＜z＜2）で
は、クェーサーは主に銀河群に存在するが、銀河団といっ
た大きなスケールのハローにも存在しうる事が分かった。
本研究では、銀河同士の力学的摩擦による衝突合体が
クェーサーの活動性を引きおこす原因であるとした。
クェーサーが銀河群に出現しやすいのは、衝突合体の頻度
が銀河群に対応する質量のダークハローで最大になるから
である。
これらの予言と、将来得られる高赤方偏移における

クェーサー周りの銀河の観測結果と比較する事により、
クェーサーの形成モデル、ならびに、銀河の衝突合体の物
理過程に制限を加えることができると期待される。

参 考 文 献

［1］Enoki,M.et al.:2003,PASJ, 55,133.

現所属 国立天文台・天文学データ解析計算センター

現所属 University of Durham

図 1. 一つのダークハローに存在するクェーサーと銀河の平
均個数。

図 2. 銀河とクェーサーのバイアスパラメータの進化。

図 3. クェーサーが存在するダークハローの中にある銀河の
個数分布。



CdTe検出器による太陽フレアの硬Ｘ線高精度スペクトル観測
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太陽フレアに伴い数十 keVから数MeVに及ぶ硬Ｘ線

が放射されることは早くから観測されている。これは太陽

フレアにより加速された電子による制動放射であるが、加

速メカニズムは未だに解明されていない。硬Ｘ線スペクト

ル観測により加速電子のエネルギー分布などの物理量が分

かるが、今までの衛星観測装置はシンチレーターを使用し

ており８keV程度の分解能が普通であった。我々はエネル

ギー域20-100keV全域で３keVの分解能を持つ硬Ｘ線ス

ペクトル観測装置を開発した。これは過去の衛星の約３倍

の分解能であり、これを越す性能を持つものは2002年に打

ち上げられた RHESSI衛星だけである。

観測装置は宇宙科学研究所の80,000m高高度気球を使

い41km高度で１日飛行するよう設計されている。観測装

置はゴンドラ内の電子回路箱、ゴンドラ上部に取りつけら

れる検出器容器、検出器容器を冷却するための遮光板、姿

勢検出のサンセンサーにより構成される（図１）。観測装置

の総重量は70kgである。検出器の上下角は固定され、ゴン

ドラの方位角はよりもどし制御によりコントロールされ

る。方位角制御のために太陽センサーおよび地磁気セン

サーを使用し、姿勢確認用に別の２軸太陽センサーが搭載

されている。

検出器としては10×10×0.5mmの CdTe検出器を16台

搭載している。CdTeは高いＸ線吸収効率を持ち、冷却装置

を必要としないため小型軽量の観測装置には最適である。

地上の較正試験では16台すべて動作温度０℃で60keV
 

Am-241ラインの分解能2.6keVを達成している。検出器容

器は気密構造になっており、検出器窓には三菱重工製作の

CFRP・Rohacellパネル（0.1g cm ）を使用している。容

器内にはプリアンプ16台と200Vバイアス用電池が置か

れ、出力信号はゴンドラ内のデータ取得回路によって処理

される。検出器の動作温度０℃を達成するため、遮光板の

配置などにより放射冷却を最大限に生かす設計となってい

る。

第一回飛行は2001年８月に行われた。電源系のトラブル

により観測は45分間で打ち切られたが検出器の動作が確認

され、検出器温度-15℃達成にも成功した。第二回飛行（2002

年５月24日）では高度40～41kmで９時間の連続観測に成

功し、6：41UTにM1.1クラスの太陽フレア観測に成功し

た。図２に太陽フレアのスペクトルと熱的スペクトルの

フィット結果を示す。観測スペクトルが47MKの熱分布で

説明できることが分かる。通常フレアで観測される高温成

分より高い温度であるが、同じフレアの RHESSI衛星の同

時観測データでも同じ47MKの熱スペクトルが観測され

ている。

図 2. 観測されたフレアスペクトルと熱的スペクトルフィッ
ト。エラーバーは１シグマ。図 1. 装置全体の構成図と写真



太陽活動領域の３次元磁場構造の観測とプラズマ運動

Choudhary,Debi Prasad

(国立天文台 COE外国人研究員、ウダイプール太陽天文台)

末松芳法、一本 潔
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太陽活動領域での３次元磁場構造とそれに伴うプラズマ

運動の性質を研究するために、乗鞍コロナ観測所の汎用偏

光観測装置を用いて、スペクトル線 Si I 10829.1A°とHe I
 

10830A°の分光偏光観測を行った。観測された Si I 10829.1
 

A°（光球）とHe I 10830A°（彩層）からの磁場と、ポテン

シャル近似で導出される磁場との比較から、大部分の観測

磁場はポテンシャル近似で説明できることがわかる。但し、

Si I 10829.1A°とHe I 10830A°の形成高さの差を1200kmと

仮定した。観測された Si I磁場とHe I磁場の相関関係の

勾配は浮上磁場領域で0.5、大きな活動領域で0.76であっ

た。一方、キットピーク天文台での光球、彩層磁場（Ca II
 

8542A°）データの相関関係から得られる勾配は浮上磁場領

域で0.83、大きな活動領域で0.9であった。He I 10830A°の

形成高さが Ca II 8542A°より高く彩層・コロナ遷移層に近

いことを考慮すると、本結果は、磁力線がコロナに向かっ

て高さとともに急速に水平方向に傾いていることを意味し

ている。また、浮上磁場領域での非対称線輪郭の重心波長

から求めた彩層速度場は、磁気中性線近くで上昇流（最大

５km sec ）となっており、水平磁場の膨張を示している。

図 1. 乗鞍汎用偏光観測装置により得られた波長域 Si I
 

10827.1A°-He I 10830A°での観測スペクトル例。磁場強
度と極性でHe I線に違いが見られる。ここでは３つの
分類を示す、実線：磁場強度が±150G以内の弱い磁場
領域での平均スペクトル、点線：磁場強度150G以上の
正極領域での平均スペクトル、破線：磁場強度-150G
以下の負極領域での平均スペクトル。

参 考 文 献

［1］Choudhary,D.P.et al.:2002,Solar Phys., 209,349.

図 2. 活動領域NOAA8350での光球（左）と彩層（右）の磁
場分布。1998年10月10日観測。視野は152×160秒角であ
る。分布の白と黒は、磁場のプラス極とマイナス極にそ
れぞれ対応している。

図 3. 図２の活動領域での彩層観測磁場と、対応する観測光
球磁場からポテンシャル近似で求められた彩層磁場の
相関図。



すばるXMM ニュートン深探査観測
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Subaru/XMM-Newton Deep Surveyは、すばる望遠鏡

を使った「観測所大プロジェクト」の一つとして、0218.-05

（J2000.0）を中心とする1.3deg の領域について、すばる望

遠鏡と Suprime-Camを使った検出限界に迫る深さまでの

撮像と、FOCAS多天体分光機能を使った（R 24）等まで

の分光サーベイを行う。このプロジェクトの目標は、

●初期宇宙の構成天体（物質）とその構造

●QSOsおよび銀河の空間分布と光度進化

●Ｘ線源天体

についての我々の理解を飛躍的に進めることにある。

この観測領域では、ESAのXMM-Newton衛星を使っ

たＸ線、JCMT SCUBAによるサブミリ波、UKIRT
 

WFCAM での近赤外線などでの超深撮像観測、Very
 

Large Array（VLA）による深観測等も進められており、

これらの観測を組み合わせることにより、Cosmic Vari-

anceによる影響の無い十分な空間量について、今までに無

い多波長での総合的研究が可能となる。

今年度は、XMM-Newton衛星を使ったＸ線観測を完了

し、Suprime-Camによる ′′バンドでの撮像もほぼ完

了した。さらに、VLA B-アレイでの1.4GHz観測は全サー

ベイ領域について（50μJy）レベルまで到達した。南アフリ

カ天文台の IRSF SIRIUSを使った近赤外線 ′バンド

観測は、約800minの領域を ′＝19.5までカバーした。さ

らに SCUBA観測は、約0.5deg の領域を ＝8mJyまで

撮像することを目指して開始された。現在、これらにより

発見された約1,200個のＸ線源と約1,000個の電波源につい

ての可視同定とフォローアップ分光観測がすすめられてい

る。

図 1. すばる望遠鏡主焦点カメラ（Suprime-Cam）による
SXDSサーベイ領域の B、R、i’バンド３色合成画像。
Suprime-Cam５視野をつなぎ合わせた。画像のスケー
ルは差し渡し1.3度。

図 2. XMM-Newton衛星による SXDSサーベイ領域のＸ
線カラー（青：ハード、赤：ソフト）画像。７視野、各
直径30分の円、をつなぎ合わせた。



磁気浮上領域のベクトル磁場の発展
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太陽面上の磁場は、対流層で作られた磁場が磁気浮力に

より光球面上に浮上してきたものであると考えられてい

る。活発に磁場が浮上してくる領域は、磁気浮上領域と呼

ばれている。磁気浮上領域の上空コロナではフレア等の突

発的なエネルギー解放現象が起きやすく、定常的な加熱も

行なわれている。コロナ加熱を理解する上で、磁気浮上領

域の光球面磁場の特徴や発展を調べることは重要である。

そこで、光球面下から浮上してきた磁場が黒点を形成して

いく過程での磁場の発展を詳細に追った。

今までの磁気浮上領域の磁場の特徴を調べた研究のほと

んどが、フィルターグラムによる視線方向磁場のみを用い

たものであった。磁場やプラズマの物理パラメータを正確

かつ３次元的に知る必要から、我々は米国のAdvanced-

Stokes Polarimeter（ASP）を用いて磁気浮上領域の発展

を観測した。ASPは、サクラメントピーク天文台に設置さ

れたスリット式のスペクトルグラフで、高精度で Stokes

プロファイルの４成分（I, Q, U, V）を全て観測すること

が可能であり、得られた偏光データから光球面の３次元ベ

クトル磁場マップを取得できる。

今までの研究で、浮上直後の磁場は光球面に対して水平

向きで0.5km/s程度の上昇速度を持っており、その強度

は500±300ガウス程度と黒点中の垂直に立っている磁場

強度に比べると弱いとされていた。今回の研究で我々は、

磁気浮上に伴い周囲より磁気大気の占める割合(フィリン

グファクター)が大きな領域が形成されることを発見した

(図1)。この領域の磁場は水平向きで、その磁場強度は500

ガウス程度で周囲の水平磁場よりさらに弱くなっている。

水平磁場領域の両端には正負の小さな磁極が存在してい

る。磁気浮上による磁場の供給により、この磁極領域は、

サイズ、磁気フラックス量ともに増加していく。磁極領域

内の磁場の向きは太陽面に対して垂直になっていき、磁場

強度は増加していくが、フィリングファクターは減少する。

浮上開始から約12時間後の磁極領域の磁場は、ほぼ垂直向

きで、磁場強度は1500ガウス程度となる。今回の結果は、

対流による磁場の掃き寄せ効果とそれに伴う断熱効果によ

り磁束管が絞られ、磁場強度が増加するという Parker

（1978）の convective collapseモデルによく一致している。

これは、浮上してきた数百ガウス程度の弱い磁場が、黒点

中で観測されるようなキロガウスの強磁場を作る機構を考

える上で重要な結果である。その後さらに２日かけて磁極

領域が成長して黒点を形成するようになると、磁場の向き

と強度はほとんど変わらないが、フィリングファクターだ

けが80％に増加するという結果も得た。これは、磁束管が

集まってきて黒点を形成したためと考えられる。

また、光球ではガス圧が磁気圧より大きいのにも関わら

ず、周囲に元々存在している磁場の磁気圧の影響で浮上磁

場が光球面に出現した時点で変形を受けていることを示す

観測結果を得た。これは、浮上磁場が浮上の初期段階から

エネルギーを蓄積していることを意味している。

参 考 文 献

［1］Kubo,M.,Shimizu,T.,Lites,B.W.:2003,ApJ, accepted.

図 1. ASPでとらえた磁気浮上中のMagnetic fluxの発展
（左）及び同視野の filling factorのマップ（右)。Mag-
netic fluxのイメージでは、白が正、黒が負を示してお
り、filling factorのマップでは、白が０％、黒が100％
を示している。



Weak lensingによる Dark Matter Halo探し

宮崎 聡

(国立天文台・天文機器開発実験センター)

浜名 崇

(IAP/Paris)

嶋作一大、土居 守、木村正彦、岡村定矩、大内正己、関口真木

(東京大学)

古澤久徳、井美克美、小宮山裕、仲田史明、岡田則夫、八木雅文、安田直樹

(国立天文台)

浜部 勝

(日本女子大学)

図 1. Suprime-Camのデータにweak lensing解析を施し、
2.1平方度に渡って作成された質量分布図（赤コント
ア）。信号・雑音比３以上のものが示されている。黒コ
ントアは 20＜ ＜23の銀河の明るさ分布を示す。⒜
から⒣で既知の銀河団を示した。質量と光がよく相関
していることが分かる。

現在の構造形成理論では、主な質量を担うのはダークマ

ターとされており、理論を直接検証することは難しい。理

想的には、質量のみを手がかりにして天体サーベイを行い、

このカタログを元に理論を検証するのが最も単純で分りや

すい方法である。このmass selectedな天体カタログを作

成するひとつの方法は、weak lensingによる銀河団スケー

ルの Dark matter halo探しである。

Weak lensingの原理は比較的単純であるが、遠方で暗い

銀河の形状を精度よく計測する必要があるため、観測に対

する要求は極めて高い。我々が新たに開発したすばる望遠

鏡用広視野カメラ「Suprime-Cam」は、大集光力、高解像

度、広視野、というweak lensingが要求する条件を全て兼

ね備える、世界でも類のないカメラである［1］。我々はこ

の Suprime-Camを用いて、連続した９視野（3×3）の撮像

を行なった。これにより2.1deg の視野にわたり、星像サイ

ズが0.6秒角台という極めて良質なデータを取得すること

ができた。このデータにweak lensing解析を施し、質量分

布図を作ると、いくつもの銀河団スケールのハローが浮か

び上がった（図１）。このうち、S/N比が５以上の有意なハ

ローの個数は約５個であった［2］。この個数はハロープロ

ファイルにNFW を仮定した CDM モデルの予想値と矛

盾がないことが分った。

図１中で最もweak lens信号が強い haloは（X）で、IRB

の３バンドで RGB画像を作成すると、図２のようになり、

青い arcを伴う重い銀河団のように見える。実際 FOCAS

により分光 follow-upを行なうと、z＝0.41の銀河団である

ことが確定した。なお、これはカタログされていない、未

知の銀河団であった。

このパイロット観測により、Dark matter halo探しは確

かに可能であることが明らかになった。そこで我々はこの

研究を発展させるべく、より広い視野を撮像する計画を立

てている。検出したハローの分光や赤外線Ｘ線観測などの

フォローアップをすすめることにより、この天体カタログ

は宇宙論研究において極めてユニークで有用なものになる

と期待している。

参 考 文 献

［1］Miyazaki,S.et al.:2002,PASJ, 54,833.

［2］Miyazaki,S.et al.:2002,ApJ, 580,L97.

図 2. 左図において（X）と示された質量集中の対応天体。
FOCASによる分光で、z＝0.41の未知の銀河団である
ことが確認された。



IBSによる Solar-B可視光望遠鏡用

バンドパスフィルターの製作
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1. はじめに

Solar-B可視光望遠鏡は口径50cmのグレゴリアン望遠

鏡（OTA:Optical Telescope Assembly）と焦点面検出装

置（FPP:Focal Plane Package）からなり、OTAは観測

光を平行にして FPPへ送るためのコリメータレンズ

（CLU）を有している。CLUは６枚のレンズからなるユ

ニットで、回折限界像を取得するため極めて高い波面精度

が要求されている。宇宙における太陽光学望遠鏡にとって

最も重要な課題の一つは、その熱設計にある。すなわち、

排熱効率の悪い真空中において太陽光による熱入力をまと

もに受けると、光学素子の温度はたちどころに上昇し光学

性能を発揮できなくなる。これを如何に抑制するかが回折

限界を達成する上での至上課題となる。Solar-B可視光望

遠鏡では CLUの入射面に不要な赤外光および紫外光を排

除するバンドパスフィルターを施し、CLUおよび FPPに

対する熱的な負荷を軽減する。このコーティングが回折限

界望遠鏡の成否を握る鍵となる。我々は天文台の IBS（Ion
 

Beam Spattering）装置を用いてこのフィルターの開発を

おこない、数々の耐環境性評価試験を通じて宇宙使用に耐

えることを実証し、フライトコーティングを完成させた。

2. バンドパスコーティングの設計および環境試験

多層膜の材料としては、一般的な耐環境性に優れ短波長

の透過率が比較的高く、且つ天文台 IBSにおいてもこれま

でに使用実績を重ねてきた SiO＋TaOの組み合わせを

採用した。膜の設計は、観測波長帯380-470nm, 500-570nm,

620-680nmで高い透過率、紫外域（300-370nm）と赤外域

（700-1100nm）で高い反射率、さらに干渉計測定時に不要な

反射をさけるため、633nmにおいては特に高い透過率を持

つよう最適化し、全厚み4μmの条件で膜設計ソフトMa-

cleodによっておこなった。その結果目的によく適合した

55層からなる最適解を得た。耐宇宙環境性を実証するため、

まず８枚の評価用サンプルコーティング（20φ×2.3t）を製

作し、以下の試験を実施した。1)透過率・反射率測定、2)

テープテスト、3)偏光測定、4)熱サイクル試験、5)湿度

試験、6)紫外線照射試験、7)γ線照射試験、8)陽子線照

射試験、9)電子線照射試験。評価用コーティングはきわめ

て良好な透過率曲線を有し、またすべての環境試験におい

てその性質を変えることなく、宇宙使用に十分耐え得るこ

とが実証できた。

3. フライトコーティングの製作

以上の評価試験を経て本コーティングを Solar-Bのフ

ライトコーティングとして採用することを決定し、2002年

11月9-11日にかけて CLUフライトレンズへの製膜を実施

した。CLU第１レンズは直径53mm、入射面は曲率半径約

250mmの凹面である。図に製膜されたレンズの外観と、測

定された透過率曲線を示す。これからわかるように、レン

ズにつけられたコーティングの透過率曲線はその設計値を

きわめてよく再現している。CLU第１レンズはその後

CLUフライトレンズに組み込まれ、諸々の光学性能評価と

機械環境試験を終了している。CLUは本年秋に可視光望遠

鏡フライトモデルに組み込まれる予定である。

図 2. フライト用バンドパスフィルターの透過率。実測値と
設計値は殆ど重なっている。縦線は SOT観測波長を
示す。

図 1. IBSでコーティングされた CLU第１レンズ。



原始惑星系の形成と惑星系の多様性

小久保英一郎

(国立天文台・理論天文学研究系)

井田 茂

(東京工業大学・地球惑星科学科)

惑星は地球型（岩石）惑星、木星型（ガス）惑星、天王

星型（氷）惑星の３種類に分類される。太陽系ではこれら

の惑星は内側から、地球型、木星型、天王星型と住み分け

ている。この住み分けが惑星系の母胎である原始惑星系円

盤の質量と質量分布によってどのように変わるのかを調べ

た［1］。

原始惑星系円盤のダスト成分の面密度分布をべき分布

Σ ＝Σ で与える。ここでΣは１AUでの面密度、

は日心距離、αはべき分布の指数である（標準モデルではΣ
10、α＝3/2)。ダストの主成分は雪限界線（円盤温度が水

の昇華温度になる距離で、標準モデルでは約2.7AU）の内

側では岩石質、外側では氷質になる。雪限界線の外側では

Σ は氷のため約４倍になる。

原始（固体）惑星の寡占的成長モデルから、形成される

原始惑星の質量は ∝Σ 、その成長時間は

＝Σ となる［1、2］。原始惑星が木星型惑星に

なるためには、⑴原始惑星へのガス降着時間（ ）がガ

ス円盤の寿命（ ）よりも短い、⑵原始惑星の成長時間

がガス円盤の寿命よりも短い、という２つの条件が満たさ

れなくてはならない。どちらの時間スケールも原始惑星の

質量に依存し、ガス降着時間は質量が大きいほど短くなり

［3］、成長時間は質量が大きいほど長くなる。α＜2では外側

ほど原始惑星の質量は大きくなり形成時間は長くなってい

るので、条件⑴により木星型惑星が形成可能な最小距離が

決まり、条件⑵によって最大距離が決まることになる。つ

まりちょうど条件⑴、⑵を満たす領域だけに木星型惑星が

形成されることになる。そしてその内側と外側にそれぞれ

木星型になるには小さ過ぎた地球型惑星と成長に時間がか

かり過ぎた天王星型惑星が存在することになる。内側に地

球型、外側に天王星型となるのは、惑星の材料である微惑

星、さらにはその材料のダスト成分の違いからである。図

１にα＝3/2の場合について、惑星の住み分け図を示す。こ

こではガス降着時間は ＝10 / ○＋ 年とした

［3］。

円盤質量への惑星系の多様性の依存は次のようになる

（図１、２)。質量の大きな（Σ 30）円盤からは、複数の

木星型惑星が形成され、その外側には天王星型惑星が形成

される。質量の小さな（Σ 3）円盤からは木星型惑星は形

成されず、内側に地球型惑星、外側に天王星型惑星が形成

される。中間的な質量（Σ 10）の円盤からは、太陽系の

ような惑星系が形成される。

このように雪限界線、原始惑星の寡占的成長、木星型惑

星形成条件を考えることにより、太陽系で内側から外側へ

向かって地球型、木星型、天王星型と惑星が並ぶことが自

然に説明される。つまり、原始惑星系円盤の質量、質量分

布、温度構造、ガス円盤の寿命が惑星系の基本的な構造を

決めることになる。

参 考 文 献

［1］Kokubo,E.,and Ida,S.:2002,ApJ, 581,666.

［2］Kokubo,E.,and Ida,S.:1998,Icarus, 131,171.

［3］Ikoma,M.et al.:2000,ApJ, 537,1013.

図 2. 惑星系の多様性の模式図。左端の大きな円は中心星を
表し、その他の○は地球型・天王星型惑星を◎は木星型
惑星を表す。上の惑星系ほどそのもとになった原始惑
星系円盤の質量が大きい。

図 1. 地球型（terrestrial)、木星型（Jovian)、天王星型
（Uranian）惑星の住み分け。横軸は中心星からの距離、
縦軸は１AUでの原始惑星系円盤のダスト成分の面密
度（円盤質量に比例)。 、 、 はそれぞれ木
星型惑星形成可能な最小距離と最大距離、雪限界線を
表す。実線はガス円盤の寿命が10年、破線は10年の場
合。



乗鞍コロナ観測所のコロナグラフによる

コロナを伝わる波動の観測

桜井 隆、一本 潔

(国立天文台・太陽物理学研究系)

Raju,K.P.,Singh,Jagdev

(Indian Institute of Astrophysics)

太陽コロナを２百万度もの高温に加熱する機構として、

波動によるエネルギーの輸送と散逸が一つの可能性として

考えられてきたが、今もって決定的な結論は得られていな

い。我々はコロナグラフを用いた分光観測でコロナを伝わ

る波動の観測を行い、この問題に決着をつけたいと考えて

いる。1998年の観測では、Fe XIVのイオンの放射するコロ

ナ緑色輝線のスペクトルが80分にわたって得られたので、

ドップラー速度、輝線の幅と強度を解析した［1］。その結

果、ドップラー速度のデータには振動数１～３mHzの振動

パターンが見られ、局所的には５～７mHzの振動も見られ

た。相関解析で波動の伝搬速度を求めると、速度100km s

程度の、音波振動と見られる波動ははっきりと確認された。

500km s 以上と予想されるアルフベン波については、ま

だ観測の時間分解能が不足で確定的なことはいえない。輝

線の強度や線幅にははっきりした振動は見られないが、

ドップラー速度との相関を取ると有意な信号が得られ、波

動は定在波ではなく伝搬する波であることがわかった。検

出された音波的波動の運ぶエネルギーは小さく、コロナの

加熱には不足である。今後は、時間分解能を向上させ、ア

ルフベン波の検出を試みる予定である。

参 考 文 献

［1］Sakurai,T.,Ichimoto,K.,Raju,K.P.,and Singh,J.:2002,

Solar Phys., 209,265.

図 1. コロナ緑色輝度のドップラー速度の時間変化。縦軸は分光器のスリットに沿う方向、横軸は時間である。濃淡は白が赤方変
位（遠ざかる向きの運動）を表す。



Fe X,XIII,XIV輝線の分光観測による

太陽コロナの物理状態診断

Singh,Jadgev

(Indian Institute of Astrophysics)

桜井 隆、一本 潔、末松芳法

（国立天文台・太陽物理学研究系）

武田 秋

（宇宙科学研究所）

太陽コロナの物理状態を知りコロナ加熱のメカニズムを

解明するには、コロナ輝線の分光観測が有効な方法である。

乗鞍コロナ観測所では口径25cmコロナグラフと付属の大

型分光器を用いてこれまで系統的な観測を行ってきた。

コロナの緑色輝線（Fe XIV 5303A°）と赤色輝線（Fe X
 

6374A°）は各々２百万度、百万度のプラズマから放射される

が、その空間分布には差がある。しかしどのような系統性

があるかは十分解明されていない。緑色輝線の幅は高さと

ともに減少する傾向があるが、赤色輝線は逆に高さととも

に幅が増加する傾向にある。また、磁力線の閉じた領域と

開いた領域とで、緑色輝線の幅には差がほとんどないが、

赤色輝線の幅は磁力線の開いた領域のほうが明らかに大き

い［1］。

近赤外域の Fe XIIIの２本の輝線（10747A°、10798A°）の

強度比からは、電子密度を求めることができる。静水圧平

衡を仮定して温度を求めると、最頻値は1.8×10Kとなる

が、温度が3×10Kを越える例が20％もあることから、力学

的非平衡状態にあるループ構造も珍しくはないことを示し

ている。

参 考 文 献

［1］Singh,J.,Sakurai,T.,Ichimoto,K.,Suematsu,Y.,Takeda,

A.:2002,Publ. Astron. Soc. Japan, 54,793.

［2］Singh,J.,Sakurai,T.,Ichimoto,K.,Takeda,A.:2002,Publ.

Astron. Soc. Japan, 54,807.

図 1. 上段左は 10747A°、右は 10798A°の Fe XIII輝線のスペクトロヘリオグラムである。観測は1998年９月に行われた。中段と下
段はドップラー速度と線幅の分布を表している。



磁気ヘリシティ入射による太陽コロナへのエネルギー注入

草野完也、真栄城朝弘

(広島大学・先端物質科学研究科)

横山央明

(国立天文台・野辺山太陽電波観測所)

桜井 隆

(国立天文台・太陽物理学研究系)

磁力線の「よじれ」を表す磁気ヘリシティという量が太

陽フレアのエネルギー蓄積・解放機構の根本的物理量とし

て近年注目されている。しかしこれまでは観測データの定

性的ないしは半定量的な解析しかなされておらず、データ

から磁気ヘリシティを定量的に求める方法が確立していな

かった。今回我々は観測データに基づいて、太陽表面を通っ

てコロナに入射する磁気ヘリシティとエネルギーの流束を

求める方法を開発した。

我々の方法では、まず視線方向磁場のマップの時系列を

用意し、コリレーショントラッキング（相関追跡法）とい

う手法を用いて横方向の流れの速度を求める。次に、磁場

ベクトル３成分のデータを用い、誘導方程式を解いて視線

方向の速度を求める。これで磁場、速度場が３成分すべて

求まったので、ヘリシティとエネルギーの入射率が計算で

きる。入射率は、横向き速度による部分（シア流れによる

部分）と、上下方向速度による部分（磁場浮上による部分）

とに分けられる。

具体例として、1997年11月に多くの大フレアを起こした

NOAA活動領域番号8100を解析した。視線方向磁場は

SOHO衛星のMDI装置のものを、磁場ベクトルデータは

国立天文台の太陽フレア望遠鏡のデータを用いた。この領

域の例では、シア運動と浮上磁場とはヘリシティの入射に

ほぼ同じ程度の寄与をしていた。しかしヘリシティ供給の

符号が反転すると大きなフレアが頻発するような変遷を示

しており、この傾向の一般性を現在シミュレーションによ

り研究している。

参 考 文 献

［1］Kusano,K.,Maeshiro,T.,Yokoyama,T.,Sakurai,T.:2002,

Astrophys. J., 577,501.

図 1. ⒜ 1997年11月１～６日のＸ線強度（GOES衛星によ
る）。⒝ ヘリシティの入射率：太線は浮上磁場による
もの、細線はシア運動によるもの。⒞ 磁気エネルギー
の入射率。ヘリシティの入射と共にフレアが頻発しＸ
線強度が上昇することがわかる。



太陽活動領域の磁場のよじれの成因

包 曙東

(国立天文台・太陽物理学研究系、北京天文台)

桜井 隆、末松芳法

(国立天文台・太陽物理学研究系)

太陽表面の磁場構造が半球で向きの異なるよじれを持っ

ていることが最近注目されている。例えばマグネトグラフ

を用いて測定できる電流ヘリシティは北半球で負、南半球

で正となる傾向がある。この原因について考察した。

北半球で予想されるヘリシティの符号は、⑴浮上し終

わった黒点の垂直な磁束管に働く差動自転によるよじりは

負、⑵黒点から流れ出るエバーシェッド流に働くコリオリ

力の作用は正、⑶緯度の異なる磁束管の足が差動自転によ

りシアされる効果は正、⑷対流層でコリオリ力の影響を受

けた渦対流による作用は負、⑸ダイナモのα効果が対流層

内部で作用すれば正、⑹α効果が対流層の底で作用すれば

負、となる。表面での種々の流れやそれによってひきおこ

される磁気リコネクションの作用は系統的な符号を持たな

い。

参 考 文 献

［1］Bao,S.D.,Sakurai,T.,and Suematsu,Y.:2002,Astrophys.

J., 573,445.

図 1. 低緯度ほど速い差動自転が黒点の磁束管に作用した場合予想されるよじれの向き。上は北半球、下は南半球の場合である。
右半分には二つの黒点をつなぐ磁束管を示している。電流の向きは では磁場に反平行、 では磁場に平行である。



ユリシーズ衛星の高緯度太陽風観測から示唆される

圧力平衡構造と極域プリュームの関係

山内洋平、Suess,S.T.

(NASA Marshall Space Flight Center)

桜井 隆

(国立天文台・太陽物理学研究系)

ユリシーズ衛星は1994年から95年にかけ太陽の極上空を

通過し、高緯度領域から流れ出る太陽風についてわれわれ

は貴重なデータを得た。今回の研究はその中で、圧力平衡

構造（PBS）と呼ばれる、磁場が弱まると同時にガス圧力

が増加して、全圧力（磁気圧＋ガス圧）がほぼ一定である

ような薄い層に注目した。PBS面での磁場ベクトルの変化

を、⒜面に垂直な磁場成分が小さく、磁場強度の変化が大

きい接線不連続面（TD）的なものと、⒝面に垂直な磁場成

分が大きく、磁場強度の変化が小さい回転不連続面（RD）

的なものとに分けると、PBSでは TDが卓越することがわ

かった。これは、PBSが電流層やプラズモイド（磁力線が

閉じている雲）の構造を持っていることを示唆している。

このような構造は太陽表面でネットワーク磁場と微小ルー

プとの磁気リコネクションで作られるのではないかと考え

られる。リコネクションの結果、極域で見られる細長く伸

びたプリューム構造ができ、さらに引き延ばされて惑星間

空間へ出てくると PBSになるというシナリオである。

参 考 文 献

［1］Yamauchi,Y.,Suess,S.T.,and Sakurai,T.:2002,Geophys.

Res. Letters, 29,21-1. 図 1. もともとあったネットワーク磁場（左側）と小さな磁気
ループが磁気リコネクションを起こすと、加熱された
プラズマがプリューム構造を作る。さらにこれが引き
延ばされて惑星間空間に出てくる可能性がある。



標準写像における加速モードの出現順序

山口喜博

(帝京平成大学)

谷川清隆

(国立天文台・理論天文学研究系)

ねじれ写像の代表である標準写像 は簡単な写像である

が、その性質は十分に解明されてはいない。

＝ ＋ sin , ⑴
：

＝ ＋ Mod2π. ⑵

ここで は正のパラメーターである。特に標準写像におけ

る 方向への異常拡散の研究は、1980年前後から始まり今

日まで継続的に行われている。写像の回数を とし、拡散

係数を とすると、 が成立する。α＞0.5の場合を異

常拡散という。Ichikawa-Kamimura-Hatoriは、この速い

拡散の原因が「加速モード」にあることを見出した［1，2］。

例えば 3（ , ：正の整数)-加速モードは、３回写像毎

に 方向へ 2π だけ飛び、最初の３回写像で 方向へ

2π 飛ぶ。一般的に写像点の 座標が増加する毎に、 方

向の飛びは増えていく。写像点が加速モードの近傍に来る

と点は 方向に速く飛ばされることになる。

我々は加速モードの発生メカニズムと、それらの出現順

序関係について調べた［3］。方法としては次の手順を踏む。

［1］ を上下の対称性を表す２つの対合 、 の積（ ＝

）に分解する。２つの対合の不動点の集合である対称線

を求める。

［2］対称線を出発し、軌道の途中で別の対称線上に点をも

つ「対称加速モード」を探索する。これらの加速モードは

サドル・ノード分岐で生じる。

［3］得られた「対称加速モード」の出現順序関係を明らか

にする。

我々が得た結果を次に示す。これは対称線のひとつであ

る 軸より出発した「対称加速モード」の順序関係である。

は 軸における区間名である。3∈ →5∈ は「区間

の中に3-加速モードの初期点があれば、区間 の中に5-加

速モードの点がある」と読む。加速モード間の出現順序を

示している。下矢印も同様の意味である。ここで 1。

出現順序関係

1 → 3 → 5 →

↓ ↓ ↓ ↓

3 → 5 → 7 →

↓ ↓ ↓ ↓

5 → 7 → 9 →

↓ ↓ ↓ ↓

次に ， を上記の「対称加速モード」が出現する臨界

値とする。例として 2，3 は 7 ∈ が生じる臨界値であ

る。 を「最後のKAM（Kolmogorov-Arnold-Moser）

曲線」が崩壊する臨界値とする。我々は次の関係を証明し

た。

lim ， ＝ . ⑶

これは最後のKAM 曲線が崩壊した直後から加速モード

が生じることを意味している。 の近傍における拡散係数

の数値計算で、異常拡散は観測されていない。これについ

ては精密な数値計算を期待する。

最近、一般のねじれ写像において加速モードの存在が証

明された［4］。

参 考 文 献

［1］Ichikawa, Y. H., Kamimura, T. and Hatori, T.: 1984,

Statistical Physics & Chaos in Fusion Plasmas (Wiley,1984),

21.

［2］Ichikawa, Y. H., Kamimura, T. and Hatori, T.: 1987,

Physica D29,247.

［3］Yamaguchi,Y.and Tanikawa,K.:2002,Prog.Theor.Phys.

108,669.

［4］Addas-Zanata,S.:2002,Nonlinearity 15,1399.



ブレーン宇宙論の暗黒幅射に対する観測的制限

市来淨與

(東京大学)

八尋正信

(琉球大学)

梶野敏貴、折戸 学

(国立天文台・理論天文学研究系)

G.J.Mathews

(ノートルダム大学)

図 1. バリオン/光子比に対する軽元素合成量。描かれている
のは背景の通常の光子のエネルギー密度に対して０％
（青)、＋10.5％（赤)、－41％（緑）の暗黒輻射が存在す
る場合の2σの核反応誤差を含めた理論曲線である。観
測による制限は水平な点線で示されている。縦の領域
（紫）は宇宙背景輻射からくるηへの制限である。

われわれは、宇宙が５次元の反ドジッター時空に埋め込

まれた３ブレーンで記述されるブレーン宇宙論に対する観

測的な制限を考察した［1］。この様なシナリオでは私たち

の宇宙は高次元の時空に埋め込まれた部分多様体である。

通常の物質場はこの部分多様体に閉じ込められる一方、時

空そのものである重力は高次元にも存在していると考え

る。このブレーン宇宙論では、宇宙の膨張則を記述するフ

リードマン方程式は、通常の項の他に余剰次元に起因する

新しい項が加えられて修正される［2］。

＝
8π
3

ρ－ ＋Λ
3
＋
κ
36
ρ＋

μ
. ⑴

今回の研究では、われわれは宇宙のスケールファクター

に対し、 のように４乗に反比例して減少する「暗黒輻射」

項に注目する。この係数であるμは５次元のアインシュタ

イン方程式を積分する際に得られる定数であり、物理的に

は５次元時空のシュバルツシルト質量と関係があることが

知られているが、数学的には正、負の値を取ることが可能

である。これらはアインシュタイン方程式を解く際の境界

条件（初期条件）に依存するので、μの符合すら未解決問題

として残されている。現在観測されている初期軽元素量に

よると、もしこの物理量が正の量であった場合には現在の

通常の輻射に対してわずかな量のみが許されるのに対し、

広い範囲の負の暗黒輻射が許されるということを今回われ

われは初めて示した。さらにそのような負の暗黒輻射は現

在のヘリウム（ He）と重水素（D）の間の観測値のずれを

緩和することができる（図１)。図２の斜線部はビッグバン

元素合成（BBN）から許される暗黒輻射量（ρ /ρ）を示

したものである。ここで強調したいことは、BBNによる制

限は正の暗黒輻射に対し小さな量（ 11％）しか許さない

一方、大きな負の暗黒輻射（ －123％）が許されるという

こととともに、そのような負の暗黒輻射は現在の観測をよ

り良く説明するということである。

宇宙背景輻射（CMB）のスペクトルは BBNには影響を

与えない様々な宇宙論パラメタにも依存している。そこで

簡単のためにわれわれはまず最適な宇宙論パラメタの値を

最初に求め、その後暗黒輻射パラメタ（μ）とバリオン光子

比（η）を様々に変えることで、その影響を定量的に調べた。

我々は CMBの理論スペクトルを計算し、BOOMERANG,

DASI, MAXIMA-1の各観測を合わせたデータを用いて

χ解析を行った。その結果は BBNが始まる前の量に焼き

直すと－135 ρ /ρ ＋92というものであった。図２の等

高線は CMBから許される暗黒輻射の量とバリオンの量を

示している。この図から示されることは、宇宙背景輻射と

ビッグバン元素合成からの制限を合わせると、暗黒輻射の

符合と大きさに対し強い制限を与えられるということであ

る。両方の制限を合わせた95％信頼限界は4.73 η

5.56（または0.0176 Ω 0.0207）というバリオンの量

に対して－41 ρ /ρ ＋10.5である。

図 2. 初期軽元素量（実線、点線、鎖線）と宇宙背景輻射（等
高線）からの暗黒輻射エネルギー密度（電子陽電子対消
滅直前の通常の光子との比で表されている)とバリオ
ン光子比に対する制限。

参 考 文 献
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光分解反応によるαα ,γ Beの天体核反応データテーブル

住吉光介

(沼津工業高等専門学校)

宇都宮弘章、後光進史

(甲南大学)

梶野敏貴

(国立天文台・理論天文学研究系)

宇宙での元素合成において質量数A＝8の原子核の

ギャップを越える核反応は重元素を作る上で本質的な役割

を果たしている。中でも中性子過剰な環境において重要で

ある三体原子核反応αα ,γにより Beを形成する反応

について研究を行った［1］。この反応は、α粒子および中性

子が過剰な元素合成環境において重要であることを指摘し

ており、特に、超新星爆発でのｒプロセス元素合成（ニュー

トリノ駆動風）［2、3、4、5］、AGB星でのｓプロセス元素

合成［6］、非一様分布のもとでのビックバン元素合成［7］

の役割が議論されている。

こうした様々な環境での元素合成計算に求められる、広

い温度範囲での熱核反応レートを計算するため、準安定な

Be、α＋α⇄ Be(n、γ)Beを経由する２ステップ反応を仮

定して、熱平均反応断面積の系統的な計算を行った。特に

低い温度で重要となる、Beの基底状態からの非共鳴・共鳴

の両方の寄与を考慮にいれた。元になる断面積として、レー

ザー・電子散乱による光子ビーム実験による最新の Be光

分解の実験データを採用した。新しい中性子閾値付近の

データを加えて最小二乗法解析を行い、Breit-Wignerの

公式による共鳴状態のパラメータを決定した。求められた

光分解反応断面積を用いて、αα、γ Beの天体核反応

レートを T ＝10 から T ＝10までの範囲で理論計算を

行った。元素合成に用いる用途を想定して、データテーブ

ルの形式と解析的な式によるデータを提供した。

さらに、これまでの元素合成計算に標準的に用いられて

いた天体核反応データ CF88とNACRE compilationとの

比較を行った。（図１）CF88のデータでは非共鳴状態の寄

与は考慮されておらず、 ＜0.028の温度範囲では極端に小

さな値となり、正しい値を与えていない。また 0.1の温

度範囲でも今回の反応レートと２倍ほど違っている。

NACREのデータは、 0.028の温度範囲では現反応レー

トより4-12倍ほど大きい値を与えている。 0.1では現反

応レートとは±20%程度で一致している。 ＞3.5における

反応レートの僅かな増加は、ニュートリノ駆動風やα過剰

な環境下の元素合成において種となる元素の生成を増加さ

せ、その後におこるｒプロセス元素合成においては中性子

と種となる元素の比を僅かに下げる方向に働く可能性があ

り、ニュートリノ駆動風でのエントロピーや膨張の時間ス

ケールの条件に大きな影響を及ぼすことになる［8］。

図 1. 計算された核反応レート ＜αα＞が温度の関数と
して実線で示してある。CF88とNACREのデータは
破線と点線で示した。
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Ⅱ 各研究分野の研究成果・活動状況

1.光学赤外線天文学・観測システム研究系

光学赤外線天文学・観測システム研究系は、宇宙大構造、

銀河物理、恒星物理、太陽系天体、天体分光測光、赤外天

文、光学赤外画像の７部門と天文機器技術（国内客員）、光

学赤外観測（外国人客員）からなる。ハワイ観測所が中心

となって進めるすばる望遠鏡の共同利用の運用支援を引き

続き行うとともに、すばるによる最先端の観測研究を進め

ている。平成14年度は大型科研費、特別推進研究（家代表）

を獲得しすばるの次期AO装置の開発を開始した。これは

ハワイ観測所との共同開発研究である。また、新たに次期

大型計画の検討を開始した。

常勤スタッフの増減はなかったが、COE研究員２名、日

本学術振興会特別研究員１名、非常勤研究員４名のほか、

新たな開発研究等による科学研究員が３名増えた。大学院

教育の一環として大学院生20名を受け入れ、観測研究、開

発研究をそれぞれ進めた。

岡山天体物理観測所、天文機器開発実験センター、及び

位置天文・天体力学研究系と連携して研究を進めている。

とくに位置天文・天体力学研究系とは、光赤外干渉計プロ

ジェクトを共同して進めている。

1.すばる望遠鏡の運用支援

当該系では、すばる望遠鏡の共同利用プログラムの公募、

採択、共同利用旅費の運用・管理などの実務、すばるデー

タ解析センター（三鷹地区の解析研究棟１階）の運用、す

ばるに関する広報普及、FMOS、MOIRCSなどの新規装置

の開発支援などを行っている。このような支援事業はかな

りの仕事量に達し当該系のかなりの数のスタッフが関わっ

ている。

2.すばる望遠鏡に関連する観測装置開発

FMOS（ファイバー多天体赤外分光器）、MOIRCS（多天

体赤外スリット分光器）の２つがすばるの新規観測装置と

して開発されている。これらはハワイ観測所と大学（京大、

東北大）が主体となって開発しており、当該系は開発の支

援を行っている。

平成14年度から大型科研費、特別推進研究（家代表）を

獲得して５年計画ですばるの次期AO装置を開発する。可

変形鏡の素子数を36から188素子に拡張し、レーザーガイド

星を用いた補償光学も視野に入れている。このための開発

技術者、研究員を10名規模で採用している。

3.すばる望遠鏡による観測研究

望遠鏡の製作者に割り当てられた観測時間とハワイ観測

所のスタッフに割り当てられた観測時間を合わせて、大規

模な観測プログラムをＨ14年度から２年間にわたり開始し

た。関係者からプログラムを公募し、１）SDF（すばる深

探査領域）の深探査、２）SXDF（XMM 衛星との共同深探

査領域）の広視野探査、３）原始星降着円盤の系統探査、

の３つのプログラムに集中的に時間配分した。特に SDF

は新記録の ＝6.6の天体を発見し原始銀河の研究に端緒

を開いた。その他のプログラムも順調に観測が進められ重

要な発見、知見がえられるものと期待されている。

その他の研究についてはハイライトで紹介されているの

で参照されたい。

4.UH88、UKIRTによる観測研究

マウナケア山頂の天文観測条件を生かして、効率的な機

器開発や観測研究を推進するために、UH88インチ望遠鏡

と英国3.8m赤外線望遠鏡（UKIRT）の観測時間を確保す

るプロジェクトを開始した。平成14年度は

UH88：前期（２～７月）６件18夜、持ち込み装置２件

後期（８～１月）10件20夜、持ち込み装置１件

UKIRT：前期 ９件10夜

後期 ８件９夜

という実績であり、装置開発、星生成領域、銀河測光など

に有効利用された。

5.次期大型計画の検討開始

すばる後の光学赤外分野の大型計画として何を策定する

べきか、WGを設置し検討を開始した。WGは、サイエン

ス班、地上班、スペース班の３つの検討グループにわけて

検討し、平成15年度末に指針のとりまとめを目指す。サイ

エンス班はすばる時代の天文学から何を次期の天文学の目

標とするか、地上班は、次期超大型地上望遠鏡として口径

30～100mが世界的に検討されている現状を踏まえ、日本

としての取り組みはどうか、スペース班は、スペースから

の光学赤外分野の観測研究はどうあるべきか、それぞれ提

言をとりまとめる。これは全国の研究者の組織である光天

連との共同作業であり、年２回のシンポジウムを開催して

全国の研究者の意志をとりまとめていく。

6.岡山天体物理観測所の将来計画の支援

京都大学と岡山天体物理観測所が共同で3.5m新望遠鏡

を建設する計画を推進している。当該系では、岡山でのサ

イト調査、世界にまたがる技術調査の支援を継続して行っ

ている。



7.広報普及・新天体発見業務

天文情報公開センターに協力してすばるによる研究成果

の公表（記者発表含む）などの広報普及活動を支援し、新

天体発見業務などを行っている。

2.ハワイ観測所

ハワイ観測所は、口径8.2mの大型光学赤外線望遠鏡（俗

称「すばる望遠鏡」）を用いた共同利用観測および観測デー

タアーカイブシステム運用事業と観測的研究、望遠鏡シス

テム、観測装置、およびデータ処理ソフトウエアの開発・

研究を行っている。

今年度は、第１期観測装置として開発された７観測装置

｛微光天体撮像分光装置（FOCAS）、高分散分光器（HDS）、

近赤外撮像分光装置（IRCS）、OH夜光除去分光器（OHS）、

主焦点広視野カメラ（Suprime-Cam）、近赤外コロナグラフ

撮像分光装置（CIAO）、冷却中間赤外線撮像分光装置

（COMICS）｝全てと、冷却近赤外線撮像分光器（CISCO）

および補償光学システム（AO）を公開し、上期と下期それ

ぞれ84夜、合計168夜を共同利用に供した。

また、本年度からハワイ観測所および光学赤外線天文

学・観測システム研究系スタッフを中心としたメンバーに

よる観測研究計画「観測所大プロジェクト」を本格的に推

進している。すばる望遠鏡とその観測装置の長所を生かし

た３課題、１）超 high-z銀河種族の探査、２）惑星系の形

成過程と系外惑星の直接探査、３）深宇宙撮像分光サーベ

イ、に合わせて31夜を割り当て、活発な研究活動が行われ

ている。

1.ハワイ観測所のスタッフ

本年度から研究部門４名（内訳、教授１、助教授１、助

手２）の定員増があり、望遠鏡システム部門、観測装置シ

ステム部門、天体観測部門の３部門合わせて、教授４名、

助教授５名、助手10名、技官５名と事務官６名の30名がハ

ワイ観測所の定員である。また、RCUH（ハワイ大学研究

支援公社）を通した現地雇用のスタッフは、支援科学者、

ソフトウエアおよび観測装置等のエンジニア、施設、機械、

車両、実験室の技術者、望遠鏡・装置オペレーター、秘書、

図書、事務職員がおり、2003年３月末で57名（内訳、常勤

53、非常勤４）である。さらに、国立天文台三鷹より、望

遠鏡の調整、保守、運用支援のため約３名の長期出張者が

来所した。

2.共同利用

共同利用事業は、半期ごと（上半期４月１日―９月30日、

と下半期10月１日―３月31日）に課題を公募する。公募は

国立天文台三鷹にて申請を受付け、国立天文台大型光学赤

外線望遠鏡専門委員会の下に設置されたプログラム小委員

会が内外のレフェリー評価を参考にして公募課題を審査し

採否を決める。今年度は、上半期37課題（69夜）/応募総数

186課題（410夜）、下半期38課題（74夜）/応募総数193課題

（448夜）が採択された。これに加えて今年度より大型研究

課題へ観測時間を重点的に配分する共同利用「インテンシ

ブ・プログラム」が導入され、３課題合計25夜（内訳、上

半期２課題15夜、下半期１課題10夜）が採択された。共同

利用に採択された78件の内14件は外国人 PIの課題であっ

た。

共同利用観測には、７カ国42機関より延べ241名（内外国

人41名）がハワイ観測所を訪れた。国立天文台三鷹では、

日本国内の研究者による観測のための出張手続き、旅費支

給事務を行い、ハワイ観測所では、観測スケジュールの作

成、ハワイでの観測者の宿泊、交通、観測等の支援を行っ

ている。

3.望遠鏡の性能向上

望遠鏡の主な性能は前年度に引き続き安定に維持されて

いる。1999年よりオートガイダー（AG）用の CCDカメラ

で測定され続けているシーイングの統計結果では、中央値

で0.6-0.7秒角という優れた星像性能が維持されている。

主な特記事項としては、Azレールの水平度悪化が挙げ

られる。望遠鏡建設時の1997年には±0.05mm程度の水平

度が達成されていたが、2003年２月の測定の結果、±0.15

mm程度まで悪化していることが確認された。望遠鏡のト

ラッキング性能は、運用を開始した1999年以後安定してい

るため、現状問題はないが、悪化し始めた時期や改修方法

等について、技術的な検討を開始している。

その他、2002年度に実現した主な望遠鏡の性能向上項目

は以下の通りである。

⑴ 赤外副鏡のチョッピング性能向上

赤外副鏡の制御パラメータの調整およびフィードフォ

ワード機能を追加することにより、RMSで0.1秒角以下に

安定している時間が全体の80％を達することが可能な周波

数が３Hzまで上昇した。チョッピング振幅も60秒角まで

達成しており、他大望遠鏡と同程度の性能を達成すること

ができた。

⑵ 望遠鏡オフセットの高速化

中高分散分光観測時に主に使用される２秒角以下の望遠

鏡オフセット（ディザリング）では、これまでAGを用い

た閉ループ駆動をしていたため、特にAGの露出時間が長

い際には、望遠鏡のオフセットに長い時間がかかっていた

（例：AGの露出時間が４秒の際、２秒角のオフセットのた



めに90秒かかっていた）。この問題を解決するために、望遠

鏡ソフトウェアの改修をおこない、開ループ駆動によるオ

フセットと併用することにより、オフセットに要する時間

を10秒未満（最短で2.5秒）に短縮することができた。

⑶ 主鏡洗浄装置の機能追加

直径8.2mの主鏡を効率良く、精度良く洗浄するための

機能追加作業をおこなった。項目は、2001年度の主鏡再蒸

着時に課題となったものが主で配管系統の追加や液だれ防

止対策を実施した。

⑷ 更なる性能向上のための作業

すばる望遠鏡の更なる性能および運用効率向上を目指し

て、以下の作業を継続中である。

-可視カセグレン副鏡の可視ナスミス焦点対応用の改造作

業

-赤外副鏡の焦点切替の高速化（目標値：30分を10分まで

短縮）

-スリットビューワー（SV）や補償光学システム（AO）

による望遠鏡架台や赤外副鏡のティップティルト機能の

制御

-ナスミス焦点でのオープントラッキング精度向上

-ナスミス焦点でのAGカメラのノイズ削減

4.第一期観測装置の公開

2002年４月からのＳ02Ａ期より７つの観測装置とAO

（補償光学系）のすべてが共同利用公開された。AOはＳ02

Ａ期にはサポート体制がまだ完全ではなかったため、公開

夜数を制限していたが、Ｓ02Ｂ期からは完全公開となった。

この間のハワイ大学時間を含む共同利用は合わせて207夜

実行されたが、このうち SuprimeCamが69夜、IRCSが47

夜と２装置だけで過半数が使われている。

Ｓ02Ａ期とＳ02Ｂ期の共同利用の装置トラブルによるダ

ウンタイムの割合（共同利用報告書記載の平均値）はそれ

ぞれ3.8％と7.0％であった。Ｓ02Ｂ期の方が高くなってい

るのは、ある一件のトラブルの影響が大きかったからで、

この一件を除くと3.0％となる。従って、装置トラブルによ

るダウンタイムが必ずしも増大傾向にあることを示してい

るわけではない。

5.次期観測装置の開発

すばる望遠鏡の共同利用のための次期の観測装置として

ファイバー多天体分光器（FMOS）と、多天体赤外撮像分

光装置（MOIRCS）の開発・製作が本年度も続行された。

FMOS計画は、Ｊ、Ｈバンドですばる主焦点での広視野

観測を目的とするもので、京都大学、オックスフォード大

学とダーラム大学を中心とするイギリス・グループ、アン

グロオーストラリア天文台との共同で引き続き進められ

た。400天体を捉えるファイバーポジショナーの基本開発は

ほぼ終了し、分光器部分も光学設計が固められ、一部光学

素子については製作が始まった。検出器読み出し部分の開

発も順調に進められている。平成15年度にはファイバーポ

ジショナーの実機製作、分光器カメラ部分の光学素子の作

成、実際の検出器による読み出し部分の評価を行い、平成

16年度の全体組み上げ、ファーストライトを目指している。

MOIRCS計画は、東北大学と、国立天文台ハワイ観測

所・光学赤外線天文学・観測システム研究系との共同で進

められ、すばるカセグレン焦点で、Ｋバンドまでの近赤外

広視野観測のための装置である。装置のハードウェアは、

今後、順次、整備が計画されている観測目的に応じたフィ

ルター・グリズムなどの整備を除いては、全て整って、現

在、ハワイ観測所で、最終的な組み立て・調整試験が、装

置制御ソフトウェアの整備と同時に進行中である。平成15

年度中のファーストライトが目標になっている。

6.大型計算機とソフトウエア開発

ハワイ観測所では平成13年度に更新したシステムの安定

稼動をはかるために、ネットワークファイル管理システム

ミドルウェア（SafeFile/Global）の改良、大型テープ貯蔵

装置（SONY PetaSite）との整合性強化、ならびにシス

テムチューニングにより、効率的なファイル転送の実現を

可能とした。さらに、ハワイ観測所におけるソフトウェア

開発環境の整備を行なった。

ソフトウェア開発としては、すばる望遠鏡取得データを

貯蔵・検索するすばる望遠鏡アーカイブシステム

（STARS）の主として管理機能の拡張と三鷹システム

（MASTARS）との連携機能強化を行った。マウナケア山頂

で観測遂行の核心となる観測制御システム（SOSS）では遠

隔観測機能の拡張をおこない、ヒロからの遠隔観測の運用

を開始、三鷹からの観測モニターも試験運用を開始した。

これらのソフトウェアの開発履歴、現状については

ADASS2002において発表した。また、望遠鏡制御ソフト

ウェアと合わせてすばるソフトウェアの外部評価を実施し

た。

三鷹解析貯蔵サブシステムの導入に伴い、三鷹における

ソフトウェア運用支援を開始、SOSS運用支援と連携した

遠隔観測機能の充実に向けて、運用体制を整備した。

3.天文機器開発実験センター

国立天文台の推進する大型観測装置の優れた性能を十分

に引き出し、世界第一線級の研究成果をあげるためには、

先端的研究課題に即応した新しい観測装置の開発・製作が

不可欠である。当センターは、エレクトロニクス・オプ



ティックス・メカニクスなどの基盤技術全般にわたる、機

器開発環境を整備し、内外の研究者技術者と共同して最新

機器の開発を行うことを目的としている。

センターの設備・技術は天文学の広い分野での共通的基

盤的な部分を多くサポートしており、国立天文台における

観測装置開発の中核組織、さらには全国的な機器開発の基

盤組織となるべく、開発環境の整備を進め、先端的技術開

発を推進している。2002年３月には高度環境試験棟が竣工

した。

1.ワークショップおよび支援設備

天文機器開発のためのワークショップおよび支援設備を

整備運用し共同利用に供した。

マシン・デザイン・メカ・エレキ・オプトの５つのワー

クショップと赤外線シミュレータ・卯酉儀・中型蒸着装置・

クリーンルーム・サブミリ波フーリエ分光器などの支援設

備の運用を行った。赤外シミュレータ・デザインショップ・

オプトショップの各設備については全国共同利用の公募を

行ない、赤外シミュレーターについては、理研、東大理よ

り応募があり、実行に移された。その他、これらのショッ

プは主に登録されたプロジェクトによって利用された。

⑴ デザインショップ

例年通り、高機能の機械・光学設計用 CAD、そして電波

関係の CADを共同利用に供し、また出力装置の保守を継

続的に行った。なお CADを円滑に使用できるよう、既存の

計算機の整備、新計算機の導入等、計算機側の環境整備を

重点的に行った。

⑵ マシンショップの活動報告

マシニングセンター、NCフライス盤、NC旋盤、ワイ

ヤー放電加工機等の数値制御機ならびに各種汎用工作機を

有し、高精度かつ複雑な製作依頼に対応した。さらにデザ

インショップの三次元 CADと数値制御機をリンクさせる

ことにより、プログラム製作の円滑化をはかり幅広い機械

工作を実現している。超精密加工機の立ち上げが推められ

た。非球面レンズの金型や軽量鏡の試作など試験的な運用

が行われた。超精密加工機はＨ15年度秋から公開して運用

する予定である。

平成14年度は各研究系等から105件の製作・修理委託を

受け、平成13年度の繰越し８件を含め、計113件中、109件

を消化し、平成15年度へ４件繰り越した。

マシンショップ製作・修理受託件数

平成13年度より繰越し 8(1)

天文機器開発実験センター 16(2)

光学赤外線天文学・観測システム研究系 3(1)

太陽物理学研究系 52

電波天文学研究系 11

位置天文・天体力学研究系 5

天文情報公開センター 2

東京大学・天文学教育センター 8

宇宙科学研究所 4

愛媛大学 1

京都大学 1

帝京大学 1

北海道大学 1

平成14年度合計 113

平成15年度へ繰越し 4

（ ）内は15年度への繰越し数。

⑶ メカショップ

メカショップでは、真空冷却関連の機器整備、共通実験

用品など整備に努めた。一時的に使わなくなった物品を保

管・管理しているが、開発実験センターと高度環境試験棟

で行われているプロジェクトの開発研究での関連資材の保

管・管理の要望が多く増設したコンテナーの保管スペース

が手狭になってきた。

⑷ オプトショップ

通常通りの測定機器の運用と管理を行う一方、高度環境

試験棟の建設に伴って測定室を新たに新設、旧来のオプト

ショップから測定器を移動した。これに伴い、測定作業や

光学定盤を使用した実験作業の環境が大きく改善された。

⑸ 中型真空蒸着

今年度は天文機器開発実験センターに設置されている赤

外シミュレータ主鏡ついて、再蒸着を行った。新たに直径

50センチの小型真空蒸着装置を作成し、タングステンフィ

ラメントにアルミニュウムをプリウエットが出来るように

した。岡山天体物理観測所及び天文機器開発実験センター

内で望遠鏡主鏡等の再蒸着をするほか、各種の実験が出来

るよう設計した。

2.プロジェクト支援

開発実験センター共通実験室やワークショップを利用し

て、複数の開発プロジェクトが行われ、天文機器開発実験

センターではこれを支援した。次ページ表に登録された開

発プロジェクトを示す。

3.開発・研究

天文機器開発センター職員が主体となる開発研究を推進

し、同時に新技術の獲得、基盤設備の整備運用を行った。

⑴ 軽量鏡の開発

太陽物理系と共同で炭素繊維炭素複合材料を用いた軽量

鏡の研究を推進した。炭素繊維炭素複合材料は軽量であり

ながら剛性が高いが、多孔質であり、従来は鏡材とは考え

られていなかった材料である。そこで我々はカニゼンメッ

キを行って鏡面加工、５cmの平面鏡の試作に成功した。更



14年度 登録プロジェクト一覧

登録番号 プロジェクト名 代表者名 所属

2002-001 軽量鏡・低次モード補正可動鏡の開発 大 坪 政 司 開発センター

2002-002 mm波 sub-mm波フォトミキサマウントの開発 上 田 暁 俊 宇宙電波

2002-003 フォトニックローカルの開発 上 田 暁 俊 宇宙電波

2002-007 MAGNUM プロジェクト 小 林 行 泰 開発センター

2002-008 線スペクトル偏光分光装置(LIPS)の開発 秋田谷 洋 東北大理

2002-009 SMILES（Superconducting Submillimeter-Wave Limb-Emission Sounder） 入 交 芳 久 通総研

2002-010 ALMA受信機の開発 関 本 裕太郎 宇宙電波

2002-011 地上太陽光学観測データの実時間処理システムの開発 花 岡 庸一郎 太陽電波

2002-012 京都三次元分光器 菅 井 肇 京大理

2002-015 ASTRO-F/FIS 松 浦 周 二 宇宙研

2002-016 FMOS用光学素子の製作 舞 原 俊 憲 京大理

2002-017 グリズムおよび Immersion Gratingの開発 海老塚 昇 理研

2002-018 航空機搭載用紫外線分光リモートセンサの開発 奥 村 真一郎 開発事業団

2002-019 光赤外干渉計開発実験 鳥 居 泰 男 光赤外

2002-020 VERA受信機用チョークフランジの検討 氏 原 秀 樹 地球回転

2002-021 フィルムレンズアンテナ試験 氏 原 秀 樹 地球回転

2002-022 月面天測望遠鏡の開発 花 田 英 夫 地球回転

2002-023 テラヘルツ光検出器の開発 諸 橋 信 一 山口大工

2002-025 TAMA-VIST 高 橋 竜太郎 宇宙計量

2002-026 サブミリ波カメラの開発 松 尾 宏 開発センター

2002-027 KAGAMI 大 橋 正 健 宇宙線研

2002-029 ASTRO-F/FIS光学系 松 尾 宏 開発センター

2002-030 CANGAROO 森 正 樹 宇宙線研

2002-032 VSOP2光学系の検討 氏 原 秀 樹 地球回転

2002-034 ASTE、ALMA用ミリ波受信機の開発 小 川 英 夫 大阪府大

2002-035 Solar-B搭載可視光望遠鏡の光学設計Ⅳ 末 松 芳 法 太陽

2002-037 フォトダイオードを用いた測光器による５色光電測光 大 金 要次郎 帝京大薬

2002-038 電波望遠鏡の高精度鏡面測定 齋 藤 正 雄 宇宙電波

2002-040 Solar-B姿勢センサー評価 清 水 敏 文 太陽

2002-041 北大11m望遠鏡の22GHz帯化 徂 徠 和 夫 北大理

2002-042 Ｘ線 CCDカメラの開発 原 弘 久 太陽

2002-043 遠赤外光検出システムの開発 太 田 剛 振興事業団

2002-044 野辺山サブミリ波干渉計実験のための光学系設計 河 野 孝太郎 東大理・天文センター

2002-045 完全空乏型 CCDの開発 宮 崎 聡 ハワイ

2002-046 ミラーコロナグラフの開発Ⅲ 一 本 潔 太陽

2002-051 Solar-B可視光望遠鏡光学素子の開発・試験 一 本 潔 太陽

2002-052 Superconducting gap frequency measurement using sub-mm FTS 松 永 昭 彦 宇宙電波

2002-053 STJを用いた検出器の開発 志 岐 成 友 理研

2002-054 MOIRCSの検出器試験 勝 野 由 夏 東北大理

2002-055 サイト調査用シーイングモニターの製作 土 居 守 東大理・天文センター

2002-056 FOCAS 柏 川 伸 成 光赤外

2002-058 テラヘルツ帯超伝導ミクサの開発 前 澤 裕 之 宇宙電波

2002-063 補償光学 高 見 英 樹 ハワイ

2002-065 SPICA望遠鏡のための軽量鏡素材の評価 中 川 貴 雄 宇宙研

2002-066 WFGS2の開発 長 嶋 千 恵 光赤外

2002-068 レーザ高度計の開発 坪 川 恒 也 地球回転

2002-069 ハーシェル望遠鏡用金属鏡の研磨 大 金 要次郎 帝京大薬

2002-072 ASTRO-F/IRC光学および構造系の開発 松 原 英 雄 宇宙研

2002-073 PIAA（phase-induced amplitude apodization) Olivier Guyon ハワイ

2002-074 ASHRA 佐々木 真 人 宇宙線研



に真空チャンバーを用いて熱変化についての評価を行い、

変形量も赤外であれば既に実用レベルにあることを実証し

た。現在、熱変形の改善や球面化、大型化、表面鏡面化法

の改良などを進めており、数年以内に実用化レベルに達す

る予定である。

⑵ MAGNUM プロジェクトの推進

活動銀河核の多波長モニター観測による距離決定プロ

ジェクト（MAGNUM）を東京大学と共同して推進した。

継続して観測を行うことができるようになった。質の高い

データが取得されつつあり、多数の活動銀河核で予想され

た可視赤外遅延が鮮明にとらえられるようになって来た。

全自動の観測システムがほぼ実現されつつあるが、世界

的に見ても２mクラスの望遠鏡で自動システムが実現さ

れたのは初めてである。

⑶ JASMINE（赤外線位置天文衛星）のための基礎開発

新しいモードに対応した赤外線アレイ検出器の開発やス

ペース軽量鏡の開発など JASMINEプロジェクト実現に

必要な開発を位置天文グループと共同で始めた。

⑷ その他

ASTE望遠鏡搭載のためのサブミリ波カメラの開発な

どが行われた。

4.岡山天体物理観測所

1.共同利用

岡山天体物理観測所（OAO）の188cmおよび91cm望遠

鏡は引き続き全国の研究者によって共同利用されている。

平成14年は６、７、９月に整備期間（延べ64日）、３月に本

館の改修工事のために21日間の特別整備期間を設けた。こ

れ以外の期間に延べ229日を共同利用に供した。共同利用期

間は前期（１月～６月）および後期（７月～12月）の２期

に分けて公募した。観測プログラムは光赤外専門委員会の

下に設置されているプログラム小委員会（2002年度委員

長：太田耕司京都大学助教授）を中心として採択決定した。

188cm望遠鏡についてはレフェリー評価に基づくスク

リーニングを行った。平成14年に実施された共同利用観測

プログラムは188cm望遠鏡21課題40件、91cm望遠鏡18課

題32件であった。188cm望遠鏡では、長期プロジェクト１

件があった。１課題当たりの平均夜数は188cm望遠鏡で約

10夜、91cm望遠鏡で約14夜となっている。これらの共同利

用観測は観測所内外の研究者延べ約300名により実施され

た。

188cm望遠鏡で使用された共同利用観測所装置は多目

的近赤外カメラ（OASIS）、および高分散エシェル分光器

（HIDES）であった。このうち、OASISについては、平成

13年度後期に大規模な光学系・駆動系の改修を行って光学

素子の安定性を増し、背景光レベルを下げた改良版を公開

した。しかし、５月末に検出器に故障が発見され、その後

も検出器駆動システムが不安定になるなどの事態に見舞わ

れ、共同利用観測が１件キャンセルとなった。OASISは平

成15年度に検出器・光学系を含めた内部機構の全面的改修

を行う予定であり、まったく新しい装置（通称 ISLE）とし

て平成16年より公開する。観測者が持ち込んで使用した装

置としては偏光分光測光器（HBS）があった。また、観測

所時間を利用してNIKON分光器の試験観測が行われた。

91cm望遠鏡では、持ち込み装置として、偏光分光測光器

（HBS）が使用された。また、実験装置として、NIKON分

光器が大阪教育大学の手によって持ち込まれ、所長預かり

の時間を利用して使用された。太陽観測用の65cm望遠鏡

は共同利用観測の公募を行っていないが、装置開発に関わ

る実験や高校生の実習などに利用されている。共同利用観

測で本年度中に行われた個々の観測課題や観測者について

は、Ⅲ.機構８.「施設等の共同利用」を参照されたい。

188cm望遠鏡の観測所時間については、平成14年は43日

の割り当てで７課題13件を実施した。観測所時間では、施

設特別公開および夜間観望会とその準備、188cm望遠鏡の

制御系改修に伴う望遠鏡の動作試験、新制御系による各焦

点・装置についての指向誤差測定、HBSの較正データ取得

観測、および観測所員による天文学的研究データの取得な

どを進めた。一方、91cm望遠鏡では共同利用以外の期間は

所長預かりの時間枠としており、平成14年にはその時間枠

内で、NIKON分光器の調整と試験観測が行われた。

2.望遠鏡・機器の整備・開発

６、７、９月の整備機関には、例年どおり各望遠鏡の鏡

の真空アルミ蒸着作業、望遠鏡・装置の光軸調整、および

注油・清掃等の定常的な整備や調整を進めた。一方、整備

期間以外でも共同利用観測と並行して、各種開発ならびに

改修を進めた。今年度行われた主な整備・開発を以下に列

挙する。

⑴ 望遠鏡・観測装置

＜188cm望遠鏡＞

・主鏡副鏡類アルミ蒸着、光軸調整、ハルトマンテスト、

ポインティングアナリシス、望遠鏡注油

・ドームの給油、オイル交換、ドーム架線点検整備など

の保守作業

・188cm望遠鏡ドーム整備：観測制御室のドーム１階

への移動、ドーム１階の待機室及び観測室の天井の二

重化と外気取り入れファンの取り付けによるドーム内

熱環境の改善

・望遠鏡制御系保守、機能追加



・クーデ焦点エシェル分光器（HIDES）の開発：制御ソ

フトの改良、データ解析ソフトウェアの開発

・クーデ室の改造及び温度制御

・多目的近赤外カメラ（OASIS）の大改修と共同利用公

開：光学定盤と、光学支持部品の作り直し、モーター

類の更新、制御ソフトウエアの更新、検出器読み出し

時間の短縮化、各種自動化、モータドライバの更新、

前置光学系の冷凍機変更、He配管のやり直し

・OASISの不具合対処：検出器故障部分の修理、検出

器駆動システムの修理

・新近赤外カメラ（ISLE）の開発：光学系製作、検出器

駆動系実験

＜91cm望遠鏡＞

・主鏡副鏡アルミ蒸着、光軸調整、ポインティングアナ

リシス、望遠鏡注油

・ドーム回転機構点検整備、ドーム内静電防止対策など

の保守作業

＜太陽クーデ望遠鏡＞

・ドーム回転機構接点交換

＜その他＞

・真空蒸着装置改修：真空ポンプの大改修、真空引きの

計算機制御化

・シーイングモニタの開発および実験（京都大学、広島

大学、名古屋大学と共同）

・シーイングモニタ用専用ドームの設置

・中間赤外スカイモニタの開発

・ CT 2測定（京都大学、広島大学と共同）

・ガンマ線バースト追跡用50cm望遠鏡ドームの設置

（東京工業大学と共同）

⑵ 計算機・データ処理

・WWW サーバーの運用、観測所ホームページの整備

・ビジター用ワークステーションの整備

・共同利用観測装置データの保管システム整備

⑶ その他

・乾板アーカイブ化計画推進：乾板記録のデータベース

化

・電子機器保管小屋の設置

3.将来計画の推進

京都大学、広島大学、岡山大学などと協力して、岡山天

体物理観測所の将来計画の検討およびその実現のための調

査活動を行っている。現在は、京都大学から提案された「3.5

m望遠鏡計画」を基に新望遠鏡の概念設計を行い、具体的

制作方法の検討に入っている。現在三鷹に設置されている

赤外シミュレータの移設計画も広島大学と進めている。

基礎的調査としては、CT 2測定、シーイング測定などを

行った。CT 2測定により、岡山観測所サイトの設置境界層

高さは約15mであることがわかった。また、シーイング測

定を精力的に進めた結果、可視領域において10％程度の頻

度でシーイングが１秒角を切ることが確認され、最良値0.6

秒角が得られた。

4.観測・研究・開発の成果

平成14年の共同利用で観測された天体は、主に、恒星・

星団・星雲等の銀河系内天体が多数を占めた。これは公開

された観測装置が、188cm望遠鏡ではHIDESとOASIS、

91cm望遠鏡では持ち込み装置のHBSであったことに

拠っていると思われる。

これまでと同様に、共同利用の枠の中で、個々の研究者

グループによって多数の観測研究が進められており、それ

ぞれの研究成果は、研究会や学会で報告され論文にされて

いる（共同利用研究者による個々の成果はユーザーズ・

ミーティングや該当する研究会の集録および学会の報告を

参照されたい）。

観測所現地のスタッフは、共同利用を推進するための各

種のサポート活動を行うとともに、共同利用の望遠鏡・観

測装置を用いて、多数の研究者と共同利用観測や共同研究

を行っている。

吉田は、188cm望遠鏡の制御系ソフトウェアを開発し、

計算機ネットワークの維持管理を行う傍ら、すばる望遠鏡

による活動銀河の観測を進めている。また、将来計画とし

て赤外シミュレータ移設事業を推進し、3.5ｍ望遠鏡仕様策

定・設計に従事している。

泉浦は、系外惑星探査プログラムを推進するとともに、

広がったAGB星ダストシェルの光学域探査を進めた。こ

のほかに SiOメーザー輝線サーベイも継続している。

HIDESの温度制御向上、観測所環境整備なども進めた。ま

た、岡山観測所のプログラム小委員会幹事、UK/UKIRT日

本時間のプログラム委員を務め、ASTRO-Fの恒星分野

ミッションプログラム検討に参加するなど、幅広い活動を

行った。

柳澤は、新しい近赤外分光撮像装置 ISLEの検出器駆動

回路の設計製作を行った。また、「超広視野近赤外線カメラ

による銀河面モニタ計画」において、広視野カメラの設計・

製作を進め、無人観測を実現するための中間赤外線全天モ

ニタを製作した。さらに、東京工業大学と協力してガンマ

線バーストの可視追求観測のための50cm望遠鏡の設計・

製作を行った。

渡辺は、広視野赤外カメラ用駆動系の設計を行い、ISLE

のための光学系・機械系設計を行った。また、188cm望遠

鏡ドームの改造・補修、電子機器補完小屋の設置などの各

種工事の責任者として監督作業を行った。

乗本は、望遠鏡・ドームの維持管理を行い、91cm望遠鏡

でのNIKON分光器試験観測において、各種改造を行うと

ともに観測サポートを行った。

岡田は、クーデ室の温度を安定させるための、改造・廃



熱設備の制作を引き続き行うとともに、各種機械製作を

行った。また、観測所の広報活動の責任者として、特別公

開や小学生見学事業、夜間観望会などの広報活動の主体と

なって活躍した。

清水は、独自に開発した汎用機器制御ボードを用いた各

種機器制御システムの開発（188cm望遠鏡の制御系、

OASISの駆動系、50cm望遠鏡制御系、気象モニター）を

行った。

小矢野は、望遠鏡の光軸調整の責任者として望遠鏡保守

を行う一方、観測所の観測環境調査に主体的に関わり、

CT 2測定、シーイング測定を京都大学・広島大学などと協

力して行った。また、観測所広報活動にも積極的に協力し、

特別公開や観望会の実施に力を注いだ。

沖田は、赤外シミュレータの移設計画責任者として、広

島大学と協力して移設計画策定を行った。また、50cm望遠

鏡ドーム設置、シーイングモニタ専用ドームの設置の責任

者として設計および監督作業を行った。さらに3.5m望遠

鏡計画において、主にドーム設計を中心となって進めてい

る。

稲田は、188cm望遠鏡副鏡カバー製作および雨センサー

の開発を行う一方、気象モニターの維持管理を行った。

森は、OASISの共同利用のサポートを行うとともに、

OASISを用いた近赤外撮像分光観測を進め、オリオン星雲

における広がった水素分子輝線の励起機構を明らかにし

た。

増田は、HIDESを用いたＢ型脈動星の吸収線輪郭変動

の研究を行っている。また、HIDES制御系全般の維持開発

に努めている。

佐藤は、HIDESヨードセルを用いた視線速度精密測定

により、Ｇ型巨星のモニター観測による系外惑星探査を精

力的に行い、数個の候補星を見つけるに至った。

5.会 議

⑴ プログラム小委員会（５月23日、11月14日）

2002年後期と2003年前期の共同利用について審議を行

い、観測プログラムを編成した。188cm望遠鏡のプロジェ

クト観測は、2002年前期からの継続課題が2002年後期に申

請された。これまでの実績を考慮し、この課題を採択した。

⑵ 岡山ユーザーズミーティング（第13回光赤外ユーザー

ズミーティング）（９月25日～９月27日）

国立天文台三鷹キャンパスにて、2002年光天連シンポジ

ウムと合同で開催した。観測所の現状報告、研究成果報告

を行い、観測所の将来計画として、中期計画と長期計画に

分けて議論を行った。中期計画としては、91cm望遠鏡改造

による近赤外線サーベイ計画、赤外シミュレータ移設計画

などが議論された。長期計画の議論では、京都大学による

3.5m望遠鏡計画が中心的な話題となった。

6.広報普及その他

⑴ 一般公開：年間を通じて188cm望遠鏡およびドーム

の一般公開を行っている。見学者総数は年間約１万６千

人であった。また、併設の岡山天文博物館（鴨方町）の

運営に協力し、展示や天文情報の取得について打ち合わ

せた。

⑵ 特別公開：８月24日に施設特別公開を行った。188cm

望遠鏡と91cm望遠鏡を公開し、600名を超える入場者が

あった。詳しくは「施設の公開」の岡山地区の項を参照

されたい。

⑶ 夜間観望会：11月23日と３月29日に188cm望遠鏡に

よる夜間観望会を実施した。それぞれ、全国から抽選に

より約100名の参加者があった。

⑷ 第13回岡山天体物理観測所観測協力連絡協議会：11月

１日に岡山市にて行った。観測所から半径20km以内に

位置する自治体、商工会議所、主だった企業の方々にご

参加いただき、光害問題と観測所の活動について説明し、

光害に対する協力をお願いした。関係42団体中、25団体

の参加を得た。

⑸ 鴨方町天文講座を後援した。

⑹ 岡山天文観測実習：岡山大学および広島大学の学部生

を対象に天文観測実習を行った。それぞれの大学から合

計８名の参加者があり、91cm望遠鏡を用いた銀河の分

光観測およびデータ解析を行って、銀河の回転曲線を求

めた。

⑺ 鴨方町の小学校３校および矢掛町の小学校８校に対し

て、観測所の見学会を行った。対象は４年生で、各校ご

とに学年全員をバスで観測所まで招待し、望遠鏡の見学

および星の運行などに関する解説を行った。今後継続的

に実施していく。

5.太陽物理学研究系
乗鞍コロナ観測所
太陽活動世界資料解析センター

太陽物理学の研究は、太陽物理学研究系、乗鞍コロナ観

測所、太陽活動世界資料解析センターの３つの組織が協力

し、野辺山太陽電波観測所とも密接に連携しながら推進し

ている。また Solar-B衛星開発のため Solar-Bプロジェク

ト推進室を置いている。研究対象は太陽の内部構造、およ

び太陽光球・彩層・コロナ・太陽風など太陽外層大気であ



り、フレア、黒点、白斑、紅炎など磁気プラズマの示す様々

な活動性について観測・理論の両面から研究を行ってい

る。

理論研究は、日震学の手法による太陽の内部構造の診断

のほか、磁気流体力学を共通の手段として太陽類似の恒星

や宇宙ジェット現象などにも及んでいる。

観測的研究では、飛翔体によるスペースからの観測に早

くから取り組み、最近では科学衛星「ようこう」で大きな

成果を収め、次期衛星 Solar-Bの開発に取り組んでいる。

乗鞍コロナ観測所、岡山天体物理観測所、三鷹地区の太

陽フレア望遠鏡など地上の諸装置にも新たな技術を導入し

て研究を進めている。また黒点・フレア・コロナ等の定常

観測を長期間にわたって継続しており、諸外国の関係機関

と協力してデータの交換、出版を行っている。

.研究活動・装置開発

１.スペースからの観測

太陽観測衛星「ようこう」は1991年８月の打ち上げから

丸10年以上活躍したが、2001年12月15日に起こった姿勢制

御の乱れと電源電圧の低下のため、その後の観測は停止さ

れている。「ようこう」の観測データは国内・国外で非常に

よく利用されており、地球物理学関連の利用も多い。学術

誌に発表された研究論文の総出版数は1998年までで460編

を超え、博士学位論文数も日本国内で20編以上に達してい

る。

太陽観測衛星 Solar-Bは、可視光望遠鏡（SOT）とその

焦点面に置く検出装置群（FPP）、斜入射ミラーを採用した

Ｘ線望遠鏡（XRT）、紫外線分光撮像装置（EIS）、の３つ

の望遠鏡を搭載し、Ｘ線・紫外線でコロナの加熱やダイナ

ミックスを、可視光でそのエネルギー源である太陽表面の

磁場・速度場を観測しようとするものである。特に可視光

望遠鏡は、地上からでは大気の乱れによって達成できない、

0.2秒角の高分解能を目指している。観測機器の製作は日米

英の国際協力によるものであるが、可視光望遠鏡本体は国

立天文台が責任担当となっている。データのダウンリンク

にはヨーロッパ宇宙機関（ESA）の北極域のステーション

が参加するよう調整が行われている。

Solar-Bは2006年度の打ち上げに向けて、試作品（プロト

モデル）の構造モデル（MTM）試験、熱モデル（TTM）

試験、電気試験が完了した。光学望遠鏡関係では、実際に

打ち上げられる（フライトモデル）主鏡・副鏡、コリメー

タレンズが完成した(詳細は研究ハイライト参照）。今年度

末に完成した高度環境試験棟には、大クリーンルーム、大

型真空チャンバーなどが装備され、来年度には屋上から太

陽光を導入するヘリオスタットミラーが設置されるなど、

国内では例を見ない先進のスペース実験施設となってきて

いる。

２．地上からの太陽観測

⑴ 磁場観測

太陽フレア望遠鏡は1992年に４つの観測装置すべてが完

成して以来連続して観測を続けている。そのうちのビデ

オ・ベクトルマグネトグラフは世界で最も高速かつ自動化

の進んだ磁場観測装置であり、３分に１枚のスピードで磁

場マップを取得し、太陽大気内の磁場の歪みの蓄積の度合

いを常に追跡している。取得したデータの一部はオンライ

ンで公開している。近年、太陽の磁場の生成機構に関連し

て、磁場のよじれを表す磁気ヘリシティの研究が注目を集

めている。均質かつ大量のデータを取得している太陽フレ

ア望遠鏡のデータは磁気ヘリシティの解析に適しているた

め、この研究に力を集中している。電波天文学研究系の花

岡により、Hα線画像の高速デジタル取得装置の開発が完

了し、2001年10月から定常観測に入っている。

⑵ STEP・S-RAMP・CAWSES事業

太陽地球間エネルギープログラム（STEP事業、

1990～97年）は、SCOSTEP（太陽地球系物理学科学委員会）

がとりまとめ役となって実施した国際共同研究で、太陽か

ら惑星間空間を経て地球までのエネルギーの流れとその地

球環境への影響をテーマとした。それに引き続く

1998～2002年は S-RAMPと名付けられたデータ解析期間

となっている。

国立天文台・太陽物理学研究系は太陽全面の大規模磁場

構造を観測する広視野マグネトグラフを建設し、1994年よ

り定常観測を行っている。また STEP・S-RAMP期間に取

得した様々なデータをホームページ上で公開し、名古屋大

学太陽地球環境研究所と共同でデータ CDROM の発行も

行った。

2004～2008年は SCOSTEPの次の大規模国際共同研究

である CAWSES（太陽地球系の気候気象）が計画されてい

る。日本国内での準備も始まり、国立天文台の太陽分野で

も具体的研究計画を策定しつつある。

⑶ 黒点・白斑・Hαフレアの定常観測

本年（2002年１～12月）の黒点・白斑の観測は、太陽全

面望遠鏡により行われた。この望遠鏡には、黒点・白斑観

測のため口径10cmの屈折望遠鏡と２K×２K素子の CCD

カメラが搭載されている。またHαフレア観測のために、

口径４cmの屈折望遠鏡とリオフィルター、CCDテレビカ

メラが装備されている。

黒点・白斑の観測日数は239日であり、Hαフレアの観測

は225日実施された。

フレアの検出数は表１の通りである。取得画像はホーム

ページ上で公開している。



表１ Hαフレア観測（2002年)

観測日数 フレア重要度別検出個数

＜１ １ ２ ３ ４

225日 41 ８ ４ １ １

.乗鞍コロナ観測所

１.観測所の概要

1949年の開所以来の10cmコロナグラフに加え、25cm分

光コロナグラフ、10cm新コロナグラフを有し、太陽の外層

大気であるコロナ・彩層や、プロミネンス、スピキュール

等の観測・研究を行っている。散乱光の少ない大気とシー

イングの良さに恵まれた環境は、コロナのみならず太陽光

球・彩層の高分解能撮像・分光観測にも適し、他研究機関

からの来訪者による共同利用観測も行われている。25cm

コロナグラフには世界最大級のグレーティングをもつ分光

器が付属し、CCDカメラによる精密分光観測を行ってい

る。

冬季は観測所は雪に閉ざされた環境となり、維持に著し

い労力を要する一方晴天日数が少ない。観測環境の良い夏

季に精力を集中し効率的に研究成果を出せるよう、発電機

の交換、建物の補強、衛星電話回線による遠隔モニターな

どを導入し、1998年より、冬季は観測所を無人・自動化し

ている。

本年度は４月19日にヘリコプターにより開所隊が観測所

に入り、閉所は11月７日に完了した。

２.10cmコロナグラフ

コロナの緑色輝線（5303A°）の輝度は、黒点相対数などと

並んで太陽活動の基本的な指標である。10cmコロナグラ

フと直視分光器による実視観測は1997年１月でその50年近

い歴史を閉じ、複屈折フィルターを使った新しいシステム

（NOGIS:Norikura Green-Line Imaging System）に移行

した。フィルターには液晶を利用した可変遅延素子が組み

込まれており、輝線と散乱光（連続光）の弁別、輝線のドッ

プラーシフトの測定が可能である。検出器は CCDで、コロ

ナの２次元撮像・測光を高精度で行うことができる。今年

度は55日間のデータが得られた。フレアの原因である、磁

気リコネクションに伴って起こると予想される、プラズマ

の流入・流出運動を検出することをめざし、観測を続けて

いる。

1991年に定常観測に入った口径10cm新コロナグラフも

運用され、干渉フィルター（10640A°、6630A°、Hα、5303A°）

と CCDカメラにより太陽のデジタル画像を記録してい

る。

３.25cmコロナグラフ

25cmクーデ式コロナグラフはリトロータイプの分光器

を備え、スペクトル観測によって太陽の様々な現象の物理

状態を調べることができる。最近では主に冷却 CCDカメ

ラを用いたコロナの高精度分光観測を実施しているほか、

1997年に完成した液晶遅延素子組込みの汎用ポラリメータ

により、偏光を用いた光球やプロミネンス、コロナの磁場

診断も行っている。

４.ミラー・コロナグラフの開発

複数の輝線による太陽コロナの多温度同時観測、また、

将来に向けた大口径コロナグラフ実現のための技術的基盤

を確立することを目指して、口径15cmの超研磨鏡による

反射式コロナグラフの開発をおこなっている。主たる技術

的課題は、

1) 低散乱軸はずし放物面鏡の開発

2) 逆オカルティングディスク穴あき金属鏡の製作、

3) 像追尾のための主鏡角駆動機構の開発

である。主鏡は平成12年度より低膨張ガラスのクリアセラ

ムを用いて研磨を開始し、同年一次試作品を完成している。

平行して鏡面のマイクロ荒さを評価するため、散乱光測定

装置を製作した。これはレーザー光を被検ミラーに当て、

あらゆる角度に向かう散乱光強度を光センサーで測定する

もので、平成13年度に完成し、14年度には測定室をクリー

ンルーム化する事により、測定精度の向上を図った。試作

ミラーの評価を行ったところコーティングに劣化が認めら

れたため、再蒸着を施し、再度散乱光評価を継続中である。

平成13年度からはまた主鏡駆動機構の開発をおこなって

いる。これは２本のピエゾ圧電素子でジンバル機構によっ

て保持された主鏡の角度を高速に制御するもので、主鏡に

よる太陽像を正確にオカルティングミラーにガイドする役

割を果たす。現在ピエゾ素子の機械的特性、主鏡駆動の周

波数応答特性を評価するためのシステムを立ち上げ、制御

モデルの確立をおこないつつある。コロナグラフ筐体はア

ルミハニカムパネルで製作することをベースとし、その設

計を進めている。

５.共同観測・共同研究

本年度は５件の共同利用観測を実施した。25cmコロナ

グラフを用いた分光観測・偏光観測のほか、近年では気象

関係の利用も多い。

.太陽活動世界資料解析センター

世界各地の天文台が観測した、黒点・光球磁場・フレア・

コロナ・太陽電波に関する資料を編集し、ユネスコ及び国

際学術連合（ICSU）の援助を得て、Quarterly Bulletin on
 

Solar Activityとして印刷出版している。また、三鷹にお

ける太陽黒点・フレアの観測結果、及び乗鞍における



5303A°コロナ輝線の強度測定の結果は、Monthly Bulletin
 

on Solar Phenomenaとして刊行している。

.その他の活動

以下の研究会を開催した。

平成14年２月３日～５日

第４回 Solar-B Science Meeting（宇宙科学研究所

と共催）

於 宇宙科学研究所、国立天文台

6.位置天文・天体力学研究系

1.基本位置天文部門

⑴ 光赤外干渉計実験

30m基線光赤外干渉計MIRA-I.2は、６月８日未明に、30

m基線での天体初フリンジを、Vega（αLyr）において検

出した（ハイライト参照）。梅雨の晴れ間で、大気の透明度

などはけっして良い状態とは言えなかったが、30m基線の

建設に着手してより３年余、まずは第１段階をクリアする

ことができた。

８月にハワイ島で開催された SPIE国際会議では、

MIRA-I.2の進捗状況について招待講演を含む５つの報告

を発表し、日本における光赤外干渉計開発プロジェクトの

進展の様子を広く知らせることができた。また、10月に宮

崎市で開催された日本天文学会秋季年会においても、６つ

の発表で、MIRA-I.2の各部分について総合的に報告した。

11月まで試験観測を実施し、予備的な性能評価をした。

その後、年度末にかけて、次年度より始める本格観測に向

けて、各種の拡張・改良や調整を行った。具体的には、⑴

精密真空遅延線を４mから８mに延長、⑵アルミ鏡面をす

べて金鏡面に換えることにより光学スループットを３倍弱

改善、⑶観測波長を３つのバンドに分けると共に、それに

応じた光学素子の配置替、⑷光軸調整の操作を遠隔で行う

ための補強、などである。これらの結果として、観測天域

の拡大と限界等級の改善が達成され、また効率の向上が図

られた。（仙台市で開催の日本天文学会春季年会において報

告）

⑵ 宇宙と銀河の構造

宇宙大構造と銀河の形成、宇宙論、銀河（自己重力多体

系）の力学構造と緩和過程、宇宙初期のハローの化学進化

といった、宇宙全体および銀河に関わる形成、構造、進化

の理論的研究を行った。具体的には、準解析的アプローチ

による銀河の形成・進化モデルの検討、QSOの形成・進化

の解析、銀河系におけるスパイラル構造の解析、銀河の力

学構造構築の手法開発、非一様的化学進化モデルの構築等

である。また、年周視差から距離を導出する際の、バイア

スの問題とその統計的処理の解析を継続して行った。

⑶ 高精度アストロメトリ赤外線観測衛星の計画（JAS-

MINE計画)

ヒッパルコス衛星によるアストロメトリ観測は、革命的

であったが、1000分の１秒角の精度しかないため、銀河系

の興味あるほとんどの星の距離や固有運動は正確には定

まっていない。そこで、銀河系全体の星の位相空間の情報

を精度良く知るために、海外では、10万分の１秒角程度の

精度をもつ高精度アストロメトリ観測を目的とした衛星計

画がいくつか進行している。しかし、いずれの計画もダス

トによる吸収を受ける可視光領域で測定するため、銀河系

のディスクやバルジをすべて見渡すことが出来ない。した

がって、銀河系ディスクやバルジに潜む多くの星の位相空

間情報を知り、銀河系全体を構築し、宇宙物理学の様々な

分野の基礎となる情報を得るために、ダストによる吸収の

影響を受けない近赤外線による、スペースアストロメトリ

の観測が将来必要となると思われる。この計画に向けて、

様々な検討や実際に CCDを用いた星像中心決定の実験等

を行っている。

なお、平成15年３月６、７日には、JASMINEワーク

ショップと題して、JASMINEの検討状況の報告、今後の

課題に対する検討ならびに JASMINEで拓くサイエンス

に関しての研究会を開催した。そのほか、JASMINEに関

しては、国立天文台将来計画シンポジウム、光天連シンポ

ジウム、理論懇シンポジウム、日本天文学会で報告すると

ともに、SPIE、IAUアジア太平洋地域会議などの国際会議

でも発表を行っている。

2.天体力学部門

⑴ 太陽系外惑星系の長期安定性、特に平均運動共鳴にあ

る惑星系における近点連動の安定性への寄与について研

究した。

⑵ Edgeworth-Kuiperベルト天体の平均運動共鳴と古在

共鳴の構造を研究した。

⑶ 天王星、冥王星と同様に横倒し自転している小惑星エ

ロスの回転運動理論を構築し観測と比較した。

⑷ シンプレクティック数値解法によって良く保存されな

い第一積分について、変形された第一積分の非存在の証

明をケプラー運動の場合に対して与えた。

⑸ 可積分な２次元同次多項式ポテンシャル系のなかで運

動量について４次以下の多項式第一積分を持つ場合を新



たな証明方法で列挙した。

⑹ 銀河系の球状星団、衛星銀河、ならびにハロー星に関

する最新の観測データに基づいて、これまでになく確か

らしい銀河系の総質量決定を行った。

⑺ 銀河系において最も質量の大きな球状星団に関する考

察を行い、その起源となる矮小銀河の痕跡に関して予言

し、今後の銀河系観測に対する指針を与えた。

⑻ 銀河系の初期進化を理解する上で鍵となる厚い円盤成

分に関して、最新の観測データから新たな動力学的性質

を見出した。

⑼ すばる望遠鏡によって遠方の重力レンズ天体の観測を

実行し、膨張宇宙のパラメータに対して新たな制限を与

えた。

⑽ すばる望遠鏡の広視野カメラを用いたWeak Lensing
 

Surveyによって、暗黒物質のマッピングを行った。

3.宇宙計量部門

重力波検出を目指して高感度レーザー干渉計の開発研究

を進めている。天体の爆発や衝突など激しい現象から放出

される大エネルギーの重力波でさえ、地球に届いた時にご

く僅かの時空間の歪みしか生み出さず、しかもそうした現

象は稀にしか起こらないため、重力波検出のためには、極

めて高感度でかつ非常に安定な検出装置が必要である。

新プログラム方式による研究（平成７―13年度、高感度

レーザー干渉計を用いた「重力波天文学」の研究、古在由

秀名誉教授が研究リーダー）によって三鷹構内に設置され

た重力波望遠鏡 TAMA300は、平成11年に世界に先駆けて

運転を開始して以来、高感度化と平行して高安定性を追求

してきた。平成12年の世界最高感度達成にひきつづいて、

平成13年夏には50日間の連続運転で1000時間を超える観測

時間を達成した。その後、干渉計内の実質的な光パワーを

増やしてショット雑音レベルを下げるため、光パワーのリ

サイクリング技術を干渉計に導入し、昨年度末から調整を

続けている。この研究は、平成14年度からは特定領域研究

「重力波研究の新展開」の計画研究に引き継がれている。

調整や雑音低減の努力の結果、平成14年夏には

TAMA300がリサイクリング導入前の感度を回復し、１

kHz周辺から上の周波数帯ではリサイクリングの効果に

よる著しい感度向上が達成された。さらに、平成14年夏に

は建設が進められてきた米国の LIGO干渉計（４km基線

が２基、２km基線が１基）と独英の GEO600が観測運転可

能となったため、これらとの同時観測を行った。本格的な

同時観測は平成15年２月から４月にかけて実施され、

TAMA300は1150時間を超える観測データを得た（「研究ハ

イライト」参照）。

我が国の大型レーザー干渉計（LCGT計画）の高感度化

に必要な帯域可変型干渉計に関する開発研究や、次世代の

スペースからの重力波観測（DECIGO計画）に向けての計

画立案や基礎開発実験も始まっている。

7.理論天文学研究系

大木健一郎は、従来の高エネルギー粒子加速理論の弱点

であった加速初期の粒子選別の研究に太陽宇宙線の領域で

取り組み、フレアと CME(質量放出)に伴う衝撃波の性質

を調べた。その結果、太陽宇宙線の源となっている衝撃波

として大きく性質の異なる２種類が存在することを明らか

にした。特に強度の大きい短時間型フレアにおける加速は、

波動-粒子共鳴による加速という従来の定説を覆し、CME

によらない衝撃波加速であるという結論を得た（「研究ハイ

ライト」参照）。また、同時に東大地球物理、名大 STE研

のグループとも共同で研究を進め、種類の異なるフレアで

e/p比が何桁も異なる観測事実を説明するため、加速の

〝種"となる粒子を供給するプラズマは、熱的分布とは異な

る分布をしているという太陽風観測での成果をコロナ中の

加速にも導入して研究を進めた。

また大木は、前年に引き続き天文台図書室運営委員会と

三鷹図書委員会の委員長として運営に尽力した。特に「天

文学ネットワーク図書館」開発チームを指導して総仕上げ

を目指し、より安定な長期運用のために、データバックアッ

プ装置の完備とネットワーク・セキュリティーの向上を

図った。

梶野敏貴は、実証宇宙論・宇宙核物理学の研究教育活動

と天文、宇宙、物理を横断する共同研究を推進した。折戸

（研究機関研究員）、大槻（学振研究員、在ノートルダム大

学）、岩本（天文台研究員）、寺澤（学振研究員）、鈴木（東

大天文 D3）、市来（東大天文 D1）、佐々木（東大天文M2）、

高野（明星大M2）、山崎（東大天文M1）らとともに、宇宙

ニュートリノとビッグバン元素合成および宇宙背景輻射ゆ

らぎ、宇宙核年代学と超新星Ｒ過程、超金属欠乏AGB星で

のＳ過程、中性子星モデルと超新星爆発での重元素合成過

程、恒星風と太陽コロナの加熱機構、余次元宇宙論の物理

的起源と観測的制限、ハイパーノバの爆発と元素合成過程、

宇宙核年代計の精密化による銀河年齢の推定、宇宙初期磁

場の生成増幅機構などに関する議論と研究を展開した。ま

た、理論・観測天文学と素粒子・原子核・宇宙線物理学と

の研究交流の促進に努めた。八尋（琉球大学）、早川、静間、

千葉（原子力研究所）、宇都宮（甲南大）、住吉（沼津高専）、

山田（早稲田大）、鈴木（理科大）、和南城（上智大）、藤本

（北大）らとともに、スカラー場インフレーションと宇宙項

の起源、超新星Ｐ過程と新しい宇宙年代計、温度計の提案、

光核反応の宇宙物理への応用、新しい質量公式の超新星重



元素合成への応用、超新星爆発メカニズムとニュートリノ

過程、銀河宇宙線と希少元素の起源などに関する広範な共

同研究を展開した。国際共同研究としては、マシューズ

（ノートルダム大学）とビッグバン宇宙論、余次元宇宙論に

よる消失する暗黒物質モデルの提案、ボイド（オハイオ州

立大学）およびファミアーノ（ミシガン州立大学）と活動

銀河核ジェットでの元素合成、ランガンケ（オーフス大学）

と超新星ニュートリノ過程、などの研究を行なった。観測

に関しては、ライアン（オープン大学）、ビアーズ（ミシガ

ン州立大学）、イズラエリアン（カナリー諸島天文台、天文

台客員教授）、フリーマン、ノリス、べッセル（オーストラ

リア国立大学）や青木、安藤、川野元、本田（光学赤外線

天文学・観測システム研究系）および岡村（東大天文教室）

らと、すばる望遠鏡をはじめとする大型望遠鏡群を用いた

共同研究を行なった。研究成果の多くは既に科学論文とし

て公表され、複数の国際会議における招待講演として公表

されている。共同議長として第七回「元素と宇宙」国際会

議を、また、校長として国際夏の学校「宇宙核物理」を東

大天文教室、物理教室、原子核科学センター、上智大学物

理教室、理化学研究所と協力して開催した。EUSO宇宙望

遠鏡計画とOMNISニュートリノ計画に参画し国際プロ

ジェクトの推進に努力した。（総合研究大学院大学併任教

官、東京大学理学系研究科提携教官、九州大学大学院、筑

波大学大学院、立教大学大学院、甲南大学大学院非常勤講

師）

小久保英一郎は、惑星系形成過程を明らかにすることを

目的に研究を行なった。井田(東京工業大学)とともに、昨

年度までに構築してきた惑星系の多様性の起源モデルを検

証するために、固体惑星へのガス集積の効果を取り入れた

数値計算コードを開発した。このコードを用いて巨大ガス

惑星がどのような間隔で形成されるのかを調べるための基

礎計算を行なった。牧野（東京大学）および船渡（東京大

学）らとともに、連カイパーベルト天体の形成メカニズム

に関する研究を行なった。観測される質量比が小さく軌道

間隔の大きな連カイパーベルト天体は質量比が大きく軌道

間隔の小さな連カイパーベルト天体と第３体との相互作用

により形成可能であることを示した。樋口（神戸大学M2）

と彗星雲形成の観点から原始惑星による微惑星の散乱過程

を調べ、微惑星の衝突率、系外への散乱率がどのように散

乱条件に依存するのかを明らかにした。また、天文学デー

タ解析計算センターの併任教官として、共同利用用重力多

体問題専用計算機 GRAPEシステムの運用を行ない、さら

に利用促進のためにＮ体シミュレーション早春の学校を開

催した。「４次元デジタル宇宙データの構築とその応用」プ

ロジェクト(科学技術振興事業団)に参加し、４次元デジタ

ル宇宙シアターの開発に参加した。(総合研究大学院大学併

任教官)

児玉忠恭は、2002年４月に本理論天文学研究系に助手と

して着任し、すばる望遠鏡やウィリアム・ハーシェル望遠

鏡（WHT）を用いて多数の遠方銀河団の観測データを取得

し、それに基づいて銀河団の形成進化に関わる理論的観測

的研究を行った。まず、すばる特有の広視野カメラ

Suprime-Camを用いて40億光年の距離にある銀河団の多

色および狭帯域撮像を行ない、銀河団の周りに広がる複数

のクランプやフィラメントからなる銀河大規模構造を同定

し、銀河団スケールでの銀河の集団化の様子を視覚化した。

さらに、この大規模構造に沿って、銀河の色やHα輝線強

度が銀河環境に大きく依存していることを示した。特に、

銀河での星形成率が、銀河団のビリアル半径程度と銀河団

コアの２つの特徴的な環境に於て、段階的に大きく変化し

ていることを突き止めた。すなわち、銀河が銀河団へと集

団化する過程において、銀河の特性が環境によって変遷す

る様子を実証的に示した。また、WHTでは近赤外カメラ

を用いて80億光年の彼方にある３つの銀河団の撮像測光観

測を行い、銀河の星質量関数を求め、それを近傍銀河団の

ものと比較することによって、銀河の質量成長の歴史を導

出した。その結果、現在から遡って宇宙年齢の実に2/3もの

間、銀河団銀河は質量進化もなく静的に進化していること

が分かった。これは、近年の銀河形成モデルの主流である

階層的銀河形成モデルの予測よりも有意に早く大きな銀河

が形成されることを示しており、モデルの修正が求められ

る。国立天文台が中心になって発足した光赤外天文学将来

計画ワーキンググループ、サイエンス検討班の主要メン

バーとして、わが国の銀河銀河団天文学の将来の方向性に

ついて検討を進めている。

杉山直は、宇宙の構造形成の研究を推進した。吉田直紀

（ハーバード大学博士研究員）と、宇宙初期の微小な密度揺

らぎが引き起こした最初期の天体形成について、詳細な数

値計算を行った。T. Abel(ペンシルバニア州立大学)、L.

Hernquist（ハーバード大学）との共同研究である。 吉田

らとはさらに、バリオンとダークマターの密度揺らぎの違

いが初期構造形成に及ぼす影響に関して、研究を進めた。

A.Benson（カルテク）、A.Nusser（イスラエル工科大学）、

C.G.Lacey（ダラム大学）とは、銀河間物質の銀河形成に

伴う再イオン化の過程を観測的に調べる新しい方法を考案

した。この研究に関連して、東京大学大学院生大野博(D1)

を交え、ヘリウムの再イオン化領域の進化についての考察

を進めている。また大野、ペンシルバニア大学博士研究員

高田昌広、吉田とともに、銀河団の高温ガスが宇宙マイク

ロ波背景放射（CMB）に与える影響に関しての解析も行っ

ている。カンザス大学 Barat Ratraらとは、CMB温度揺

らぎの観測データから、宇宙論パラメータに制限をつける

研究を推進した。CMB温度揺らぎから、宇宙の大域的構造

の情報を得る研究は、日本学術振興会特別研究員、井上太

郎と行った。このように多様な国際共同研究を展開してい

るが、その他、国際協力として、欧州共同衛星プロジェク



ト、PLANCKにドイツ・マックスプランク天体物理学研究

所（MPA）を通じて参加、研究計画の提案を行った。その

ために、夏に３ヶ月、フンボルト奨学生としてMPAに滞在

した。また、４月から５月にかけては、パリ南大学天体物

理学研究所に客員教授として一ヶ月滞在、11月にはカリ

フォルニア大学サンタバーバラ校理論物理学研究所にも招

待研究員として２週間滞在し、共同研究を推進した。３月

にはオックスフォード大学から、Joseph Silk教授を日本学

術振興会を通じて招聘し、共同研究、大学院生向けのレク

チャーなどを企画した。７月には、IAUアジア・太平洋地

域会議組織委員として、会議の組織、運営を担当した。す

ばる専門委員会委員、研究交流委員会委員を務めた。2003

年１月からは、日本天文学会庶務理事を務めている。（総合

研究大学院大学併任教官、東京大学、及び国際基督教大学

非常勤講師、東邦大学客員教授）

谷川清隆は、宇宙に遍在するカオス現象を共通項とする、

三体問題、惑星系の起源および安定性、ハミルトン系から

得られる面積保存可逆写像、などの力学系の問題に取り組

んだ。また、古代日食記録を使って地球回転を求めるため

のプロジェクトを継続した。斉藤正也（総合研究大学院大

学 D1）との１次元三体問題の共同研究を開始した。天文学

データ解析計算センターの伊藤孝士と共同で惑星系の安定

性の研究を展開し、超長期軌道積分の結果を踏まえて、軌

道要素の連動が安定性と深くかかわることを示し、惑星系

の安定性と各種部分系の安定性との関係を調べた。国内客

員助教授として招聘した山口喜博氏（帝京平成大学）と共

同で標準写像およびそれを含む写像群における非単調周期

点の存在を論じ、それらの間の強制関係を導き、組み紐を

構成し、系の位相エントロピーの下限を求めた。非対称非

単調周期軌道の存在について論じ、また異常拡散に関係す

る加速モードの軌道の順序関係を導いた。米国のK. Zare

氏と可逆ハミルトン系の一般的性質を論じた。ナイジェリ

アの F.B.Sigalo氏を招聘した。関口昌由氏との共同研究

を継続した。東京大学大学院において、力学系のKAM 理

論に関する講義を行なった。河鰭公昭（名大名誉教授)、相

馬 充（位置天文・天体力学研究系）と共同で日本書紀の

天文データの信頼性を吟味した。その成果は韓国および

ルーマニアにおけるシンポジウムにおいて発表した。四庫

全書の CD-ROM 版から天文データの収集を行ないつつあ

り、いずれインターネット上で公表するつもりである。こ

れらは過去数千年にわたる地球自転変動、月運動決定のた

めの基礎データを構成する。谷川は、出版委員長として台

報、英文報告の出版に責任を持ち、また論文投稿料、別刷

代の補助を行った。研究交流委員会の委員を務めた。

富阪幸治は、星間分子雲コアから星への進化の研究を進

めた。入れ子格子法（Nested Grid Scheme）を磁気流体力

学に適用し、等温星間分子雲コアから断熱コアが形成し収

縮する進化過程を磁気流体力学シミュレーションで明らか

する研究を進めた。２次元軸対称の計算結果で断熱コア周

辺からアウトフローが流れ出すことはすでに明らかにして

いたが、今回、これを３次元非軸対称計算に拡張し、棒状

の断熱コア分裂による連星形成過程およびそのまわりの磁

気的加速によるアウトフロー現象の可能性について、松本

倫明（法政大学人間環境学部）、町田正博（北海道大学）と

研究を進めた。また和田とともに、科学技術振興事業団研

究開発推進事業宇宙シミュレーションネットラボラトリ

（代表千葉大学松本亮治）の一員として、シミュレーション

結果からの観測的可視化の研究開発を進めた。今枝佑輔（総

合研究大学院大学）、西合一矢（筑波大学計算物理学研究セ

ンター）、小山洋（データ解析計算センター）とともに、分

子線スペクトルに対して局所熱平衡を仮定せずに輻射輸送

を計算するプログラムをモンテ・カルロ法を用いて開発

し、星間分子雲コアから星への進化のシミュレーション結

果の観測的可視化研究をおこなった。

戸谷友則は、昨年度より引き続き、日本学術振興会海外

特別研究員としてプリンストン大学に滞在し、研究活動を

行った(天文台助手は休職中)。視線上に近傍銀河団が二個

ならんでいるシステムが見つかったことを受け、すばる望

遠鏡のような広視野、高感度の望遠鏡でモニターしてマイ

クロレンズ現象を探すことにより、今までにまだ制限がつ

けられていない質量領域の暗黒物質 (MACHOs）を探るこ

とができることを見いだし、そのアイデアを発表するとと

もに、すばる望遠鏡に観測提案を提出し、インテンシブプ

ログラムとして採択され、2003年度から観測が開始される

ことになった。超新星2002apは、幅広い輝線を持ち、ハイ

パー超新星とも呼ばれる興味深い現象であったが、すばる

望遠鏡の偏光分光観測により、ジェットの存在が示唆され

ている。このジェット仮説には、当初、困難があるのでは

ないかとされていたが、より詳しい物理的検討を行い、全

ての観測事実と矛盾しないことを示し、さらに、数年後に

ジェットが掻き集めた星間物質により再び増光する可能性

があることを指摘し、将来の電波観測でジェット仮説の明

快な検証が可能であることを示した。また、柏川伸成（国

立天文台助手)、長島雅裕（国立天文台助手)、小林尚人（国

立天文台助手)、吉井譲（東大天文センター教授）らととも

に、「すばるディープフィールド」プロジェクトに貢献し、

論文に共著者として参加した。安藤真一郎(東大理学部院

生)、佐藤勝彦(東大理学部教授)らとともに、超新星からの

ニュートリノによる宇宙背景放射の最新の理論計算を行

い、スーパー神岡実験の最新観測結果と比較した。

長島雅裕は、銀河の形成過程を明らかにすることを主目

的に研究を行った。最新の宇宙論及び構造形成論に基づく

銀河形成モデルを構築し、吉井譲（東京大学天文学教育研

究センター)と共に矮小銀河について調べ、その階層的な形

成過程と観測量との関係を明らかにした。榎基宏(総研大受

託院生╱阪大 D3)、郷田直輝(位置天文・天体力学研究系)



とは銀河の形成過程とクェーサー周囲の銀河分布について

調べた。これは榎の博士論文の中心課題となった。大越克

也(天文学データ解析計算センター教務補佐員)らとは銀河

形成モデルから予言されるクェーサー吸収線系について調

べ、深い吸収を持つ Damped Lyα系はガスを多く含む矮

小銀河であると考えられるという結果を得た。井上(進)

(天文台研究員)と天体(ダークハロー)合体による衝撃波が

生成する非熱的放射について研究した。特にガンマ線背景

放射に対する寄与から、天体及び銀河の合体形成史との関

連を調べた。矢作日出樹(天文学データ解析計算センター教

務補佐員)、榎、郷田、吉井と共に、 体シミュレーション

に基づく銀河形成モデルの開発を始めた。これは矢作によ

る世界最高精度のＮ体計算と長島による銀河形成モデル、

そして榎によるクェーサー形成モデルを組み合わせたもの

である。これは共同研究として、既に宮崎聡(ハワイ観測所)

らによるすばるでの観測結果との比較、白崎裕治(天文学

データ解析計算センター研究員)らによるコズミックスト

リング探査の予備調査に使われている。

藤田裕は銀河団の形成進化、さらに高エネルギー現象に

ついての研究を行った。まず滝沢元和（山形大学）、C. L.

Sarazin（バージニア大学）と、銀河団内に大量に存在する

高エネルギー粒子が、銀河団ガス中に発生する乱流で加速

された可能性を考察した。さらに2005年に日本が打ち上げ

る予定の ASTRO-E2で乱流を検出することで、乱流加速

の直接的な証拠が得られることを指摘した。また片山晴善、

林田清、高原文郎（大阪大学）とＸ線天文衛星 ROSATの

データを再解析することで、銀河団の中心にある cD銀河

の形成シナリオを明らかにした。一方、藤田単独で、銀河

団中の銀河の質量関数から、銀河団の年齢を推定すること

ができることを指摘し、実際にいくつかの銀河団の年齢を

求めた。

観山正見は、企画調整主幹として台長を補佐して国立天

文台全体の運営、共同研究・共同利用の推進や研究環境の

整備に当たるとともに、総合研究大学院大学併任教授とし

て大学院生の教育にも携わった。一方、文部科学省研究開

発局科学官として学術行政の振興に貢献した。そのほか、

日本学術会議天文学研究連絡会委員、宇宙科学研究所運営

協議員・理学委員会委員として貢献した。特に、大学評価・

学位授与機構の運営委員会委員として、大学評価等の進め

方の討議に参加した。自然科学研究機構の創設のため組織

された創設準備委員会委員として機構設立のための検討に

参画した。

和田桂一は、昨年度に引き続き2002年５月31日まで、コ

ロラド大学宇宙物理学科に文部科学省在外研究員として滞

在し、銀河中心領域のガス構造、星間ガスの乱流構造、銀

河形成期の星間ガス構造と星形成の影響、月形成の巨大衝

突仮説の検証、などについての理論的研究を行った。また、

2002年７月に東京で開催された、国際会議“Numerical

 

Simulations in Astronomy 2002”で招待講演を行った。

2002年10月にパサデナで開催された国際会議“Coevolu-

tion of Black Holes and Galaxies”にて、招待講演“Fue-

ling Gas to the Central Region of Galaxies”を行った。

昨年度に引き続き、Colin Norman（Johns Hopkins大

学）らとともに星間ガスの乱流の起原についての共同研究

を行なった。幸田（ALMA準備室）とともに、銀河円盤中

に発生する渦状衝撃波の安定性について研究した。平下、

Ferrara（アルチェトリ天文台）とともに、Damped Lyα系

での水素分子分布構造についての論文を発表した。Ven-

katesan (コロラド大学）とともに、原始銀河での超新星爆

発の影響についての論文を発表した。また、天文学データ

解析計算センターの併任教官および運用小委員として、セ

ンターの運営に係わった。

今年度、藤本正行北海道大学教授、花輪知幸名古屋大学

助教授および山口喜博帝京平成大学助教授が客員教官とし

て在籍した。

藤本正行は、青木和光（光学赤外線天文学・観測システ

ム研究系）と協力し、金属欠乏星炭素星の特性の観測的研

究を推進した。HDSの観測からハローに存在する金属欠乏

星の元素組成、銀河系の形成・初期の化学進化を研究した。

また岩本信之とともに超金属欠乏星の進化、元素合成過程

の理論的研究を行なった。超金属欠乏星における炭素星形

成機構、s-process合成過程、および Liの形成などについて

調べた。

花輪知幸は、天文学データ解析計算センターのスーパー

コンピュータを駆使して磁気乱流を始めとする星形成関連

のシミュレーション研究を遂行するのみならず、運用委員

としてその運用方法決定に大きな役割をはたした。また、

Numerical Simulation in Astronomy 2002（天文学デー

タ解析計算センター、理論天文学研究系主催）の SOC座長

として協力してその準備を進めた。

山口喜博は、谷川清隆（理論天文学研究系）と共同で低

次元力学系（特に２次元ねじれ写像系）におけるカオスの

研究を行った。特にノンバーコフ周期軌道と呼ばれる順序

を保存しない周期軌道の出現順序関係を明らかにした。こ

れらの周期軌道より組み紐を構成し、系の位相エントロ

ピーを評価した。また系の異常拡散を引き起こす加速モー

ドの性質ならびに非対称周期軌道の出現メカニズムを明ら

かにした。これらの結果は国際会議で報告し、４遍の論文

としても発表した。

セルゲイ・レフシャコフ博士（客員教授～2002年６月）、

ガリック・イズレーリアン 博士（客員教授2002年７月～９

月）、およびシガーロ・フライデー博士（客員研究員2002年

７月～）が、天文台に滞在した。

大学院生の研究指導については、本年度、鈴木建（東大）、

新田伸也（総研大）、および町田正博（北大）が博士の学位

を、佐々木孝浩（東大）が修士の学位をそれぞれ取得した。



また、若手研究者の研究の場として多くの有望な研究者が

様々な分野で研究に励んだ。日本学術振興会特別研究員

PDとして、大向一行、大槻かおりが引き続き在籍し、新た

に井上太郎、および寺澤真理子が加わった。天文台研究機

関研究員は、折戸学、長滝重博（～８月）が、天文台研究

員は、井上進（～８月）、中村康二、および岩本信之が在籍

した。JST研究員として、林満、武田隆顕、および加藤恒

彦が四次元デジタル宇宙に関するプロジェクト研究を行っ

た。泉塩子は非常勤職員として研究系の事務処理を担当し

た。

8.天文学データ解析計算センター

1.概 要

平成14年度もスーパーコンピュータシステム（平成13年

１月導入）は順調に運用された。スーパーコンピュータシ

ステムは、それぞれの役割に特化した数個のサブシステム

から成っており、大規模シミュレーションサブシステム、

一般共同利用ワークステーション（WS）群、光赤外データ

解析WS群、電波データ解析システムが計算機共同利用に

供されている。また、天文データセンターを担っているデー

タベースサーバ群、および、国立天文台情報ネットワーク

関連機器群（平成14年１月稼働開始のスーパーSINETを

含む）が研究を支える基盤として運用されている。

天文学研究活動における計算機の役割はますます重要か

つ多岐にわたるようになっており、本センターの業務や研

究開発もさらに活発かつ多彩になってきている。平成14年

度より、野辺山太陽電波観測所、太陽物理学研究系、宇宙

科学研究所 PLAINセンターなどと協同で、太陽データ

ベースの構築、および、太陽データの解析環境の整備

（SODAプロジェクト）を開始した。

データベース天文学推進室ではVirtual Observatory

計画を順調に推進し、プロトタイプの実装を通じて基礎技

術の確立ができた。

2.人 事

平成14年４月１日付で野田祥代、今枝祐輔が天文台研究

員として着任した。平成14年６月１日付で白崎裕治が科学

研究員（丙）として着任した。平成14年９月１日付で田中

昌宏が天文台研究員（データベース天文学推進室）として

着任した。また、４月１日付で矢作日出樹が、５月１日付

で古荘玲子が教務補佐員として着任した。小山洋が平成15

年２月28日付で米国ノートルダム大学へ転出した。池田美

穂は平成15年３月31日付で天文台研究員を退職（任期満了）

した。大越克也は平成14年12月31日付で東京大学天文学教

育研究センター研究機関研究員に転出した。

また、平成14年４月１日付で野村裕子が、９月１日付で

佐藤麻衣子が、事務補佐員として着任した。平成14年６月

30日付で事務補佐員宮崎まどかが退職した。

増永良文（お茶の水女子大学理学部）が平成14年度客員

教授を勤めた。伊藤孝士は平成14年11月より米国アリゾナ

州立大学に文部科学省在外研究員として滞在している。

水本好彦（センター長：光学赤外線天文学・観測システ

ム研究系教授）、近田義広（電波天文学研究系教授）、富阪

幸治（理論天文学研究系教授）、小笠原隆亮（ハワイ観測所

助教授）、千葉庫三（電波天文学研究系助教授）、立松健一

（電波天文学研究系助教授）、和田桂一（理論天文学研究系

助手）、小久保英一郎（理論天文学研究系助手）、八木雅文

（光学赤外線天文学・観測システム研究系助手）が併任とし

て共同利用の運用や研究開発に関わった。

3.共同利用

⑴ 大規模シミュレーションサブシステム

ベクトル並列型スーパーコンピュータVPP5000および

重力多体問題専用計算機 GRAPEシステム、可視化システ

ム等から構成され、日本全国の天体物理学研究者の超大型

数値シミュレーション研究の中核を担っている。

GRAPEシステム(愛称MUV）は16台の GRAPE-5（無

衝突系用）と８台の GRAPE-6（衝突系用）から構成され、

全体でピーク演算性能約３Tflopsの世界最速の重力多体

問題計算システムである。

VPP5000、GRAPEとも審査制による利用時間枠の割当

て方式を採用しており、平成14年度の利用状況、申請・採

択状況は以下の通りであった。

1) VPP5000

年間総稼働時間 428,537時間（全 PEの総和）

年間稼働率 89％

前期 カテゴリＡ 申請13件：採択12件、

カテゴリＢで採択１件。

カテゴリＢ 申請24件：採択24件。

後期 カテゴリＢ 申請３件：採択２件、

不採択１件。

VPP5000では、CPU時間にキュー毎の重みをつけた「利

用ポイント」で制限が課されており、カテゴリＡは1800ポ

イント、Ｂは600ポイントとなっている。その他に随時応募

可能なカテゴリＣ（制限100ポイント）があり、平成14年度

の採択は16件であった。



2) GRAPEシステム

前期 カテゴリＡ 申請 ９件：採択 ９件。

カテゴリＢ 申請 ６件：採択 ６件。

後期 カテゴリＡ 申請 ３件：採択 ３件。

カテゴリＢ 申請 １件：採択 １件。

GRAPEシステムでは、複数ノード使用可能なカテゴリ

Ａと、単一ノード使用のカテゴリＢに分けて募集している。

その他に随時応募可能なカテゴリＣがあり、平成14年度の

採択は５件であった。

⑵ 一般共同利用ワークステーション群

ワークステーション等の一般共同利用では631名のユー

ザーの利用があった。利用目的は多岐にわたっており、デー

タ解析から電子メールによる研究連絡まで様々な利用形態

がみられた。また、スーパーコンピュータを必要としない

中規模のシミュレーション等のために一般共同利用計算

サーバが運用されており、平成14年度の利用者は26名で

あった。さらに、障害発生時などに備えた待機マシン（性

能は高くない）を有効活用し、長時間プロセスを処理する

ためのマシン群として運用に供した。

⑶ 光赤外データ解析ワークステーション群

光赤外データ解析ＷＳ群は、本センターと光学赤外線天

文学・観測システム研究系が協同で運用しているものであ

り、その主要部分である各種サーバ群と利用者端末、周辺

機器は解析研究棟１階に設置されている。

本システムでは、すばる望遠鏡などの光学赤外線天文学

のデータ解析を行うために、IRAFやMIDASなどのデー

タ解析ソフトウエア、および、国立天文台開発の解析シス

テムである DASH、すばる望遠鏡の観測者にデータを供給

するためのアーカイブシステムMASTARS（ハワイ観測

所の STARSの三鷹版）を運用し利用者に供している。平

成14年度の登録利用者は160名であった。

平成14年度からすばる望遠鏡で撮られたデータを専用線

を経由して三鷹にも即時アーカイブし、露出終了から平均

10分以内でMASTARS/DASHから検索と取得を可能に

する運用を開始した。本システムで14年度にMASTARS

から検索されダウンロードされたすばる望遠鏡のデータ

は、のべ17万ファイル、総計２TBであった。また、DASH

ではのべ1100の解析処理が実行された。

⑷ 電波データ解析システム

ディスク関連の障害のために運用を定期保守以外に数日

間止める必要があったが、それ以外は順調であった。

平成13―14年度に開発した Java版の解析ソフト(Java
 

NEWSTAR)の運用を開始した。本解析ソフトは野辺山宇

宙電波観測所にもインストールされ、電波天文研究に利用

されている。これにより電波解析ソフトであるNEW-

STARは、UNIX系のマシンだけでなく、LinuxやMacで

も利用可能となった。

JavaNEWSTARのクライアント部分に限ればWin-

dowsでも利用できる。

⑸ 天文データセンター

天文カタログ（数値や文字の表形式データ）、文献データ

ベース（ADSおよびApJ、AJ、PASP、A&A）、天文画像

（全天乾板のデジタイズ版である DSS/DSS2など）、IUE

データアーカイブ、HSTデータアーカイブなどの天文

データを収集・管理して公開し、国内外の天文学研究者な

どの利用に供している。

また、岡山天体物理観測所、東京大学木曾観測所、すば

る望遠鏡のアーカイブデータを SMOKAシステムで公開

している。平成14年度に SMOKAから利用者に供された

データ量は567GBであったが、利用は次第に増えており、

平成14年度末における月毎請求データ量は約100GBに達

している。

さらに、宇宙科学研究所宇宙科学企画情報解析センター

との協同開発・協同運用である多波長画像表示システム

（jMAISON）を公開している。これらのサービスは、全て

天文データセンターのWEBページ（http://dbc.nao.ac.

jp）からアクセスできる。

天文データセンターは、国立天文台外の多くの方々の参

加を得て運用されている。

⑹ 国立天文台ネットワーク（KTnet）

1) 三鷹キャンパス

高度環境試験棟の新設に伴い、ネットワークを敷設した。

ALMA、Solar-B、開発実験棟グループのサブネットが設

定され、KTnetと接続した。

2) 水沢観測所

平成15年３月末に水沢―三鷹間のネットワークを128

kbpsから２Mbps（NTT IP-VPN網ATM MDN）へ増

速した。また、水沢―三鷹間の内線電話３回線分をVoIP化

した。

その他の観測所には変更・更新はなかった。

⑺ スーパーSINET

1) 汎用接続

スーパーSINETとの接続に更新はなかった。

2) 天文分野独自ネットワーク（MPLS/VPN接続)

新規ノードとして以下の大学の天文関係の教室研究室が

追加接続された。

北海道大学

九州大学

東京大学宇宙線研（東京大学物性研経由)



東京工業大学

筑波大学

これにより、８VPNグループ、13天文教室と国立天文台

を結んだネットワークが構築された。

⑻ ユーザーズミーティング、講習会

第12回ユーザーズミーティングは天文学データ解析計算

センターと理論天文学懇談会との共催研究会「シミュレー

ション天文学最前線2002」という形で12月24日～26日に開

催された。参加者は160名、そのうち天文学データ解析計算

センターのユーザは半数の80名であった。

また、数値天体物理学に取り組む次世代の若手を育成す

るための教育活動にも力を注ぎ、以下の講習会を開催した。

IDL講習会 （５月20～21日）参加者16名

IRIS EXPLORER講習会 （５月21日）参加者９名

AVS講習会 （５月22～24日）参加者６名

VPP並列プログラミング講習会

（５月27～29日）参加者７名

AVS講習会 （12月11～13日）参加者２名

IDL講習会 （12月16～17日）参加者９名

VPP並列プログラミング講習会

（12月18～20日）参加者１名

Ｎ体シミュレーション早春の学校

―GRAPEを用いた多体問題計算入門―

（２月26～28日）参加者16名

4.研究成果

⑴ データベース天文学推進室

国立天文台データベース天文学推進室は水本、大石、安

田を構成員として2002年４月に発足し、同６月及び９月に

研究員２名（白崎、田中）が参加して研究開発を進めてい

る。

近年発展が著しい情報学の研究成果と大量観測データを

生み出す最新の望遠鏡技術の融合として構築を進めている

Japanese Virtual Observatoryのプロトタイプ第１版が

2002年12月に完成し、これを用いた数々のテストを実行し

た。プロトタイプでは JVOを構成する連携データベース

に透過的にアクセスするために新規に開発した JVO
 

Query Language、仮想観測のワークフロー（プラン）を利

用できる計算機資源によってダイナミックに変更できる機

能などを組み込んだ。2002年度のプロトタイプ構築の目的

は、GRID技術を実際に用いこれまでに検討したデータ

ベース連携などが可能であることを実証することにあっ

た。プロトタイプ構築によって、GRID技術を活用すること

によってこれまで困難であった観測データ連携等が容易に

なることを実証できた。

またデータベースを連携する際に必須となる検索言語

（JVO Query Language）を新規に設計・実装した。言語は

データベースアクセスの標準言語である SQLの上位互換

となることを目指し、理論的な検討の結果、上位互換とな

ることを確認できた。上に述べたプロトタイプに JVOQL

を実装すると共に、JVOQLを標準 SQLに分解するツール

も実装することによって先に述べた連携データベースへの

アクセスを可能にできた。JVOQLはVOの国際連携のた

めの組織である IVOA（International Virtual Observa-

tory Alliance）において、VO連携のための標準規格の一

つとして採用されることとなった。

これらの研究成果は、GRID関連の複数の国際学会にお

ける招待講演の結果非常に高い評価を受け、我が国の

GRID関連活動を国際的に公表することができた。詳細は、

プロジェクトのWebページ（http://jvo.nao.ac.jp）をご覧

いただきたい。

⑵ センタープロジェクト

1) DB/DAプロジェクト

岡山天体物理観測所、東京大学木曾観測所、すばる望遠

鏡のアーカイブデータを公開している SMOKAの開発を

引き続き進め、移動天体（小惑星など）の検索機能を付け

加えた。天文学研究を推進させるためのより高度な機能の

開発をさらに進めている。

また、宇宙科学研究所宇宙科学企画情報解析センターと

協同で多波長画像表示システム（jMAISON）の開発を引き

続き進めているとともに、宇宙科学研究所との間のスー

パーSINET専用接続を活用した天文データベースの連携

運用などの実験研究を進めている。

本プロジェクトは、本センター外、および、国立天文台

外の多くの方々の参加を得て進められている。

2) 統合データベース

平成13―14年度に開発を行った Java版の解析ソフト

（Java NEWSTAR）が完成し、運用を開始した。これによ

り電波解析ソフトであるNEWSTARは、UNIX系のマシ

ンだけでなく、LinuxやMacでも利用可能となった。

JavaNEWSTARのクライアント部分に限ればWindows

でも利用できる。運用に先立って天文学会でデモンスト

レーションを行い、システムソフトを入れた CDを配布し

た。その結果、センターや野辺山以外においても30名以上

の研究者が新規開発のソフトウエアを利用することができ

るようになった。

3) 専用計算機

天文学データ解析計算センターでは2001年１月から重力

多体問題専用計算機 GRAPE（MUV）の共同利用を行なっ

ている。このシステムの拡充、有効活用のために本プロジェ

クトを進めている。本プロジェクトでは平成14年度は次の

ような活動を行なった。

● GRAPE-6の本運用化

前年度に導入して試験運用を行なっていた衝突系用の重



力多体問題専用計算機 GRAPE-6の共同利用本運用を開始

した。

●Ｎ体シミュレーション早春の学校

利用者拡大のため、大学院生向けに「Ｎ体シミュレーショ

ン早春の学校」を開催した。合宿形式で重力多体系の物理

の講義をし、MUVを使って数値シミュレーションの実習

を行なった。

● GRAPEとVPP5000との連携実験

スーパーコンピュータVPP5000と GRAPE-6を連携さ

せて流体＋衝突系粒子系の高速シミュレーションを可能に

するための、基礎システムを構築した。

4) 高速ネットワーク効率向上の実験

宇宙科学研究所との間の GbE専用線を利用して、以下の

実験を行った。

１.データ相互伝送試験

天文台側テープライブラリ装置に宇宙研側データのバッ

クアップを行うための相互伝送試験を行った。まず性能試

験を行い、高速通信のためのパラメータチューニングを

行った。FTPは、ウィンドウサイズを64KBにして、単発

で18MB/s、２並列で30MB/s程度であった。NFSの試験

では、パラメータチューニング（rsize＝32KB,wsize＝32

KB, UDPを使用）して天文台側のハードディスクをマウ

ントした場合に最大12MB/s程度の転送速度を得た。

２.プロキシシステムの構築

宇宙研側から天文台データセンターの論文検索サービス

（ADS）を高速かつ安定に利用できるよう、プロキシシステ

ムを構築した。天文台では ADSなど各種データベースの

サーバが公開されており、宇宙研からの利用の需要は高い。

しかしこれまでは宇宙研から天文台のデータベースを利用

する場合インターネットを経由していたため、７Mbps程

度の転送速度しか出せなかった。今回、専用線上に天文台

データベースサーバのプロキシサーバを設置することで１

接続あたり最大150Mbpsの転送速度を実現した。

３.TV会議システム

すば る 望 遠鏡 公 開 データ アーカ イ ブ シ ス テ ム

（SMOKA）の開発作業やデータベース結合実験、

jMAISONに関する研究開発会議などに利用した。ファイ

ヤウォールを越えてインターネット汎用線を利用した接続

に比べて、安定かつ高速な接続が得られ、会議の効率化・

省力化において画期的に効果があった。

⑶ 各個人の研究

大石雅寿は、かねてからの懸案であった暗黒星雲 TMC-

1に対する分子線サーベイデータの解析を進め、404本、38

分子からの輝線情報をまとめた。

市川伸一と安田直樹は、山内千里（名古屋大学大学院生）

らとともに、スローンデジタルスカイサーベイ（SDSS）の

データを活用した銀河分類の研究を進めた。

安田直樹は、土居守（東京大）らとともにすばる望遠鏡

による観測により、宇宙膨張を測定するのに重要な赤方偏

移１程度の多数の遠方超新星を発見した。

白崎裕治は、HETE衛星によりガンマ線バーストの位置

速報を行った。また、すばる望遠鏡のデータを用いたコス

ミックストリングの探査方法について検討を行った。

池田美穂は、野辺山観測所45m電波望遠鏡を用いて、銀

河中心方向に存在する環状分子エチレンスルフィド（e-C

H S）の探査を行い、候補と思われる分子線を検出した。

小山洋は二相が共存する星間ガスのシミュレーションを

行い、境界層が流体不安定であることを発見した。

野田祥代は、MOAおよびOGLEの大マゼラン雲方向の

大規模データベースから長周期変光星を抽出し、周期光度

関係の複数系列を統計的に解析して各系列間の関係を明ら

かにした。

今枝祐輔は、軌道離心率を持った連星周りの周連星系ガ

ス円盤の長時間進化について、天体力学の永年摂動論をガ

ス運動に対して応用して解析した。

田中昌宏は、銀河系赤外線拡散光の減光解析により初め

て水の氷を検出した結果から、星間雲に氷が豊富に存在す

ることを示した。

矢作日出樹は、天文学データ解析計算センターの

VPP5000と GRAPE-6による連携計算機システム用コード

を開発し、Ｎ体シミュレーションにより数値銀河カタログ

を作成した。

大越克也は、遠方銀河とクエーサー吸収線系（DLA）の

起源および形成過程を準解析的手法を用いて考察を行い、

両者の観測的描像を同時に説明できるためには、DLAが矮

小銀河でなければならないことを示した。

古荘玲子は、Hale-Bopp彗星および Ikeya-Zhang彗星

の低分散分光観測の解析結果を元に、彗星コマ中に観測さ

れるNa原子輝線の起源について塵表面からの熱的解離モ

デルが最もよく合うことをつきとめた。

5.広報活動

計算センターニュースをNo.133からNo.148までの16

号、センターからのお知らせをNo.114からNo.141までの

28本発行した。これらは電子メールおよびWEBによって

広報されている。また、天文学データ解析計算センター年

報第13号を発行した。ADAC reportとして６編の論文を刊

行した。平成14年度から、ADACreportに加えて論文出版

費用補助として２編の論文出版費用を補助した。

６.その他

市川伸一、安田直樹は光学赤外線天文学・観測システム

研究系の、伊藤孝士は理論天文学研究系の併任として、そ

れぞれの業務や研究活動に関わった。

大石雅寿は、日本学術会議天文学研究連絡委員会電波天



文周波数小委員会委員長、総務省情報通信審議会専門委員、

国際電気通信連合無線通信部門第７研究グループ電波天文

作業部会議長、国際天文学連合 Commission 34 Astro-

chemistry Working Group委員、IUCAF（Inter-Union

 

Committee on Allocation of Frequency）委員、国際天文

学連合と国際電気通信連合間の公式連絡員、および、お茶

の水女子大学、富山大学、茨城大学の非常勤講師、日本天

文学会理事（平成14年12月まで）を勤めた。

9 .電波天文学研究系
野辺山宇宙電波観測所
野辺山太陽電波観測所

宇宙電波関係の活動

1.45m電波望遠鏡

⑴ 活動報告

1) 共同利用運用―第21期共同利用観測は、2002年11月

27日から開始し2003年６月８日まで実施された。前期応募

51件から16件（国内13╱国外３）、後期応募30件から18件（国

内14╱国外４）、長期共同利用観測２件、Short programは

第１回が応募17件中９件（国内４╱国外５）、第２回は応募

13件中６件（国内４╱国外２）を採択し実施した。この他、

レインボー観測にキャリブレーション時間を含め20日間を

割き、共同利用観測および所内観測を行った。また、NEAT

彗星に対する TO観測とガンマ線バーストの TO観測を

それぞれ実施した。コリメータAzモータの不調により３

月17日に運用停止するトラブルが発生したが、この点を除

いて順調に共同利用運用を行った。なお、トラブル期間中

の観測は３月末にバックアップを行った。一方、BEARS、

NOBA、S115Qを用いて銀経・銀緯座標系で観測した場合

に、回転ステージの回転角が正しく与えられない天域が存

在することが見つかり、修正プログラムの開発など対応を

継続中である。

2) 開発―望遠鏡移動による観測時間の無駄を省略でき

る観測モードであるOTF観測の開発を進めた。観測制御

ソフト・コスモスへの実装を終了し、データ解析ソフトの

開発を進めている。デジタル分光計へのデジタルフィル

ター搭載を進め、32、16、８、４MHz帯域の分光モードを

実現出来るようになった。最後に老朽化に伴い暴走などの

不調を示しつつある制御系の更新に向けての議論を進め

た。

3) 観測成果―BEARSを用いた星形成領域のプロジェ

クト観測を精力的に行った。今シーズンの観測で、いくつ

かの希薄な高銀緯分子雲の詳細な構造が明らかになりつつ

ある。さらに、近傍の星形成領域（オリオン座分子雲領域、

へびつかい座分子雲領域、牡牛座分子雲領域）における高

密度コア探査がほぼ終了した。また、BEARSによる近傍渦

状銀河の COマッピングサーベイ観測も進めた。今シーズ

ンは、サンプルの中の棒渦巻銀河とおとめ座銀河団に属す

る銀河の観測を中心に行い、M101と IC342の観測をほぼ

終了させた。また、おとめ座銀河団に属する銀河４個の観

測も終了した。

4) その他―2002年８月には、45m鏡を用いた電波観測

実習が行われ、８名の参加者が２つの班に分かれ、45m電

波望遠鏡を使って実際に自分たちの手で天体を観測、観測

所の研究者の助言を得つつ結果のデータ処理・解析を行

い、最終日には観測の成果を各班ごとに発表する形で行わ

れた。

2.ミリ波干渉計（Rainbowを含む）

⑴ 活動報告

ミリ波干渉計共同利用観測が、2002年11月25日から2003

年５月12日まで、Ｄ配列（11/25-1/7）・AB配列（1/7-2/

18）・Ｃ配列（2/18-4/8）・Ｄ配列（4/8-5/12）の順で実施

された。この間、第16期一般共同利用22件（応募29件）と、

45m鏡とNMAを結合させた７素子ミリ波干渉計（レイン

ボー干渉計）の第３期共同利用７件（応募15件）が所内観

測（計16件）とともに実行された。長期共同利用は応募が

なく、実施されなかった。観測周波数帯は、一般共同利用

で100GHz帯は17件、150GHz帯が４件、230GHz帯が２件

であった（１件は100･150GHzの２周波観測）。また、レイ

ンボー共同利用は、100GHz帯５件、150GHz帯２件であっ

た。レインボー観測は一昨年度から共同利用観測を実施し、

今年度は2003年１月16日より２月４日までの20日間をレイ

ンボー期間として、キャリブレーション観測の後、上述の

７件の共同利用観測と所内観測３件を実行した。今年度は、

昨年度のキャリブレーション観測の結果から、45mについ

て北回りと南回りで別々の器差ファイルを作成すること

で、45mのベースライン誤差を0.5mmまで押さえること

ができた。偏波回転装置の制御を含むレインボー受信機シ

ステムの自動チューニングシステムも２シーズン目とな

り、順調に稼動した。230GHzの観測に関しては、12―１月

のＤ配列において、２件の共同利用観測と２件の所内観測

を実施した。観測は、干渉計方式によるポインティングの

後、電波シーイングモニタと気象データを基にダイナミッ

ク・スケジューリングで観測を行った。

所内の100・150GHz観測については、星形成過程の研究

と系外銀河中心領域の物理過程の研究及び我々の銀河系中



心核の連続波モニター観測が行われている。星形成過程の

研究に関しては、分子雲コアからガスエンベロープ・原始

惑星系円盤と進化する過程の研究の中で、特に、低質量星

の初期段階の分子雲コアと後期段階の円盤に着目した観測

が精力的に行われている。分子雲コアの観測的研究では、

分子雲内の広い領域のデータを連結させる必要があり、複

数視野の観測・データ解析ツールの開発も同時に進行中で

ある。また、中大質量星形成領域にも着目し、HII領域等が

付随するいくつかの大質量星形成領域に関するコアの分子

輝線観測も進められている。

系外銀河中心領域の研究としては、スターバースト銀

河・セイファート銀河・相互作用銀河・クエーサーも含め

た、活動性を持つ銀河中心領域の複数分子輝線及び連続波

によるサーベイ的なプロジェクトが昨年度に引き続き行わ

れ、主な銀河のグループについてその結果がまとめられつ

つある。また、新たに、早期型銀河の一酸化炭素によるサー

ベイプロジェクトを開始した。これは、早期型銀河の中心

領域でのガスダイナミクスや分子ガスの質量を（これまで

取得された）晩期型銀河のものと比較することで、銀河中

心領域での星形成活動の原因を明らかにしようというプロ

ジェクトである。なお、昨年度に引き続き、遠方の電波銀

河の一酸化炭素輝線による観測を行い、高分解能マッピン

グにも成功した。

所内観測に関しては、今後のミリ波干渉計の運用を鑑み、

星形成領域の分子雲コアの観測及びスターバースト銀河の

複数分子輝線観測の分野について、具体的に45mグループ

との協力を開始し、関連して、45m単一鏡データとNMA

データを高い精度で結合するための基礎実験を行なった。

また、今後のALMAによるサブミリ波観測に備える目的

で、ASTEとの協力・連携も視野に入れ、サブミリ波で強

度較正用天体として使用できる可能性のある小惑星のフ

ラックス測定を実施した。また、観測シーズン中に Target
 

of Opportunity観測２件（オリオン・フレア天体、

GRB030329）を実行し、いずれも連続波を受信・モニター

に成功した。

⑵ 機器整備・開発

アンテナ関連では、開発・製作後20年を経過し、空調機

や電源関係および部品入手に時間がかかりかつ全体への影

響の大きい制御・通信関係の回路について、順次、調査の

上更新する作業を開始した。特に、ここ数年来問題となっ

ていた F号機制御系が突如動作停止となる問題について

調査が進み、観測プログラムと制御系との通信タイミング

の設計に問題があることが明らかになった。そこで、今後

の保守・運用を考え、VERAアンテナの制御系と類似のも

のを製作し、次期の保守期間中に交換することにした。

受信機関連では、下記の345GHz干渉実験や受信観測シ

ステムの保守の効率化も視野に入れて、100-150GHzを１

つの SIS素子でカバーする広帯域受信機の導入を継続し、

今期は、345GHz実験で使用する、Ｂ、Ｄ、Ｆ号機の他に、

新たにＣ号機にも100-150GHz広帯域受信機を搭載した。

また、長年の使用に伴い、ラウンドトリップ系の1696MHz

を発生する発信回路の純度が劣化して、相関振幅の低下を

引き起こしているのがわかった。そこで、内部回路の調整

及び使用している信号発生器を更新した。

また、昨シーズンより、トータルパワーのモニターデー

タから IF系のレベル変動が指摘され、各アンテナについ

て、常温アンプ・IF切り替えスイッチ・電気―光変換器の

調整や交換を行なっている。

天文台共同開発研究（代表 百瀬宗武氏・茨城大）とし

て、183GHz差動ラジオメータによる位相補償実験が開始

された。今期は、NMAフラックス観測との同時データ取得

（ラジオメータ２台）、さらに２台のラジオメータのアンテ

ナへの追加搭載と、実際のオリオンKL観測で取得された

SiOメーザー位相との長時間比較が行なわれた。昨シーズ

ンに得られたデータの解析も進め、NMAで十分明るい

クェーサーを短い標本化時間で観測したデータを対象にビ

ジビリティ位相とラジオメータの差動出力とを比較したと

ころ、良い相関があるデータがいくつか見いだされた。ま

た、大気位相揺らぎが小さいときにはラジオメータ出力の

短時間揺らぎも小さいといった興味深い結果が得られてい

る。

特別推進研究（代表 川辺良平）の一環として、昨年度

に引き続き、Ｂ、Ｄ、Ｆ号機の他に新たにＣ号機に345GHz

の受信機システムを搭載したが、トラブルのためＤ号機が

使用できず、３素子の干渉計システム（最小ベースライン

長25m―29kλ Ｂ―Ｃ号機>）としての立ち上げを行った。

2002年12月末から2003年１月初めの観測では、惑星でのフ

リンジ検出とそれによるサブミリ波帯での位相安定性やサ

ブミリ波受信機の side band ratioに関するデータを取得

するとともに、Ori-KL方向において CO（J＝3--2）輝線の

フリンジ検出に挑戦した。惑星を使ったフリンジ測定から、

⑴野辺山では、透過率の観点からは、345GHz帯の観測が実

行できる（opacity＜0.6）時間の割合は少なくない（観測期

間中の345GHz帯透過率ベスト値は約0.4）ものの、位相安

定度の点では大変に厳しいこと、⑵一部の受信機で side
 

band ratioが著しく偏っており、CO(3-2)輝線の周波数で

のシステム雑音温度を悪化させていること、⑶実験室での

受信機雑音温度とアンテナ搭載時にシステム雑音温度から

推定される受信機雑音温度の矛盾が大きく、ビーム伝送系

部分で損失が大きい可能性があること、がわかった。

3.VLBI

⑴ VSOP関係

サーベイ観測の運用を行なっている。VSOP2号機の検討

を宇宙科学研究所と協力して行なっている。高精度展開ア

ンテナについて、７モジュール方式の部分モデル試作で精



度の検討、および科学目標に関する検討、広帯域ダウンリ

ンク方式や搭載受信機の検討などが行われた。

⑵ VERA建設協力

VERAの建設に、小林が建設本部長として、また宮地が

鹿児島局の担当者として深くかかわっている。

⑶ 国内VLBI網の共同利用観測等

22GHzの国内VLBI網（J-Net）の共同利用観測は引き

続き野辺山45m鏡共同利用観測の一環として、募集・審査

等を行なっている。前・後期それぞれ３・３件の応募が有っ

たが、採択は０・１件であった。

⑷ 職員・院生・研究員等

東京大学博士課程１名、同修士課程１名、総研大１名、

東京理科大学から委託された修士課程１名の指導を行なっ

た。

4.アタカマ大型ミリ波サブミリ波干渉計（ALMA）計画

⑴ 国際協力

アメリカに次いで欧州でも2002年７月に建設予算が認め

られ、2003年２月には米欧がALMAの共同建設のための

協定書に署名した。一方、日本では２年間の設計開発研究

を行うこととなったため、当面は米欧で計画の一部を先行

して進めるが、2003年の12mプロトタイプアンテナの性能

評価は予定通り進め、日本が将来参加することによる

ALMAの完成を目指すこととなった。また、国立天文台

-チリ大学-NTTの間でALMAへの応用を目指した遠隔

天文観測に関する共同研究協定を締結した。さらに、

ALMAに関するアジア太平洋州地域との連携を進めるた

めに、中国国家天文台とのALMAに関する協定の締結に

加え、台湾、韓国、オーストラリア等との協議を進めた。

⑵ 設計開発研究

大型ミリ波サブミリ波干渉計に関する研究開発の推進」

(２年計画）の第１年次分について、国内の大学等や米欧の

研究者とも連携して設計開発研究を進めた。日本の分担内

容がほぼ固まってきたため、アンテナ、ミリ波・サブミリ

波の受信機、高分散相関器を中心とした開発を進めた。

アンテナ関連では、アメリカでの性能評価に供される超

高精度12mアンテナの設計と試作を進めた。受信機関連で

は、サブミリ波帯用の低雑音 SISミキサなどの開発を行っ

ているほか、ALMA仕様の受信機カートリッジ等の開発・

評価試験を行った。大阪府立大学等と共同で開発を進めた

100GHz帯のサイドバンド分離ミキサは雑音温度35Kとい

う世界最高の性能を実現し、NTT・電通大と共同で進めて

きたフォトニック局部発振システムでは、逓倍器との組み

合わせで500GHzでの雑音をガン発振器と逓倍器の組み合

わせと同レベルにまで低減するとともに、基準レーザーの

開発を進めた。相関器関連では、テスト用相関器を用いた

広帯域高分散分光観測の試験に成功した。ソフトウェア関

連では、日本が担当すべき部分について大学グループの協

力も得て検討を進めた。その他、ALMA共同開発研究とし

て７課題を採択し、設計開発研究の一部を大学等の研究者

と共同で進めた。さらに、高度環境試験棟が完成し、受信

機や相関器等の開発環境整備が行われた。

⑶ サイト調査

米欧と協力してサイトの大気・地質・地形などの条件に

ついての調査を進めた。特に、現地での工事が間もなく開

始されることを踏まえ、地質や雷、安全性などに関わる調

査を進めた。

⑷ アタカマサブミリ波望遠鏡実験(ASTE)

超高精度10mアンテナをチリのALMA建設候補地で運

用するアタカマサブミリ波望遠鏡実験（Atacama Submil-

limeter Telescope Experiment:ASTE）計画を進めてい

る。この計画では、サブミリ波観測好適地で技術評価試験

や観測法の開発を行うとともに、南半球で初、世界でも４

台目となる大口径のサブミリ波望遠鏡を実現してサブミリ

波天文学を行うことを目的としている。特に、装置開発や

研究課題の検討を、東京大学・名古屋大学・大阪府立大学

などを中心とする大学の研究者と共同で行っている。

2002年５月にチリ移設後初となる確認観測に成功した

後、ホログラフィ法を用いた鏡面調整を行って当初212μm

あった誤差を29μmまで改善したほか、350GHz帯での分

光・連続波観測、山麓からの遠隔操作・監視、［CI］492GHz

輝線の観測、850GHzまでのボロメータ観測などに相次い

で成功し、科学的な目的での予備的な観測を開始した。

⑸ 計画の評価・広報普及活動など

米欧２者が先行することになったことを受け、2002年11

月に日本天文学会から文部科学大臣宛てに「ALMA計画

の早期参加実現に関する要望書」が提出された。計画の評

価に関しては、科学技術・学術審議会学術分科会基本問題

特別委員会天文学研究ワーキンググループでALMA計画

への日本参加案に対する審議が重ねられ、2003年１月に

行った「アルマ実施計画に関する評価について」において、

日本の参加の意義、早期の正式参加表明の重要性、対等性

を確保できる規模での参加の重要性、の３点を柱とする評

価が与えられた。また、日本学術会議学術体制常置委員会

大型科学計画分科会においてALMA計画に関する調査会

が実施された。また、野村総合研究所による「ALMA計画

の社会経済効果の評価」ではALMAの高い社会経済効果

が確認された。広報普及活動に関しては、ALMA公開講演

会をはじめとする一般向け講演会等を20回近く行った。

5.その他の活動

５年目の観測シーズンとなる「富士山頂サブミリ波望遠

鏡」では、492GHz［CI］J＝1-0輝線により、IC1396領域、

へびつかい座、L1495領域、ふたご座、りゅう座などの観測

が行われた。また、共同研究の形で国内研究者にオープン

し、合計４件の観測が行われた。このプロジェクトは、東



京大学初期宇宙観測センターとの共同で推進されている。

太陽電波関係の活動

1.電波ヘリオグラフ、強度・偏波計による太陽観測等

⑴ 電波ヘリオグラフ10周年

電波ヘリオグラフが完成し、定常観測を始めたのは1992

年度であり、今年度が10周年にあたる。宇宙電波観測所の

開所20周年とあわせて2002年５月17日に記念式典を開催し

た。また、太陽観測にとっては、太陽活動１周期（11年）

にわたる連続観測は別の意義があり、2004年度に電波ヘリ

オグラフを中心とした国際シンポジウムを開催する予定で

ある。

⑵ 太陽活動

第23太陽活動周期の極大は2001年12月頃であり、現在は

電波ヘリオグラフが観測を開始した前サイクルとほぼ同程

度の活動期である。YOHKOH衛星はこの極大期頃に観測

を停止したが、その後打ち上げられた太陽高エネルギー観

測衛星 RHESSI、以前より継続している SOHO、TRACE

衛星、さらに宇宙天気予報のための軟Ｘ線撮像装置

SXI(GOES10)などにより、太陽観測は以前にも増して多波

長で観測が続けられている。

⑶ プロミネンス上昇と CME

電波ヘリオグラフは、毎日約８時間１秒間隔で太陽全面

の電波画像データを取得している。17GHzでは曇天や雨天

でも観測できるので、きわめて一様なデータセットとなる。

プロミネンスのような低温プラズマであっても、密度が高

ければ観測することができる。Hα線のように、温度上昇や

速度上昇によって見えなくなることはない。ほぼ11年の連

続観測データがあるので、プロミネンス上昇の統計的研究

には非常に有用なデータセットである。一方、SOHO衛星

搭載のコロナグラフ LASCOによるコロナ物質放出

（CME）現象とプロミネンス上昇は関連していると考えら

れており、今までHα観測と LASCO観測の統計的研究が

行われている。それによると、Hαプロミネンス上昇のうち

36％が CMEを伴っていることが示されている。しかし、野

辺山電波ヘリオグラフで検出したプロミネンス上昇（186

例）では、70％以上が CMEを伴っていることを統計的に示

した。CME現象は、惑星間空間擾乱の源であり宇宙天気に

とってはもっとも重要な現象のひとつである。電波ヘリオ

グラフのデータがこの分野でも大いに役立つことが示され

た。

⑷ 太陽フレア観測

2002年４月21日に日本の観測時間帯で太陽面の西のリム

（縁）で発生した大型フレアは、RHESSI、SOHO、TRACE

等の衛星が非常に早いレートで画像を取得していた最中に

発生したイベントで、複雑ではあるが太陽フレアのメカニ

ズムを明らかにする上で重要なイベントである。電波ヘリ

オグラフデータが大いに利用されている。そのほか、７月

23日のガンマ線をともなったイベントの解析にも利用され

ている。

「磁気再結合による磁気自由エネルギーの解放」と、「高

ベータプラズマ崩壊によるプラズマ自由エネルギーの解

放」のふたつの立場からの太陽フレアの理論的研究を継続

している。

⑸ 観測装置、データアーカイブ

野辺山電波へリオグラフでは、年次点検保守とインター

ネットによる遠隔診断システムにより、少ない人員体制で

非常に安定した観測が継続されている。データ取得と同時

に画像化してインターネット経由で公開している。観測終

了後、イベントの検出と画像合成、動画作成、ライトカー

ブなどをあわせてイベントのページに掲載している。また、

リムからの放出現象（プロミネンス上昇等）を検出し、そ

の動画をリムイベントページに掲載している。これらはほ

とんどが自動的に行われる。これらのデータは世界中の研

究者がモニターしており、他のデータと比較しながら詳細

解析のための補助として非常に役立っている。詳細解析の

ために、生データはすべてオンライン化（磁気ディスク）

され、ネットワーク経由で必要な部分の画像合成が容易に

できる。しかし、合成した画像データの転送がネットワー

クのスピードで制限されている。

2.データ解析研究会の開催

今年度のデータ解析研究会は、2002年２月に打ち上げら

れた太陽高エネルギー現象観測衛星 RHESSI（NASA）と

野辺山電波ヘリオグラフで同時観測されたイベントの解析

を中心に行った（８月20日～23日、出席者25名）。RHESSI

衛星はＸ線～γ線領域で詳細なエネルギースペクトルの観

測及び画像合成が可能で、既に多くの同時観測イベントが

ある。RHESSI画像合成ソフトウェアの整備がまだ不十分

であり、画像合成に時間を要するなど今後の課題は多いが、

マイクロ波帯の電波画像と組み合わせることによって太陽

高エネルギー現象の理解が深まることを期待している。

3.SOLAR-B衛星計画と太陽データアーカイブシステム

太陽コロナの加熱機構の解明を目指す Solar-B衛星の

開発は、宇宙科学研究所と国立天文台（Solar-B室）を中心

に行われている。太陽電波グループとしても Solar-B室に

参加する一方、Solar-B衛星が打ち上げられた後のデータ

解析や衛星運用のためのシステム構築の検討に参加してい

る。

太陽研究のためには、多量のデータを解析する必要があ

る。国内外の衛星や地上観測データをアーカイブし、それ

らを使いこなせるハードウェア・ソフトウェアシステムの

構築が必須である。野辺山太陽電波観測所では、電波ヘリ

オグラフデータを中心に、YOHKOH、SOHO、TRACE、

RHESSI衛星のデータのアーカイブと、それらの解析のた



めの Solar Software（SSW）を整備している。しかし、三

鷹―野辺山間のネットワークが細く（1.5Mbps）、十分な

データ収集ができない。そこで、三鷹の計算センターに太

陽データアーカイブシステムを構築すべく準備をすすめて

いる。Solar-B衛星が打ち上げられ、多量のデータが取得さ

れると、これが国立天文台におけるデータ解析センターと

なる。

その他

電波天文周波数小委員会活動

電波天文を不要放射から保護するなどの周波数関連問題

を、全国的な観点から広く検討するための電波専門委員会

配下の電波天文周波数小委員会は、日本学術会議天文学研

究連絡委員会の小委員会も兼ねる形で活動している。今年

度の主な活動は以下のとおりである。

⑴ 世界無線通信会議（WRC2003）の準備会合とアジア太

平洋地区電気通信会議（APG）に参加し、電波天文から

の意見を反映させることができた。特に電波天文を衛星

通信によって生じる不要放射から保護するための審議に

於いては、電波天文の保護基準勧告を履行義務のある無

線通信規則に書く提案をまとめることができた。我が国

の電波天文にとって重要な観測周波数帯である43GHz

帯と22GHz帯の保護についても日本の意見を反映でき、

ALMAの運用時に必要となる275GHz以上の周波数分

配を検討することをWRC-2007の議題とする提案を

行った。

⑵ 国際電気通信連合の無線通信部門で行なわれている、

電波天文などを衛星通信の不要放射から保護することを

検討する専門家会議(TG1/7)に委員を派遣し、審議に参

加した。

⑶ 周波数マネージメントに関する IUCAF主催の研究会

に委員を派遣した。

⑷ 総務省の周波数関係の委員会（情報通信審議会情報通

信技術分科会・ITU-R部会に所属）であるスペクトラム

管理委員会・科学業務委員会・WRC関係機関連絡会（基

幹分科会、スプリアス分科会、宇宙分科会、衛星移動分

科会、分配分科会、規則・計画分科会）の審議に参加し、

電波天文としての意見を日本政府の方針に反映させた。

⑸ 総務省総合通信基盤局電波部等の関連各部署を訪問

し、電波天文業務としての周波数分配や干渉問題の概要

説明を行なった。

⑹ 国内での電波天文業務を保護する立場から様々な場

（日本天文学会、URSI、天文学に関する技術シンポジウ

ム、技術研究会等）で活動報告を行なった。

⑺ さらに以下のような個別の問題に対応した。

1) 野辺山45m及び10m干渉計の保護申請が総務省に

よって承認され、引き続き10年間保護されることとなっ

た。（平成25年３月24日まで有効）

2) 短波帯（2～30MHz）を利用する PLC（Power Line
 

Communications：電力線搬送通信）について検討の結

果、HF～UHFの電波天文観測へも多大な影響があるこ

とが明らかになった。本小委員会では総務省で研究会に

おいて実環境実験へ参加、影響測定を行い今後引用可能

な論文化を行った。また総務省ヒアリングで関係者とし

て意見を述べた。総務省では「PLCは時期尚早」として

当面の導入が見送られたが、検討は今後も続いている。

またこれに関連し、天文学会からの反対声明、地方電気

通信局へ直接出向いてのへの説明、政府の規制緩和にお

いての PLC導入要望に対し調査コメントを行ってい

る。

3) 95GHz雲レーダー観測飛行が行われる時の調整を通

信総合研究所鹿島宇宙通信センターと行なった。

4) 超広帯域通信UWB（Ultra Wide Band）についての

検討が国内外で始まり、当委員会から総務省の研究会に

近田委員を派遣することになった。

5) 94GHzヘリコプター搭載レーダーについて電子航法

研究所との調整を始めた

6) 日本における電波天文基地局の登録のため ITUへ通

告を行なった。

国立天文台野辺山研究会・ワークショップ

代表者 参加人数 名 称

１.阪本成一（NRO）約110名 第20回NROユーザーズ

ミーティング

（平成14年７月17日～19日 野辺山宇宙電波観測所)

２.出口修至（NRO） ８名 Meteorite-AGB Star
 

Connection

（平成14年８月１日 野辺山宇宙電波観測所)

３.徂徠和夫（北海道大学） 28名 ミリ波による銀河観測

―総括と展望―

（平成14年９月18日～19日 北海道大学理学部)

４.小川英夫（大阪府立大学） 69名 ミリ波サブミリ波領域に

おける低雑音受信機開発

の関するワークショップ

（平成14年12月５日～６日 国立天文台・すばる解析研究棟)

５.横山央明（NRO） 25名 太陽多波長フレアデータ

解析研究会

（平成14年８月20日～23日 野辺山太陽電波観測所)

６.砂田和良（NRO） 37名 電波による星形成研究会

（平成14年12月12日～13日 箱根町強羅ホテルリゾーピア箱根)

７.長谷川哲夫（NRO） 50名 ALMAで惑星科学

（平成15年１月24日～25日 北海道大学低温科学研究所)



10.地球回転研究系、水沢観測センター

1.VERA計画

⑴ 石垣島局の完成

平成12年度補正予算で認められた天文広域精測望遠鏡

（以下VERA）の石垣島局の建設が平成14年３月に完了し

た。これを受けて石垣市において５月25日に完成式を行い、

その後観測局の施設公開・天文講演会・天体写真展・天体

観望会を石垣市および八重山星の会の協力のもとに行い、

たいへん盛況であった。石垣島局の完成によって当初計画

していた４局の位相補償型VLBI観測局すべての建設を

完了した。

⑵ 石垣島局のシステムアセンブリ

石垣島局が完成し、各業者より国立天文台に引き渡され

たのちにそれらを全体のアセンブル試験を行った。制御ソ

フトウエアと制御機器の接続試験をはじめ、局運用系ソフ

トウエアとの接続試験を行い局システムの立ち上げを行っ

た。その結果、７月に天体信号の受信に成功し、その後の

VLBI試験観測に参加している。

⑶ １Gbps記録でフリンジ検出

VERAシステムの新規開発項目の１つである１Gbps記

録システムのフリンジ検出に成功した。世界の定常的な

VLBIアレイ（VLBA、EVN、LBA）では、観測時通常の

記録レートは128Mbpsである。これに対してVERAにお

いては、参照電波源の検出感度向上のために定常運用にお

いて1Gbpsの記録システムを構築している。従来の記録

レートに比べて８倍の向上であり、観測感度が約３倍向上

するものと期待される。高速記録システムは各国で開発が

進められているが、定常運用状態で１Gbpsの記録レート

を達成したシステムは通信総合研究所の GBRシステム以

外にはまだ存在せず、安定に運用できる高速磁気記録シス

テムを構築することは、VERA観測システムにおけるキー

エレメントの１つである。この記録システムは、VLBI記録

システムとしては初めてメタル蒸着テープを使用してい

る。2002年７月に行われた観測によって、この1Gbps記録

システムと既存の三鷹VLBI相関局との組み合わせによ

り初めてのフリンジを検出することに成功した。この観測

は、水沢・入来・小笠原・石垣島の４局において観測し、

同時に４局のフリンジを検出できた。今後は定常化を図り、

実運用に供することが必要である。

⑷ SX帯測地システムの整備と試験観測

VERAにおける測地システムは、国際座標系との結合は

既存のＳ帯、Ｘ帯を利用した観測を国際測地VLBI観測に

参加することにより行う。一方で、VERA観測局相互の局

位置は22GHz帯で広帯域観測を行い決定する方針である。

平成14年度は、このＳ帯、Ｘ帯での観測システムの整備を

行い観測に成功している。

Ｓ帯のホーンは、通常の円錐ホーンではたいへん大きな

ものになってしまう。VERAのアンテナ受信器室（上部機

器室）のスペースは限られており、通常の円錐ホーンを設

置することは不可能である。そこで、法政大学でスパイラ

ルアレイによる SX帯共軸フィードを開発しVERA４局

に配備した。さらにこれに常温 LNA、周波数変換器などの

受信システムを整備し、測地実験を行った。測地実験は国

土地理院筑波32mアンテナと共同で行い、フリンジ試験を

踏まえて測地実験を行い観測局の局位置を国際座標系の上

で決定した。今後、この観測は基本的には毎月継続して行

う予定である。

⑸ 2B受信器駆動台制御ソフトウエアの改修

VERA観測システムにおいて、２ビーム観測を実現する

ために観測天体離角に応じて受信器の位置を変更すること

が必要である。そのためにスチュワートプラットホームに

よる駆動システムを採用している。スチュワートプラット

ホームは、並進・回転の６自由度を６本のジャッキの長さ

制御によって実現するものであり、原理は明快であるが制

御ソフトウエアは複雑になる。特に制御時の軌跡について

は、各６本のジャッキを独立に制御するために複雑であり、

制御不能な領域を通過するかどうかの予測が難しい。そこ

で運用にいくつかの制限を設けるソフトウエアの改修を行

い、運用信頼性を向上した。またそのための種々のモード

における位置遷移の試験を行いソフトウエアの信頼性につ

いて実証を行った。

⑹ 位相較正システムの確立

２ビーム観測系において、アンテナ・受信器・AD変換

器・ローカル系などの装置に起因する位相変動要因を較正

するために、鏡面上に電波源を設置して２つの受信系に共

通信号を注入する。このために較正電波源は、アンテナ上

部機器室の上に設置されているフィドームのベース部分に

対称に４箇所設置した。これらの位置をアンテナ主鏡面座

標系に対して0.1mm rmsの精度で計測し、さらに２ビー

ム受信器駆動機構も同様に測定を行った。これにより、較

正雑音源の位置に依存する２ビーム間での位相差を補正す

ることができ、装置に依存する位相変動を計測することが

できると期待される。また較正電波源位置に起因する２

ビーム間での位相変動を設計解析値と実計測値を比較する

ことにより、機械的な設置精度および光学系の設計確度を

検証することができる。

⑺ 試験観測

システムの機能を確認したのちに試験観測を11月から開

始した。22GHzで強い水メーザー天体を中心として、43

GHzでの SiOメーザー天体の観測を行った。各種の観測

モードに対応した観測試験を１ビームで行い、機能および

性能について確認した。さらに２ビーム観測に移行し、２



ビーム間での位相補償機能の確認および性能評価のための

計測を行っている。また4C39.25はじめ3C345などの強度に

強い連続波天体についてマッピング試験を行い、マップを

得ている。これらによりシステムの初期性能の確認を行っ

ている。

⑻ 施設公開

VERAアンテナの周辺市町村である入来・小笠原・石垣

島では本格的な大型天文研究施設が初めて設置されるため

に宇宙への住民の関心が広がっている。これに応えるため

に、施設公開を行っている。水沢局は６月８日の水沢観測

センター施設公開にあわせて、入来局は８月10日に地元の

町および観光協会等と協賛で開催した八重山高原星祭りの

一環として、小笠原局は11月15日に施設公開として、石垣

島局は５月25日に開催した完成式にあわせてそれぞれ行っ

た。その結果、多数の来場者があり地元の宇宙への関心を

さらに高めることができた。

2.国内VLBI網（J-Net）および短波長高精度VLBI用電波

望遠鏡（水沢10m電波望遠鏡）

国立天文台は独立行政法人通信総合研究所と協力して国

立天文台の野辺山45m鏡、水沢10m鏡、鹿児島６m鏡及び

鹿島34m鏡からなる国内VLBI網（J-Net）の、共同利用観

測として、梅本、他による星生成領域の22GHz帯水メー

ザーのマッピング観測を行った。また、鹿島34m鏡に設置

された43GHz帯受信機を使った試験観測を行った。

J-Netに加え水沢10m鏡を用いた共同利用観測を２件、

さらに、VERA水沢局と共同した相対VLBI実験及び

RISE関連技術開発測定を行った。

６月に発生した落雷のため、駆動制御系、制御計算機と

の通信ユニット、S/X伝送系等が損傷した。12月には暫定

的に復旧し、共同利用等に使用開始したが、長期安定運用

の観点から駆動制御部をVERA制御部と同等のものに変

更することにした。また、Ｘ帯受信機を常温受信機に更新

した。

3.山口32m電波望遠鏡

当望遠鏡は国立天文台、山口大学及びKDDIの共同で運

用されており、国内外の電波望遠鏡と連携したVLBI観

測、情報ネットワークを積極的に活用した観測システムと

いう特長あるシステム作りを目指している。

2002年度は小型冷却低雑音受信機の開発と設置、システ

ム雑音温度の測定、追尾システムの開発と実証、スカイラ

インの測定、ガスセル Cs原子時計の設置と試験、位相安定

度試験、時刻システムの設置と試験、アンテナ位置の測定、

天体の試験受信、開口能率の測定、ポインティングの測定、

情報ネットワークの整備、観測システム・ソフトウェアの

開発、VLBI試験観測、惑星探査機の追跡観測、等の観測シ

ステム整備を行った。

2002年10月にはVLBI試験観測を行い初のフリンジ検

出に成功した。この観測では大学 LANと学術ネットワー

ク（SINET）、NTTとの共同研究である GALAXY実験回

線を用いたデータ伝送実験にも成功した。

4.光結合型VLBI

スーパーSINET回線を利用した光結合VLBIの開発研

究が進められている。2002年１月に開設された高エネル

ギー加速器研究機構（つくば市）と国立天文台（三鷹市）

を結ぶ2.5Gbps２回線のスーパーSINET回線を利用し、

つくば32m電波望遠鏡（国土地理院）と臼田64ｍ電波望遠

鏡（宇宙科学研究所）を直接光データ回線で結合すること

に成功した。

NTT研究所との共同研究で、1996年度から臼田―三鷹

間でデータ伝送実験が行われてきたが、つくば―三鷹間の

スーパーSINET回線開設とともに国立天文台三鷹におい

て２つの首都圏大型電波望遠鏡を実時間で合成可能になっ

た。

2002年度には、この光結合VLBI観測システムで24時間

の連続測地観測を実施したほか、3C84、3C273Bなどの検出

に成功した。これらの明るい準星と同一赤緯帯に存在する

暗い連続波源の検出にも成功した。今後は、系統的に微弱

天体のサーベイを継続するほか、観測ネットワークを岐阜

大学11m鏡、山口32m鏡に拡張することを計画している。

5.RISE計画

⑴ 月科学およびソフトウエア開発

昨年度から継続して、米国の月探査衛星 Lunar Prospec-

torの延長低高度ミッションの視線方向加速度データを用

いた研究を行っている。球関数によらず月表面の質量分布

を直接推定するソフトウエアを開発し球関数次数で約200

次に相当する月表側の詳細フリーエア重力異常図を作成

し、さらに Clementine衛星のレーザ高度計データを利用

して地形補正を行い、ブーゲー重力異常図も作成した。両

者の比較から小さなクレーターでは負のフリーエア異常が

明瞭な場合でもブーゲー異常図では消えてしまうこと、大

きなクレーター（衝突盆地）ではブーゲー異常が正となり

モホ面が持ち上がってアイソスタシーが成立していること

がわかった。両者の遷移は直径300km程度で起こってお

り、多くの衝突盆地が形成されたネクタリアン代の岩石圏

が既に100kmほどの厚さにまで育っていたことが示唆さ

れ、月の冷却史に一つの拘束条件を与える。

NASAゴダード宇宙飛行センターとの共同で、軌道・重

力場解析ソフト GEODYN Ⅱの相対VLBI観測モデルの

改良を行った。SELENE計画で軌道投入される３つの衛星

について、軌道、地球からの可視情報、日陰情報に制約さ

れる観測データ取得量を現実的に見積もり、最悪条件でも

現存の月重力場モデルの球面調和係数25次まで項の精度を



一桁向上させる見通しを得た。SELENE全体のデータベー

ス構築に関する議論に参加するとともに、RISEミッショ

ンとして独立に相対VLBIデータ処理システムの仕様策

定を開始した。

⑵ 衛星電波源（VRAD）・リレー衛星（RSAT）関連機器

開発

搭載機器の設計確認会を2002年８月に行い、基本的な設

計に問題がないことを確認した上でフライトモデル（FM）

製作に本格着手した。2003年３月には、FM を用いた臼田局

での適合性試験を行い、ドプラー変位が所期の精度で計測

できることを確認した。また観測結果の管理と利用のため

のデータベースの開発、衛星の運用、電力管理、姿勢変動

推定や電離層補正のためのソフトウエア開発等を進めてい

る。姿勢センサーを持たない小型スピン衛星について、ス

ピン軸方向をドプラー変位から推定する方式を確立し、精

度を0.5度まで高めた。これによって衛星の回線や電力予測

が可能になった。月の裏側の衛星に対する4-way回線確立

を確認するため、周波数変動の分散の比較及び地上から送

信する掃引された周波数を検出する新方式を提案し、臼田

局適合性試験で実証した。相対VLBIによる衛星の軌道決

定の試験観測を兼ね、のぞみ衛星の軌道を相対VLBI観測

で決定し、副搬送波を含めた複数周波数を用いた群遅延と

位相遅延変化を推定した。

⑶ レーザ高度計(LALT)開発

LALTの科学目標は月形状の高精度決定と月面全体の

高精度地形高度図作製である。2002年３月に実施された設

計確認会において、LALTの従来の開発と詳細設計に問題

がないことが確認され、今年度は FM を本格製作して2003

年３月にほぼ完成した。また、LALTの運用ソフトウエア

及び共通QL、PI-QLの開発を進め、観測データの解析法や

成果プロダクトの検討も進められた。LALT-PM 測距試験

で、受光光学系のアライメントずれと温度変化による受光

レベル低下が見られたため、FM 製作用の最適光軸調整法

を確立した。関連してAPD単体で直流レベルに対する温

度特性試験を行い測定精度に直接影響しないことを確認し

た。月周回の高温最悪条件において、ヒータ供給電圧がオ

フ不可能になると、レーザ発振部及び他機器も保存温度を

逸脱することが判明し、衛星本体側で対策することになっ

た。レーザ発振部の温度試験を実施し、保存温度―30℃

～60℃の状態から動作温度10℃～40℃に遷移させ、発振を

確認した。さらにレーザ発射のタイミング信号となる１秒

間隔パルスが衛星から供給不能の場合の対策として信号制

御回路の変更とともにソフト的に擬似信号発生可能とし

た。

⑷ 月面天測望遠鏡（ILOM）計画

米国の月探査船で低次重力場の精度が上がったこと、及

び月レーザ測距の30年に及ぶ観測データを総合して強制秤

動の複数の周期成分の消散項が検出されたことから、近年

月中心に流体核があることが明らかになってきた。しかし、

推定された消散項の振幅は数ミリ秒角と小さなものであ

り、誤差と同程度の大きさである。月面天測望遠鏡は従来

の月レーザ測距に比べて高精度で物理秤動の振幅や位相を

計測可能で、月中心核の大きさ、密度、核マントル境界の

摩擦や境界の形状等を高精度で決定し、月の初期進化に拘

束条件を与えることが期待される。

CFRP鏡筒を用いて月面環境下での熱変形を推定する

ための温度試験を行なった。鹿児島大学と協力して CFRP

鏡筒の膨張率測定の実験を行ない、熱変形を押えるために

必要な膨張率について検討した。月面上に直接望遠鏡を設

置することを前提に、新規開発した水銀管傾斜計を模擬月

砂上に設置し真空中での不等沈下を測る実験を行った。そ

の結果 PZTタイプの望遠鏡を直接月面上に設置しても基

本的性能を確保する可能性が示され、今後月面環境に最適

化した地上モデルによる実験を進めるための基礎データを

取得できた。

JASMINEグループと昨年度共同開発した擬似星像撮

影装置を用いた撮像実験と装置改良を行い。擬似星像の重

心位置を CCD画素の1/300の精度で決定でき、月面天測望

遠鏡の目標である1/1000画素の精度実現に向け前進した。

6.地球ダイナミックス研究（GGP）

⑴ 観測

国 際 共 同 重 力 観 測 プ ロ ジェク ト GGP（Global
 

Geodynamics Project）の一環として、江刺地球潮汐観測

施設、北極・ニーオルセン、オーストラリア・キャンベラ

での観測を維持している。2003年１月、キャンベラ近郊で、

50年来の規模の山火事が発生し、超伝導重力計（SG）を設

置しているストロームロ山天文台が被災したが、装置の一

部に被害があったものの、SG本体は幸い焼失を免れた。各

方面の協力をえて、３月末には試験観測を開始できる状態

まで復旧した。

⑵ 海洋変動と重力変化

近年、エルニーニョに伴う太平洋での大規模な南北方向

の海水移動に起因すると考えられる J項の増加が世界的に

議論を呼んでいる。海水移動は海水面高度観測から推測さ

れているが、海水表面温度変化等の影響があり、J変動と海

水運動との関係を立証するには質量移動があったことの証

拠が必要になる。東北大学が1997年から2000年にかけてペ

ルー沖で観測した海底圧力計データを東北大学と協力して

再解析し、エルニーニョの終焉に同期する海水質量変動が

あった事実を発見した。

⑶ 地球自由振動の常時励起

地球自由振動の常時励起は、1998年、昭和基地の SGデー

タの解析から世界で初めて発見され、その後、この現象の

存在は多くの観測で確認された。しかし、昭和基地では、

地球自由振動以外にも常時振動しているスペクトラムの存



在が問題となっていた。産業技術総合研究所、広島大学、

国立極地研究所、東京大学の研究者との共同研究で、昭和

基地周辺の湾の固有振動が、これに影響していることをつ

きとめた。

⑷ 自由コア共鳴（FCR）

自由コア章動の共鳴パラメーターの精密な決定はコア-

マントル境界の形状及びそこでの電磁気力、粘性等を制約

する上で不可欠である。しかし、SGや歪計データの潮汐観

測から決めたＱ値が、VLBIによる章動観測から決めたも

のに較べ一桁以上小さいことが問題になっていた。GGPで

得られた世界の SGデータを使い FCRパラメーターの再

決定を行った。その結果、両者は周期のみならず、Ｑ値も

誤差の範囲で一致することが判った。食い違いの主な原因

としては、従来の海洋潮汐モデルの精度不足があげられる。

本研究は、天文台で開発し、公開されている全球海洋潮汐

モデルNA099の優秀性を傍証するものである。

7.天文保時室

セシウム原子時計（HP5071A）４台と水素メーザー時計

１台からなる原子時計群を一度も停止することなく運行

し、協定世界時との比較業務を行った。平成14年の中央標

準時（UTC（NAO)）は世界標準時に対して10ns―250nsの

差で経年保持（0.8ns･day ）された。内部時計比較値及び

GPS時計面との比較値を週報又は月報として国際度量衡

局に報告し、協定世界時並びに国際電子時の構築に貢献し

た。また、中国陝西天文台及び通信総合研究所に GPS時計

比較値を報告した。

ネットワークにおける中央標準時現示サービスとして、

NTPサーバーを設置し、NTPアクセスに対応した（精

度：200ナノ秒）。

北太平洋ロランＣチェーンの主局波（新島）との時計比

較並びに、長波の電波時計装置による日本標準時と中央標

準時をモニターした。

11.天文情報公開センター

1.概 要

平成10年４月に、国立天文台の新しい組織（省令組織）

として、天文情報公開センターが発足した。同センターは、

国立天文台のみならず天文学全般の科学的成果の一般社会

への普及・啓蒙、新発見天体に関する国内調整・国際的情

報交換、および日の出・日の入りなど市民生活に直結した

天文情報の提供を目的とした組織であり、センター長のほ

か、広報普及室、新天体情報室、暦計算室から構成される。

2.人 事

平成14年度における当センターは、福島登志夫教授・セ

ンター長、渡部潤一助教授・広報普及室長、中村士助教授

（併任）新天体情報室長、中井宏助教授・暦計算室長、また

広報普及室に福島英雄助手、縣秀彦助手、暦計算室に伊藤

節子助手が配置された体制が続いた。９月１日付で、広報

普及室に生田ちさと助手が着任した。４月１日付で、岡本

富三教務補佐員、佐藤英男教務補佐員、室井恭子教務補佐

員、並木光男教務補佐員、石崎昌春教務補佐員、小野（根

本）智子教務補佐員、増沢等教務補佐員、木村修教務補佐

員、小池明夫技能補佐員、石川直美技能補佐員、由井恵理

子技能補佐員、藤田登起子事務補佐員を採用した。なお、

平成15年３月31日付で、木村修教務補佐員が退職した。

3.広報普及室の活動

1994年４月より内部措置として発足した広報普及室は、

平成10年度より、正式に天文情報公開センターの内部組織

として活動している。今年度も従来と同様、すばる望遠鏡

等の研究活動と成果を中心に、他の業務や将来計画などに

ついて積極的に広報し、しし座流星群などの社会的に話題

になった天文現象について、天文学研究者だけでなく、ひ

ろく一般の方々の理解を得られるよう下記のような活動を

行った。

⑴ 一般質問受付

マスコミや官庁、一般からの質問に対応した件数は、電

話は8190件（表１)、手紙は168件、公文書は74件であった。

また、４月１日より、インターネットを通じた質問の受付

を開始し、473件（表２）に対応した。

⑵ マルチメディアによる情報公開

国立天文台のホームページ（http://www.nao.ac.jp/）を

管理・運営し、インターネットによる情報公開を行ってい

る。ホームページへのアクセス件数は夏休みやしし座流星

群の時に集中し、全体で約1372万件となり、月別には表３

の通りとなっている。

また、最新の天文学の情報を電子メールで発信する天文

ニュース（539号～627号）、音声によるテレフォンニュース

サービス（177号～201号）を発行した。各地の天文教育施

設・公開天文台へ最新の天体画像・情報を発信する公開天

文台ネットワーク（PAONET）は８年目を迎え、10月１日

２日の第８回ユーザーズミーティング（国立天文台三鷹）

では、参加施設数が139となった。また、このネットワーク

が試験運用期を含め10周年を迎えるのを機に、３月28日

～29日に PAONET10周年記念シンポジウムを開催し、イ

ンターネット時代の新しい方向性を模索しつつある。



⑶ 成果公開

今年度は、２件の記者会見（①９月26日：「野辺山電波

ヘリアグラフによる超高速伝播現象の観測」に関する記者

発表、②３月20日：「すばる、最も遠い銀河を発見」に関

する記者発表）およびインターネットなどを利用した、主

として天体画像を伴う３件の成果公開（①４月15日：すば

る望遠鏡の成果「銀河の周りに広がる超巨大ガス雲の発見」

のカラー画像公開、②８月９日：すばる望遠鏡の成果「す

ばるが宇宙の果てにある爆発銀河を発見」のカラー画像公

開、③２月８日：「おおかみ座暗黒星雲」の画像公開）を

行った。また、１月10日には「科学記者のための天文学レ

クチャー（第５回）」を開催、「宇宙を探る新しい窓」をテー

マとして、「ガンマ線で探る宇宙（河合誠之・東京工業大

学）」「ニュートリノで探る宇宙（中畑雅行・東京大学宇宙

線研究所・神岡）」「重力波で探る宇宙（藤本真克・国立天

文台）」の３つのレクチャーを行い、16社21名（他14名）の

参加があった。

⑷ 社会教育事業

平成12年７月20日より開始した三鷹地区常時公開を継続

し、公開時間を夏冬とも17時までに変更した。常時公開施

設のひとつ、第一赤道儀室に設置されている望遠鏡を用い

て、５月の連休中、及び夏休み、春休み期間中に特別に運

転公開を行い、見学者が自ら太陽の黒点観測体験ができる

ようにし、特に子供たちに好評であった。３月末までで

16,408名の見学者が訪れた。また、平成14年度の職場訪問

等を含めた団体見学は60件、1,177名であった。

例年行われている三鷹キャンパスの特別公開は、10月26

表1 国立天文台天文情報公開センター広報普及室・電話応答数 2002年４月－2003年３月

太陽 月 暦 時刻 惑星 宇宙 天文 其他 合計

４～６月 567 184 123 35 378 74 232 315 1,908

７～９月 508 324 205 27 391 102 239 746 2,542

10～12月 579 194 187 21 438 60 250 356 2,085

１～３月 509 199 150 20 199 60 203 315 1,655

総 計 2,163 901 665 103 1,406 296 924 1,732 8,190

表2 国立天文台天文情報公開センター広報普及室・インターネットによる質問応答数 2002年４月－2003年３月

太陽の暦 月の暦 暦 時 太陽系 宇宙 見学 其他 合計

４～６月 18 4 4 0 14 17 0 19 76

７～９月 17 8 2 0 28 21 2 44 122

10～12月 11 12 7 0 39 25 2 42 138

１～３月 19 8 8 4 31 29 0 38 137

総 計 65 32 21 4 112 92 4 143 473

表3 国立天文台ホームページ月別アクセス件数 2002年４月－2003年３月

月 件 数 月 件 数 月 件 数

2002╱４ 1,096,862 2002╱８ 1,425,569 2002╱12 957,874

2002╱５ 1,138,518 2002╱９ 1,021,669 2003╱１ 1,198,661

2002╱６ 982,563 2002╱10 1,124,903 2003╱２ 1,132,857

2002╱７ 1,304,360 2002╱11 1,548,940 2003╱３ 788,331

合 計 13,721,107



日に東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究センター

と共同で企画・遂行し、約1,300名の参加があった。

社会教育用公開望遠鏡を用いた定例観望会は、昨年度よ

り雨天曇天時にも中止することなく実施するようにしてい

る。今年度は実施23回、参加者2,626名(この他１回は特別

公開日に予定していたが、雨天のため中止となった)を数え

た。また、２月７日と22日および３月７日と22日には「親

子星空学級」として親子向けのメニューを用意した。

４年目となる高校生対象の宿泊体験学習会「君が天文学

者になる４日間」には、全国から50名の応募があり、最終

的に選考された16名の参加があった。

また、本年度より新しい試みとして、伝統的七夕の日（８

月５日）にあわせたライトダウンキャンペーンを三鷹市と

共に行った。三鷹市芸術文化センターにて「伝統的七夕：

星と音楽と落語の夕べ」を催し、稲田志保子氏（電子ピア

ノソリスト）、新居昭乃氏（歌手）、柳家こゑん氏（落語家）

及び海部台長の講演を行ったのち、連雀中央公園にて星空

観察会を行った。それぞれ約250名、150名の参加があった。

さらに夏休み終盤の８月26日～30日には「大学等地域開

放特別事業・大学 Jr.サイエンス＆ものづくり」の一環とし

て、「夏休みジュニア天文教室」を開催し、工作教室、観察

実習などを行い、272名の参加があり、好評を得た。

公開講座は本年度より、公開講演会として、「すばる望遠

鏡の挑戦―宇宙はどこまで見えてきたか―」というテーマ

で、１月18日に科学技術館において実施した。会場参加者

は239名であった。

全国の天文関連施設と一緒になってすすめている「ス

ター・ウィーク～星空に親しむ週間～」は参加協力団体

220、協力イベント485件であった。

宇宙関連機関で行う「宇宙の日」の各種事業には平成13

年度から参加しているが、今年度は９月15日～17日に松江

で開催された「宇宙ふれあい塾」に参加し、ブースを出展

した。

⑸ 広報配布物の普及活動

国立天文台ニュース（第105号から第116号）の発行、国

立天文台要覧（和文、ハイライト部分の英文抄録）、国立天

文台パンフレット（和文）の改訂、三鷹地区見学パンフレッ

ト、常時公開パンフレット・ポスター作成、特別公開パン

フレット・ポスター作成を、庶務課および各編集委員会等

とともに行った。国立天文台ビデオ編集委員会とともに第

４作「生きている太陽～コロナの輝きを追って」の作成を

完了した。

また、すばる望遠鏡記録映画編集委員会とともに、すば

る望遠鏡建設記録を作品化した。その中でも特に、「未知へ

の航海」（16mmフィルム版、55分作品）は、第57回毎日映

画コンクール記録文化映画賞（短編）、2002年度文化庁優秀

映画大賞（短編部門）、第44回科学技術映像祭文部科学大臣

賞（科学技術部門）、第41回日本産業映画・ビデオコンクー

ル大賞を受賞した。さらに、「国立天文台紹介ビデオシリー

ズ５ もっと遠くを 巨大望遠鏡 すばる」は、第13回

TEPIAハイテクビデオコンクール優秀作品賞を受賞し

た。これら一連の作品の素材とも言うべき膨大な撮影資料

を120分の DVD作品（日本語版、英語版）に取りまとめ、

天文教育施設や関係機関に配布した。

4.新天体情報室の活動

本年度も国立天文台に寄せられる新天体（彗星、小惑星、

新星、超新星など）の発見通報とそれらの確認依頼に対応

した。具体的には、諸資料とデータベースによってまず調

査をし、必要に応じて三鷹の望遠鏡および国内の協力観測

所に観測依頼をし、また情報の確度に従って国際天文学連

合天文電報中央局へ発見報告を行った。また、新天体情報

室のホームページを運用し、新天体に関する最新情報を広

く一般社会と研究者に提供する活動も行った。更に、新天

体情報室業務のために、関連するデータベースの作成と維

持とを行った。

発見、確認依頼の通報は、主に留守番電話＋ポケベルの

システムと FAXで行われ（最近は電子メールの場合も多

い）、休日も昼夜を問わず24時間対応する体制が出来てい

る。通報を受ける業務は当番制で行っている。そのスタッ

フは、常勤併任職員１名、非常勤職員２名、協力職員５名

である。通報の内容は、彗星：11件、UFO・発光天体：11

件、月、惑星、恒星：18件、新星・超新星：８件、火球：

５件、その他はマスコミからの問い合わせ、日の出入り、

人工衛星、見学などの問い合わせであった。

2002年度の通報件数が前年度をかなり下回った理由とし

ては、平均して天候がわるかったこと、通報・問い合わせ

が急増する「しし座流星」が前年度よりはるかに少なく、

マスコミ報道も殆どされなかったこと、などが考えられる。

2002年度の月別夜間通報対応の統計：

2002年

4月 12 件

5月 25

6月 15

7月 26

8月 39

9月 16

10月 17

11月 24

12月 22

2003年

1月 21

2月 27



3月 18

合計 262 件

5.暦計算室の活動

暦計算室は国際的に採用されている基準暦に基づき、太

陽・月・惑星の視位置を始め、諸暦象事項を計算し、国立

学校設置法でいう‘暦書’として‘暦象年表’を発行してい

る。

⑴ 2003年“理科年表”暦部、2004年“暦要項”（2003年２

月３日官報掲載）、2004年の“暦象年表”の計算・編製を

完了した。

⑵ インターネット（http://www.nao.ac.jp/reki）上に‘日

の出・日の入・南中’、‘月の出入・南中’、‘暦要項’等の計

算を前年から３年間載せている。また、2002年８月から

は CGI方式による各地の日の出・日の入・南中、太陽の

方位・高度、月の出入・南中の計算を行い、利用に供し

ている。

⑶ 江戸時代幕府天文方などの資料・文書を引継いでお

り、これら貴重和漢書の保管・管理を図書と共同でおこ

ない、研究にもたずさわっている。

⑷ 天文台の貴重書である和漢書から、図書室と共同で、

第26回「谷秦山と渋川春海」、第27回「西洋天文学の導入」

の常設展示をおこなった。これらの展示は図書室ホーム

ページ「貴重書展示室」に書き加えられ、インターネッ

ト上でも見られる。(http://library.nao.ac.jp/kichou/

open/index.html)

6.研 究

福島登志夫は⑴新しい惑星歳差公式に関する研究、⑵新

しい日月歳差公式の研究、⑶測地線歳差の最適推定の研究、

⑷地球の力学扁平率の高精度決定の研究、⑸新しい恒星

時・世界時変換公式の研究、⑹ケプラー積分関係を用いた

多様体補正型軌道積分法の開発研究、⑺一般の１階常微分

方程式に対する対称線型多段法の研究、を行ったほか、国

際天文学連合天文基準系作業部会天文標準分科会長とし

て、⑻天文定数の改定に従事した。

中井は木下（位置天文・天体力学研究系）と共同で、太

陽系惑星系および太陽系外惑星系の安定について調べてい

る。軌道が安定で離心率の大きな軌道は摂動天体との間に

平均運動共鳴の関係があること、天王星に接近する小惑星

の中には、天王星の軌道面に接近したとき、最大の軌道傾

斜角で天王星の軌道面を横切り天王星の影響を最小にする

機構が働いていることを見付けた。

また、太陽系外惑星系の安定性を調べ、GJ876惑星系で

は、惑星系が２：１平均運動共鳴と近星点の連動が惑星系

の安定性に重要な役割を果たしていることを明らかにし

た。HD82943惑星系では、近星点の配置と系の安定性の関

係について調べている。

中村は、すばる望遠鏡の広視野モザイク CCDカメラを

用いて次の研究を行った：⑴吉田二美と協力して、直径が

１～２kmから500m程度の微小小惑星のサイズ分布と空

間分布を明らかにした。このサイズ領域は、従来まったく

未知の領域であった。⑵デルマワン・ブディと協力して、

表4 暦計算室ホームページ月別アクセス件数 2002年４月－2003年３月

月
日の出入り・南中

表 CGI

方位・高度

CGI

月の出入り・南中

表 CGI
暦要項 その他 合 計

４ 45,787 14,497 6,216 11,346 77,846

５ 48,521 14,712 6,889 12,098 82,220

６ 55,651 17,817 6,727 12,075 92,270

７ 57,329 17,387 7,496 14,003 96,215

８ 68,716 3,771 1,290 19,356 407 8,119 17,945 119,604

９ 76,723 5,576 5,549 19,728 1,065 9,820 25,161 143,622

10 58,592 4,594 12,793 14,961 639 7,527 18,744 117,850

11 57,798 3,308 2,453 16,786 399 7,458 16,856 105,058

12 80,431 8,017 5,480 18,418 584 8,951 23,199 145,080

１ 58,216 4,760 5,560 10,884 363 5,116 17,907 102,806

２ 77,105 7,335 6,125 19,456 751 20,758 15,447 146,977

３ 65,668 5,187 4,369 16,340 1,674 17,841 11,071 122,150



岩石単体として高速回転している小惑星のサイズの上限

は、従来言われていた200m程度ではなく、直径１kmまで

存在することを示した。⑶吉田二美と協力し、小惑星の１

晩だけの観測から、小惑星の軌道半長径と軌道傾斜角を統

計的に推定する方法を開発した。また天文学史の研究では、

特定領域⑴科学研究費「江戸のモノづくり」の天文暦学班

研究代表者として、江戸期の天文暦学資料（書物と器物）

の総合調査を指揮し、約4600件の史料を含む目録（250頁）

を作成し、大学、県立等の主要な図書館に配布した。

渡部はエッジワース・カイパー・ベルト捜索に関する研

究を引き続き行い、独自のサーベイ装置計画の検討を継続

するとともに、木曽シュミット望遠鏡およびすばる望遠鏡

によるサーベイを指揮した。彗星では、アマチュアの藤井

貢氏らと共に、池谷・張彗星のナトリウムの輝度変化から、

彗星のナトリウムの起源が彗星塵からの熱離脱であること

を明らかにした。さらにいくつかの彗星で、ぐんま天文台

の河北秀世と共に、彗星に含まれるアンモニアのオルソ・

パラ比の決定を行った。流星では、しし座流星雨のビデオ

観測から見いだしたクラスター現象（数秒間に数十個の流

星が出現する現象）について考察した。また、総合研究大

学院大学の学長プロジェクトとして「学術最前線の情報発

信とジャーナリズムのミスマッチを探る」という研究を開

始し、12月３日には「基礎科学における広報と報道に関す

るシンポジウム」を主催した。

縣は、⑴宇宙飛行士による講演が中学生に与えた影響を

調べ、⑵日食インターネット中継の教育効果を評価し、⑶

科学教育活動Hands-On Universeの日本での実践を評価

した。また、⑷中学校での恒星の進化に関する教材を作成

しその実践を評価するとともに、⑸国際教育プロジェクト

Jupiter Projectを評価した。これらの研究より、研究機関

や大学が所有する真正資源を初等中等教育における学習活

動で利用する上で、次の３点が有効であることを明らかに

した。○児童・生徒の継続的な関心・意欲の育成のため、

講演やインターネット中継のような学習支援を継続性を

もって実施すること。○児童・生徒の自己学習力の育成に

役立つような探究学習用教材を専門家と教師が共同で開発

し学校で利用すること。○中学生・高校生の自己学習力の

育成のために、専門家が支援する研究過程の縮図的活動を

学校内外で実施すること。以上のように、大学・研究機関

からの学校教育支援活動のあり方に関してまとめた結果に

対して、東京学芸大学大学院連合学校教育学研究科より平

成15年１月に博士（教育学）の学位を授与された。

伊藤は文部科学省科学研究費補助金特定領域研究「我が

国の科学技術黎明期資料の体系化に関する調査・研究（略

称：江戸のモノづくり）」平成13～17年度計画研究A01a

「日本天文暦学史料のグローバルな調査と総合目録の作成」

代表：中村 士に分担者として調査に参加している。

福島英雄は、口径50cm社会教育用公開望遠鏡で冷却

CCDカメラを使用して、81日間の観測を行った。太陽系小

天体、（彗星、小惑）が主な観測対象であった。その他、公

開画像作成のための観測も行い、画像処理を施しインター

ネット国立天文台ホームページの天体画像集と PAONET

（公開天文台ネットワーク）で公開している。個人研究とし

て、彗星の物理的観測を68日間行い、18種類の彗星の形状

と光度変化をモニタ観測した。観測データの処理・測定を

行い、全光度、コマの視直径、尾の長さと方向を専用フォー

マットにしたデータを ICQ（International Comet Quar-

terly）へ報告し、掲載されている。

また、すばる望遠鏡で観測された公開用画像作成のため

の処理を行い、プレスリリース「年老いた星に見つかった

「弾丸」と「角」のような構造」と「すばる、最も遠い銀河

を発見」におけるカラー画像２点を制作した。

生田は、すばる望遠鏡・Suprime-Camで得たデータをも

ちいて、局所銀河群矮小銀河のひとつ Leo Iの色―等級図

を導き、この銀河の最初の星形成は他の矮小銀河と同様、

宇宙初期に起こったことがわかった。これにより、局所銀

河群矮小銀河の最初の星形成時期は、よく一致しておりい

ずれも今から少なくとも約100億年以上昔であったといえ

る。この研究成果は2002年日本天文学会年会・秋季大会で

発表した。また、化学進化モデルをもちい調べたところ、

星形成のセルフ・レギュレーションが観測されている金属

量―絶対等級関係の原因であることがわかった。この研究

結果は2003年日本天文学会年会・春季大会で発表した。



Ⅲ.機 構

1.国立天文台研究組織図

研 究 系 等

光学赤外線天文学・観測システム研究系

太 陽 物 理 学 研 究 系

位 置 天 文 ・ 天 体 力 学 研 究 系

理 論 天 文 学 研 究 系

電 波 天 文 学 研 究 系

地 球 回 転 研 究 系

研 究 施 設

ハ ワ イ 観 測 所

水 沢 観 測 セ ン タ ー

乗 鞍 コ ロ ナ 観 測 所

岡 山 天 体 物 理 観 測 所

野 辺 山 太 陽 電 波 観 測 所

太陽活動世界資料解析センター

野 辺 山 宇 宙 電 波 観 測 所

天文学データ解析計算センター

天 文 機 器 開 発 実 験 セ ン タ ー

天 文 情 報 公 開 セ ン タ ー

管 理 部

技 術 部

評 議 員 会

企 画 調 整 主 幹

台 長

運 営 協 議 員 会



2.評議員・運営協議員

評議員

石 井 紫 郎 東京大学名誉教授

荻 上 紘 一 東京都立大学長

奥 田 治 之 群馬県立ぐんま天文台副台長

梶 谷 誠 電気通信大学長

茅 幸 二 岡崎国立共同研究機構

分子科学研究所長

木 村 孟 大学評価・学位授与機構長

久 城 育 夫 東京大学名誉教授

小 平 桂 一 総合研究大学院大学長

小 林 俊 一 理化学研究所理事長

○佐 藤 文 隆 甲南大学理工学部教授

杉 本 大一郎 放送大学学園千葉放送学習センター長

◎田 中 靖 郎 宇宙科学研究所名誉教授

田 原 博 人 宇都宮大学長

田 村 和 子 共同通信社客員論説委員

辻 隆 東京大学名誉教授

戸 塚 洋 二 高エネルギー加速器研究機構教授

中 村 桂 子 生命誌研究館館長

西 田 篤 弘 日本学術振興会特別監査役

原 田 朋 子 国立遺伝学研究所名誉教授

吉 田 庄一郎 ㈱ニコン取締役会長

◎会長 ○副会長

（任期：平成15年２月１日～平成17年１月31日）

運営協議員

（台外委員）

稲 谷 順 司 宇宙開発事業団招聘研究員

○井 上 一 宇宙科学研究所宇宙圏研究系教授

岡 村 定 矩 東京大学大学院理学系研究科教授

面 高 俊 宏 鹿児島大学理学部教授

春 日 隆 法政大学工学部教授

黒 河 宏 企 京都大学大学院理学研究科

附属天文台教授

定 金 晃 三 大阪教育大学教育学部教授

佐 藤 勝 彦 東京大学大学院理学系研究科教授

竹 本 修 三 京都大学大学院理学研究科教授

藤 本 正 行 北海道大学大学院理学研究科教授

（台内委員）

安 藤 裕 康 光学赤外線天文学・観測システム研

究系教授

家 正 則 光学赤外線天文学・観測システム研

究系教授

井 上 允 電波天文学研究系教授

唐 牛 宏 ハワイ観測所教授

櫻 井 隆 太陽物理学研究系教授

近 田 義 広 電波天文学研究系教授

富 阪 幸 治 理論天文学研究系教授

福 島 登志夫 天文情報公開センター教授

藤 本 眞 克 位置天文・天体力学研究系教授

真 鍋 盛 二 地球回転研究系教授

◎ 山 正 見 理論天文学研究系教授

◎会長 ○副会長

（任期：平成14年12月１日～平成16年11月30日)

3.職 員

平成15年３月31日現在における予算定員は280名で、その

内訳は、台長１名、教授33名、助教授51名、助手93名、そ

の他102名である。

他に外国人客員教授４名、客員教授５名、客員助教授３

名をおく。技術部に属する技術職員は、実際に業務を担当

している各研究系・施設に記載している。

台 長 海 部 宣 男

企画調整主幹（併） 山 正 見

名誉教授（国立天文台）

若 生 康二郎

角 田 忠 一

日江井 榮二郎

山 下 泰 正

森 本 雅 樹

西 村 史 朗

古 在 由 秀

平 山 淳

宮 本 昌 典

成 相 恭 二

岡 本 功

目 信 三

中 野 武 宣

小 平 桂 一

横 山 紘 一

大 江 昌 嗣

名誉教授（旧東京大学東京天文台）
大 澤 清 輝



安 田 春 雄

高 瀬 文志郎

西 恵 三

北 村 正 利

赤 羽 賢 司

守 山 史 生

青 木 信 仰

古 在 由 秀

名誉所員（旧緯度観測所）
高 木 重 次

弓 滋

須 川 力

細 山 謙之輔

管理部
管 理 部 長 辻 田 政 昭

庶務課
課 長 岡 田 一 哉

課 長 補 佐 立 岡 稔

課 長 補 佐 川 合 登巳雄

専 門 職 員 菅 哲 郎

専 門 職 員 西 山 弘 樹

庶務係

係 長 書 上 正 則

事 務 官 倉 上 裕 子

事 務 官 小 林 亮

技 官 雨 宮 秀 巳

企画法規係

係 長 菊 池 信 治

事 務 官 植 松 晃

事 務 官 石 川 順 也

広報係

係 長 山 下 芳 子

人事係

係 長 海老沢 節 夫

事 務 官 山 内 美 佳

事 務 官 築 地 洋 子

研究協力係

係 長 安 藤 秀 之

事 務 官（併)松 浦 孝

共同利用係

係 長（併）川 合 登巳雄

事 務 官 北 野 信 哉

図書係

係 長 村 松 敏 哉

会計課
課 長 吉 田 潔

課 長 補 佐 重 光 良 一

課 長 補 佐 内 田 良 一

総務係

係 長 眞 鍋 浩 二

主 任 林 博

司計係

係 長 須 藤 桂太郎

事 務 官 加 藤 康 洋

管財係

係 長 伊 藤 雅 明

出納・情報処理係

係 長 三 浦 進

主 任 原 田 佐恵子

給与係

係 長 日 向 忠 幸

事 務 官 興 津 美 彦

契約係

係 長 田 中 雄

主 任 井 上 知 巳

事 務 官 山 本 真 一

用度係

係 長 土 屋 賢 一

事 務 官 保 坂 敦 司

事 務 官 古 畑 知 行

技 官 湯 浅 役 茂

施設課
課 長 諸 星 広 一

企画係

係 長 比 毛 康 治

事 務 官 豊 永 貴 子

建築係

係 長 浅 田 常 明

技 官 村 上 和 弘

技 官 小 松 淳 一

設備係

係 長 有 村 義 幸

技 官 清 水 敬 友

技術部
技 術 部 長（併）井 上 允

光学赤外線天文学・観測システム研究系
研 究 主 幹（併）安 藤 裕 康

教 授 有 本 信 雄

教 授 安 藤 裕 康

教 授 家 正 則

教 授 小 林 行 泰

教 授 野 口 邦 男

教 授 水 本 好 彦

助 教 授 磯 部 琇 三

助 教 授（併）市 川 伸 一

助 教 授 田 村 元 秀



助 教 授 中 桐 正 夫

助 教 授 中 村 士

助 教 授 宮 下 暁 彦

助 教 授 山 田 亨

助 教 授 吉 田 道 利

助 手 青 木 和 光

助 手 今 西 昌 俊

助 手 沖 田 喜 一

助 手 柏 川 伸 成

助 手 鳥 居 泰 男

助 手 中 島 紀

助 手 西 川 淳

助 手 三 上 良 孝

助 手 宮内（磯部）良子

助 手 八 木 雅 文

助 手（併）安 田 直 樹

助 手 湯 谷 正 美

技 官 和瀬田 幸 一

太陽物理学研究系
研 究 主 幹（併）櫻 井 隆

教 授 櫻 井 隆

教 授 常 田 佐 久

助 教 授 一 本 潔

助 教 授 末 松 芳 法

助 教 授 関 井 隆

助 教 授（併）中 桐 正 夫

助 手 鹿 野 良 平

助 手 清 水 敏 文

助 手 原 弘 久

技 官 田 村 友 範

位置天文・天体力学研究系
研 究 主 幹（併）藤 本 眞 克

教 授 木 下 宙

教 授 郷 田 直 輝

教 授 藤 本 眞 克

助 教 授 川 村 静 児

助 教 授 千 葉 柾 司

助 教 授 吉 澤 正 則

助 教 授 吉 田 春 夫

助 手 新 井 宏 二

助 手 大 石 奈緒子

助 手 鈴 木 駿 策

助 手 相 馬 充

助 手 高 橋 竜太郎

助 手 辰 巳 大 輔

助 手 辻 本 拓 司

助 手 山 崎 利 孝

技 官 岩 下 光

技 官 久 保 浩 一

技 官 福 嶋 美津広

技 官 松 田 浩

技 官 八 百 洋 子

理論天文学研究系
研 究 主 幹（併）富 阪 幸 治

教 授 杉 山 直

教 授 富 阪 幸 治

教 授 山 正 見

助 教 授 大 木 健一郎

助 教 授 梶 野 敏 貴

助 教 授 谷 川 清 隆

助 手（併）伊 藤 孝 士

助 手 小久保 英一郎

助 手 児 玉 忠 恭

助 手 戸 谷 友 則

助 手 長 島 雅 裕

助 手 藤 田 裕

助 手 和 田 桂 一

電波天文学研究系
研 究 主 幹（併）近 田 義 広

教 授 石 黒 正 人

教 授 井 上 允

教 授 川 邊 良 平

教 授 近 田 義 広

教 授 柴 崎 清 登

教 授 中 井 直 正

教 授 長谷川 哲 夫

教 授 渡 邊 鉄 哉

助 教 授 浮 田 信 治

助 教 授 奥村（川邊）幸子

助 教 授 小 林 秀 行

助 教 授 阪 本 成 一

助 教 授 澤 正 樹

助 教 授 関 本 裕太郎

助 教 授 立 松 健 一

助 教 授 千 葉 庫 三

助 教 授 出 口 修 至

助 教 授 野 口 卓

助 教 授 花 岡 庸一郎

助 教 授 森 田 耕一郎

助 手 井 口 聖

助 手 石 崎 秀 晴

助 手 石 附 澄 夫

助 手 上 田 暁 俊

助 手 梅 本 智 文

助 手 江 澤 元

助 手 亀 野 誠 二



助 手 久 野 成 夫

助 手 河 野 裕 介

助 手 齋 藤 正 雄

助 手 砂 田 和 良

助 手 高 野 秀 路

助 手 横 山 央 明

技 官 池之上 文 吾

技 官 井 上 志津代

地球回転研究系
研 究 主 幹（併）真 鍋 盛 二

教 授 川 口 則 幸

教 授 河 野 宣 之

教 授 笹 尾 哲 夫

教 授 内 藤 勲 夫

教 授 日 置 幸 介

教 授 真 鍋 盛 二

助 教 授 佐 藤 弘 一

助 教 授 佐 藤 忠 弘

助 教 授 花 田 英 夫

助 手 金 子 芳 久

助 手 久 慈 清 助

助 手 酒 井

助 手 柴 田 克 典

助 手 田 村 良 明

助 手 野 田 寛 大

助 手 本 間 希 樹

助 手 松 本 晃 治

助 手 三 好 真

ハワイ観測所
所 長（併）唐 牛 宏

教 授 唐 牛 宏

教 授 西 村 徹 郎

教 授 林 正 彦

教 授 山 下 卓 也

助 教 授 小笠原 隆 亮

助 教 授 臼 田 知 史

助 教 授 佐々木 敏由紀

助 教 授 関 口 和 寛

助 教 授 高 見 英 樹

助 教 授 林 左絵子

助 手 神 澤 富 雄

助 手 小 杉 城 治

助 手 小 林 尚 人

助 手 周 藤 浩 士

助 手 高 田 唯 史

助 手 高 遠 徳 尚

助 手 能 丸 淳 一

助 手 宮 崎 聡

技 官 浦 口 史 寛

技 官 小 俣 孝 司

技 官 倉 上 富 夫

技 官 並 川 和 人

事務部

専 門 員 内 藤 明 彦

専 門 職 員

庶務係

主 任 金 城 徹

事 務 官 濱 村 伸 治

会計係

係 長 岡 田 浩 之

主 任 河野矢 英 成

施設係

技 官 上 田 敏 史

乗鞍コロナ観測所
所 長（併）櫻 井 隆

助 教 授 西 野 洋 平

助 手 熊 谷 收 可

助 手 佐 野 一 成

助 手 野 口 本 和

技 官 加 藤 禎 博

技 官 木 挽 俊 彦

技 官 斉 藤 守 也

技 官 篠 田 一 也

技 官 田 中 伸 幸

岡山天体物理観測所
所 長（併）吉 田 道 利

助 教 授 乗 本 祐 慈

助 教 授 渡 邊 悦 二

助 手 泉 浦 秀 行

助 手 岡 田 隆 史

助 手 小矢野 久

助 手 清 水 康 廣

助 手 栁 澤 顕 史

技 官 稲 田 素 子

事務室

事 務 係 長 小 山 道 弘

事務室主任 國 光 昌 子

技 官 二 宮 孝 子

野辺山太陽電波観測所
所 長（併）柴 崎 清 登

助 教 授 関 口 英 昭

助 手 川 島 進

助 手 下 条 圭 美

技 官 齋 藤 泰 文

技 官 篠 原 徳 之

太陽活動世界資料解析センター



センター長（併）柴 崎 清 登

教 授（併）櫻 井 隆

助 手 宮 下 正 邦

野辺山宇宙電波観測所
所 長（併）中 井 直 正

助 教 授 宮 地 竹 史

助 手 飯 塚 吉 三

助 手 坂 本 彰 弘

助 手 武士俣 健

助 手 御子柴 廣

技 官 石 川 晋 一

技 官 岩 下 浩 幸

技 官 佐 藤 直 久

技 官 高 橋 敏 一

技 官 半 田 一 幸

技 官 宮 澤 和 彦

技 官 宮 澤 千栄子

庶務係

係 長 長 本 安 弘

会計係

係 長 市 村 和 久

経 理 主 任 大 塚 朝 喜

契 約 主 任 澤 田 健 司

技 官 横 森 重 壽

天文学データ解析計算センター
センター長（併）水 本 好 彦

助 教 授 大 石 雅 壽

教 授（併）近 田 義 広

教 授（併）富 阪 幸 治

助 教 授 市 川 伸 一

助 教 授（併）小笠原 隆 亮

助 教 授（併）立 松 健 一

助 教 授（併）千 葉 庫 三

助 手 伊 藤 孝 士

助 手（併）小久保 英一郎

助 手 小 林 信 夫

助 手（併）八 木 雅 文

助 手 安 田 直 樹

助 手（併）和 田 桂 一

技 官 井 上 剛 毅

水沢観測センター
センター長（併）日 置 幸 介

助 教 授 坪 川 恒 也

助 手 浅 利 一 善

助 手 荒 木 博 志

助 手 石 川 利 昭

助 手 岩 舘 健三郎

助 手 亀 谷 收

助 手 佐 藤 克 久

助 手 鶴 田 誠 逸

技 官 堀 合 幸 次

技 官 田 澤 誠 一

事務室

専 門 職 員 千 葉 成

庶務係

係 長（併）千 葉 成

会計係

係 長 及 川 信 一

用 度 主 任 佐 藤 ミキ子

経 理 主 任 小 原 茂 男

天文機器開発実験センター
センター長（併）小 林 行 泰

助 教 授 松 尾 宏

助 教 授 山 口 達二郎

助 手 大 島 紀 夫

助 手 大 坪 政 司

助 手 岡 田 則 夫

助 手 佐々木 五 郎

技 官 大 渕 喜 之

技 官 金 子 慶 子

技 官 鎌 田 有紀子

技 官 中 村 京 子

技 官 西 野 徹 雄

技 官 福 田 武 夫

天文情報公開センター
センター長（併）福 島 登志夫

教 授 福 島 登志夫

助 教 授 中 井 宏

助 教 授（併）中 村 士

助 教 授 渡 部 潤 一

助 手 縣 秀 彦

助 手 伊 藤 節 子

助 手 生 田 ちさと

助 手 福 島 英 雄

広報普及室
室 長（併） 渡 部 潤 一

助 手（併） 縣 秀 彦

助 手（併） 生 田 ちさと

助 手（併） 福 島 英 雄

新天体情報室
室 長（併）中 村 士

暦計算室
室 長（併）中 井 宏

助 手（併）伊 藤 節 子

天文保持室
室 長（併）日 置 幸 介



助 手（併）佐 藤 克 久

技 官（併）堀 合 幸 次

VSOP室
室 長（併）井 上 允

助 教 授（併）小 林 秀 行

助 教 授（併）宮 地 竹 史

助 手（併）武士俣 健

助 手（併）梅 本 智 文

助 手（併）亀 野 誠 二

VERA推進室
教 授（併）川 口 則 幸

教 授（併）笹 尾 哲 夫

教 授（併）真 鍋 盛 二

助 教 授（併）小 林 秀 行

助 教 授（併）宮 地 竹 史

助 手（併）岩 舘 健三郎

助 手（併）亀 谷 收

助 手（併）久 慈 清 助

助 手（併）佐 藤 克 久

助 手（併）柴 田 克 典

助 手（併）田 村 良 明

助 手（併）武士俣 健

助 手（併）本 間 希 樹

技 官（併）堀 合 幸 次

すばる三鷹オフィス
室 長（併）野 口 邦 男

教 授（併）有 本 信 男

教 授（併）安 藤 裕 康

教 授（併）家 正 則

教 授（併）水 本 好 彦

助 教 授（併）田 村 元 秀

助 教 授（併）宮 下 暁 彦

助 教 授（併）山 田 亨

助 手（併）青 木 和 光

助 手（併）今 西 昌 俊

助 手（併）大 島 紀 夫

助 手（併）柏 川 伸 成

助 手（併）三 上 良 孝

助 手（併）八 木 雅 文

助 手（併）湯 谷 正 美

Solar-B推進室
室 長（併）常 田 佐 久

教 授（併）櫻 井 隆

教 授（併）柴 崎 清 登

教 授（併）渡 邊 鉄 哉

助 教 授（併）一 本 潔

助 教 授（併）澤 正 樹

助 教 授（併）末 松 芳 法

助 教 授（併）関 井 隆

助 教 授（併）中 桐 正 夫

助 教 授（併）花 岡 庸一郎

助 手（併）鹿 野 良 平

助 手（併）熊 谷 收 可

助 手（併）清 水 敏 文

助 手（併）下 条 圭 美

助 手（併）西 野 洋 平

助 手（併）野 口 本 和

助 手（併）原 弘 久

助 手（併）宮 下 正 邦

助 手（併）横 山 央 明

技 官（併）加 藤 禎 博

技 官（併）木 挽 俊 彦

技 官（併）篠 田 一 也

技 官（併）田 村 友 範

ALMA計画準備室
教 授（併）石 黒 正 人

教 授（併）川 邊 良 平

教 授（併）近 田 義 広

教 授（併）長谷川 哲 夫

助 教 授（併）浮 田 信 治

助 教 授（併）阪 本 成 一

助 教 授（併）関 本 裕太郎

助 教 授（併）立 松 健 一

助 教 授（併）千 葉 庫 三

助 教 授（併）松 尾 宏

助 手（併）井 口 聖

助 手（併）石 崎 秀 晴

助 手（併）上 田 暁 俊

助 手（併）江 澤 元

助 手（併）齋 藤 正 雄

RISE開発室
教 授（併）河 野 宜 之

教 授（併）日 置 幸 介

助 教 授（併）坪 川 恒 也

助 教 授（併）花 田 英 夫

助 手（併）浅 利 一 善

助 手（併）荒 木 博 志

助 手（併）石 川 利 昭

助 手（併）鶴 田 誠 逸

助 手（併）松 本 晃 治

技 官（併）田 澤 誠 一

データベース天文学推進室
教 授（併）水 本 好 彦

助 教 授（併）大 石 雅 壽

助 手（併）安 田 直 樹



平成14年度中の主な人事異動

※（ ）内は旧官職

○研究系

退職
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.3.31 木 下 宙 定年退職（位置天文・天体力学研究系教授）

15.3.31 佐 藤 弘 一 定年退職（地球回転研究系助教授）

15.3.31 渡 邊 悦 二 定年退職（岡山天体物理観測所助教授）

15.3.31 乗 本 祐 慈 定年退職（岡山天体物理観測所助教授）

任期満了
15.4.1 笹 尾 哲 夫 平成15年３月31日限り任期満了により退職（地球回転研究系教授）

15.4.1 金 子 芳 久 平成15年３月31日限り任期満了により退職（地球回転研究系助手）

採用
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 齋 籐 正 雄 電波天文学研究系助手

14.8.1 野 田 寛 大 地球回転研究系助手

14.9.1 生 田 ちさと 天文情報公開センター助手

転出
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 藤 澤 健 太 山口大学理学部助教授（電波天文学研究系助手）

転入
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 兒 玉 忠 恭 理論天文学研究系助手（東京大学大学院理学系研究科助手）

○管理部

退職
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.3.31 二 宮 孝 子 定年退職 （管理部庶務課調理師）

任期満了
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.3.31 小 林 亮 任期満了により退職（庶務課庶務係）

辞職
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.2.28 大久保 郁 宏 辞職（管理課企画法規係）

15.3.31 菅 哲 郎 辞職（ハワイ観測所専門職員）

採用
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 山 本 真 一 会計課契約係

14.12.1 大久保 郁 宏 庶務課企画法規係

15.3.1 石 川 順 也 庶務課企画法規係

再任用
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 小 林 亮 庶務課庶務係

転出
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 佐々木 強 文部科学省研究振興局環境・産業連携課技術移転推進室室長補佐（会計課長）

14.4.1 山 岸 正 徳山工業高等専門学校学生課長（庶務課課長補佐）



14.4.1 梅 原 英 克 東京大学経理部主計課課長補佐（会計課課長補佐）

14.4.1 市 村 櫻 子 東京大学情報基盤センター学術情報リテラシー掛長（庶務課図書係長）

14.4.1 渡 邊 一 兄 東京大学学生部厚生課奨学第一掛長（会計課総務係長）

14.4.1 羽 賀 敬 東京大学経理部主計課企画法規掛長（会計課司計係長）

14.4.1 北 林 俊 和 信州大学経理部契約室経理第二係長（会計課用度係長）

14.4.1 加 藤 義 孝 電気通信大学施設課企画係長（施設課企画係長）

14.4.1 保 坂 道 徳 信州大学経理部経理課旅費経理係長（庶務課野辺山地区庶務係長）

14.4.1 木 坂 眞 一 岩手大学学生部教務課共通教育係長（会計課水沢地区会計係長）

14.4.1 池 本 誠 也 独立行政法人国立科学博物館普及部普及課専門職員（庶務課）

14.4.1 森 谷 勝 宏 電気通信大学会計課調達第二係（会計課給与係）

転入
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 吉 田 潔 会計課長（文部科学省大臣官房会計課第一予算班第一係長）

14.4.1 内 田 良 一 会計課課長補佐（東京大学経理部経理課専門職員）

14.4.1 村 松 敏 哉 庶務課図書係長（東京大学大学院経済学研究科助手）

14.4.1 長 本 安 弘 庶務課野辺山地区庶務係長（信州大学繊維学部経理係長）

14.4.1 小 山 道 弘 庶務課岡山地区事務係長（岡山大学農学部会計係会計主任）

14.4.1 真 鍋 浩 二 会計課総務係長（東京大学経理部管財課管財第二掛主任）

14.4.1 須 藤 桂太郎 会計課司計係長（東京大学経理部主計課予算第一掛主任）

14.4.1 土 屋 賢 一 会計課用度係長（信州大学経理部契約室第二係主任）

14.4.1 及 川 信 一 会計課水沢地区会計係長（岩手大学学生部教務課専門職員）

14.4.1 比 毛 康 治 施設課企画係長（電気通信大学会計課司計係主任）

14.4.1 北 野 信 哉 庶務課共同利用係（岐阜大学経理部経理課）

14.4.1 倉 上 裕 子 庶務課庶務係（電気通信大学学生部教務課）

14.4.1 加 藤 康 洋 会計課司計係（東京大学分子細胞生物学研究所）

14.4.1 清 水 敬 友 施設課設備係（東京大学医科学研究所経理課）

○技術部

定年退職
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.3.31 井 上 志津代 定年退職（技術第二課課長補佐）

任期満了
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

15.3.31 八 百 洋 子 任期満了により退職（技術第一課）

採用
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 大 渕 喜 之 技術第一課

再任用
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.4.1 八 百 洋 子 技術第一課

転出
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.10.1 中 島 潔 宇宙科学研究所臼田宇宙空間観測所（技術第二課）

転入
発令年月日 氏 名 異 動 内 容

14.12.1 池之上 文 吾 技術第二課（京都大学原子炉実験所）



客員教授・助教授（国内）

期間：平成14年４月１日～平成15年３月31日

北海道大学大学院理学研究科教授 藤 本 正 行 理論天文学研究系教授共通基礎理論研究部門

鹿児島大学理学部教授 面 髙 俊 宏 地球回転研究系教授精密位置計測研究部門

お茶の水女子大学理学部教授 増 永 良 文 電波天文学研究系教授電波天文基礎論研究部門

京都大学大学院理学研究科助教授 太 田 耕 司 光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授

天文機器技術研究部門

名古屋大学大学院理学研究科助教授 花 輪 知 幸 太陽物理学研究系助教授天体物理実験研究部門

長野工業高等専門学校助教授 大 西 浩 次 光学赤外線天文学・観測システム研究系助教授

天文機器技術研究部門

平成帝京大学助教授 山 口 喜 博 理論天文学研究系助教授共通基礎理論研究部門

宇宙開発事業団副主任開発部員 岩 田 隆 浩 地球回転研究系助教授精密位置計測研究部門

外国人研究員（客員分）

Krishna Swamy （13.8.1～14.7.31）（タタ基礎研究所教授・インド）

Sergei A.Levshakov （13.6.27～14.6.26）（ヨッフェ物理学工学研究所上級研究員・ロシア連邦）

Garik Israelian （14.7.1～14.9.30）（カナリア諸島天文学研究所准教授・アルメニア共和国）

Rangaiah Kariyappa （14.8.1～14.10.31）（インド天体物理研究所科学者Ｄ・インド）

Bernhard Hartmut Kliem （14.9.18～14.12.17）（ポツダム天体物理学研究所上級研究員・ドイツ連邦共和国）

Jean Souchay （14.6.18～14.9.17）（パリ天文台助教授・フランス共和国）

Zhu Zong-Hong （14.11.1～15.7.31）（中国科学院北京天文台助教授・中華人民共和国）

外国人研究員（COE分）

Wang Yiping （13.4.11～14.4.10）（紫金山天文台助教授・中華人民共和国）

Viktor Fedorovich Melnikov （13.7.24～14.4.23）（ニズニーノブゴロド電波物理学研究所主任研究員・ロシア連邦）

外国人研究員（特別分）

Peter Beyersdorf （14.4.１～15.3.31）（日本学術振興会外国人特別研究員・アメリカ合衆国）

Friday Barikpe Sigalo （14.7.17～15.7.16）（リバース州立科学技術大学上級講師・ナイジェリア連邦共和国）

Maria Rioja （15.2.1～15.3.14，

15.6.23～16.1.31）

（スペイン国立天文台客員研究員・スペイン）

研究機関研究員

川 端 弘 治 平成14年４月１日～平成15年３月31日 観測天文学に関する研究及び開発研究支援

古 澤 久 徳 平成14年４月１日～平成15年３月31日 観測天文学に関する研究及び開発研究支援

佐 藤 修 一 平成14年４月１日～平成15年３月31日 TAMA300の観測運転

折 戸 学 平成14年４月１日～平成15年３月31日 元素合成の研究

長 滝 重 博 平成14年４月１日～平成14年８月31日 超新星の物理についての研究

官 谷 幸 利 平成14年４月１日～平成15年３月31日 VERAデータ解析システムの作成及びアストロメトリ観測計画の検討

藤 井 高 宏 平成14年４月１日～平成15年３月31日 VERA入来局におけるシステム調整

徂 徠 和 夫 平成14年４月１日～平成14年４月30日 11m電波望遠鏡の開発及びそれによる観測的研究

前 澤 裕 之 平成14年４月１日～平成15年３月31日 高感度サブミリ波検出器の開発と応用

宮 崎 敦 史 平成14年４月１日～平成15年３月31日 45m電波望遠鏡の技術開発とそれによる観測的研究

大 西 晶 子 平成14年４月１日～平成14年７月31日 電波観測技術の開発と星形成過程の観測的研究

田 中 壱 平成14年５月１日～平成15年３月31日 すばる望遠鏡観測所プロジェクト補佐

河 野 裕 介 平成14年８月１日～平成14年11月30日 RISEに関する精密ドップラー計測法に関する研究

小 山 博 子 平成14年９月30日～平成15年３月31日 「重力多体系がベキ相関構造を自発形成する現象についての力学構造の解明」の研究



4.委員会・専門委員会

総合計画委員会（15名）

台外委員（７名）

大 谷 浩 京都大学大学院理学研

究科

教 授

大 橋 隆 哉 東京都立大学大学院理

学研究科

教 授

芝 井 広 名古屋大学大学院理学

研究科

教 授

柴 田 一 成 京都大学大学院理学研

究科

教 授

柴 橋 博 資 東京大学大学院理学系

研究科

教 授

二間瀬 敏 史 東北大学大学院理学研

究科

教 授

○山 本 智 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

台内委員（８名）

有 本 信 雄 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

教 授

梶 野 敏 貴 理論天文学研究系 助 教 授

☆小 林 秀 行 電波天文学研究系 助 教 授

郷 田 直 輝 位置天文・天体力学研

究系

教 授

櫻 井 隆 太陽物理学研究系 教 授

近 田 義 広 電波天文学研究系 教 授

日 置 幸 介 地球回転研究系 教 授

◎ 山 正 見 理論天文学研究系 企画調整主幹

◎ 委員長 ○ 副委員長 ☆ 幹事

任期： 平成13年５月16日 ～ 平成15年２月28日

研究交流委員会（15名）

台外委員（７名）

市 川 隆 東北大学大学院理学研

究科

助 教 授

尾 中 敬 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

小 杉 健 郎 宇宙科学研究所 教 授

面 高 俊 宏 鹿児島大学理学部 教 授

○田 中 培 生 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

水 野 亮 名古屋大学大学院理学

研究科

助 教 授

嶺 重 慎 京都大学基礎物理学研

究所

教 授

台内委員（８名）

井 上 允 電波天文学研究系 教 授

◎藤 本 真 克 位置天文・天体力学研

究系

教 授

小 林 行 泰 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

教 授

真 鍋 盛 二 地球回転研究系 教 授

杉 山 直 理論天文学研究系 教 授

谷 川 清 隆 理論天文学研究系 助 教 授

常 田 佐 久 太陽物理学研究系 教 授

長谷川 哲 夫 電波天文学研究系 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長

任期： 平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日

光赤外専門委員会（12名）

台外委員（６名）

大 杉 節 広島大学大学院理学研

究科

教 授

○太 田 耕 司 京都大学大学院理学研

究科

助 教 授

大 橋 正 健 東京大学宇宙線研究所 助 教 授

定 金 晃 三 大阪教育大学教育学部 教 授

長 田 哲 也 名古屋大学大学院理学

研究科

助 教 授

松 原 英 雄 宇宙科学研究所 助 教 授

台内委員（６名）

家 正 則 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

教 授

◎唐 牛 宏 ハワイ観測所 教 授

川 村 静 児 位置天文・天体力学研

究系

助 教 授

野 口 邦 男 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

教 授

☆松 尾 宏 天文機器開発実験セン

ター

助 教 授

吉 澤 正 則 位置天文・天体力学研

究系

助 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長 ☆ 幹事

任期： 平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日

電波専門委員会（16名）

台外委員（８名）

○岩 田 隆 浩 宇宙開発事業団 副主任開発部員

大久保 修 平 東京大学地震研究所 教 授



太 田 耕 司 京都大学大学院理学研

究科

助 教 授

面 高 俊 宏 鹿児島大学理学部 教 授

春 日 隆 法政大学工学部 教 授

土 居 守 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

福 井 康 雄 名古屋大学大学院理学

研究科

教 授

山 本 智 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

台内委員（８名）

奥 村 幸 子 電波天文学研究系 助 教 授

川 邊 良 平 電波天文学研究系 教 授

郷 田 直 輝 位置天文・天体力学研

究系

教 授

小 林 秀 行 電波天文学研究系 助 教 授

笹 尾 哲 夫 地球回転研究系 教 授

佐 藤 忠 弘 地球回転研究系 助 教 授

◎中 井 直 正 電波天文学研究系 教 授

長谷川 哲 夫 電波天文学研究系 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長

任期： 平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日

理論・計算機専門委員会（10名）

台外委員（５名）

大 原 謙 一 新潟大学理学部 助 教 授

須 藤 靖 東京大学大学院理学系

研究科

助 教 授

土 橋 一 仁 東京学芸大学教育学部 助 手

○中 川 貴 雄 宇宙科学研究所 教 授

濱 部 勝 日本女子大学理学部 助 教 授

台内委員（５名）

市 川 伸 一 天文学データ解析計算

センター

助 教 授

☆小久保 英一郎 理論天文学研究系 助 手

近 田 義 広 電波天文学研究系 教 授

千 葉 柾 司 位置天文・天体力学研

究系

助 教 授

◎富 阪 幸 治 理論天文学研究系 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長 ☆ 幹事

任期： 平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日

太陽・天体プラズマ専門委員会（10名）

台外委員（５名）

秋 岡 眞 樹 通信総合研究所平磯太

陽観測センター

センター長

上 野 悟 京都大学大学院理学研

究科

助 手

草 野 完 也 広島大学大学院先端物

質科学研究科

助 教 授

○小 島 正 宜 名古屋大学太陽地球環

境研究所

教 授

坂 尾 太 郎 宇宙科学研究所 助 教 授

台内委員（５名）

小 林 行 泰 光学赤外線天文学・

観測システム研究系

教 授

◎桜 井 隆 太陽物理学研究系 教 授

関 井 隆 太陽物理学研究系 助 教 授

富 阪 幸 治 理論天文学研究系 教 授

渡 邊 鉄 哉 電波天文学研究系 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長

任期： 平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日

すばる望遠鏡専門委員会（12名）

台外委員（６名）

市 川 隆 東北大学大学院理学研

究科

助 教 授

岡 村 定 矩 東京大学大学院理学系

研究科

教 授

佐 藤 修 二 名古屋大学大学院理学

研究科

教 授

○舞 原 俊 憲 京都大学大学院理学研

究科

教 授

片 宏 一 宇宙科学研究所 助 教 授

仲 野 誠 大分大学教育福祉科学

部

助 教 授

台内委員（６名）

◎家 正 則 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

教 授

☆田 村 元 秀 光学赤外線天文学・観

測システム研究系

助 教 授

山 下 卓 也 ハワイ観測所 教 授

林 正 彦 ハワイ観測所 教 授

福 島 登志夫 天文情報公開センター 教 授

杉 山 直 理論天文学研究系 教 授

◎ 委員長 ○ 副委員長 ☆ 幹事

任期：平成13年３月１日 ～ 平成15年２月28日



5.特別共同利用研究員・特別研究員等

＊特別共同利用研究員（受託学生）

受入期間> 指導教官>

博士課程

町田 正博(北海道大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 富阪 幸治 教 授

鍛冶澤 賢(東北大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 山田 亨 助教授

鈴木 竜二(東北大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 西村 徹郎 教 授

東谷千比呂(東北大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 西村 徹郎 教 授

芝塚 要公(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 川邊 良平 教 授

鈴木 建(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 梶野 敏貴 助教授

富田 浩行(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 小林 行泰 教 授

三澤 透(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 家 正則 教 授

山田 善彦(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 有本 信雄 教 授

大野 博司(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 杉山 直 教 授

直井 隆浩(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 田村 元秀 助教授

市来 浄興(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 梶野 敏貴 助教授

伊吹山秋彦(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 有本 信雄 教 授

沖浦真保子(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 川邊 良平 教 授

倉山 智春(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 小林 秀行 助教授

小谷 隆行(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 福島登志夫 教 授

齋藤 智樹(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 川邊 良平 教 授

杉本 正宏(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 長谷川哲夫 教 授

宗宮健太郎(東京大学大学院新領域創成科学研究科） H14.4.1～15.3.31 川村 静児 助教授

永田 竜(京都大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 杉山 直 教 授

榎 基宏(大阪大学大学院理学研究科） H14.4.1～15.3.31 郷田 直輝 教 授

山内 彩(九州大学大学院理学府） H14.4.1～15.3.31 中井 直正 教 授

萩野 正興(明星大学大学院情報学研究科） H14.4.1～15.3.31 櫻井 隆 教 授

浅山信一郎(大阪府立大学大学院理学系研究科） H14.4.1～14.9.30 野口 卓 助教授

根建 航(東京大学大学院理学系研究科） H14.9.1～15.3.31 林 正彦 教 授

松田 有一(東北大学大学院理学研究科） H14.10.1～15.3.31 山田 亨 助教授

浅山信一郎(大阪府立大学大学院理学系研究科） H14.10.1～15.3.31 野口 卓 助教授

修士課程

川本 司(北海道大学大学院理学研究科） H14.4.1～14.9.30 安藤 裕康 教 授

西村 紀彦(福岡教育大学大学院教育学研究科） H14.4.1～14.9.30 谷川 清隆 助教授

小野寺仁人(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 有本 信雄 教 授

佐々木孝浩(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 梶野 敏貴 助教授

須田 浩志(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 笹尾 哲夫 教 授

内藤誠一郎(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 長谷川哲夫 教 授

原田 渉(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 福島登志夫 教 授

美濃和陽典(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 家 正則 教 授

佐藤 将史(東京大学大学院理学系研究科） H14.4.1～15.3.31 田村 元秀 助教授

佐藤 祐介(東京学芸大学大学院教育学研究科） H14.4.1～15.3.31 中村 士 助教授

西川 貴行(東京理科大学大学院理学研究科） H14.10.1～15.3.31 林 正彦 教 授



＊日本学術振興会・特別研究員

受入期間> 指導教官>

中西康一郎 H12.4.1～15.3.31 川邊 良平 教 授

大槻かおり H13.4.1～16.3.31 梶野 敏貴 助教授

後藤 美和 H13.4.1～16.3.31 林 正彦 教 授

濱名 崇 H13.4.1～16.3.31 千葉 柾司 助教授

大向 一行 H13.4.1～16.3.31 山 正見 教 授

竹内 努 H14.4.1～16.3.31 有本 信雄 教 授

寺澤真理子 H14.4.1～15.3.31 梶野 敏貴 助教授

井上 太郎 H14.4.1～17.3.31 杉山 直 教 授

幸田 仁 H14.4.1～17.3.31 長谷川哲夫 教 授

＊日本学術振興会・外国人特別研究員

受入期間> 指導教官>

平 勁松 H13.11.25～15.11.24 日置 幸介 教 授

ISHITSUKA IBA Jose Kaname  H14.9.1～16.8.31 小林 秀行 助教授

＊天文学会 2003年度内地留学奨学金支給者

期 間> 指導教官>

加藤 雄二（厚木市役所臨時職員） H15.1.1～15.12.31 谷川 清隆 助教授

研究題目：中国の古代天文記録における月星接近現象の全調査

6.予 算

平成14年度歳出決算額

平成14年度国立天文台の歳出決算額は次のとおりであ

る。

人 件 費 2,701,030千円

物 件 費 9,541,437千円

施 設 整 備 費 25,399千円

改革推進公共投資施設整備費 488,315千円

科 学 技 術 振 興 調 整 費 27,010千円

合 計 12,783,191千円

平成14年度科学研究費補助金

研 究 種 目 課題数
交付額(単位：千円)

直接経費 間接経費 計

特別推進研究⑴ 1 22,000 6,600 28,600

特別推進研究⑵ 1 124,000 37,200 161,200

特定領域研究⑴ 1 11,600 － 11,600

特定領域研究⑵ 5 101,800 － 101,800

基盤研究A⑵ 7 77,800 23,340 101,140

基盤研究B⑴ 1 1,200 － 1,200

基盤研究B⑵ 5 25,000 － 25,000

基盤研究C⑵ 14 15,800 － 15,800

萌芽研究 2 2,200 － 2,200

若手研究B 8 8,700 － 8,700

特別研究員奨励費
(特別研究員）

9 10,600 － 10,600

特別研究員奨励費
(外国人特別研究員）

2 1,800 － 1,800

合 計 56 402,500 67,140 469,640



7.共同開発研究、共同研究、研究会・ワークショップ

⑴ 共同開発研究

代 表 者 研 究 課 題

１.小 川 英 夫 (大阪府立大学） 超伝導ミクササイドバンド比測定システムの開発

２.岡 朋 治 (東京大学） テラヘルツ帯超伝導ホット・エレクトロン・ボロメータ・ミクサ受信機

の開発

３.百 瀬 宗 武 (茨城大学） 183GHzラジオメータを用いた位相補償法の開発研究

４.海老塚 昇 (理化学研究所） ELDI鏡面研削法を応用した大型 SiC超軽量ミラーの開発

５.坪 井 昌 人 (茨城大学） SZ効果観測用40GHz6ビーム受信機のアップグレード

６.杉 谷 光 司 (名古屋市立大学） 広視野グリズム分光撮像装置へのVPHグリズムの実用化研究

７.諸 橋 信 一 (山口大学） 電磁波検出用超伝導トンネル接合の高品質化と多素子化

８.安 藤 浩 哉 (豊田工高専） 広帯域ミリ波・サブミリ波受信機用薄膜型90度ハイブリッドの開発

９.佐 藤 修 二 (名古屋大学） 非球面形状検査塔の構築

10.大 西 利 和 (名古屋大学） ミリ波・サブミリ波望遠鏡用リモート観測システムの開発

11.羽 部 朝 男 (北海道大学） 北大11m電波望遠鏡によるアンモニア分子スペクトル線サーベイ観測

のための分光計開発

⑵ 共同研究

代 表 者 研 究 課 題

１.松 原 英 雄 (宇宙科学研究所） スペースからの超高角分解赤外線観測計画の検討

２.高 田 昌 之 (電気通信大学） 問題解決能力を有する自律型天体観測システムの開発

３.松 田 健太郎 (東北大学） 線スペクトル偏光分光装置のデータ整約ソフト開発

４.山 田 良 透 (京都大学） 高精度アストロメトリ JASMINEのための、Virtual Galaxyシミュ

レーションシステム開発

５.川 上 新 吾 (大阪市立科学館） 乗鞍液晶ポラリメータ・偏光プロファイルの解析とその応用

６.関 口 昌 由 (木更津高専） Ｎ体問題における自由度ｄの部分系の分類

７.池 内 了 (名古屋大学） SDSSサンプルを用いた BALクエーサーの進化

８.金 光 理 (福岡教育大学） 研究観測画像の教育への応用に関する共同研究

９.林 祥 介 (北海道大学） 天体内部運動の理解のための基礎的流体数値実験の研究

⑶ 研究会・ワークショップ

代 表 者 参加者数 名 称

１.土 居 守 (東京大学） 130名 光天連シンポジウム 日本の光学赤外線天文学の将来

２.高 津 裕 道 (京都大学） 320名 第32回天文・天体物理若手の会 夏の学校

３.柴 田 一 成 (京都大学） 55名 Solar-B時代の太陽物理学

４.矢 野 創 (宇宙科学研究所） 146名 しし座流星雨国際科学シンポジウム

５.福 田 洋 一 (京都大学） 41名 精密測距技術の応用に関する研究集会

６.伊 藤 洋 一 (神戸大学） 50名 高空間分解能観測による惑星形成過程の解明

７.市 川 伸 一 (国立天文台） 29名 21世紀の天文情報処理（天文情報処理研究会第50回会合）

８.富 阪 幸 治 (国立天文台） 160名 シミュレーション天文学最前線2002

９.渡 部 潤 一 (国立天文台） 80名 基礎科学の広報と報道に関するシンポジウム



8.施設等の共同利用

区分 観測装置の別等 採択数 延人数 備考

観測所等の共同利用 188cm鏡（プロジェクト観測) 2件 15名 ４機関

岡山天体物理観測所 188cm鏡(一般） 20件 78名(２) 15機関・１カ国

91cm鏡 24件 127名 12機関

ハワイ観測所 78件(14） 241名(41) 42機関・７カ国

乗鞍コロナ観測所 7件 29名 12機関

45m鏡 34件(７) 168名(32) 43機関・10カ国

45m鏡(ショートプログラム) 15件(７) 61名(19) 20機関・８カ国

野辺山宇宙電波観測所 45m鏡(長期） 2件 27名（２） 14機関・２カ国

Rainbow 7件 30名（１） ９機関・１カ国

ミリ波干渉計 22件（７） 111名(29) 35機関・10カ国

野辺山太陽電波観測所 22件(16) 82名(39) 19機関・５カ国

水沢観測センター 3件 4名 ２機関

天文学データ解析計算センター 631件 631名 83機関・６カ国

三鷹 6件 ４機関
計算機の共同利用

水沢 2件 ２機関

共同研究 9件 ９機関

研究会・ワークショップ 9件 ５機関

※（ ）内は外国人の数で内数

備考欄の国数は日本を含まない

⑴ 共同利用：岡山天体物理観測所

188cm望遠鏡プロジェクト観測（前期）

代 表 者 課 題

１.竹 田 洋 一 （駒澤大学） 惑星系をもつ恒星の分光学的手法に基づく総合研究

視線速度微細変化検出、線輪郭精密解析、表面組成解析からの多面的アプ

ローチ

188cm望遠鏡プロジェクト観測（後期）

代 表 者 課 題

１.竹 田 洋 一 （駒澤大学） 惑星系をもつ恒星の分光的手法に基づく総合研究

視線速度微細変化検出、線輪郭精密解析、表面組成解析からの多面的アプ

ローチ

188cm望遠鏡一般

代 表 者 課 題

１.野 上 大 作 （京都大学） Zeeman 効果を用いたフレア星の磁場強度の測定

２.佐 藤 文 衛 （東京大学） 視線速度精密測定によるＧ型巨星のまわりの惑星探査

３.比田井 昌 英 （東海大学） F-K型ハロー矮星および巨星のアルファ元素組成（Ⅱ）：硫黄組成

４.定 金 晃 三 （大阪教育大学） Hg-Mn星のMnII他の輝線の探査

５.奥 村 真一郎 （宇宙開発事業団） 近赤外未同定輝線の空間構造

６.佐 藤 文 衛 （東京大学） 視線速度精密測定によるＧ型巨星の惑星サーベイ



７.大 塚 雅 昭 （東北大学） 低電離微細構造をもつ惑星状星雲

８.比田井 昌 英 （東海大学） F-K型ハロー矮星および巨星のアルファ元素組成：硫黄組成（Ⅲ）

９.大 橋 宏 幸 （京都大学） フレア星の磁場強度および自転速度の測定

10.増 田 盛 治 （国立天文台岡山） HIPPARCOS SPBsの線輪郭変動（Ⅱ）

11.石 井 未 来 （国立天文台） 近赤外分光による中質量YSOの進化系統の分類⑶ JHバンド分光

12.伊 藤 洋 一 （神戸大学） 原始惑星系円盤の進化と前主系列星の金属量

13.長 尾 透 （東北大学） Origin of the［FeⅡ］Emission in AGNs；部分電離領域ではダストは壊

されているか

14.今 村 剛 （宇宙科学研究所） 金星夜面分光による一酸化炭素・酸素分子濃度モニタリング

15.松 柳 育 子 （神戸大学） 高密度星形成領域 LkHα101における褐色矮星形成の研究

16.神 戸 栄 治 （防衛大学校） 太陽型振動候補星αCMiのヨードセル観測

17.佐 藤 文 衛 （東京大学） 視線速度精密測定によるＧ型巨星の惑星サーベイ

18.Hiroko Shinnaga (Harvard-Smithsonian) Spectropolarimetry of VY Canis Majoris

19.比田井 昌 英 （東海大学） F-K型ハロー矮星および巨星のアルファ元素組成：硫黄組成（Ⅳ）

20.松 山 浩 子 （神戸大学） 連星系における系外惑星の観測

91cm望遠鏡

代 表 者 課 題

１.川 端 弘 治 （国立天文台） HBSの較正観測

２.秋田谷 洋 （東北大学） Vega-like starsの星周ディスクによる偏光の検出

３.松 村 雅 文 （香川大学） 単一の星間雲による星間偏光の特性

４.岡 崎 彰 （群馬大学） 短周期連星の偏光分光測光

５.川 端 弘 治 （国立天文台） 塵形成領域の偏光分光観測

６.吉 岡 一 男 （放送大学） RV Tau型変光星の偏光分光観測

７.平 田 龍 幸 （京都大学） B型輝線星の長期偏光変動

８.川 端 弘 治 （国立天文台） HBSの較正観測

９.松 田 健太郎 （東北大学） AGB星及びその星周における偏光の検出

10.平 田 龍 幸 （京都大学） Ｂ型輝線星の長期偏光変動

11.松 村 雅 文 （香川大学） 単一の星間雲による星間偏光の特性

12.高 橋 茂 （神戸大学） 小惑星表面の微細構造の推定

13.菊 地 厚 人 （香川大学） Stock 2領域における星間磁場の揺らぎの研究

14.松 村 雅 文 （香川大学） 若い星状天体 R Monの連続光とHα輝線の偏光特性

15.秋田谷 洋 （東北大学） Vega-like starsの星周ディスクによる偏光の検出

16.岡 崎 彰 （群馬大学） HBSの較正観測

17.平 田 龍 幸 （京都大学） Ｂ型輝線星の長期偏光変動

18.菊 地 厚 人 （香川大学） Stock 2領域における星間磁場の揺らぎの研究

19.川 端 弘 治 （国立天文台） 塵形成領域の偏光分光観測

20.小 沢 賢 司 （東北大学） 星間偏光と星間吸収線の比較研究

21.長 俊 成 （東北大学） Post-AGB星とその星周における偏光の検出

22.松 村 雅 文 （香川大学） 若い星状天体 R Monの連続光とHα輝線の偏光特性

23.本 間 賢 一 （東北大学） 早期型近接連星系の偏光分光学的研究

24.岡 崎 彰 （群馬大学） Herbig Ae/Be星の偏光分光観測



⑵ 共同利用：ハワイ観測所

すばる望遠鏡

前期

１ Myung Gyoon Lee  Seoul National University  Kinematic Origin of Globular Cluster Systems in Virgo
 

Elliptical Galaxies

２ Masatoshi Imanishi  NAOJ  Buried AGNs in LINER-Type Ultraluminous Infrared
 

Galaxies

３ Tae-Soo Pyo  NAOJ  Probing the Nature of Young Stellar Outflows toward
 

rho Ophiuchi Jet Driving Sources

４ Masashi Chiba  NAOJ  Multi-object Spectroscopy of Stream Stars in the Galac-

tic Halo

５ Tadashi Nakajima  NAOJ  Infrared Spectroscopy of Brown Dwarfs

６ Takashi Murayama  Tohoku University  How Opaque Are Dusty Tori in Type 2Seyfert Gal-

axies?

７ Michihiro Takami  University of Hertfordshire  A Search for young binaries using spectro-astrometry

８ Jochen Greiner  Astrophysical Institute
 

Potsdam
 

Identifying the first supersoft X-ray source(s)in M31

９ Shuji Deguchi  NAOJ  COMICS Observations of Maser Stars with no IRAS or
 

MSX association

10 Takashi Hamana  NAOJ  New Constraints on Lambda from Observations of
 

Lensing Galaxies

11 Koji Sugitani  Nagoya City University  Infrared study of protoplanetary disks in the nearest
 

star-forming region

12 Nobuo Arimoto  NAOJ  Stellar Abundance Pattern of Ursa Minor Dwarf Spher-

oidal Galaxy

13 Kazuhiro Shimasaku University of Tokyo  Follow-up imaging of a large-scale distribution of Ly-

alpha emitters at z＝4.86

14 Nobuo Arimoto  NAOJ  Spectroscopic Age Determination of Elliptical Galaxies
 

in Virgo Cluster

15 Ryoko Ishioka  Kyoto University  Velocity-field mapping of dwarf-nova accretion disks

16 Toru Yamada  NAOJ  A Photometric Search for Extrasolar Planets by the
 

Transit Method

17 Chris Simpson  NAOJ  The reddening and gas-to-dust ratios in high-redshift
 

hard X-ray quasars

18 Chris Simpson  NAOJ  Uncovering the Hidden Star Formation History of the
 

Universe

19 Yoichi Itoh  Kobe University  Thermal  History during  Formation Process of
 

Planetesimals

20 Ikuru Iwata  Kyoto University  NIR Spectroscopy of H-alpha emitters at z～1.5

21 Tsuko Nakamura  NAOJ  Spin and Shape Distributions for Sub-km Main Belt
 

Asteroids

22 Wako Aoki  NAOJ  Isotope ratios of Eu and Pb in s-process-rich, very
 

metal-poor stars

23 Takahiro Fujii  NAOJ  Chemical composition study of post-AGB stars in globu-

lar clusters with HDS

24 Yuhri Ishimaru  Institute d’Astrophysique
 

de Paris
 

The origin of r-process nuclei



25 Nobunari Kashikawa NAOJ  Deep Spectroscopy of an Unusually Red Galaxy Dis-

covered in the Subaru Deep Field

26 Tomoki Hayashino  Tohoku University  Search for Large Scale Structures at Redshift 3

27 Tadayuki Kodama  University of Tokyo  The Transformation of Galaxies from Field to Cluster

28 Masataka Fukugita  University of Tokyo  The Mass Assembly History of Field Galaxies

29 Daisuke Kinoshita  ESO/NAOJ  Search for Cold Disk beyond 50AU from the Sun

30 Arthur Wolfe  Center for Astrophysics and
 

Space Science
 

BVRiz’imaging of fields around z～4Damped Lyman
 

alpha Absorbers

31 Wei Zheng  Johns Hopkins University  A Search for Quasars at Redshift 6-7

32 Ryosuke Nakamura  NASDA  Search for ethane and complex hydrocarbons on Pluto

33 Nobuo Arimoto  NAOJ  The Evolution of Disk Galaxies in Clusters

34 Misato Fukagawa  University of Tokyo  Direct Coronagraphic Imaging of Disks around Herbig
 

Ae/Be stars

35 Mamoru Doi  University of Tokyo  Cosmology with High-Redshift Type Ia Supernovae

36 Takeshi Oka  University of Chicago  Observation of H toward the Galactic Center and in
 

Translucent Clouds

37 Naoto Kobayashi  NAOJ  A Systematic Study of High-z DLA Evolution with Fe
 

II/Mg II Absorption Lines

38 Yuzuru Yoshii  University of Tokyo  Subaru Super Deep Field using Adaptive Optics

39 Yoshiaki Taniguchi  Tohoku University  A Very Deep Search for Lyman-alpha Emitters at z＝

5.7and 6.6

後期

40 Kozo Sadakane  Osaka Kyoiku University  Chemical Compositions of Planet-Haboring Stars

41 Masatoshi Imanishi  NAOJ  A Search for Dusty DLAs at z～3

42 Toru Yamada  NAOJ  When Did the Hubble Sequence Appear?-Extended
 

Deep NIR Survey at HDF-N

43 Yasushi Suto  University of Tokyo  A spectrophotometric search for scattered light from
 

the transiting planet HD 209458b

44 Naoto Kobayashi  NAOJ  Deep NIR Echelle Spectroscopy of two Brightest High-

redshift QSOs

45 Tae-Soo Pyo  NAOJ  Toward a General View of Outflows from Young Stars

46 Sadanori Okamura  University of Tokyo  A Search for Intracluster Planetary Nebulae in the
 

Virgo Cluster

47 Masahiko Hayashi  NAOJ  Sub-Arcsec Structure of Disks at Planet Forming Radii

48 Takamitsu Miyaji  Carnegie Mellon University  Near-IR Spectroscopy of XMM-Newton Sources in the
 

Groth Strip

49 Tetsuharu Fuse  NAOJ  Follow-up Survey of Uranian Irregular Satellites

50 Masao Saito  NAOJ  A mid infrared imaging of low-mass protostars in
 

Taurus

51 Michihiro Takami  University of Hertfordshire  Observing the physical link between inflow,outflow and
 

accretion disks of YSOs

52 Hideo Matsuhara  ISAS  Are sub-mm survey galaxies proto-ellipticals?

53 Yutaka Uchida Science University of
 

Tokyo
 

Intertwined Velocity Features in the Optical Jets from
 

Young Stars

54 Masataka Ando  Kyoto University  Optical Spectroscopy of Lyman Break Galaxies at z～5

55 Ikuru Iwata  Kyoto University  Lyman Break Galaxies at z＝5 in the field J0053＋1243



56 Koji Sugitani  Nagoya City University  Detection of Extra-Solar Planets in the Nearest Star-

Forming Region

57 Nobuo Arimoto  NAOJ  EIS Deep 3a Survey(Part 1)-Sampling of 500Ellipti-

cals at z＞1

58 Nobuo Arimoto  NAOJ  Star Formation History in Spiral Galaxy M33(II)-Hα

Mapping

59 Masataka Fukugita  University of Tokyo  The Mass Assembly History of Field Galaxies

60 Jaron Kurk  Sterrewacht Leiden  A study of the highest redshift structures of galaxies
 

known

61 Tadayuki Kodama  NAOJ  Galaxy Groups aroud a Cluster - the key Hierarchy for
 

Environmental Effects

62 Daisuke Kinoshita  NAOJ  Deepest Search for Cold Disk beyond 50AU from the
 

Sun

63 Luis Ho  Carnegie Observatories  Mass of Supermassive Black Hole in Quasar

64 David Tytler  University of California  The Cosmological Baryon Density from the D/H ratio
 

towards QSOs

65 Hisanori Furusawa  NAOJ  Evolution of Field Dwarf Galaxies in the Subaru Deep
 

Field

66 Masami Ouchi  University of Tokyo  Spectroscopy of the Large and Highest-z Galaxy Sam-

ples Obtained by Subaru

67 Kazuhiro Shimasaku University of Tokyo  A Deep Survey of Lyman Break Galaxies at the Highest
 

Redshifts

68 Takuya Yamashita  NAOJ  Dust precipitation in Orion proplyds I: H emission
 

survey

69 Ichi Tanaka  NAOJ  Spectroscopic Confirmation of the Most Distant Super-

structure Traced by a Group of QSOs at ＝1.1

70 Kazuhiro Shimasaku University of Tokyo  Suprime-Cam Mapping of 3-D Structures of Lyman
 

alpha Galaxies at ～4.8

71 Keiichi Kodaira  The Graduate University
 

for Advanced Studies
 

Intermediate-band Filter Survey of the Subaru/XMM-

Newton Deep Field

72 Susumu Inoue  NAOJ Li in metal-poor stars as fossil record of structure
 

formation in the early Galaxy

73 Takeshi Tsuru  Kyoto University  The Physics of ultraluminous X-ray sources

74 Chisato Ikuta  University of Nottingham  Metallicity Distribution Functions in the Dwarf Galaxy
 

Leo II

75 Wako Aoki  NAOJ  Kinematics and Abundance Patterns of the Inner and
 

Outer Galactic Halo

76 Wako Aoki  NAOJ  Chemical composition of extremely metal-poor stars
 

with carbon excess

77 Ken-ichi Nomoto  University of Tokyo  The Formation and Evolution of CO Molecules in Super-

nova Ejecta (ToO)

78 Mamoru Doi  University of Tokyo  Cosmology with High-Redshift Type Ia Supernovae

Professor Yutaka Uchida passed away on Aug 17,2002. Masa Hayashi will act as PI for this proposal.



⑶ 共同利用：乗鞍コロナ観測所

代 表 者 課 題

１.綿 田 辰 吾 （東京大学地震研究所） 高地における連続微気圧観測

２.平 山 淳 （明星大学） コロナ輝線の線輪郭観測

３.鈴 木 大 輔 （川口市立児童文化センター） He10830Åのスペクトロヘリオグラムによる活動現象の観測

４.上 野 悟 （京都大学） ポラリメータを用いた太陽磁場・大気構造の研究

５.阿 部 新 助 （宇宙科学研究所） 2002年しし座流星群・紫外域ハイビジョンシステム撮像・分光試

験観測

６.當 村 一 朗 （大阪府立工専） 乗鞍・飛驒マグネトグラフ共同観測

７.内 山 明 博 （気象庁気象研究所） 分光直達日射計の検定

⑷ 共同利用：野辺山宇宙電波観測所

45m鏡一般

代 表 者 課 題

１.長谷川 均 （その他） HNC/HCN Ratio of C/NEAT (C/2002V1)at Perihelion of0.1AU

２.久 野 成 夫 （NRO） Radio Observations of the Afterglow of GRB030329

３.池 田 正 史 （理化学研究所） Detailed Study of CI-Rich Shell in the Orion B Molecular Cloud

４.神 鳥 亮 （総合研究大学院大学） CO and C O Survey for Compact Globules with and without YSOs

５.中 島 淳 一 （総合研究大学院大学） Spectral Line Search of IRAS 19312＋1950,a Protoplanetary Nebula

６.酒 井 剛 （東京大学） Chemical Composition of the Quiescent Massive Cores in the AFGL333

Region

７.祖父江 義 明 （東大理センター） Extended CO Survey of Virgo Galaxies: Environmental Effect on
 

Molecular Disks and Complete Virgo CO Atlas

８.今 西 昌 俊 （国立天文台） The Infrared to HCN Luminosity Ratios in AGN-Powered Infrared
 

Luminous Galaxies

９.梅 本 智 文 （国立天文台） Class II Methanol Masers Survey toward Massive Star Forming
 

Regions

10.阪 本 成 一 （国立天文台） Detailed Structure and Kinematics of Diffuse Molecular Gas in Form-

ing Molecular Clouds

11.太 田 直 美 （東京都立大学） First Detection of the Sunyaev-Zel’dovich effect at z＞1

12.澤 田 剛 士 （NRO） Molecular Cloud Clumps in the Dynamics of the Milky Way Disk

― Clump Properties before and behind the Sagittarius Arm―

13.青 山 紘 子 （名古屋大学） Detailed Observations of Dense Cores in Orion B

14.廣 田 朋 也 （鹿児島大学） Detailed Study of a Newly Found“Carbon-Chain-Producing Region”

15.Gomez,Yolanda （Mexico） Search for Molecular Emission in the PN K3-35

16.Lee,Jeong-Eun （U.S.A.） A Chemical Study of Nearby Low Mass Star Forming Regions Obser-

ved with SCUBA

17.Lisenfeld, Ute （Spain） Properties of the Interstellar Medium in a Sample of the Most Isolated
 

Galaxies:The Molecular Gas Content

18.深 沢 淳 （茨城大学） Mini-Survey of Circular Polarization of AGNs at 100GHz

19.中 島 淳 一 （総合研究大学院大学） Search for SiO Masers in a Sgr-Dwarf Tidal Stream

20.杉 本 正 宏 （東京大学） Unbiased Survey of Massive Molecular Cloud Clump in W43

21.林 田 将 明 （東京大学） Observation of CO in Intermediate-Velocity Cloud“Draco Nebula”

22.亀 野 誠 二 （国立天文台） Sub-PC-Scale Accretion Onto the Central Engine of NGC 1052

23.齋 藤 弘 雄 （NRO） HCO Line Studies of the Outflow in the Massive Star-Forming
 

Regions Associated with a Distant IRAS Point Source



24.高 野 秀 路 （NRO） Observations of Non-Metastable Ammonia in a Nearby Starburst
 

Galaxy NGC 253

25.高 野 秀 路 （NRO） Search for Ammonia in Nearby Seyfert Galaxy NGC 1068

26.前 澤 裕 之 （NRO） Study of Physical Conditions and Chemical Compositions in Young
 

Molecular Cloud Cores

27.中 川 眞 規 （名古屋大学） A Search for Molecular Cloud Cores in the Edge of the Galaxy

28.百 瀬 孝 昌 （京都大学） Observation of Ortho-to-Para Abundance Ratio of c-C H in Molecular
 

Cloud Cores

29.松 柳 育 子 （神戸大学） Close-Up View of Cluster Formation in BRC14

30. Sridharan,T.K.（U.S.A.） Infall Signatures and Physical Conditions in High-Mass Starless Cores

31. Charnley,Steve B. （U.S.A.） The Impact of Star-Formation on Chemistry:Molecular Distributions
 

in the Barnard 5Cloud

32.Lee,Chang Won （Korea） CS Depletion in Infalling Starless Cores and Its Effect on the Infall
 

Study

33.Curran, Steve （Australia） A Search for Highly Redshifted Molecular Absorption Systems
 

Towards Millimetre Loud Red Quasars

45mVLBI

代 表 者 課 題

１.梅 本 智 文 （国立天文台） Multi-Epoch VLBI Observations of H O Masers in the LkHα234Star
 

Forming Region

45m鏡 Short Program

代 表 者 課 題

１.酒 井 剛 （東京大学） Mapping Observations of the Isotopomeric CO J＝1-0Lines toward the
 

W3/W4/W5Region

２.立 松 健 一 （国立天文台） Onset of Star Formation in a Low-Mass Star Forming Region

３.齋 藤 弘 雄 （NRO） The Detected Hot Molecular CH CN toward the Massive Star Forming
 

Regions Associated with a Distant IR Source

４.中 西 康一郎 （NRO） HCN (1-0)Observation towards an Interacting Galaxy NGC 6090

５.Lee, Jae-Joon （Korea） Molecular Cloud Possibly Interacting with the Tycho SNR

６.Choi, Minho （Taiwan） Photochemistry of the Irradiated Molecular Clouds in the HH 270

Region

７.高 橋 茂 （Taiwan） Inhomogeneity inside Asteroids

８.古 屋 玲 （Italy） BEARS Observations toward the Cloud Core of GF9-2：Initial Condi-

tions of Star Formation

９.古 屋 玲 （Italy） Search for a Possible Compact Protostellar Jet in the Class0Source GF

9-2

10.神 鳥 亮 （総合研究大学院大学） N H and NH Observations toward Near Infrared Dense Cores

― Velocity Structure and Distance to the Clouds―

11.田 中 邦 彦 （東京大学） Bright Rimmed Globules in the IC1396Region

12.梅 本 智 文 （国立天文台） Class II Methanol Masers Survey toward Massive Star Forming
 

Regions

13.仲 野 誠 （大分大学） Effects of Star Formation in Bright-Rimmed Clouds

14.Xu  Ye （China） A Systematic Study for Massive Outflows

15.古 屋 玲 （Italy） Has GF 9-2Caught the Onset of a CO Outflow?



45m鏡（長期）

代 表 者 課 題

１.出 口 修 至 （NRO） SiO Maser Survey of the Galactic Center Stellar Cluster

２.坪 井 昌 人 （茨城大学） Systematic Observations of the Sunyaev-Zel’dovich Effect of the Clus-

ters of Galaxies of ＝0.15-0.35

干渉計一般

代 表 者 課 題

１.谷 口 義 明 （東北大学） Search for CO(3-2)Emission from Sub-mm Luminous LyαBlob SMM
 

J221726＋0013at ＝3.1

２.花 見 仁 史 （岩手大学） Deep Survey of Large Scale Structures of Dusty Forming Galaxies

３.中 島 淳 一 （総合研究大学院大学） High Resolution CO Mapping toward the O-Rich Post-AGB Star IRAS

19312＋1950

４.横 川 創 造 （総合研究大学院大学） Investigation of the Kinematics of the Protoplanetary Disk around HL
 

Tauri

５.福 田 尚 也 （千葉大学） Star Formation History in Young Cluster Forming Regions

６.濤 崎 智 佳 （ぐんま天文台） Variation of Molecular Cloud Properties across Spiral Arm of M31

７.土 居 明 広 （東京大学） Millimeter Spectrum of Low-Luminosity AGN

８.土 居 明 広 （東京大学） Search for AGN-Class Connective between Radio-Quiet AGN and
 

Radio-Loud AGN Evolutionally

９.土 居 明 広 （東京大学） Monitoring Program for Variable Continuum in Seyfert Galaxy NGC

5033(6th and 7th epoch)

10.河 野 孝太郎 （東大理センター） Search for Dense Molecular Gas in Seyfert Galaxies:a New Diagnostic
 

Tool for“Pure”and“Composite”AGNs ?

11.祖父江 義 明 （東大理センター） CO Tully-Fisher Relation:Distance to the z＝0.18Cluster Abell 1689

and Hubble Constant

12.幸 田 仁 （国立天文台） Dynamical Evolution of Disk Galaxies-A Comparison of CO Velocity
 

Structure between Nearby(Virgo)and z＝0.23(Abell2390)

13.久 野 成 夫 （NRO） Dense Molecular Gas in Early Type Galaxies

14.中 西 康一郎 （NRO） High Resolution Imaging of Molecular Gas in the Interacting Galaxy
 

NGC 6090

15.伊 藤 洋 一 （神戸大学） Search for Protoplanetary Disks in the Nearest Star Forming Region

16.Wiedner, Martina （U.S.A.） Infalling Envelope and Hot Disk around the FU Ori Object V 1057Cyg

17. Lubowich, Donald （U.S.A.） Deuterium in AGN:An Estimate of the Cosmological D Abundance

18.Mao, Ruiqing （China） Structure of Massive Dense Cores with Outflows―S76E

19.平 野 尚 美 （Taiwan） Probing the Circumstellar Structure of the X-Ray Active Protostars in
 

OMC-3

20.古 屋 玲 （Italy） Jet Evolution in High-Mass YSOs:NMA Imaging of Shock Enhanced
 

SiO Emission

21.古 屋 玲 （Italy） Iron Bearing Molecules towards Sagittarius B2

22.今 井 裕 （Netherlands） A Circumstellar Envelope and a Flow of an AGB Star Generating a
 

Collimated Jet of Molecular Gas

干渉計（Rainbow）

代 表 者 課 題

１.北 村 良 実 （宇宙科学研究所） Observational Study of Initial Conditions of Planet Formation:Surface
 

Density Distribution of the Disk around IQ Tauri



２.奥 田 武 志 （東京大学） High Resolution CO (J＝1-0)Imaging of the Powerful Radio Galaxy

3C31

３.芝 塚 要 公 （東京大学） High Resolution Synthesis of Dense Gas in the Central Regions of
 

Edge-on Starburst Galaxies NGC3628and NGC3079with RAINBOW

４.河 野 孝太郎 （東大理センター） Arcsecond Resolution Observations of CO,HCN,and HCO Lines in
 

the Nearest Quasar I Zw1

５.井 口 聖 （国立天文台） A Search for an Accretion Disk and a Molecular Torus in NGC 4261

６.今 西 昌 俊 （国立天文台） The Spatial Size of Cool Dust at the Core of ULIRGs

７.幸 田 仁 （国立天文台） Innermost Gas Dynamics in the Well-Studied CO Disk of the Hα/Radio
 

Lobe Galaxy NGC 3079

⑸ 共同利用：野辺山太陽電波観測所

代 表 者 課 題

１.Fleishman,G.D.（Russia） Observational Constraints on Short-Wave Turbulence in Flares

２.Gelfreikh,G.B. （Russia） Latitudinal Distribution of the Active and Dark Regions

３.Gelfreikh,G.B. （Russia） Dynamics of the Differential Rotation of the Sun

４.Gelfreikh,G.B. （Russia） Radio Observations of Quasi-Periodic Oscillations in the Structures of
 

the Solar Atmosphere

５.Gopalswamy,N. （U.S.A.） Prominence Eruption and Coronal Mass Ejection

６.Grechnev,V.V. （Russia） Quasi-Periodic Pulsations in a Solar Microwave Burst

７.Huang,G. （China） Diagnostics of Coronal Magnetic Field with Data of Nobeyama Radio
 

Heliograph

８.Karlicky,M. （Czech） Radio Observations of the July 13, 2000 Transequatorial Eruptive
 

Prominence

９.Kundu,M.R. （U.S.A.） Distinctive Spatial Configuration of a Class of Microwave Flaring
 

Sources

10.Kundu,M.R. （U.S.A.） RHESSI and NoRH observations of April21,2002event

11.Maksimov,V.P. （Russia） Coronal Heating in the Coronal Holes Regions

12.Melnikov,V. （Russia） Constraints on Electron Acceleration/injection from NoRH Observa-

tions

13.Melnikov,V. （Russia） Spectral Dynamics of Mildly Relativistic Electrons in Extended Flaring
 

Loops

14.Melnikov,V. （Russia） Loop-Top Nonthermal Microwave Source in Extended Solar Flaring
 

Loops

15.Silva,A.V.R. （Brasil） Temporal and Angular Variation of the Solar Limb Brightening at17

GHz

16.White,S.M. （U.S.A.） Radio and Hard X-ray Images of High-Energy Electrons in a Compact
 

X-class Solar Flare

17.堀 久仁子 （通信総合研究所） 2002年７月３日フレアの RHESSI、NoRHデータ解析

18.秋 田 亨 （大阪学院大学） 2002年７月29日フレアの RHESSI、NoRHデータ解析

19.増 田 智 （名古屋大学） 2002年７月18日フレアの RHESSI、NoRHデータ解析

20.高 崎 宏 之 （京都大学） 2002年５月31日フレアの RHESSI、NoRHデータ解析

21.寺 沢 敏 夫 （東京大学） 2002年４月15日フレアの RHESSI、NoRHデータ解析

22．吉 村 圭 司 （宇宙科学研究所） フレア熱放射によるコロナ磁場測定と他の物理量との比較



⑹ 共同利用：水沢観測センター

代 表 者 課 題

１.佐 藤 孝 （新潟大学） 小型レーザー干渉計を用いた微小変位の精密測定

２.堀 内 真 司 （NRC Research Fellow）Orion－KL 水メーザーの偏波モニター

３.福 田 洋 一 （京都大学大学院） 衛星重力データと地上重力測定データの比較に関する研究

４.白 鳥 裕 （九州東海大学） 水沢10m電波望遠鏡用ビームスイッチの較正

５.東 敏 博 （京都大学大学院） 絶対重力における伝導重力計の検定

以上５件参加者延べ７人

⑺ 計算機共同利用

三鷹

代 表 者 課 題

１.森 脇 一 匡 （神戸大学） 連星系における惑星の軌道安定性

２.竹 内 彰 継 （国立米子工業高等

専門学校）

太陽光球における磁気リコネクション

３.田 沼 俊 一 （京都大学） 多段階テアリング不安定性に伴う磁気リコネクションの３次元MHDシ

ミュレーション

４.安 東 正 隆 （京都大学） Lyman Break Galaxies at z＝5

５.勝 野 由 夏 （東北大学） 銀河団の観測的研究

６.小 西 真 広 （東北大学） Deep surveyの解析

水沢

代 表 者 課 題

１.阿 部 正 真 （宇宙科学研究所） 潮汐作用による地球―月系力学進化

２.青 山 雄 一 （京都大学） 地球回転変動の励起機構と重力応答に関する研究

9 .総合研究大学院大学、大学院教育等

⑴ 総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻

総合研究大学院大学は、大学共同利用機関と連係・協力

して、大学院教育を進めるために設立され、文化科学・数

物科学・生命科学・先導科学の４研究科からなる独立大学

院であり、博士後期課程の教育研究を行っている。

国立天文台は、数物科学研究科天文科学専攻として、平

成４年度から博士後期課程の学生を受け入れている。

１.天文科学専攻の概要

天文科学専攻では、先端的宇宙観測装置の開発及びそれ

らを用いた諸種の天文観測と取得データの解釈・研究を目

的として、大型電波望遠鏡・光学赤外線望遠鏡などを活用

し、先端的天文学研究の枢要を担う高度な教育研究活動を

行っている。とりわけ、天文観測の基礎となる先端的新技

術の学理と応用、新装置の設計・製作・実験、データ取得・

情報処理法の開発等、観測天文学の基礎・応用にわたる技

術開発と関連研究を行うことに重点をおいている。

入学定員：６名〔博士後期課程１学年について〕

学 位：博士（学術）〔博士論文の内容によっては理

学又は工学〕を授与

２.専攻の内容

大講座 教育研究指導分野

●観測システム工学 電波望遠鏡システム

光・赤外望遠鏡システム

●天 文 観 測 科 学 地上天文観測

精密計測

大気圏外観測

●天 文 情 報 科 学 天文情報数値解析

●宇 宙 物 質 科 学 地球・惑星

太陽・恒星・星間物質

河・宇宙



⑵ 総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻関係者名簿

併任教官名簿（計75名） (平成14年10月１日現在)

天文科学専攻長 海部 宣男

観測システム工学講座 天文観測科学講座 天文情報科学講座 宇宙物質科学講座

唐 牛 宏 教 授 家 正 則 教 授 近 田 義 広 教 授 木 下 宙 教 授

川 口 則 幸 教 授 柴 﨑 清 登 教 授 真 鍋 盛 二 教 授 郷 田 直 輝 教 授

河 野 宣 之 教 授 野 口 邦 男 教 授 水 本 好 彦 教 授 櫻 井 隆 教 授

川 邊 良 平 教 授 福 島 登志夫 教 授 市 川 伸 一 助教授 杉 山 直 教 授

小 林 行 泰 教 授 藤 本 眞 克 教 授 大 木 健一郎 助教授 内 藤 勲 夫 教 授

浮 田 信 治 助教授 日 置 幸 介 教 授 奥 村 幸 子 助教授 林 正 彦 教 授

大 石 雅 寿 助教授 渡 邊 鉄 哉 教 授 森 田 耕一郎 助教授 山 正 見 教 授

佐 藤 弘 一 助教授 佐 藤 忠 弘 助教授 亀 野 誠 二 助 手 梶 野 敏 貴 助教授

関 口 和 寛 助教授 立 松 健 一 助教授 久 野 成 夫 助 手 谷 川 清 隆 助教授

野 口 卓 助教授 花 田 英 夫 助教授 清 水 敏 文 助 手 田 村 元 秀 助教授

松 尾 宏 助教授 渡 部 潤 一 助教授 高 田 唯 史 助 手 千 葉 柾 司 助教授

荒 木 博 志 助 手 青 木 和 光 助 手 田 村 良 明 助 手 出 口 修 至 助教授

泉 浦 秀 行 助 手 柏 川 伸 成 助 手 本 間 希 樹 助 手 吉 田 春 夫 助教授

臼 田 知 史 助 手 小 林 尚 人 助 手 安 田 直 樹 助 手 梅 本 智 文 助 手

江 澤 元 助 手 下 条 圭 美 助 手 小久保 英一郎 助 手

大 坪 政 司 助 手 高 遠 徳 尚 助 手 相 馬 充 助 手

亀 谷 收 助 手 高 野 秀 路 助 手 辻 本 拓 司 助 手

砂 田 和 良 助 手 辰 巳 大 輔 助 手 藤 田 裕 助 手

中 島 紀 助 手 原 弘 久 助 手 三 好 真 助 手

宮 崎 聡 助 手 松 本 晃 治 助 手 横 山 央 明 助 手

大学院学生名簿（計16名）

第１学年（５名）

氏 名 主任指導教官 指 導 教 官

上 田 誠 治 郷 田 直 輝 千 葉 柾 司

神 鳥 亮 立 松 健 一 田 村 元 秀

小 出 直 久 松 尾 宏 浮 田 信 治

齋 藤 正 也 谷 川 清 隆 木 下 宙

水 谷 有 宏 千 葉 柾 司 郷 田 直 輝

第２学年（４名）

氏 名 主任指導教官 指 導 教 官

浅 田 圭 一 川 口 則 幸 川 邊 良 平

有 吉 誠一郎 松 尾 宏 野 口 卓

坂 本 強 千 葉 柾 司 梶 野 敏 貴

山 本 一 登 福 島 登志夫 吉 田 春 夫

第３学年（７名）

氏 名 主任指導教官 指 導 教 官

木 下 大 輔 渡 部 潤 一 近 田 義 広

菅 野 貴 之 日 置 幸 介 河 野 宣 之

宮 腰 剛 広 渡 邊 鉄 哉 櫻 井 隆

横 川 創 造 川 邊 良 平 浮 田 信 治

中 川 克 也 吉 田 春 夫 木 下 宙

松 永 昭 彦 野 口 卓 近 田 義 広

新 田 伸 也 山 正 見 櫻 井 隆

研究生名簿（３名）

氏 名 指 導 教 官

中 島 淳 一 出 口 修 至

西 村 昌 明 内 藤 勲 夫

矢 野 太 平 郷 田 直 輝

⑶ 総合研究大学院大学先導科学研究科光科学専攻関係名簿

氏 名 主任指導教官

黒 田 大 介 磯 部 琇 三

（平成13年10月入学）



⑷ 東京大学大学院理学系研究科広域理学流動講座関係名簿

教員名簿（計５名）

安 藤 裕 康 教授

井 上 允 教授

常 田 佐 久 教授

中 井 直 正 教授

山 下 卓 也 教授

大学院学生名簿（計12名）

氏 名 指 導 教 官

勝 川 行 雄 常 田 佐 久

久 保 雅 仁 常 田 佐 久

小 林 研 常 田 佐 久

小 原 直 樹 常 田 佐 久

斉 藤 卓 弥 常 田 佐 久

阪 本 康 史 常 田 佐 久

酒 向 重 行 山 下 卓 也

佐 藤 文 衛 安 藤 裕 康

土 居 明 広 井 上 允

平 松 由紀子 井 上 允

深 川 美 里 安 藤 裕 康

本 田 充 彦 山 下 卓 也

山 本 哲 也 山 下 卓 也

⑸ 連携大学院

併任教官名簿

一 本 潔 京都大学大学院理学研究科助教授併任

笹 尾 哲 夫 鹿児島大学大学院理工学研究科教授併任

⑹ 大学院教育

○総合研究大学院大学数物科学研究科天文科学専攻

大学院学生 主任指導教官 指導教官 研 究 課 題

新 田 伸 也 山 櫻井 磁気リコネクションの相似的時間発展に関する研究

中 川 克 也 吉田（春） 木下 ハミルトン系の可積分性

松 永 昭 彦 野口（卓） 近田 Nb系化合物超伝導薄膜を用いた SISミクサ作製に関する研究

木 下 大 輔 渡部 近田 太陽系外縁部小天体の探査

菅 野 貴 之 日置 河野 測地学的手法による月科学の研究

宮 腰 剛 広 渡邊 櫻井 太陽大気における磁気的活動現象の理論・数値計算による研究

横 川 創 造 川邊 浮田 サブミリ波単一鏡、干渉計による原始惑星系の観測的研究

浅 田 圭 一 川口 川邊 活動銀河中心核の高分解能観測に関する研究

有 吉 誠一郎 松尾 野口（卓） 超伝導トンネル接合素子を用いた、サブミリ波帯直接検出器の

開発

坂 本 強 千葉（柾） 梶野 銀河系の動力学講座

山 本 一 登 福島（登） 吉田（春） 新しい数値積分法の開発

上 田 誠 治 郷田 千葉（柾） 銀河の力学構造と形成の解明

神 鳥 亮 立松 田村 光学および電波天文学的手法を用いた星間分子雲・星形成領域

の観測的研究

小 出 直 久 松尾 浮田 ASTE用ボロメータシステムの開発

齋 藤 正 也 谷川 木下 太陽系力学、特に微惑星衝突による原始地球の自転

水 谷 有 宏 千葉（柾） 郷田 銀河の形成と進化



○研究生

指導教官 研 究 課 題

中 島 淳 一 出口 SiOメーザーを使った原子惑星状星雲の進化過程の研究

西 村 昌 明 内藤 「GPS気象学」に関する研究

矢 野 太 平 郷田 銀河の力学構造の解析

○総合研究大学院大学先導科学研究科光科学専攻

指導教官 研 究 課 題

黒 田 大 介 磯部 小惑星の組成について

○特別共同利用研究員（受託学生）

指導教官 研 究 課 題

町 田 正 博 （北海道大・博士課程） 富阪 ３次元MHD多重格子シミュレーションによる星間分子雲コ

アの収縮とアウトフローの形成の研究

鍛冶澤 賢 （東北大・博士課程） 山田 高赤方偏移宇宙における銀河形成・進化

鈴 木 竜 二 （東北大・博士課程） 西村 近赤外線多天体分光撮像装置の開発及び赤外線を用いた銀河・

銀河団進化の観測的研究

東 谷 千比呂 （東北大・博士課程） 西村 すばる望遠鏡カセグレン焦点面の近赤外線多天体分光撮像装置

の開発と、それを用いた高赤方偏移天体の分光観測や銀河団

サーベイによる宇宙初期の星形成史の研究

芝 塚 要 公 （東京大・博士課程） 川邊 ミリ波干渉計を用いたスターバースト銀河における分子雲の観

測的研究

鈴 木 建 （東京大・博士課程） 梶野 宇宙物理学

富 田 浩 行 （東京大・博士課程） 小林（行） マグナムプロジェクト

三 澤 透 （東京大・博士課程） 家 クェーサー吸収線系の解析

山 田 善 彦 （東京大・博士課程） 有本 楕円銀河の分光学的年齢

大 野 博 司 （東京大・博士課程） 杉山 宇宙背景幅射の温度ゆらぎと偏光

直 井 隆 浩 （東京大・博士課程） 田村 近赤外（J,H,Ks バンド）観測による個々の暗黒星雲における星

間赤化の差異と星間塵理論との比較

市 来 浄 興 （東京大・博士課程） 梶野 宇宙論

伊吹山 秋 彦 （東京大・博士課程） 有本 太陽近傍星から探る銀河の形成と進化

沖 浦 真保子 （東京大・博士課程） 川邊 ミリ波干渉計を用いた銀河の観測的研究

倉 山 智 春 （東京大・博士課程） 小林（秀） 相対VLBI観測による電波位置天文学

小 谷 隆 行 （東京大・博士課程） 福島（登） 光ファイバー結合光赤外線干渉計の開発

齋 藤 智 樹 （東京大・博士課程） 川邊 星形成領域の観測的研究

杉 本 正 宏 （東京大・博士課程） 長谷川 巨大分子雲、大質量星形成の研究

宗 宮 健太郎 （東京大・博士課程） 川村 帯域可変型重力波検出器の開発

萩 野 正 興 （明星大・博士課程） 櫻井 太陽活動領域の helicityの研究

永 田 竜 （京都大・博士課程） 杉山 宇宙背景幅射を用いた観測的宇宙論の研究

榎 基 宏 （大阪大・博士課程） 郷田 準解析的手法による銀河とクェーサー進化の統一的解析

山 内 彩 （九州大・博士課程） 中井（直） 活動的銀河中心核の観測的研究

浅 山 信一郎 （大阪府立大・博士課程） 野口（卓） 超伝導低雑音ミリ波・サブミリ波受信機の開発研究

根 建 航 （東京大・博士課程） 林（正） すばる望遠鏡を用いた褐色矮星、太陽系外惑星の観測的研究

松 田 有 一 （東北大・博士課程） 山田 高赤方偏移銀河の大規模構造

川 本 司 （北海道大・修士課程） 安藤 銀河系ハローの金属欠乏星の観測的研究

西 村 紀 彦 （福岡教育大・修士課程） 谷川 天文図同定についての地軸運動に関する研究

小野寺 仁 人 （東京大・修士課程） 有本 銀河・銀河団の進化、特にダストが与える影響についての理論

的研究



佐々木 孝 浩 （東京大・修士課程） 梶野 Hydrodynamics, Nucleosynthesis and Neutrino Process in
 

Hypernovae& GRBs

須 田 浩 志 （東京大・修士課程） 笹尾 Kinematic Distanceに潜む不定性の解決、銀河系の定数 Ro,Θo

の決定

内 藤 誠一郎 （東京大・修士課程） 長谷川 電波天文学・サブミリ波による分子雲の観測的研究

原 田 渉 （東京大・修士課程） 福島（登） 非線型調和解析による力学的諸現象(地球の時間暦など)のメカ

ニズムの研究

美濃和 陽 典 （東京大・修士課程） 家 補償光学を用いた銀河の観測的研究

佐 藤 将 史 （東京大・修士課程） 田村 惑星系形成領域の赤外線観測（測光・分光・偏光・減光など）

佐 藤 祐 介 （東京学芸大・修士課程） 中村 小惑星帯における微小小惑星のサイズ分布及び空間分布の推定

と組成の解明

西 川 貴 之 （東京理科大・修士課程） 林（正） 若い星のジェットに関する磁気流体力学的性質の観測的研究

○日本学術振興会・特別研究員

指導教官 研 究 課 題

中 西 康一郎 川邊 Rainbowシステムを用いた原始銀河の分子ガス探査と銀河形

成過程の解明

大 槻 かおり 梶野 超新星爆発と放射性重元素の起源・銀河の物質進化の解明と宇

宙年齢の推定

後 藤 美 和 林（正） 銀河規模で起きる炭素質ダスト・マクロ有機分子の進化を観測

的に検証する

濱 名 崇 千葉（柾） 重力レンズで探る宇宙の構造形成

大 向 一 行 山 銀河形成期の星形成の理論

竹 内 努 有本 赤外銀河計数モデルによる銀河の形成進化の研究

寺 澤 真理子 梶野 r-過程元素合成のメカニズムの解明と銀河の化学進化の研究

井 上 太 郎 杉山 初期宇宙の非摂動的ダイナミクス

幸 田 仁 長谷川 中間赤方偏移銀河団銀河の CO速度場観測による銀河円盤力学

進化

○日本学術振興会・外国人特別研究員

指導教官 研 究 課 題

平 勁 松 日置 月探査周回衛星のドップラー、VLBI及びレーザー高度計観測

による月の測地学的研究

ISHITSUKA IBA Jose Kaname 小林（秀） 電波干渉法による星進化の重要段階の観測的研究

○国立天文台の研究施設等を使用して取得された学位

学 位 論 文 題 目

木 下 大 輔 （総研大博士） Size and Spatial Distribution of Trans-Neptunian Object

武 田 正 典 （総研大博士） Study on Broadband SIS Receivers with Nb/AIOx/Nb Tunnel Junctions at
 

Millimeter Wavelengths

中 川 克 也 （総研大博士） Direct construction of polynomial first integrals for Hamiltonian systems with
 

a two-dimensional homogeneous polynomial potential

新 田 伸 也 （総研大博士） Self-similar evolution of fast magnetic reconnection in free space:a new model
 

for astrophysical reconnection

宮 腰 剛 広 （総研大博士） Theoretical and Numerical Studies of an Emerging Flux and associated Active
 

Phenomena of the Sun



10.非常勤講師・委員会委員等

非常勤講師

金沢大学理学部 杉 山 直

北海道大学大学院理学研究科 安 藤 裕 康

お茶の水女子大学 大 石 雅 壽

静岡大学理学部 日 置 幸 介

九州大学理学部 日 置 幸 介

九州大学大学院理学府 梶 野 敏 貴

茨城大学理学部 出 口 修 至

茨城大学理学部 大 石 雅 壽

山梨大学教育人間科学部 出 口 修 至

山梨大学教育人間科学部 松 尾 宏

東京工業大学大学院理工学研究科 長谷川 哲 夫

東京大学理学部 吉 田 春 夫

東京大学理学部 常 田 佐 久

東京大学理学部 福 島 登志夫

東京大学大学院理学系研究科 福 島 登志夫

東京大学大学院理学系研究科 杉 山 直

東京大学大学院理学系研究科 有 本 信 雄

東北大学大学院理学研究科 川 邊 良 平

東北大学大学院理学研究科 千 葉 柾 司

東北大学大学院理学研究科 山 田 亨

岩手大学教育学部 縣 秀 彦

東京大学大学院理学系研究科 谷 川 清 隆

金沢大学理学部 吉 田 春 夫

富山大学理学部 大 石 雅 壽

筑波大学大学院数理物質科学研究科 梶 野 敏 貴

水沢学苑看護専門学校 金 子 芳 久

昭和女子大学 福 島 登志夫

青山学院大学 辻 本 拓 司

早稲田大学教育学部 木 下 宙

早稲田大学教育学部 大 木 健一郎

大阪府立大学総合科学部 柴 﨑 清 登

東京都立大学大学院理学研究科 長谷川 哲 夫

国際基督教大学 杉 山 直

甲南大学大学院自然科学研究科 梶 野 敏 貴

岩手県立産業技術短期大学 金 子 芳 久

岩手県立高度技術専門学院 佐 藤 克 久

立教大学大学院理学研究科 梶 野 敏 貴

放送大学 縣 秀 彦

立教大学大学院理学研究科・理学部 大 木 健一郎

放送大学 中 村 士

委員会委員等

宇宙科学研究所評議員 海 部 宣 男

宇宙科学研究所運営協議員 山 正 見

名古屋大学太陽地球環境研究所附属共
同観測情報センター運営委員会委員

櫻 井 隆

宇宙科学研究所大気球専門委員会委員 渡 邊 鉄 哉

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 常 田 佐 久

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 山 正 見

宇宙科学研究所宇宙理学委員会委員 小 林 秀 行

東京大学大学院理学系研究科提携教官 家 正 則

東京大学大学院理学系研究科提携教官 小 林 行 泰

東京大学大学院理学系研究科提携教官 櫻 井 隆

東京大学大学院理学系研究科提携教官 藤 本 眞 克

東京大学大学院理学系研究科提携教官 福 島 登志夫

東京大学大学院理学系研究科提携教官 富 阪 幸 治

東京大学大学院理学系研究科提携教官 川 邊 良 平

東京大学大学院理学系研究科提携教官 笹 尾 哲 夫

東京大学大学院理学系研究科提携教官 梶 野 敏 貴

東京大学大学院理学系研究科提携教官 関 本 裕太郎

東京大学大学院理学系研究科提携教官 長谷川 哲 夫

宇宙科学研究所
科学衛星研究専門委員会委員

井 上 允

宇宙科学研究所
宇宙放射線専門委員会委員

小 林 行 泰

宇宙科学研究所
宇宙放射線専門委員会委員

渡 邊 鉄 哉

岡崎国立共同研究機構評議員 海 部 宣 男

岡崎国立共同研究機構分子科学研究所
評議員

海 部 宣 男

京都大学エネルギー理工学研究所の在
り方検討委員会

海 部 宣 男

京都大学基礎物理学研究所
運営委員会委員

山 正 見

国立情報学研究所スーパーSINET推
進協議会委員

近 田 義 広

国立極地研究所地学専門委員会委員 佐 藤 忠 弘

文部科学省科学技術・学術審議会専門
委員

藤 本 眞 克

京都大学大学院理学研究科助教授 一 本 潔

宇宙科学研究所共通基礎研究系教授 渡 邊 鉄 哉

文部科学省科学技術・学術審議会
専門委員（学術分科会）

海 部 宣 男

電気通信大学レーザー新世代研究セン
ター共同研究員

藤 本 眞 克

電気通信大学レーザー新世代研究セン
ター共同研究員

上 田 暁 俊

独立行政法人国立オリンピック記念青
少年総合センター子どもゆめ基金審査
委員会専門委員

縣 秀 彦

東京大学大学院理学系研究科教授 安 藤 裕 康

東京大学大学院理学系研究科教授 中 井 直 正

東京大学大学院理学系研究科教授 井 上 允

東京大学大学院理学系研究科教授 常 田 佐 久

東京大学大学院理学系研究科教授 山 下 卓 也



海上保安庁水路部非常勤研究官 木 下 宙

鹿児島大学大学院理工学研究科教授 笹 尾 哲 夫

文部科学事務官
（文部科学省研究開発局科学官）

山 正 見

文部科学省教科用図書検定調査審議会
専門委員

渡 部 潤 一

名古屋大学太陽地球環境研究所
共同利用委員会専門委員会委員

櫻 井 隆

筑波大学計算物理学研究センター
運営協議会委員

山 正 見

筑波大学計算物理学研究センター
共同研究員

山 正 見

国土交通省国土地理院研究評価委員会
委員

河 野 宣 之

総合研究大学院大学国際シンポジウム
実施委員会委員

富 阪 幸 治

核融合研究所共同研究員 山 正 見

核融合研究所共同研究員 渡 邊 鉄 哉

核融合研究所共同研究員 櫻 井 隆

核融合研究所共同研究員 梶 野 敏 貴

核融合研究所共同研究員 横 山 央 明

東京大学大学院教育学研究科附属学校
臨床総合教育研究センター協力研究員

縣 秀 彦

国立教育政策研究所教育課程実施状況
調査のための問題作成の協力者

縣 秀 彦

総合研究大学院大学数物科学研究科
博士論文審査委員

関 本 裕太郎

文部科学省国立大学等施設整備に関す
る検討委員会

山 正 見

国立情報学研究所学術研究情報ネット
ワークに関する計画調整会議委員

近 田 義 広

国立極地研究所特別共同研究研究員 佐 藤 忠 弘

国立極地研究所特別共同研究研究員 松 本 晃 治

大学評価・学位授与機構の評価事業の
今後の在り方に関する検討会議委員

山 正 見

名古屋大学大学院理学研究科
博士学位審査委員

富 阪 幸 治

大阪大学大学院理学研究科
学位論文の審査協力

郷 田 直 輝

総務省情報通信審議会専門委員 近 田 義 広

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

川 村 静 児

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

藤 本 眞 克

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

川 邊 良 平

東京大学大学院理学研究科
博士学位審査委員会委員

家 正 則

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

福 島 登志夫

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

櫻 井 隆

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

小 林 行 泰

東京大学大学院理学系研究科
博士学位審査委員会委員

長谷川 哲 夫

文部科学省科学技術・学術審議会専門
委員

富 阪 幸 治

総合研究大学院大学数物科学研究科
博士審査委員

中 村 士

筑波大学学位審査専門委員会委員 富 阪 幸 治

北海道大学大学院理学研究科
博士論文審査委員

富 阪 幸 治

㈶日本宇宙フォーラム客員研究員 磯 部 琇 三

㈶電気・電子情報学術振興財団 山 正 見

水沢市総合開発審議会委員 真 鍋 盛 二

日本学術振興会特別研究員等審査会専
門委員

櫻 井 隆

日本学術振興会特別研究員等審査会専
門委員

真 鍋 盛 二

日本学術振興会特別研究員等審査会専
門委員

浮 田 信 治

葛飾区郷土と天文の博物館運営協議会
委員

櫻 井 隆

日本学術振興会科学研究費委員会専門
委員

富 阪 幸 治

日本学術振興会科学研究費委員会専門
委員

福 島 登志夫

日本学術振興会科学研究費委員会専門
委員

日 置 幸 介

（独）産業技術総合研究所国際計量研究
連絡委員会時間標準分科会委員

藤 本 眞 克

宇宙開発事業団招聘研究員 野 口 卓

日本測地学会評議員 田 村 良 明

日本測地学会評議員 花 田 英 夫

日本測地学会評議員 佐 藤 忠 弘

宇宙開発事業団招聘研究員 荒 木 博 志

㈶天文学振興財団第５期理事 海 部 宣 男

㈶天文学振興財団第５期理事 福 島 登志夫

㈶天文学振興財団第５期評議員 山 正 見

宇宙開発事業団
宇宙環境利用研究委員会副委員長

海 部 宣 男

日本学術振興会
国際科学協力事業委員会委員

家 正 則

水沢市高等教育機関等検討懇談会委員 日 置 幸 介

日本原子力研究所
核融合研究委員会委員

山 正 見

日本原子力研究所
核融合研究委員会委員

常 田 佐 久

日本原子力研究所
シグマ研究委員会委員

梶 野 敏 貴

独立行政法人国立青年の家国立大雪
青年の家施設業務運営委員会委員

海 部 宣 男



日本育英会奨学事業運営協議会委員 山 正 見

㈶日本宇宙フォーラム
スペースデブリ委員会専門委員

磯 部 琇 三

日本天文学会庶務理事及び
ネットワーク委員

杉 山 直

日本天文学会庶務理事 郷 田 直 輝

日本天文学会会計理事 関 井 隆

日本天文学会欧文研究報告編集顧問 有 本 信 雄

日本天文学会欧文研究報告編集顧問 櫻 井 隆

日本天文学会年会実行委員 児 玉 忠 恭

日本天文学会年会実行委員 下 条 圭 美

日本天文学会研究奨励賞選考委員 田 村 元 秀

日本天文学会天文教材小委員 一 本 潔

日本天文学会天文教材小委員 阪 本 成 一

宇宙開発事業団 JEM 曝露部初期利用
ミッション中間評価評価専門委員

海 部 宣 男

宇宙開発事業団
宇宙環境利用検討委員会副委員長

海 部 宣 男

宇宙開発事業団重点化方針原案策定
ワーキンググループ委員

海 部 宣 男

宇宙開発事業団
科学研究専門分科会分科会長

海 部 宣 男

宇宙開発事業団
科学観測ワーキンググループ座長

海 部 宣 男

日本天文学会監事 吉 澤 正 則

日本天文学会天文月報編集委員会委員 上 田 暁 俊

日本天文学会天文月報編集委員会委員 大 石 奈緒子

日本天文学会天文月報編集委員会委員 亀 野 誠 二

日本天文学会天文月報編集委員会委員 藤 田 裕

日本学術振興会
科学研究費委員会専門委員

山 正 見

日本学術振興会
科学研究費委員会専門委員

奥 村 幸 子

日本学術振興会
科学研究費委員会専門委員

佐 藤 忠 弘

日本学術振興会
特別研究員等事業委員会専門委員

山 正 見

宇宙開発議場団宇宙環境利用検討委員
会科学研究専門分科会委員、科学観測
ワーキンググループ委員

山 正 見

11.受 賞

国立天文台ビデオ第５作 未知への航海－すばる望遠鏡建設の記録－

第44回科学技術映像祭 文部科学大臣賞 H15.3.11 受 賞

「もっと遠くを 巨大望遠鏡 すばる」

第13回 TEPIAハイテクビデオコンクール

最優秀作品賞・映像文化製作者連盟会長賞 H15.3.18 受 賞

・杉 山 直 教 授 第16回西宮湯川記念賞 Ｈ13.11.1 受 賞

・宮 地 竹 史 助教授 照明普及賞（優秀施設賞） Ｈ14.6.11 受 賞

・清 水 敏 文 助 手 COSPARゼルドビッチ・メダル Ｈ14.10.17 受 賞

・小久保 英一郎 助 手 日本天文学会研究奨励賞 Ｈ15.3.25 受 賞

12.海外渡航、年間記録、施設の公開

⑴ 教官の海外渡航

区 分
国・地域名 海外出張 研修旅行 合 計

ア メ リ カ 238 8 246

フ ラ ン ス 27 0 27

チ リ 25 0 25

大 韓 民 国 22 5 27

ド イ ツ 18 2 20

ス ペ イ ン 13 2 15

オ ー ス ト ラ リ ア 11 0 11

オ ラ ン ダ 11 0 11

連 合 王 国 11 4 15

イ タ リ ア 7 0 7

ス イ ス 6 0 6

台 湾 6 3 9

南 ア フ リ カ 4 0 4

ギ リ シ ャ 3 0 3

中 国 3 3 6

カ ナ ダ 2 0 2

ペ ル ー 2 0 2

イ ン ド 1 1 2

イ ン ド ネ シ ア 1 0 1

オ ー ス ト リ ア 1 0 1

チ ェ コ 1 0 1

ニュージーラ ン ド 1 0 1

ノ ル ウ ェ ー 1 0 1

フ ィ ン ラ ン ド 1 0 1

プ エ ル ト リ コ 1 0 1



メ キ シ コ 1 0 1

ル ー マ ニ ア 1 0 1

ル ク セ ン ブ ル グ 1 0 1

ロ シ ア 1 0 1

合 計 421 28 449

⑵ 年間記録

(14.4.1～15.3.31）

５月17日 野辺山宇宙電波観測所20周年・電波ヘリオグ

ラフ10周年記念式典が開催された。

５月25日

～５月26日

VERA石垣島局開局記念式典及び記念行事

が開催された。

６月８日 水沢観測センターの施設公開が催され、約

1,000人の見学者が訪れた。

６月24日 第18回国立天文台評議員会が開催され、平成

15年度概算要求等について審議された。

７月１日 平成14年度永年勤続者表彰式が行われ、４名

（雨宮秀巳、井上允、岩下浩幸、田村良明）が

表彰された。

８月１日

～８月７日

前年に引き続き、８月の第１週に「スター

ウィーク・星空に親しむ週間」が設けられ、

全国各地の公開天文施設で、観望会等のイベ

ントが開催された。

８月５日

～８月８日

高校生を対象にした宿泊体験学習会「君が天

文学者になる４日間」が三鷹キャンパスで開

催され、応募者の中から選出された16名が参

加した。

８月10日 VERA入来局の施設公開が催され、880人の

見学者が訪れた。

８月24日 岡山地区の特別公開が催され、約650名の参加

者が訪れた。

８月26日

～８月30日

小学生・中学生・高校生を対象にしたイベン

ト「夏休みジュニア天文教室」が三鷹キャン

パスで開催され、約300人が参加した。

８月31日 野辺山地区の施設特別公開が催され、約2,000

人の見学者が訪れた。

10月19日 ALMA公開講演会「ビッグバンと宇宙の進

化を探る」が仙台市天文台にて開催され、約

120人の参加があった。

10月26日 三鷹地区の特別公開が「アンデスの巨大電波

望遠鏡・アルマでえがく暗黒の宇宙」をメイ

ンテーマに開催され、約1,300人の見学者が訪

れた。

11月16日

～11月18日

VERA小笠原局の施設公開と天体観望会が

開催された。

11月23日 岡山地区の特別天体観望会が催され、抽選で

100人の参加者を招待した。

１月15日 国立天文台、チリ大学、NTTの３者間での

「グローバルデジタル通信ネットワークを利

用した遠隔天文観測」に関する共同研究協定

調印式が三鷹にて行われた。

１月18日 国立天文台公開講演会「すばる望遠鏡の挑戦」

が科学技術館（千代田区）にて開催され、279

人の参加があった。

３月29日 岡山地区の特別天体観望会が催され、抽選で

100人の参加者を招待した。

３月31日 平成14年度退職者永年勤続表彰が行われ、８

名（井上志津代、金子芳久、木下宙、笹尾哲

夫、佐藤弘一、二宮孝子、乗本祐慈、渡邊悦

二）が表彰された。

⑶ 施設の公開

１) 三鷹地区

［常時公開］

日 時：４月～９月 10：00～17：00

10月～３月 10：00～16：00

年末年始（12/28～1/4）を除く毎日

入場者数：5,556人

公開施設：65cm大赤道儀室（歴史館）、20cm望遠鏡

太陽分光写真儀室、展示室

［定例天体観望会］

日 時：第２土曜日の前日の金曜日と第４土曜日

入場者数：2,626人（23回）

公開施設：口径50cm社会教育用公開望遠鏡

［特別公開］

テ ー マ： アンデスの巨大望遠鏡アルマでえがく暗

黒の宇宙」

日 時：平成14年10月26日（土）10：00～19：00

入場者数：約1,300人

本年も、東京大学大学院理学系研究科天文学教育研究セ

ンタ－、総合研究大学院大学との共催で開催した。従来は

午後１時開始だった公開を今回は午前10時からとしたが、

当日は朝から雨模様で来場者の出足は悪かったものの、19

時の公開終了までに約1,300人が訪れた。

今回のメインテーマは「アンデスの巨大望遠鏡アルマで

えがく暗黒の宇宙」。講演会は参加者が150人を越えるなか、

チリに建設が計画されているALMA（アルマ）について長

谷川哲夫氏の講演とマウナケア山頂のすばる望遠鏡制御室

からテレビ会議による山田亨氏の講演を開催した他、

ALMAの現地ジオラマ模型、クイズ・展示など様々な関連

する企画が行われた。また、普段はなかなか見学できない

1.5m赤外線シミュレータや重力波観測棟などの観測・実

験施設、昨年文化財登録された大赤道儀室（天文台歴史館）

や第一赤道儀室も熱心な見学者であふれた。あいにくの天

候のため天体観望会は中止となったが公開時間が長くな



り、ゆっくりと見学を終え帰路に就く来場者は、満足そう

な表情を浮かべていた。

２) 水沢地区

［定例公開］

日 時：月～金（休日を除く）９：00～16：00

入場者数：960人

公開施設：木村記念館、VERA20mアンテナ、

VLBI用10mアンテナ等

［施設公開］

日 時：平成14年６月８日（土）10時～16時、

入場者数：約1000人

水沢観測センターの施設公開は朝から天候に恵まれ多数

の来場者となりました。今回から職員が黄色いスタッフ

ジャンパーを着用し、来場者が一目で分かるようにし、昨

年のアンケート結果をふまえて所内数箇所で冷たいお茶の

サービスをするなど、来場者への配慮が一歩進んだ施設公

開となりました。

《施設公開の内容》

木村記念館では、100年に及ぶ臨時緯度観測所時代からの

資料を展示しました。本館ロビーでは、講演会と連動した

「星の大きさを測る」研究のポスターや、超伝導重力計を用

いた地球ダイナミクス研究のポスターの展示と来場者への

説明が行われました。各展示コーナーに足を運ぶことで答

が分かるようになっているクイズの答え合わせと記念品の

受け渡し、天文台グッズの販売もロビーで行われました。

今年は天体写真の絵葉書と星座早見表が記念品として用意

されました。グッズ販売コーナーでは“すばるＴシャツ”

が良く売れていました。

本館会議室では、佐藤弘一氏による講演会が行われ、50

人を越す聴衆が光干渉計を用いて星の大きさを測る話に聞

き入りました。

けやき会館では、測月学（RISE）グループが会議室で将

来の月利用に関するビデオと水沢観測センターの紹介ビデ

オを上映し、ロビーでは月探査計画の歴史や RISE計画の

概要説明が行われました。新企画で大人気だったのがサッ

カーボール型惑星ペーパークラフトで、予想以上の方が興

味を示し、自宅へ持ち帰ったり、現場で１時間以上掛けて

作成していかれました。RISE関係者はペーパークラフト

のコピーで大忙しでした。

RISE関連では、他にも、月の地形を調べる装置（レー

ザー高度計）の試作機が絶対重力計室で公開され、振動実

験装置の実演が行われました。試作機とはいえ、衛星搭載

機の実物を前にして多くの質問が担当者に投げかけられて

いました。

屋外では、やはり、VERA20m鏡の周りに人だかりがで

きました。アンテナの前で記念写真を撮る人、駆動制御パ

ソコンの簡単なキー操作で大きなアンテナが正確に動くこ

とに驚く人、説明パネルの前で熱心に職員の話に耳を傾け

る人など様々な反応が見られました。今年は特に、アンテ

ナ内部見学の時間が設けられ、見学開始時間になる度に長

い行列ができました。

天体望遠鏡による太陽黒点観測も好天に恵まれて大成功

で、別の望遠鏡では昼間ながら金星を自動追尾で捉えてい

たこともあり、来場者の天文現象への興味をかき立ててい

ました。

旧本館では、計算機博物館と銘打って、初の電卓からパ

ソコンまでの計算機の実機展示と、水沢で導入した歴代の

電子計算機のパネル展示が行われました。タイガー計算機

や初期のパソコンを懐かしく動かしてみたり、じっくり時

間をかけ見入っている人たちが多く見受けられました。

隣室では時計博物館として、振り子時計や原子時計の展

示及びパネル展示が行われました。

今年も暑い中、小・中学生から年輩の方まで熱心に見学

していただき、これからますます質の良い研究を行い、成

果を一般の方々に分かりやすく説明していく必要があるこ

とを職員一同改めて認識した日になりました。

３) 野辺山地区

［一般公開］

日 時：毎日 ８：30～17：00

(12月27日～１月４日休止）

入場者数：64,837人

公開施設：45m電波望遠鏡、ミリ波干渉計、電波ヘリ

オグラフ等（外観のみ）

［特別公開］

日 時：平成13年８月31日（土）９：00～16：00

入場者数：1,934人

平成14年度特別公開は８月31日（土）に行われ、２つの

講演「アンデスより空を見上げて」(奥村幸子）および、「電

波で見る太陽系」(長谷川均）は、どちらも盛況でした。同

時に、VSOP2 model の展示、ペーパークラフトの作成、

干渉計アンテナ移動、天文グッズの販売、ミニミニ講演な

ども行われましたが、入場者数は2000人弱（例年の30％減）

となりました。通年行われている一般公開は、展示物等特

に変わったところはありませんでしたが、大雪のため冬期

の入場者が減少しました。

４) 乗鞍地区

日 時：５月中旬から10月の毎日

８：30～17：00

公開施設：口径25cmコロナグラフ、パネル展示

５) 岡山地区

［一般公開］

日 時：６月の鏡類メッキ期間を除く毎日。



入場者数：16,769人

公開施設：188cm反射望遠鏡をガラス越しに見学。

［特別公開］

テ ー マ： もう一つの太陽系を探せ（系外惑星探査）」

日 時：平成14年８月24日（土）10：00～17：00

入場者数：650人

特別公開では、例年通り188cm反射望遠鏡ドームと91cm

反射望遠鏡ドームを公開し、観測所の観測装置の紹介や研

究についての解説を行った。平成14年度も、鴨方町岡山天

文博物館との共催であった。

今年のテーマは「もう一つの太陽系を探せ」ということ

で、最近の系外惑星探査の進展をパネルで紹介し、あわせ

て岡山観測所188cm望遠鏡を用いた惑星探査プロジェク

トの説明を行った。188cm望遠鏡では望遠鏡およびドーム

操作のデモを行った。実際に望遠鏡が動き、ドームが大き

な音を立てて回るのを見て、驚く人も多かった。また、数

回にわけて188cm望遠鏡の主鏡を見学するツアーを行っ

た。普段見られない主鏡を見られたとあって、参加者には

好評であった。中間赤外線カメラを利用した赤外線観測実

験コーナーも人垣ができるほどの盛況であった。188cm

ドーム階下では、天文質問コーナーの他に、188cm望遠鏡

やALMAアンテナなどのペーパークラフトコーナーを設

けた。子供達を中心に一生懸命クラフト作りを行う姿が見

られた。岡山天文博物館では、プラネタリウム上映やスタ

ンプラリーなどが行われ、大変好評であった。

当日は天候に恵まれ、昨年度よりも多くの来訪者があっ

た。夏休みの後半に行ったためか、子供連れの姿が目立っ

た。

［特別観望会］

日 時：平成14年11月23日（土）18：00～22：00

入場者数：97人

日 時：平成15年３月29日（土）18：30～22：30

入場者数：106人

平成14年度は２回の特別観望会を行った。両方とも全国

から参加者を募った。観測所の対応可能人数に限界がある

ため、応募者のなかから抽選で100名前後を選んで、来てい

ただいた。２回ともかなりの数の応募者があり、３月の観

望会では競争率は７倍にもなった。遠くは沖縄や埼玉など

からも応募があった。

11月の観望会では、天王星、アルビレオ、球状星団Ｍ15

を観望した。このときは非常にシーイングが良く、Ｍ15の

中心部の星が分解してかなり見えるみごとなもので、参加

者からは感嘆の声があがっていた。天王星の青白い色も美

しく、恒星とは違って点像ではないことを実感していただ

いた。

３月の観望会は、土星と木星を観望した。快晴であった

が、残念ながらシーイングは11月には及ばなかった。参加

者は、カッシーニの間𨻶や木星の縞模様、両惑星の衛星な

どを見て概ね満足されたようである。

これらの観望会も鴨方町岡山天文博物館と共同で行っ

た。博物館ではプラネタリウムを利用した星空解説と観望

天体の解説を行った。

13.図書・出版・ビデオ製作

⑴ 概 要

平成14年度は、旧図書庫蔵書の遡及入力をおこなった。

電子ジャ－ナル JGR、GRLを購入し閲覧可能にした。斉藤

国治・今井湊各文庫の整理をした。ブラッシャー写真乾板

の保存作業を完了して星図データリストを公開した。劣化

資料の再生や補修・修繕整備をおこなった。

⑵ 図 書

2003年３月31日現在、各図書室における蔵書冊数および

所蔵雑誌種数は、次に示す通りである。

蔵書冊数

和 書 洋 書 合 計

三 鷹 14,352 44,011 58,363

岡 山 355 3811 4,166

野 辺 山 2,630 6,363 8,993

水 沢 4,872 17,099 21,971

ハ ワ イ 436 1,472 1,908

総 計 22,645 72,756 95,401

所蔵雑誌種数

和雑誌 洋雑誌 合 計

三 鷹 113 999 1,112

岡 山 4 18 22

野 辺 山 16 76 92

水 沢 730 827 1,557

ハ ワ イ 18 24 42

総 計 881 1,944 2,825

⑶ 出 版

天文台の継続出版物で、2002年度中に出版したものは、

次の通りである。ただし、図書室の納本状況に基づく。



（三鷹地区）

1)Publications of the National Astronomical Observa-

tory of Japan,vol.6,No.4, vol.7,No.1 ２冊

2)国立天文台報、第６巻第１号、第２号 ２冊

3)国立天文台年次報告、第14冊 2001 １冊

4)Annual report of the National Astronomical Obser-

vatory of Japan,vol.4,Fiscal2001 １冊

5)国立天文台要覧、出版無し

6)National Astronomical Observatory Reprint, Nos.

664-738 75冊

7)暦象年表、平成15年 １冊

8)国立天文台ニュース、Nos.105-116 10冊

9)国立天文台パンフレット（和文）平成14年度 １冊

10)理科年表、平成15年 １冊

（太陽物理学研究系）

11)Solar and Plasma Astrophysics Preprint (Solar
 

Physics Division /Solar Group of Nobeyama Radio
 

Observatory,NAO),Nos.2002/1-2002/4 ４冊

（理論天文学研究系）

12)Astrophysics Preprint Series (Theoretical Astro-

physics Division,NAO),Nos.2002/1-2002/44 44冊

（太陽活動世界資料解析センター）

13)Monthly Bulletin on solar Phenomena,2002/1-12

12冊

（天文学データ解析計算センター）

14)天文学データ解析計算センター年報、第13号 １冊

15)ADAC Report. No.105-109 ５冊

（岡山天体物理観測所）

16)天文情報処理研究会 第48回会合 岡山観測所で行

うサーベイ（的）観測」 １冊

17)集録 第６回天網の会ワークショップ」 １冊

18)第22回天文学に関する技術シンポジウム 2002収録

１冊

（野辺山太陽電波観測所╱野辺山宇宙電波観測所）

19)NRO Report,Nos.556-582 27冊

20)NRO技術報告、No.65 １冊

21)NROユーザーズミーティング集録 第20回 １冊

（水沢観測センター）

出版無し

（ハワイ観測所）

22)Subaru Telescope Preprint and Reprint series, no.

143-149,151-165 ８冊

⑷ 平成14年度 国立天文台ビデオ第６作

不思議の星地球」

14.談話会記録

三鷹談話会

４月12日（金） 河 野 孝太郎 東京大学天文学教育研究セン

ター

ポスト・スターバースト銀河NGC5195に存在する多量の

分子ガス：ハッブルタイプと星形成の関係を理解する鍵

４月19日（金） Young Giang Yao  Purple Mountain Obser-

vatrory
 

A Middle-size IR Telescope in China Planned as Cooper-

ative Project in East Asia

中国における東アジア共同中型赤外線望遠鏡計画

４月26日（金） 松 尾 宏 天文機器開発実験センター テラヘルツ天文学の夢

５月10日（金） 古 屋 玲 アルチェトリ天文台、イタリ

ア

若い星における水メーザー現象

５月17日（金） Michael Scholz  University of Heidelberg  Measuring and Interpreting Mira Diameters:Problems
 

and Prospects

５月21日（火） 新 永 浩 子 ハーバード・スミソニアン天

体物理学センター

星間・星周物質の偏波現象

６月３日（月） Chris Packham University of Florida  Mid-IR Observations of M87and Cygnus A

６月21日（金） 常 定 芳 基 位置天文・天体力学研究系 Study on Cosmic Ray Anisotropy with the Air Shower
 

Experiment at Mount Chacaltaya ボリビア・チャカルタ

ヤ山における空気シャワー実験による宇宙線異方性の研究



６月28日（金） 本 原 顕太郎 東京大学天文学教育研究セン

ター

すばるOHSによる SCUBA天体の近赤外分光観測

７月12日（金） 西 川 淳 光赤外干渉計グループ 三鷹光赤外干渉計MIRA-I.230m基線」初フリンジ検出に

成功

７月19日（金） 岡 朋 治 東京大学大学院理学系研究科 CIサブミリ波輝線で探る分子雲形成過程

８月21日（水） Dr.Pual Ho ハーバード・スミソニアン天

体物理学センター

Status of the SMA Project

９月４日（水） 高 桑 繁 久 ASIAA  SMA Observations of Protostar in L1551NE

９月13日（金） Garik Israelian Instituto de Astrofisica de
 

Canarias,Spain
 

Extrasolar planet host stars:are they different?

９月27日（金） 幸 田 仁 ALMA計画準備室 近傍円盤銀河NGC3079のバーと大質量コア

―野辺山ミリ波干渉計による中心部 CO観測－

10月18日（金） R.Kariyappa  Bangalore/国立天文台客員

教授

CaII  K Imaging to Understand the Ultra Violet
 

Irradiance Variability

11月１日（金） 齋 藤 正 雄 ALMA計画準備室 Submillimeter Array(SMA)

11月15日（金） 生 田 ちさと 天文情報公開センター Star Formation Histories of Local Group Dwarf Gal-

axies

11月22日（金） 大 木 健一郎 理論天文学研究系 学術的電子図書館への新たな試み

11月26日（火） Ai Guoxiang 中国国家天文台 Chinese astronomy

12月２日（月） Dr. Peter Quinn ESO  Virtual Observatories and the Future of Astronomical
 

Data

12月６日（金） 廣 瀬 重 信 東京理科大学理学部第一部 仮想空間における天文物理実験の試み

12月10日（火） Dr.Osman Demircan  Çanakkale Onsekiz Mart
 

University, Astrophysics
 

Observatory,Turkey

 

Present Astronomy in Turkey

12月13日（金） 高 橋 英 則 東京大学大学院理学系研究科

天文学専攻

赤外線天文衛星ASTRO-F

１月10日（金） 福 島 登志夫 天文情報公開センター スケール変換による効率的な軌道シミュレーション Effi-

cient Orbit Integration by Scaling for Kepler Energy
 

Consistency

１月15日（水） Maria Teresa Ruiz チリ大学 数理物理学部 天

文学科

Astronomy in Chile

１月15日（水） 石 黒 正 人 ALMA計画準備室 ALMA project

１月15日（水） Eduardo Vera チリ大学 数理物理学部 計

算科学科

Access Nova

１月17日（金） Dr. Sigalo Friday 理論天文学研究系 The State of Astronomy in Nigeria

１月31日（金） 亀 野 誠 二 VSOP室 活動銀河中心0.1パーセクスケールのプラズマ円盤 Sub-

pc-scale plasma tori in active galactic nuclei

２月７日（金） J.C. del Toro Iniesta  Instituto de Astrofisica de
 

Andalucia
 

Interpretation of observations by inversion and a new
 

instrumental project

２月14日（金） R. T. Schilizzi  International Project Direc-

tor, Square Kilometre
 

Array Project

 

Progress in the Kilometre Array Project

２月14日（金） 住 貴 宏 Department  of  Astro-

physical Siences, Princeton
 

University

 

Measurements of streaming motions of the Galactic bar
 

with Red Clump Giants



２月28日（金） 木 下 宙

中 井 宏

Ji Jianghui

国立天文台、紫金山天文台 太陽系外惑星の安定性

３月14日(金) 佐 藤 弘 一 地球回転研究系 高角度分解能観測を求めて －干渉計－

High angular resolution observations

― interferometer―

３月20日(木) 小 松 英一郎 Department  of  Astro-

physical Siences, Princeton
 

University

 

WMAP First Year Results:宇宙論はどこまで分かったか

３月28日(金) 岸 本 真 Institute for Astronomy,

University of Edinburgh
 

The Balmer-edge Behavior of the Quasar Big Blue
 

Bump:観測できなかったバルマー不連続域の詳細

野辺山談話会

６月25日（火） Peter  Hofner Univ.Puerto Rico  The Formation of Massive Stars

12月４日（水） Bernhard Kliem Astrophysical Institute Pot-

sdam, Germany /国立天文

台野辺山

Solar Flare Observations,Magnetic Reconnection,and a
 

Stellar Radio Flare

３月５日（水） F.B.Sigalo  Rivers State University of
 

Science & Technology,

Nigeria /国立天文台

The State of Astronomy in Nigeria

３月28日（金） Martina Wiedner  CfA  Activities in the Radio Astronomy Group at the Univer-

sitaet zu Koeln
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野地学」，日本書籍.

山崎高幸，一本 潔，日江井栄二郎：2002，太陽コロナ速
度場観測で得られたフレア，明星大学研究紀要（理工
学部），38，15-23.

柳澤顕史，市村櫻子，伊木広子，原田直子，渡邊悦二，乗
本祐慈，国光昌子，岡田隆史，泉浦秀行，吉田道利：2002，
岡山天体物理観測所写真乾板アーカイブ，第48回天文
情報処理研究会集録.

柳澤顕史，森 淳，浦口史寛，清水康広，渡邊悦二，奥村
真一郎，田実晃人，岡田隆史，小矢野久，乗本祐慈：2002，

Super-OASISの現状と今後について，岡山ユーザーズ
ミーティング集録.

柳澤顕史，清水康広，浦口史寛，岡田則夫，岡田隆史，小
矢野久：2002，岡山中間赤外線雲モニタのファーストラ
イト，岡山ユーザーズミーティング集録.

柳澤顕史，中田好一，泉浦秀行，吉田道利，渡邊悦二，清
水康広，岡田則夫，中村京子，乗本祐慈，岡田隆史，小
矢野久，稲田素子：2002，広視野近赤外線カメラによる
銀河面モニタ計画の提案，岡山ユーザーズミーティン
グ集録.

柳澤顕史，中田好一，泉浦秀行，吉田道利，渡邊悦二，清
水康広，岡田則夫，中村京子，乗本祐慈，岡田隆史，小
矢野久，稲田素子：2002，超広視野近赤外線カメラによ
る銀河面モニタ計画，第48回天文情報処理研究会集録.

安田直樹：2002，スローン・デジタル・スカイ・サーベイ
のデータベース，天文月報，95，576-580.

横川創造：2003，野辺山ミリ波干渉計を用いた CS（J＝3－
2）輝線/２mm連続波での原始星観測，第20回NRO
ユーザーズミーティング集録，177-178.

横山央明：2002，野辺山電波ヘリオグラフによる太陽フレ
ア超高速伝播現象の発見，天文月報，95，606.

横山央明：2003，太陽フレア物理の最近の進展，2002研
究会「高エネルギー宇宙物理学の理論的研究」集録，5-
11.

吉田二美，中村 士：すばる望遠鏡によるトロヤ群小惑星
のサイズ分布，第24回太陽系科学シンポ，85-88.

吉田道利，井上 允，唐牛 宏，中田好一，寿岳 潤：2002，
堂平HBS論文問題について，岡山ユーザーズミーティ
ング集録.

吉田道利：2002，2001年度事業報告，岡山ユーザーズミー
ティング集録.

吉田道利：2002，岡山新天文台3.5m望遠鏡仕様案，岡山
ユーザーズミーティング集録.

吉田道利：2003，FOCASのソフトウェアと天文学，第50
回天文情報処理研究会集録.

吉田道利：2003，岡山天体物理観測所について，第６回天
網の会ワークショップ集録.

7.報告（学会)

阿部新助，海老塚昇，矢野 創，春日敏測，布施哲治，渡
部潤一：2002，中間圏界面で発生する流星に伴う永続痕
の発光メカニズム，地球惑星科学関連学会2002合同大会.

阿部新助，矢野 創，海老塚昇，春日敏測，杉本雅俊，藤
野宣知，渡部潤一，小笠原隆亮，布施哲治：2002，紫外
域流星スペクトルからのOH分子の初めての検出，天文
学会秋.

安藤浩哉，塚本武彦，杉浦藤虎，浅山信一郎，木村公洋，
米倉覚則，小川英夫，南谷哲宏，前田普教，水野範和，
水野 亮，福井康雄：2002，RF帯用3dBブランチライン
カプラーの設計および製作とその評価，天文学会秋.

安東正樹，新井宏二，高橋竜太郎，辰巳大輔，Beyersdorf,
P.，川村静児，三代木伸二，三尾典克，森脇成典，沼田
健司，神田展行，藤本眞克，坪野公夫，黒田和明，他

TAMA Collaboration：2002，レーザー干渉計重力波検
出器 TAMA300の観測状態解析Ⅱ，物理学会秋.

安東正樹，新井宏二，高橋竜太郎，長野重夫，佐藤修一，
辰巳大輔，常定芳基，麻生洋一，Beyersdorf,P.，川村
静児，三代木伸二，三尾典克，森脇成典，沼田健司，神
田展行，藤本眞克，坪野公夫，黒田和明，他 TAMA

 
Collaboration：2003，レーザー干渉計重力波検出器

TAMA300の観測状態解析Ⅲ，物理学会春.
青木和光：2002，高分散分光観測による金属欠乏星の化学
組成からの年齢測定，天文学会秋.

青木和光：2003，alpha,r,s過程元素とすばる望遠鏡観測，
物理学会春.

青木 勉，峰崎岳夫，吉井 譲，塩谷圭吾，小林行泰，菅
沼正洋，富田浩行，Bruce A. Peterson：2002，

MAGNUM project⑸.観測スケジューリング，天文学
会秋.

新井宏二，佐藤修一，長野重夫，高橋竜太郎，神田展行，
辰巳大輔，常定芳基，安東正樹，三尾典克，森脇成典，
武者 満，川村静児，福嶋美津広，山崎利孝，藤本眞克，
坪野公夫，大橋正健，黒田和明，他 TAMA Collabora-
tion：2002，レーザー干渉計型重力波検出器 TAMA300



のパワーリサイクリング III，物理学会秋.
新井宏二：2003，TAMA300の現状，基研研究会，京大基礎
物理学研究所.

荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，河
野宣之，郷田直輝，小林行泰，矢野太平，辻本拓司，官
谷幸利，山田良透：2002，11：15308CCDによる星像中
心位置の高精度測定，日本惑星学会秋.

荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，河
野宣之，郷田直輝，小林行泰，矢野太平，辻本拓司，官
谷幸利，山田良透：2002，CCDによる星像中心位置の高
精度測，惑星科学会秋講演会.

荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，河
野宣之，郷田直輝，小林行泰，矢野太平，辻本拓司，山
田良透，官谷幸利：2002，CCDによる星像中心位置の高
精度測定実験⑴，天文学会秋.

荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花田英夫，河
野宣之，郷田直輝，小林行泰，矢野太平，辻本拓司，山
田良透，官谷幸利：2002，CCDによる星像中心位置の高
精度測定実験（1）実験装置の開発，天文学会秋.

有本信雄，伊吹山秋彦：2003，惑星系を持つ星の金属量は
なぜ高いか，天文学会春.

有吉誠一郎，松尾 宏，大谷知行，森嶋隆裕，佐藤広海，
清水裕彦，武田正典，野口 卓，坂本彰弘：2002，ASTE
搭載サブミリ波カメラの開発Ⅳ，天文学会秋.

浅田圭一，亀野誠二，井上 允，沈 志強，堀内真司：2002，

VSOP観測による電波ローブの膨脹の様子，天文学会
秋.

浅原明広，谷森 達，窪 秀利，折戸玲子，西田大輔，森
正樹，桜澤幸司，臼田知史，小笠原隆亮，小杉城治，小
宮山裕，高田唯史，中桐正夫，宮崎 聡：2002，すばる
望遠鏡搭載用10-100GeVγ線カメラの開発，天文学会秋.

浅井 歩，高崎宏之，柴田一成，黒河宏企，鴨部麻衣，下
条圭美，横山央明：2003，フレアループ上空の下降流と、
エネルギー解放，天文学会春.

浅井 歩，黒河宏企，柴田一成，横山央明，下条圭美：2002，
磁気浮上領域での太陽ジェットとエネルギー解放，天文
学会秋.

朝木義晴，出口修至，今井 裕，本間希樹，三好 真，蜂
須賀一也：2002，アンテナ高速スイッチングVLBIによ
る S Per水メーザ・スポット固有運動の観測，天文学会
秋.

浅山信一郎，木村公洋，米倉覚則，小川英夫，鈴木和司，
前田普教，南谷哲宏，水野範和，水野 亮，福井康雄，
安藤浩哉，岩下浩幸，高橋敏一，野口 卓：2002，ALMA
用ミリ波サイドバンドセパレーションミクサの開発，天
文学会秋.

浅山信一郎，木村公洋，米倉覚則，小川英夫，鈴木和司，
前田普教，南谷哲宏，水野範和，水野 亮，福井康雄，
岩下浩幸，高橋敏一，野口 卓：2003，ミリ波サイドバ
ンドセパレーションミクサの開発，天文学会春.

馬場大介，長田哲也，中島 康，永山貴宏，長嶋千恵，佐
藤修二，田村元秀，中屋秀彦，河村晶子，杉谷光司：2002，

SIRIUSによる星形成領域 S235A/Bの観測，天文学会
秋.

馬場大介，長田哲也，中島 康，永山貴宏，長嶋千恵，佐
藤修二，田村元秀，中屋秀彦，河村晶子，杉谷光司：2002，

SIRIUSによる星形成領域 S235A/Bの観測，天文学会
秋.

Beyersdorf,P.，川村静児，川添史子，阪田紫帆里，関戸

文，宗宮健太郎，Agueros,M.：2003，A variable ban-
dwidth gravitational wave interferometer using polar-
ization control I，物理学会春.

千葉柾司：2003，次期光学赤外線望遠鏡による局所宇宙の
解明，天文学会春.

出口修至，中島淳一，宮田 隆：2003，IRAS対応天体を持
たないメーザー源について，天文学会春.

出口修至，中島淳一：2002，近赤外撮像観測による酸素過
剰型原始惑星状星雲の探査，天文学会秋.

Dermawan,B.，中村 士，福島英雄，吉田二美，高橋 茂，
宮坂正大，佐藤祐介，宮地晃平，鈴木淳嗣：2003,小惑
星の非主軸回転検出の試み：カリン族小惑星の変光曲
線，天文学会春.

戎崎俊一，清水裕彦，川崎賀也，宮坂浩正，滝澤慶之，竹
田成宏，榊 直人，大谷知行，川井和彦，大森 整，森
田晋也，守安精，上原嘉宏，山形 豊，鈴木 亨，林偉
民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，林田直明，間瀬圭
一，篠崎健児，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏
夫，井上直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，
金子敏明，藤本順平，清水韶光，木舟 正，北本俊二，
水本好彦，梶野敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，柴
田 徹，佐藤文隆，田島俊樹，本田 建，吉井 尚，溝
渕智子，内堀幸夫，門多顕司，川上三郎：2003，EUSO
（Extreme Universe Space Observatory）ミッション
（Ｘ）100EeV宇宙線は存在する，物理学会春.
戎崎俊一，清水裕彦，川崎賀也，宮坂浩正，滝澤慶之，竹
田成宏，榊 直人，大谷知行，川井和彦，大森整，森田
晋也，守安精，上原嘉宏，山形 豊，鈴木 亨，林偉民，
上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，林田直明，間瀬圭一，
篠崎健児，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏夫，
井上直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，
金子敏明，藤本順平，清水韶光，木舟正，北本俊二，水
本好彦，梶野敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，柴田
徹，佐藤文隆，田島俊樹，本田 建，吉井 尚，溝渕智
子，内堀幸夫，門多顕司，川上三郎：2003，EUSO
（Extreme Universe Space Observatory）ミッション
（XI）全体説明・現状報告，物理学会春.
戎崎俊一，清水裕彦，川崎賀也，宮坂浩正，滝澤慶之，竹
田成宏，榊直人，大谷知行，川井和彦，大森 整，森田
晋也，守安精，上原嘉宏，山形 豊，鈴木 亨，林偉民，
上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，林田直明，間瀬圭一，
篠崎健児，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏夫，
井上直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，
金子敏明，藤本順平，清水韶光，木舟正，北本俊二，水
本好彦，梶野敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，柴田
徹，佐藤文隆，田島俊樹，本田 建，吉井 尚，溝渕智
子，内堀幸夫，門多顕司，川上三郎：2003，EUSO
（Extreme Universe Space Observatory）ミッション
（XIII）シミュレーション，物理学会春.
戎崎俊一，清水裕彦，川崎賀也，宮坂浩正，瀧澤慶之，竹
田成宏，榊 直人，大谷知行，佐藤広海，森嶋隆裕，川
井和彦，大森 整，森田晋也，守安精，上原嘉宏，山形
豊，鈴木 亨，林偉民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，
永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏夫，井上直也，
福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，金子敏明，
藤本順平，木舟 正，北本俊二，水本好彦，梶野敏貴，
政池 明，近 匡，吉田篤正，佐藤文隆，田島俊樹：2002，

EUSO（Extreme Universe Space Observatory）計画
（VII）現状報告及び全体計画，物理学会秋.



榎 基宏，長島雅裕，郷田直輝：2003，Modelling of the
 

evolution of quasar clustering，天文学会春.
榎 基宏，長島雅裕，郷田直輝：2003，Quasar formation
& large-scale bias，天文学会春.

榎 基宏，長島雅裕，矢作日出樹，郷田直輝，吉井 譲：
2002，クェーサーの空間相関の理論的解析，天文学会秋.

江澤 元，川辺良平，山本 智，ASTEチーム：2002，

ASTE計画ー移設の進捗と現状，天文学会秋.
江澤 元，川辺良平，山本 智：2003，ASTE計画の進捗
と今後，天文学会春.

江副祐一郎，松崎恵一，関本裕太郎，国分紀秀，牧島一夫：
2002，「あすか」衛星による大質量星形成領域 Cepheus A
と S140の観測，天文学会秋.

江副祐一郎，松崎恵一，関本裕太郎，国分紀秀，牧島一夫：
2003，Chandra衛星による大質量星形成領域NGC6334
の観測，天文学会春.

藤井高宏，面高俊宏，西尾正則，河南 勝，廣田朋也，前
田利久，長谷川渉，江副和彦，渡部裕貴，田中培生，唐
牛 宏，笹尾哲夫，小林秀行，清水 実，奥平敦也：2002，
鹿児島大学光・赤外線望遠鏡計画の現状：可視光観測ス
タート，天文学会秋.

藤本眞克，新井宏二，高橋竜太郎，佐藤修一，長野重夫，
辰巳大輔，Beyersdorf,P.，朱 宗宏，常定芳基，福嶋
美津広，山崎利孝，川村静児，他 TAMAグループ：2003，

TAMA300の現状 ，天文学会春.
藤田 裕：2002，銀河団の Subhaloの質量関数，天文学会
秋.

藤田 裕，滝沢元和，Sarazin,C.L.：2003，銀河団での乱
流加速と非熱的放射，天文学会春.

藤原英明，渡部潤一，福島英雄，Denis Denissenko：2003，
ガンマ線バースト初期閃光検出の試み，天文学会春.

藤原英明，渡部潤一，福島英雄，Denis Denissenko：2002，

GRB970411の初期閃光検出の試み，天文学会秋.
深川美里，田村元秀，伊藤洋一，大朝由美子，林左絵子：
2002，Herbig Ae型星に付随するディスクの近赤外撮像
観測，天文学会春.

福田尚也，横山央明，松元亮治，ネットラボラトリーチー
ム：2002，宇宙シミュレーション・ネットラボラトリー
システムの開発⑺：統合ソフトウェア CANS，天文学会
秋.

福田尚也，朝倉博紀，横山央明，松元亮治，ネットラボラ
トリーチーム：2003，宇宙シミュレーション・ネットラ
ボラトリーシステムの開発⑻：NetCANS，天文学会春.

副田憲志，坪野公夫，安東正樹，沼田健司，神田展行，辰
巳大輔，新井宏二，高橋竜太郎，川村静児，Beyersdorf,
P.，三代木伸二，三尾典克，他 The TAMA Collabora-
tion：2003，TAMA300データを用いた連続重力波解析，
物理学会春.

福島英雄，渡部潤一，縣 秀彦，内藤誠一郎，佐藤祐介，
他観望会スタッフ：2002，国立天文台三鷹キャンパス定
例天体観望会，天文学会秋.

古荘玲子，河北秀世，渡部潤一，大坪貴文，川端弘治，岡
崎 彰，斉藤将志，長 俊成，小沢賢司，石黒正晃，征
矢野隆夫，中田好一，三戸洋之，福島英雄，藤井 貢：
2002，C/2002V1(NEAT)彗星の国内多波長同時観測速
報，天文学会春.

古荘玲子，河北秀世，大坪貴文，渡部潤一，藤井 貢：2003，
彗星塵からのナトリウム原子放出メカニズム：Hale-
Bopp彗星の場合，天文学会春.

古荘玲子，河北秀世，藤井 貢，渡部潤一：2002,C/2002

C1 (Ikeya-Zhang)彗星におけるNa輝線の日心距離依
存性，天文学会秋.

五島正光，縣 秀彦，千頭一郎，柴田直人，畠中亮：2002，
計算機ネットワークに支援された高校天文教育 －国立
南九州病院でのHOUを事例として－，天文学会春.

後藤美和，Wolfgang Gaessler，早野 裕，家 正則，鎌
田有紀子，神澤富雄，小林尚人，美濃和陽典，David

 
Saint-Jacques，高見英樹，高遠徳尚，寺田 宏：2002，

Spatially Resolved 3μm Spectroscopy of IRAS
22272＋5435：Thermal  Process on Hydrocarbon

 
Dust，天文学会秋.

郷田直輝，JASMINEチーム：2002，赤外線スペースアス
トロメトリ計画（JASMINE），光天連シンポジウム.

郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，中島 紀，宮崎 聡，安
田直樹，官谷幸利，松原英雄，矢野太平，山田良透，上
野宗孝：2003，JASMINE（近赤外線高精度位置天文観測
衛星）計画について，天文学会春.

郷田直輝，浅利一善，荒木博志，官谷幸利，河野宣之，小
林行泰，辻本拓司，鶴田誠逸，中島 紀，花田英夫，日
置幸介，安田直樹，上野宗孝，松原英雄，山田良透，矢
野太平：2002，JASMINE計画と ILOM 計画における高
精度位置天文観測について，天文学会秋.

郷田直輝，矢野太平，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官
谷幸利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花
田英夫，河野宣之，JASMINEチーム，ILOM チーム：
2002，JASMINE計画と ILOM 計画における高精度位置
天文観測について，天文学会秋.

郷田直輝：2002，JASMINE計画の現状，新世紀における
銀河宇宙観測の方向：その３.

郷田直輝：2003，JASMINE計画の現状報告，JASMINE
ワークショップ.

郷田直輝：2003，位相空間情報を用いた銀河の力学状態の
構築，JASMINEワークショップ.

浜名 崇：2003，Cosmic shear statistics in the Suprime-
Cam2.1sq deg field:Constraints onΩ andσ，天文
学会春.

浜根寿彦，河北秀世，古荘玲子，渡部潤一：2002，ぐんま
天文台65cm望遠鏡による彗星の可視分光サーベイ
（Ⅰ)，天文学会春.
花田英夫，河野裕介，河野宣之：2002，月惑星の回転変動
観測と着陸機の役割，第２回月惑星表面探査WG.

花田英夫，河野裕介，日置幸介，岩田隆浩：2003，月面着
陸機を利用した位置決めと月の回転観測，第３回宇宙科
学シンポジウム.

花田英夫，岩田隆浩，河野裕介，松本晃治，鶴田誠逸，石
川利昭，浅利一善，平 勁松，野田寛大，日置幸介，河
野宣之：2003，VERAと国際VLBI観測網による

SELENE/RISEの重力場推定計画の現状，2002年度

VLBIシンポジウム.
花田英夫，荒木博志：2002，月レーザ測距による物理ひょ
う動モデルの評価，地球惑星科学関連学会2002年合同大
会.

花田英夫，日置幸介，坪川恒也，荒木博志，松本晃治，野
田寛大，平 勁松，岩田隆浩，金森洋史，横山隆明，ILOM
研究グループ：2003，月の回転変動観測としての月面の
評価，地球惑星科学関連学会2003年合同大会.

花田英夫：2002，Geodesy Beyond the Earth：月惑星測地
学研究の技術開発協力体制，第２回将来計画シンポジウ



ム.
花田英夫：2003，月面からの回転変動の観測，月・惑星へ
の測地学ワークショップ.

花岡庸一郎，フレア望遠鏡グループ：2003，Gradual Flare
におけるHaインパクトポラリゼションの検出，天文学
会春.

阪田紫帆里，宗宮健太郎，川村静児，Beyersdorf,P.，川
添史子，関戸 文，菅本晶夫：2003，レーザー干渉計型
重力波検出器の懸架系における誘導電流ダンピングシス
テムのドリフトの除去，物理学会春.

長谷川隆，Malasan,H.L.，大林 均，河北秀世，有本信
雄：2002，中間年齢の散開星団の探査 II，天文学会秋.

長谷川哲夫，澤田剛士，幸田 仁，岡 朋治：2003，銀河
系中心 l＝1.3°領域では何が起こっているか ，天文学会
春.

橋本尚志，石川智子，川村隆史，古川 武，矢野博昭，石
山博恒，宮武宇也，田中雅彦，渡辺 裕，渕 好秀，鄭
淳讃，吉川宣治，松山芳孝，片山一郎，野村 亨，光岡
真一，西尾勝久，松田 誠，市川進一，池添 博，出水
秀明，下田 正，福田共和，溝井 浩，寺澤真理子，中
井浩二：2003，Measurement of the 8Li (α，n) 11B

 
reaction for astrophysical interest，物理学会春.

早川岳人，静間俊行，梶野敏貴：2002，モデルに依存しな
い太陽系重元素の s，r，p過程の系統性と新しい p過程の
原子核宇宙時計の提案，物理学会秋.

早川貴敬，砂田和良，宮崎敦史，河村晶子：2003，おうし
座―ぎょしゃ座 Li-rich方向の分子雲，天文学会春.

早野 裕，鎌田有紀子，家 正則，美濃和陽典，高見英樹，
高遠徳尚，大屋 真，小林尚人：2002，V45aすばる望遠
鏡レーザーガイド星補償光学系の開発，天文学会秋.

早野 裕，鎌田有紀子，家 正則，美濃和陽典，高見英樹，
高遠徳尚，大屋 真，小林尚人：2002，すばる望遠鏡レー
ザガイド星補償光学系の開発，天文学会秋.

早野 裕，服部雅之，斉藤嘉彦，鎌田有紀子，家 正則，
美濃和陽典，高見英樹，高遠徳尚，大屋 真，Guyon,O.，

Kane,T.，Houl,N.，小林尚人：2003，すばる望遠鏡レー
ザガイド星補償光学系の開発⑵，天文学会春.

林 正彦，田村元秀，森野潤一，深川美里，眞山 聡，直
井隆浩，村川幸史，大屋 真，周藤浩士，西川貴行，表
泰秀，山下卓也，高見英樹，高遠徳尚，林左絵子，酒向
重行，寺田 宏，関口和寛，布施哲治，石井未来，藤吉
拓哉，砂田和良，西川 淳，山田 亨， 山正見，海部
宣男，伊藤洋一，大朝由美子，北村良実，百瀬宗武：2003，
すばる望遠鏡 CIAOを用いた原始惑星系円盤の撮像
サーベイ，天文学会春.

林 満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，観山正見，
海部宣男：2002，４次元デジタル宇宙データの構築とそ
の応用 (すばるデータ、シミュレーションデータの仮想
現実空間への再構築)，第２回ぐんま天文台教育普及研究
会.

林 満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，観山正見，
海部宣男：2003，4次元デジタル宇宙データの天文教育へ
の応用，天文学会春.

林 満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，観山正見，
海部宣男：2003，バーチャルリアリティー技術のシミュ
レーション天文学への応用(地上では実現できない視点
の実現・提供とシミュレーション天文学のアカウンタビ
リティー)，国立天文台研究会第15回理論天文学懇談会
シンポジウムシミュレーション天文学最前線2002，理論

天文学懇談会.
林 満，加藤恒彦，武田隆顕，小久保英一郎，観山正見，
海部宣男：2003，バーチャルリアリティー技術の天文教
育への応用，PAONET10周年シンポジウム.

日置幸介，花田英夫，ILOM 研究グループ：2002，ILOM（月
面天測望遠鏡）による回転変動観測と月内部物理，日本
惑星科学会秋.

日置幸介，菅野貴之：2002，LP LOSデータでみる月重力
場⑵ Clementine高度計データを用いた地形補正，地球
惑星科学関連学会2002年合同大会.

日置幸介：2002，Geodesy Beyond the Earth―今日までそ
して明日から―，国立天文台将来計画シンポジウム.

日置幸介：2002，Secular,Transient and Periodic Crustal
 

Deformation in Japan，測地学研究連絡委員会主催研究
会，「地殻変動、地球ダイナミクスの研究とモデル計算の
最近の成果、今後の課題」.

日置幸介：2002，月惑星における in-situ測地観測，第２回

STEPS・WG.
日置幸介：2002，積雪荷重変形と地殻変動・地震発生との
関係，測地学サマースクール.

日置幸介：2002，雪どけは地震をトリガーするか ，九州
大学地球惑星科学教室セミナー.

日置幸介：2002，雪どけは地震をトリガーするか ，日本
列島の地殻変動と地震・火山・テクトニクス.

日置幸介：2002，年周地殻変動ふたたび，日本測地学会秋.
日置幸介：2003，雪どけは地震をトリガーするか，平成14
年度自然災害科学東北地区部会.

平林 久，名取道弘，村田泰宏，朝木義晴，奥泉信克，澤
田-佐藤聡子，近田義広，小林秀行，井上 允，亀野誠二，
輪島清昭，氏原秀樹，板倉省一，中村和行，佐藤 尚，
吉原 眞，松井正安，目黒 在，原田 聡：2002，次期
スペースVLBIを目指した高精度大型展開アンテナの
開発，天文学会秋.

平松由紀子，亀野誠二：2003，3C380電波ジェットの運動，
天文学会春.

比田井昌英，斎藤雄二，竹田洋一，本田敏志，長田恭一，
定金晃三，泉浦秀行，増田盛治：2003，OAO HIDESに
よる金属欠乏星の組成解析（Ⅱ)：硫黄組成，天文学会
春， 天文学会.

本田充彦，宮田隆志，酒向重行，田窪信也，尾中 敬，片
宏一，岡本美子，山下卓也：2002，地上中間赤外分光

観測による T Tauri型星における結晶質シリケイトの
検出，地球惑星科学関連学会合同大会.

本田充彦，渡部潤一，山下卓也，片 宏一，岡本美子，宮
田隆志，酒向重行，尾中 敬，藤吉拓哉，河北秀世，古
荘玲子，木下大輔，関口朋彦，大坪貴文，ハワイ観測所：
2003，COMICS/Subaruによる C/2002V1（NEAT）C/
2001RX14（LINEAR）の中間赤外分光観測，天文学会春.

本田充彦，片 宏一，岡本美子，宮田隆志，山下卓也，藤
吉拓哉，酒向重行，尾中 敬：2003，孤立した T Tauri
型星V4046Sgrにおける結晶質シリケイトの検出，天文
学会春.

本田敏志，青木和光，安藤裕康，梶野敏貴，川野元聡，野
口邦男，定金晃三，比田井昌英，竹田洋一，佐藤文衛，

HDSグループ：2002，金属欠乏星における Zn組成，天
文学会秋.

本間希樹，岩舘健三郎，小山友明，柴田克典，倉山智春，
蒲原龍一，榊原誠一郎，宮地竹史，笹尾哲夫，佐藤克久，
須田 浩，小林秀行，川口則幸，亀谷 收，田村良明，



真鍋誠二，堀合幸次，久慈清助，酒井 利，官谷幸利，
氏原秀樹，寺家孝明，藤井高宏，面高俊宏，廣田朋也，
他VERA推進グループ：2003，VERA石垣島局の立ち
上げ状況，天文学会春.

本間希樹，小林秀行，川口則幸，笹尾哲夫，真鍋盛二，宮
地竹史，柴田克典，亀谷 收，田村良明，堀合幸次，久
慈清助，佐藤克久，岩舘健三郎，酒井 ，官谷幸利，
氏原秀樹，望月奈々子，寺家孝明，藤井高宏，小山友明，
倉山智春，須田 浩，面高俊宏，廣田朋也，蒲原龍一，
榊原誠一郎，他VERA推進グループ：2002，VERA試験
観測結果報告：ファーストフリンジ，天文学会秋.

伊吹山秋彦，竹内 努，有本信雄：2002，太陽近傍星から
見た銀河系の初期質量関数，天文学会秋.

伊吹山秋彦，有本信雄：2003，太陽近傍 halo星の色等級図
と銀河系 haloの形成、進化，天文学会春.

市来淨與，梶野敏貴，折戸 学，八尋正信，G.J.Mathews：
2002，Observational Constraints on Dark Radiation in

 
Brane Cosmology，物理学会秋.

市来淨與，梶野敏貴，八尋正信，G. J. Mathews，P. M.
Garnavich：2003，Disappearing Dark Matter in Brane

 
World Cosmology and Its Signature on Astronomi-
cal Observables，物理学会春.

市来淨與，八尋正信，G.J.Mathews，梶野敏貴，折戸 学：
2002，Observational Constraints on Dark Radiation in

 
Brane Cosmology，天文学会秋.

市来淨與，八尋正信，梶野敏貴，G. J. Mathews，P. M.
Garnavich：2003，Disappearing Dark Matter: New

 
Limits on Non-compact Extra Dimensions，天文学会
春.

家 正則：2003，光赤外将来計画の策定について，天文学
会春.

井口 聖，沖浦真保子，奥村幸子，百瀬宗武，近田義広：
2003，F-FX相関器，天文学会春.

飯田幸美，安東正樹，Bertolini,A.，Cella,G.，De Salvo,
R.，福嶋美津広，Jacquier,F.，川村静児，Losurdo,G.，

Marka,Sz.，西 雅彦，沼田健司，Sannibale,V.，宗宮
健太郎，高橋竜太郎，高森昭光，Tariq,H.，坪野公夫，

Viboud, N.，Wang, C.，Yamamoto, H.，依田達夫：
2002，Seismic Attenuation System(SAS)for Gravita-
tional Wave Detectors XIII，物理学会秋.

飯塚康至，桜井 隆，西野洋平，小野寺弥一郎，萩野正興：
2002，JavaScriptを利用した太陽画像公開システム，天
文学会秋.

飯塚康至，桜井 隆，萩野正興：2003，フレアアラートの
配信システム，天文学会春.

飯塚吉三，宮崎敦史，佐藤直久，御子柴廣，久野成夫，砂
田和良，浮田信治：2002，野辺山45m鏡の温度計測によ
るポインティング補正システムの改良，天文学会秋.

池田美穂，前川 淳，柳澤清彦，阿部勝己，大石雅寿：2002，
分散オブジェクト技術を用いた電波データ解析ツール

Java版NEWSTARの開発２，天文学会秋.
池田美穂，前川 淳，柳澤清彦，阿部勝己，大石雅寿：2003，
分散オブジェクト技術を用いた電波データ解析ツール

Java版NEWSTARの開発３，天文学会春.
池田美穂，大石雅寿，荒木光典，平尾強司，谷本光敏：2002，

First detection of interstellar c-C H S (Ethylene Sul-
fide）toward SgrB2(N)，天文学会秋.

生田ちさと，有本信雄，P.Jablonka：2002，すばる望遠鏡
による局所銀河群矮小銀河の星形成史 その１：Leo I，

天文学会秋.
生田ちさと：2003，矮小銀河における断続的星形成とアバ
ンダンスパターンの進化，天文学会春.

今枝佑輔：2002，連星系とそれを取り巻くガス円盤の潮汐
相互作用Ⅱ，天文学会秋.

今枝佑輔：2003，周連星円盤の長時間進化，天文学会春.
今西昌俊：2002，２型セイファート銀河の中心核スター
バーストの定量的評価，天文学会秋.

今西昌俊：2002，LINER型超高光度赤外線銀河中に埋も
れたAGN，天文学会秋.

井上 進，岩本信之，折戸 学，寺澤真理子：2002，バリ
オン過剰 fireball（不発 GRB）による軽元素・重元素の
合成，天文学会秋.

井上 進，岩本信之，折戸 学，寺澤真理子：2003，Nu-
cleosynthesis in Baryon-Rich Outflows Associated

 
with Gamma-Ray Bursts，天文学会春.

井上 進，岩本信之，折戸 学，寺澤真理子：2003，Nu-
cleosynthesis in Baryon-rich Outflows Associated

 
with Gamma-ray Bursts，物理学会春.

井上 進，長島雅裕：2003，大規模構造形成に伴う非熱的
現象の準解析的手法によるアプローチ： 系外ガンマ線
背景放射，天文学会春.

井上太郎，杉山 直：2002，How Large is  Our
 

Universe?，天文学会秋.
井上太郎，田中 貴裕：2003，Gravitational Waves from

 
Sub-lunar Mass Primordial Black Hole Binaries―A

 
New Probe of Extradimensions―，物理学会春.

石原康秀，谷中洋司，山口 靖，石田光輝，門前弘邦，瓦
井健二，齋藤紀男，三浦謙一，大石雅寿，水本好彦，安
田直樹，白崎裕治，田中昌宏：2003，Japanese Virtual

 
Observatoryの研究開発（その６：GRIDによるプロト
タイプの構築），天文学会春.

石井未来，長田哲也，佐藤修二，江治波， 永強，柳澤顕
史：2002，Herbig Ae/Be型星のＫバンド分光観測，天
文学会秋.

石井未来，田村元秀，伊藤洋一：2002，牡牛座の Class I天
体のＫバンド分光観測，天文学会春.

伊藤節子：2003,幕府天文方,渋川景佑と手付手伝,峰源助
の学問的交流，天文学会春.

伊藤洋一，杉谷光司，小倉勝男，田村元秀，丸井和子：2002，

L1457に付随する原始惑星系円盤の検出，天文学会秋.
岩本信之，梅田秀之，野本憲一：2003，The p-Process in

 
Core Collapse Supernova Explosions，天文学会春.

岩本信之，梅田秀之，野本憲一：2003，The p-process in
 

Core Collapse Supernova Explosions，物理学会春.
岩野祥子，福田洋一，東 敏博，佐藤忠弘，田村良明，土
井浩一郎，澁谷和雄：2002，超伝導重力計の傾斜補正に
ついて，測地学会秋.

岩下 光，西川 淳，松田 浩：2002，MIRA-I.2の干渉光
学系・遅延線室の温湿度・防塵環境，天文学会秋.

岩田隆浩，花田英夫，河野宣之，並木則行，松本晃治：2003，

SELENE リレー衛星╱VRAD衛星と測月ミッション
機器の開発研究，地球惑星科学関連学会2003年合同大会.

岩田隆浩，花田英夫，河野宣之：2002，RSAT/VRADグ
ループ，SELENEと RISE観測機器の開発と次期月探査
計画の検討状況，第２回 IVS技術開発センターシンポジ
ウム.

岩田隆浩，花田英夫：2003，SELENEと RISE観測機器の
開発，2002年度VLBIシンポジウム.



岩田隆浩，南野浩之，並木則行，花田英夫，鶴田誠逸，松
本晃治，河野裕介，河野宣之：2002，SELENEによる測
月のためのリレー衛星中継器（RSAT）の詳細設計，惑
星科学会秋講演会.

泉浦秀行，すばるHDSグループ：2003，シリケイト炭素星
の紫外域スペクトル，天文学会春.

泉浦秀行，木全理恵，平田龍幸：2002，炭素星の星周 C
Swan（0，0）バンド吸収線の解析，天文学会秋.

縣 秀彦，五島正光，松本直記，千頭一郎，畠中 亮，川
井和彦，戎崎俊一：2002，科学教育活動Hands-On Uni-
verseの日本での実践とその評価，天文学会春.

縣 秀彦，戎崎俊一，奥野 光，川井和彦，木村かおる，
小池邦昭，田代英俊，内藤誠一郎，山本泰士：2002，「北
の丸望遠鏡」を用いた教育活動―教育用リモート望遠鏡
による画像配信の試み―，天文学会春.

縣 秀彦，渡部潤一，天文情報公開センター職員，鈴木淳
嗣，柴田和幸：2002，国立天文台三鷹キャンパス常時公
開の成果と課題，天文学会秋.

縣 秀彦，尾久土正己，中山雅哉，永井智哉，高橋典嗣，
ほかライブ エクリプス実行委員会：2002，日食イン
ターネット中継の実施とその教育利用について，天文学
会秋.

縣 秀彦：2003，大学・研究機関からの学校教育支援活動
のあり方に関する実証的研究，天文学会春.

鎌田有紀子，宮崎 聡，鶴 剛，高木慎一郎，宮田恵美，
赤堀 寛：2003，完全空乏型 CCDの開発，天文学会春.

鎌田有紀子，佐藤史生，神澤富雄：2002，分析による蒸着
膜の評価，天文学会秋.

鎌崎 剛，江澤 元，久野成夫，立松健一，ASTEチーム：
2002，ASTE観測制御システム，天文学会秋.

亀野誠二，井上 允，輪島清昭，沈 志強，澤田-佐藤聡子：
2002，VSOPで観測したNGC1052中心部のプラズマ
トーラス，天文学会秋.

亀野誠二：2003，GPS電波銀河 B22050＋36の中心核成分
を発見，天文学会春.

亀谷 收，佐藤克久，小林秀行，笹尾哲夫，柴田克典，川
口則幸，堀合幸次，酒井 ，久慈清助，本間希樹，田
村良明，岩舘健三郎，浅利一善，宮地竹史，寺家孝明，
氏原秀樹，小山友明，官谷幸利，廣田朋也，VERAグルー
プ：2002，VERA水沢局の性能について，天文学会秋.

神戸栄治，青木和光，安藤裕康，野口邦男，田実晃人，佐
藤文衛：2003，HDSとヨードセル装置による太陽型振動
検出の試み：Beta Aqlの試験観測，天文学会春.

神田展行，高橋竜太郎，田越秀行，辰巳大輔，藤本眞克，
他 TAMA Collaboration，LIGO and LSC：2002，

TAMA-LIGO同時観測/解析，物理学会秋.
神田展行，常定芳基，辰巳大輔，田越秀行，中野寛之，高
橋弘毅，他 The TAMA Collaboration：2003，振動する
ブラックホールからの重力波探索Ⅱ，物理学会春.

神鳥 亮，直井隆浩，田村元秀，立松健一，IRSF/SIRIUS
チーム：2002，IRSF/SIRIUSによるグロビュールの近
赤外ディープサーベイ，天文学会秋.

神鳥 亮，直井隆浩，田村元秀，立松健一，中島 康，IRSF/

SIRIUSチーム：2002，SIRIUSによるグロビュールの
ディープサーベイ：近赤外減光量マップの作成，天文学
会春.

神鳥 亮，直井隆浩，田村元秀，立松健一，中島 康，IRSF/

SIRIUSチーム：2002，SIRIUSによるグロビュールの
ディープサーベイ：柱密度プロファイルとそのモデル

フィット，天文学会春.
菅野 愛，廣井孝弘，中村良介，安部正真，石黒正晃，長
谷川直，宮坂正大，関口朋彦，寺田 宏，五十嵐丈二：
2002，SUBARU/IRCSを用いたＤ型小惑星773 Ir-
mintraudの近赤外分光観測，天文学会秋.

菅野貴之，日置幸介：2002，LP LOSデータでみる月重力
場⑴ 表側の詳細フリーエア重力異常図の作成，地球惑
星科学関連学会2002年合同大会.

鴈野重之，縣 秀彦：2003，大学における天文学の授業：
内容の評価と検討，天文学会春.

柏川伸成（代表），SDFすばる観測所プロジェクトチーム，

Intensive Programチーム（PI：谷口義明），国立天文台
ハワイ観測所，国立天文台三鷹すばる室，すばる望遠鏡
ビルダー：2003，すばる望遠鏡で z＝6.6の最遠銀河を発
見，天文学会秋.

春日敏測，海老塚昇，阿部新助，矢野 創，渡部潤一，布
施哲治：2002，デジタルハイビジョンシステムによるし
し座流星群の近紫外分光観測，地球惑星科学関連学会
2002合同大会.

加藤大輔，中島 康，長嶋千恵，永山貴宏，栗田光樹夫，
佐藤修二，板 由房，田辺俊彦，松永典之，田村元秀，
中屋秀彦，杉谷光司：2002，大マゼラン雲近赤外広域サー
ベイによる前主系列星候補の検出，天文学会秋.

加藤太一，野上大作，植村 誠，石岡涼子，増田盛治，清
田誠一郎，田辺健茲，鳥居研一，VSNET Collaboration

 
Team：2003，ER UMa型矮新星スーパーハンプにおけ
る位相交代現象，天文学会春.

加藤恒彦，高原文郎：2002，衝撃波における一次フェルミ
加速の確率論に基づいた定式化と時間発展解，天文学会
秋.

勝川行雄，T.Berger，清水敏文，常田佐久：2003，光球に
おける微細磁束管の振る舞いとコロナ加熱の関係，天文
学会春.

勝川行雄，久保雅仁，阪本康史，清水敏文，常田佐久，B.
W.Lites，T.Tarbell：2002，コロナループの増光とそ
の足元の磁場との関係，天文学会秋.

勝川行雄，小林 研，常田佐久，田村友範，熊谷收可，久
保雅仁，阪本康史，小原直樹，斎藤芳隆，太田茂雄，山
上隆正，森国 城，山口耕司：2002，気球による太陽フ
レア硬Ｘ線スペクトル観測飛翔報告，天文学会秋.

河鰭公昭，谷川清隆，相馬 充：2003，古代日食から推測
される地球慣性能率の変動，天体力学Ｎ体力学研究会集
録.

川端弘治，佐々木敏由紀，関口和寛，家 正則，大山陽一，
海老塚昇，青木賢太郎，稲田素子，沖田喜一，柏川伸成，
小杉城治，斉藤嘉彦，清水康広，高田唯史，吉田道利，
太田一陽，田口弘子，矢動丸泰，小澤友彦，浅井 良，
ほか FOCAS開発チーム：2002，すばる望遠鏡観測装置

FOCAS：VI.直線偏光モード試験観測，天文学会秋.
川端弘治，池田優二，秋田谷洋，松田健太郎，関 宗蔵，
松村雅文：2003，極大光度期の R CrBにおける偏光変
動：タンジェンシャルな方向へのダスト雲塊放出，天文
学会春.

川口則幸，藤沢健太，氏原秀樹，近田義広：2002，ギガビッ
ト分散型VLBI相関処理装置，天文学会秋.

河北秀世，渡部潤一，木下大輔，石黒正晃，中村良介：2002，

Lバンド高分散分光観測による池谷-張彗星におけるメ
タンおよびエタンの検出，天文学会春.

河北秀世，渡部潤一：2002，Ikeya-Zhang彗星における未



同定イオン輝線の観測，天文学会秋.
河北秀世，渡部潤一：2002，分子のオルソ・パラ比で探る
彗星の起源，地球惑星科学関連学会2002合同大会.

河村晶子，宮崎敦史，砂田和良，澤田剛士，北村良実，小
山 洋，犬塚修一郎：2002，BEARS Star-Formation

 
Project 9：MBM 26の CO観測２，天文学会秋.

河村晶子，砂田和良，宮崎敦史，澤田剛士，池田紀夫，北
村良実，小山 洋，梅本智文，犬塚修一郎：2003，BEARS

 
Star-Formation Project:MBM 26の CO観測３，天文
学会春.

川村静児，中村卓史，千葉 剛，坪野公夫，安東正樹，瀬
戸直樹，井岡邦仁，佐々木節，横山順一，植田憲一，神
田展行，中尾憲一，阪上雅昭，柴田 大，高野 忠，田
中貴浩，細川瑞彦，他 DECIGOワーキンググループ：
2002，スペース重力波アンテナ DECIGO計画⑴，天文学
会秋.

川村静児，中村卓史，坪野公夫，瀬戸直樹，安東正樹，井
岡邦仁，植田憲一，神田展行，阪上雅昭，佐々木節，柴
田 大，高野 忠，田中貴浩，千葉 剛，中尾憲一，細
川瑞彦，横山順一，他 DECIGOワーキンググループ：
2002，スペース重力波アンテナ DECIGO計画Ⅰ，物理学
会秋.

川村静児，中村卓史，坪野公夫，瀬戸直樹，高野 忠，安
東正樹，井岡邦仁，植田憲一，神田展行，阪上雅昭，佐々
木節，佐藤 孝，柴田 大，田中貴浩，千葉 剛，中尾
憲一，長野重夫，沼田健司，細川瑞彦，横山順一，吉野
泰造，他 DECIGOワーキンググループ：2003，スペース
重力波アンテナ DECIGO計画Ⅱ，物理学会春.

川村静児，中村卓史，坪野公夫，瀬戸直樹，高野 忠，安
東正樹，井岡邦仁，植田憲一，神田展行，國森裕生，阪
上雅昭，佐々木節，佐藤 孝，柴田 大，田中貴浩，千
葉 剛，中尾憲一，長野重夫，沼田健司，細川瑞彦，横
山順一，吉野泰造，他 DECIGOワーキンググループ：
2003，スペース重力波アンテナ DECIGO計画⑵，天文学
会春.

川崎賀也，戎崎俊一，清水裕彦，宮坂浩正，滝澤慶之，竹
田成宏，榊 直人，大谷知行，川井和彦，大森 整，森
田晋也，守安 精，上原嘉宏，山形 豊，鈴木 亨，林
偉民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，林田直明，間瀬
圭一，篠崎健児，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上
敏夫，井上直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川
正，金子敏明，藤本順平，清水韶光，木舟 正，北本俊
二，水本好彦，梶野敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，
柴田 徹，佐藤文隆，田島俊樹，本田 建，吉井 尚，
溝渕智子，内堀幸夫，門多顕司，川上三郎：2003，EUSO
（Extreme Universe Space Observatory）ミッション
（XII）焦点面検出器開発，物理学会春.
川崎賀也，戎崎俊一，清水裕彦，宮坂浩正，瀧澤慶之，竹
田成宏，榊 直人，大谷知行，佐藤広海，森嶋隆裕，川
井和彦，大森 整，森田晋也，守安 精，上原嘉宏，山
形 豊，鈴木 亨，林偉民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋
政廣，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏夫，井上
直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，金子
敏明，藤本順平，木舟 正，北本俊二，水本好彦，梶野
敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，佐藤文隆，田島俊
樹：2002，EUSO（Extreme Universe Space Observa-
tory）計画（IX）PMT開発，物理学会秋.

川崎賀也，清水裕彦，宮坂浩正，瀧澤慶之，竹田成宏，榊
直人，川井和彦，大森 整，森田晋也，上原嘉宏，山形

豊，鈴木 亨，林偉民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，
永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上敏夫，井上直也，
福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川 正，金子敏明，
藤本順平，木舟 正，北本俊二，水本好彦，梶野敏貴，
政池 明，近 匡，吉田篤正，佐藤文隆，戎崎俊一：2002，

EUSO（Extreme Universe Space Observatory）計画
（VI）EUSOのめざす物理，物理学会秋.
川添史子，Beyersdorf,P.，川村静児，宗宮健太郎，阪田
紫帆里，関戸文，菅本晶夫：2003，A variable bandwidth

 
gravitational-wave interferometer using polarization

 
control II，物理学会春.

菊池冬彦，小野高幸，河野裕介，花田英夫，河野宣之，岩
田隆浩：2002，ドップラーデータを用いたスピン衛星姿
勢推定法，惑星科学会2002年秋季講演会.

木村かおる，戎崎俊一，川井和彦，縣 秀彦，内藤誠一郎，
山本泰士，小池邦昭，Hoette,V.,McCarron,K.：2003，
日米のリモート望遠鏡を用いた共同観測の試み，天文学
会春.

木村公洋，浅山信一郎，米倉覚則，小川英夫，安藤浩哉，
前田普教，南谷哲宏，伊藤有男，鈴木和司，水野範和，
水野 亮，福井康雄，松永真由美，奥田武志，杉本正宏，
河野孝太郎，横川創造，立松健一，関本裕太郎，野口 卓，
他ASTE,ALMAグループ：2003，ALMA型ミリ波受
信機のASTE望遠鏡搭載実験及び試験観測，天文学会
春.

木村公洋，浅山信一郎，米倉覚則，小川英夫，安藤浩哉，
前田普教，南谷哲宏，伊藤有男，鈴木和司，水野範和，
水野 亮，福井康雄，松永真由美，松尾 宏，関本裕太
郎：2002，ALMA搭載ミリ波光学系素子の性能測定，天
文学会秋.

木下大輔，山本直孝，渡部潤一，布施哲治，室井恭子，宮
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ドの現状と改良-，天文学会秋.

三好 真，出口修至，中島淳一，今井 裕，Z.Shen：2003，
銀河中心ブラックホール SgrA のジェットの出現と核
周円盤の確認，天文学会春.

三好 真，出口修至，中島淳一，今井 裕：2002，我々の
銀河系中心ブラックホール SgrA の質量、構造，天文学
会秋.

水野範和，福井康雄，水野 亮，大西利和，松永健一，森
口義明，青山紘子，山本宏昭，伊藤雄樹，梅田裕介，中
川眞規，笹子宏史，忠内可奈，前田普教，南谷哲宏，山
岡健太郎，小川英夫，米倉覚則，浅山信一郎，木村公洋：
2002，「なんてん」望遠鏡チリ・アタカマ高地への移設計
画２，天文学会秋.

水谷有宏，千葉柾司，坂本 強：2003，球状星団ωCentauri
の起源となる矮小銀河の動力学進化，天文学会春.

百瀬宗武，奥村幸子，井口 聖，近田義広，沖浦真保子：
2003，アタカマミリ波サブミリ波干渉計（ALMA）第２
世代分光相関器の開発，天文学会春.



百瀬宗武，石場庸子，鎌崎 剛，幸田 仁，河野孝太郎：
2002，NMAを用いた183GHzラジオメータ位相補償法
の基礎実験，天文学会秋.

百瀬宗武，石場庸子，高橋智子，鎌崎 剛，河野孝太郎：
2003，NMAを用いた183GHz差動ラジオメータ位相補
償法の基礎実験Ⅱ，天文学会春.

森 淳，柳澤顕史，吉田道利，山下卓也，奥村真一郎：2002，
大質量形成領域周辺部における複数の水素分子輝線空間
分布，天文学会秋.

森野潤一，山下卓也，長谷川哲夫，中野武宣，Tokunaga,
A.T.：2002，IRTF-CSHELLによるOrion-KL-IRc2の
速度分解分光観測，天文学会秋.

森野潤一，林 正彦，長谷川哲夫，Mark Heyer：2003，

Mon OB1North分子雲内部構造の領域による違い，天
文学会春.

森田耕一郎，鎌崎 剛：2002，ALMA Compact Arrayに
よるALMA広視野観測の高精度化―２，天文学会秋.

村田泰宏，平林 久，Edwards,P.G.，朝木義晴，澤田-佐
藤聡子，望月奈々子，名取道弘，小林秀行，井上 允，
川口則幸，亀野誠二，梅本智文，輪島清昭，坪井昌人，
春日 隆，ほかVSOP2グループ：2002，次期スペース

VLBI計画の現状と、観測システムの開発，天文学会秋.
室井恭子，縣 秀彦，福島登志夫，渡部潤一，福島英雄，
他君天実行委員会：2002，国立天文台「君が天文学者に
なる４日間」，天文学会秋.

永井 洋，内田 豊，武藤睦美，浅田圭一，井上 允：2002，
3C 120電波ジェット中の Superluminal blobと磁場構
造，天文学会秋.

長野重夫，新井宏二，高橋竜太郎，佐藤修一，辰巳大輔，

Beyersdorf,P.，朱 宗宏，常定芳基，福嶋美津広，山
崎利孝，川村静児，藤本眞克，他 TAMAグループ：2002，

TAMA300の現状（11），天文学会秋.
長野重夫，新井宏二，佐藤修一，高橋竜太郎，神田展行，
辰巳大輔，常定芳基，安東正樹，三尾典克，森脇成典，
武者 満，川村静児，福嶋美津広，山崎利孝，藤本眞克，
坪野公夫，大橋正健，黒田和明：2003，レーザー干渉計
型重力波検出器 TAMA300のパワーリサイクリングⅥ，
物理学会春.

長島雅裕，矢作日出樹，吉井 譲：2003，近赤外背景輻射
の揺らぎから深宇宙銀河を探る，天文学会春.

長島雅裕，矢作日出樹，吉井 讓，郷田直輝：2002，銀河
の形成╱進化と宇宙年齢測定，天文学会秋.

長島雅裕，矢作日出樹，吉井 讓，郷田直輝：2002，数値
銀河カタログ（νGC）の構築 I.モデル及び近傍銀河の統
計的性質，天文学会秋.

永田伸一，清水敏文，一本 潔，常田佐久，松崎恵一，伊
藤 修，柏木康弘，小出来一秀，C.Edwards,T.Tarbell,
R.Shine，他可視光望遠鏡開発グループ：2002，Solar-B
衛星搭載可視光望遠鏡画像安定化装置のプロトモデル性
能評価，天文学会秋.

長滝重博：2002，Explosive Nucleosynthesis Associated
 

with Formation of GRBs in Massive Stars，第三回高
エネルギー宇宙物理連絡会研究会・理研シンポジウム，
「宇宙における電子の加速と陽子の加速」.
長滝重博：2002，Hypernovaに於ける Jet状爆発と元素合
成，研究会「高エネルギー宇宙物理学の理論的研究」.

長滝重博：2002，Neutrino Emission and Explosive Nu-
cleosynthesis Accompanied with Formation of a GRB

 
in a Massive Star，研究会「ガンマ線バースト2002」.

長滝重博：2002，TeV Neutrinos from Companion Stars
 

of Rapid-Rotating Neutron Stars，天文学会秋.
長滝重博：2002，高速回転する中性子星の伴星からやって
くる TeVニュートリノ，物理学会秋.

長滝重博：2003，Explosive Nucleosynthesis Associated
 

with Formation of GRBs in Massive Stars，天文学会
春.

長滝重博：2003，ガンマ線バースト背景ニュートリノと宇
宙の星形成史，研究会「ニュートリノと超新星爆発」.

長滝重博：2003，ブラックホール形成シナリオにもとづく
ガンマ線バーストの起源，研究会「ブラックホール天文
学の新展開」.

中井 宏，木下 宙：2002，木星と平均運動共鳴にある，
またはその近傍の軌道，天文学会秋.

中井 宏，木下 宙：2003，海王星と2:3平均運動共鳴にあ
る小惑星の軌道，天文学会春.

中井直正，石原裕子，伊予本直子，佐藤奈穂子，山内 彩：
2002，活動的銀河中心核の水メーザー，天文学会秋.

中島 弘，花岡庸一郎，横山央明，下条圭美，佐藤 淳：
2003，フレアループにおける高エネルギー粒子の振舞，
天文学会春.

中島 紀，辻 隆，柳澤顕史：2003，すばるで求めた L及
びＴ型矮星のスペクトルと有効温度，天文学会春.

中村康二：2002，Oscillatory behaviors of gravitating
 

Nambu-Goto membranes―General relativistic gauge
 

invariant perturbation on the flat spacetime back-
ground―，研究会“一般相対論と重力”.

中村康二：2002，平坦な時空上での南部後藤ストリングの
摂動的振動，物理学会秋.

中村康二：2003，2変数高次のゲージ不変摂動論について，
研究会“時空特異点とその周辺”.

中村康二：2003，平坦な時空上での南部後藤ストリングの
摂動的振動Ⅱ，物理学会春，物理学会.

中西裕之，祖父江義明，幸田 仁，小野寺幸子，河野孝太
郎：2002，NMA High Resolution CO Survey of Virgo

 
Spirals:IV.Asymmetry of CO Disk and Spiral Arms，
天文学会秋.

中西裕之，祖父江義明，幸田 仁，小野寺幸子，河野孝太
郎：2002，NMA High Resolution CO Survey of Virgo

 
Spirals:V. Dense Molecular Disk and Strong Non-
Circular Motion in NGC 4569，天文学会秋.

中西康一郎，奥村幸子，河野孝太郎，川辺良平，中川貴雄：
2003，野辺山ミリ波干渉計によるNGC624の高温高密度
分子ガス観測，天文学会春.

中西康一郎，川辺良平，河野孝太郎，太田耕司：2002，CO
(4-3)Observations of HM 0000-263at z＝4.1，天文学
会秋.

中野寛之，高橋弘毅，田越秀行，神田展行，常定芳基，辰
巳大輔，他 TAMA Collaboration：2003，ブラックホー
ルリングダウン重力波探査について，物理学会春.

中野武宣，長谷川哲夫：2003，コンピュータシミュレーショ
ンによる小質量星形成効率の推定，天文学会春.

直井隆浩，田村元秀，中島 康，長嶋千恵，永山貴宏，佐
藤修二，長田哲也，馬場大介，杉谷光司，大朝由美子、
中屋秀彦，SIRIUS/IRSFチーム：2002，SIRIUSと

IRSF1.4m望遠鏡によるへびつかい座分子雲の近赤外
測光観測，天文学会秋.

西 雅彦，安東正樹，Bertolin,A.，Cella,G.，DeSalvo,R.，
福嶋美津広，飯田幸美，Jacquier,F.，大塚茂巳，川村静



児，Losurdo,G.，Marka,Sz.，沼田健司，Sannibale,V.，
宗宮健太郎，高橋竜太郎，高森昭光，Tariq,H.，坪野公
夫，Viboud,N.，Wang,C.，Yamamoto,H.，依田達夫：
2002，Seismic Attenuation System(SAS)for Gravita-
tional Wave Detectors XIV，物理学会秋.

西川 淳，佐藤弘一，吉澤正則，大石奈緒子，鳥居泰男，
松田 浩，久保浩一，岩下 光，鈴木駿策，福島登志夫，
小谷隆行，横井拓也：2002，30m基線三鷹光赤外干渉計

MIRA-I.2の本観測に向けた改良，天文学会春.
西川 淳，佐藤弘一，吉澤正則，大石奈緒子，鳥居泰男，
松田 浩，久保浩一，岩下 光，鈴木駿策，福島登志夫，
小谷隆行，横井拓也：2002，MIRA-I.2の光学性能，天文
学会秋.

野田寛大，浅利一善，河野裕介，岩田隆浩，並木則行，花
田英夫，河野宣之：2003，SELENEミッションにおける
4-wayドプラー計測の地上検証試験，地球惑星科学関連
学会2003年合同大会.

萩野正興，桜井 隆，入江 誠，宮下正邦：2002，活動領
域での‘writhe’と‘twist’について，天文学会秋.

萩野正興，桜井 隆，入江 誠，宮下正邦：2003，活動領
域の‘twist’と‘writhe’の長周期変化，天文学会春.

小倉勝男，杉谷光司，伊藤洋一，田村元秀，Magakian,T.，

Movsessian,T.：2002，L1457における新たな T Tauri
型星の発見，天文学会秋.

岡本 崇，長島雅裕：2003，銀河の形態進化と環境効果，
天文学会春.

岡野章一，高橋幸弘，坂野井健，渡部潤一，布施哲治，木
下大輔，古荘玲子，関口朋彦，河北秀世，山本直孝，他

SSSワーキンググループ：2003，太陽系惑星科学専用望
遠鏡計画とそのサイエンス，天文学会春.

沖浦真保子，井口 聖，奥村幸子，百瀬宗武，川口則幸，
松本欣也：2003，AD変換器のジッタ測定，天文学会春.

沖浦真保子，奥村幸子，河野孝太郎，芝塚要公，川辺良平：
2002，Seyfert/Starburst銀河NGC7469の中心領域にお
ける分子ガス，天文学会秋.

奥田武志，横川創造，杉本正宏，酒井 剛，村岡和幸，松
永真由美，小川英夫，野口 卓，関本裕太郎，他ALMA
グループ：2002，ALMA型受信機開発（Ⅴ)；ALMA

 
band 8受信機システムの性能評価，天文学会秋.

奥田武志，横川創造，杉本正宏，村岡和幸，河野孝太郎，
木村公洋，米倉覚則，小川英夫，南谷哲宏，鈴木和司，
野口 卓，関本裕太郎，他ALMA/ASTEグループ：
2003，ALMA型受信機開発（Ⅶ）；ALMA Band8受信
機のASTE搭載試験，天文学会春.

奥田武志，河野孝太郎，井口 聖，中西康一郎：2002，野
辺山ミリ波干渉計を用いた、電波銀河3C31をとりまくダ
スト・ディスクの CO(1-0)観測，天文学会秋.

奥村幸子，井口 聖，川口則幸，近田義広，百瀬宗武，松
本欣也，沖浦真保子，岩田 穆：2003，電波天文観測用
超高速AD変換 LSIの設計，天文学会春.

小野寺仁人，高木俊暢，有本信雄：2002，ダストに覆われ
た銀河の輻射輸送モデル（モンテカルロ・アプローチ），
天文学会秋.

小野寺仁人，有本信雄：2003，SCUBA天体の分類は楕円銀
河の進化の経路か ，天文学会春.

小野寺幸子，祖父江義明，幸田 仁，中西裕之，河野孝太
郎：2002，NMA High Resolution CO Survey of Virgo

 
Spirals:III.AGNs and Gas Condensations，天文学会
秋.

小野寺幸子，祖父江義明，幸田 仁，中西裕之，河野孝太
郎：2002，NMA High Resolution CO Survey of Virgo

 
Spirals:VI.Possible Spiral Inflow for the Nucleus of

 
NGC4501，天文学会秋.

大橋正健，黒田和明，三代木伸二，山元一広，新谷昌人，
安東正樹，新冨孝和，山本 明，春山富義，斎藤芳男，
東 保男，鈴木敏一，小林隆光，上窪田紀彦，佐藤伸明，
内山 隆，都丸隆行，寺田聡一，内藤勲夫，花田英夫，
辰巳大輔，竹本修三，東 敏博，川崎一朗，赤松純平，
森井 亙，田越秀行，神田展行，田中正義：2002，低温
レーザーCLIO II，物理学会秋.

大石雅寿，水本好彦，安田直樹，白崎裕治，田中昌宏，増
永良文，石原康秀，谷中洋司，山口 靖，石田光輝，門
前弘邦，瓦井健二，齋藤紀男，三浦謙一：2003，Japanese

 
Virtual Observatoryの研究開発（その２：全体進捗），
天文学会春.

大石雅寿，水本好彦，安田直樹，白崎裕治：2002，Japanese
 

Virtual Observatoryの研究開発（その１：計画概要），
天文学会秋.

大石雅寿：2002，グリッドを使った仮想天文台の目指すも
の，第5回日本 SGI HPC Open Forum大会.

大石雅寿：2002，仮想天文台計画とデータ公開，西はりま
天文台シンポジウム2002.

大石雅寿：2002，天文グリッド（JVO計画），Data Grid
 

Mini Workshop.
大石雅寿：2002，天文学における高速ネットワークとグ
リッドからのインパクト，電子通信情報学会ソサイエ
ティ大会特別企画「グリッドが与える情報通信へのイン
パクト(KB-1)」.

大石雅寿：2003，Japanese Virtual Observatory，データ
グリッド研究会.

大石奈緒子，他MIRAグループ：2002，光赤外干渉計の
データ解析Ⅰ，天文学会春.

大木健一郎：2003，プロトンフレアでの陽子および相対論
的電子の加速，天文学会春.

大越克也，長島雅裕：2002，Dark Haloのmerging process
による DLA の起源と進化，天文学会秋.

大越克也，長島雅裕：2003，DLA Host-galaxyの起源と
進化，天文学会春.

大久保美智子，定金晃三，竹田洋一，青木和光，有本信雄，
生田ちさと，本田敏志，神戸栄治，佐藤文衛，比田井昌
英：2003，惑星を持つ星の金属量２，天文学会春.

大森 整，戎崎俊一，清水裕彦，川崎賀也，宮坂浩正，滝
澤慶之，竹田成宏，榊 直人，大谷知行，川井和彦，森
田晋也，守安 精，上原嘉宏，山形 豊，鈴木 亨，林
偉民，上野嘉之，高橋義幸，手嶋政廣，林田直明，間瀬
圭一，篠崎健児，永野元彦，宮崎芳郎，千川道幸，村上
敏夫，井上直也，福島雄也，吉田 滋，栗原良将，石川
正，金子敏明，藤本順平，清水韶光，木舟 正，北本俊
二，水本好彦，梶野敏貴，政池 明，近 匡，吉田篤正，
柴田 徹，佐藤文隆，田島俊樹，本田 建，吉井 尚，
溝渕智子，内堀幸夫，門多顕司，川上三郎：2003，EUSO
（Extreme Universe Space Observatory）ミッション
（XIV）光学素子製作，物理学会春.
大西浩次，小浜光洋，鳥居研一，柳沢俊史，佐藤理江，河
合誠之，廿日出勇，茶谷道夫，柴田博介，西浦慎悟，宮
田隆志，中田好一，土橋一仁，渡部潤一，縣 秀彦，小
池邦昭，臼井文彦，石黒正晃，栄楽正光，道上達広，菅
原 章，上原晃斉，高野 忠，吉川 真，阿部新助，Asher,



D.：2002，2001年しし座流星群における暗い流星分布，
天文学会秋.

大塚雅昭，田村眞一，磯貝瑞希，佐藤裕輝，田実晃人：2002，

Spatio-Kinematic Study on the Planetary Nebula,
IC2149，天文学会秋.

大槻かおり，G. J. Mathews，梶野敏貴，青木和光，本田
敏志：2003，Universality and astrophysical site for the

 
r-process，第5回極限条件におけるハドロン科学研究会，
日本原子力研究所.

大槻かおり，G. J. Mathews，梶野敏貴，本田敏志，青木
和光：2003，r過程元素合成への観測からの制限，物理学
会春.

大槻かおり，G.J.Mathews，梶野敏貴：2003，r過程元素
の起源―2site modelの可能性，天文学会春.
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衛星系の形成，地球惑星科学関連学会2002年合同大会，
日本惑星科学会.

田村元秀，JTPFワーキンググループ：2002，JTPF：太陽
系外地球型惑星探査計画，天文学会春.

田村元秀，直井隆浩，中島 康，長嶋千恵，永山貴宏，佐
藤修二，長田哲也，馬場大介，杉谷光司，大朝由美子，
中屋秀彦，SIRIUS/IRSFチーム：2002，SIRIUSによる
近傍分子雲の赤外線サーベイ：YSOの光度関数，天文学
会秋.

田中昌宏，白崎裕治，安田直樹，大石雅寿，水本好彦，石
原康秀，谷中洋司，山口 靖，石田光輝，増永良文：2003，

Japanese Virtual Observatoryの研究開発（その５：検
索サービスの構築），天文学会春.

谷川清隆：2003，記号力学を使った重力三体問題，早大複
雑系高等研究所：力学系セミナー.

田沼俊一，柴田一成，横山央明，工藤哲洋：2002，パーカー
不安定性に伴う磁気リコネクションによる銀河ハローＸ
線ガスの加熱，天文学会秋.

辰巳大輔，他 the TAMA collaboration：2002，低質量コ
ンパクト連星合体からの重力波探査，物理学会秋.

寺澤真理子，岩本信之：2003，Nucleosynthesis of n-

Capture Elements in Massive,Metal Poor Stars，物理
学会春.

寺澤真理子，吉田 敬，住吉光介：2003，Nucleosynthesis
 

of Light Elements and r-Process Elements through the
ν-Process in Supernova Explosion，天文学会春.

寺澤真理子，住吉光介，梶野敏貴：2002，超新星爆発にお
けるｒ-過程元素合成―中性子星の質量と組成比の普遍
性―，天文学会秋.

富田浩行，吉井 譲，小林行泰，Jinsong Deng、前田啓一，
野本憲一，峰崎岳夫，青木 努，塩谷圭吾，菅沼正洋，

B. A. Peterson：2003，MAGNUM プロジェクト⑸.

SN2002ap Nebular Phase，天文学会春.
富田浩行，吉井 譲，青木 勉，峰崎岳夫，塩谷圭吾，小
林行泰，菅沼正洋，土居 守，本原顕太郎，前田啓一，

Deng  Jinsong，野本憲一，Mazzali  Paolo：2002，

MAGNUM project⑹.超新星 SN2002apの可視赤外測
光観測，天文学会秋.

鳥居泰男，吉澤正則，岩下 光，久保浩一，松田 浩，小
谷隆行，大石奈緒子，西川 淳，佐藤弘一：2002，MIRA-I.
2の観測室について，天文学会秋.

濤崎智佳，塩谷泰広，久野成夫，中西康一郎：2003，Molecu-
lar Clouds in the Multiple Galaxy NGC 6946，天文学
会春.

濤崎智佳，河野孝太郎，松下聡樹，Vila-Vilaro,B.，芝塚
要公，川辺良平：2002，Diffuse and Gravitationally

 
Stable Molecular Gas in the Post Starburst Galaxy

 
NGC 5195，天文学会秋.

坪井昌人，宮原裕子，野村玲奈，春日 隆，宮崎敦史：2003，
銀河系中心 Sagittarius A の100GHzでの円偏波の測
定，天文学会春.

土屋史紀，三澤浩昭，中城智之，富澤一郎，中島潤一，大
石雅寿，徳丸宗利，小野高幸，森岡 昭：2003，電波天
文観測における電力線搬送通信周波数範囲拡大の影響，
天文学会春.

辻 隆、中島 紀：2003，色一等級図上でのＬ型からＴ型
矮星への遷移，天文学会春.

辻本匡弘，小山勝二，小林尚人，齋藤正雄，Chandler,C.：
2002，オリオン分子雲３中のＸ線放射を伴う原始星の

cm波高分解撮像観測，天文学会秋.
辻本拓司：2002，化学進化に基づいた DLAの年齢，天文学
会秋.

辻本拓司：2003，Omega Centauriの星形成史と球状星団
の形成シナリオ，天文学会春.

常定芳基，神田展行，辰巳大輔，田越秀行，中野寛之，高
橋弘毅，他 The TAMA Collaboration：2003，振動する
ブラックホールからの重力波探索Ⅰ，物理学会春.

常定芳基，辰巳大輔，神田展行，田越秀行，他 TAMA
 

Collaboration：2002，TAMA300オンラインデータ解析
システムの構築，物理学会秋.

上田 篤，大杉 節，柳澤顕史：2002，リモート望遠鏡シ
ステムの開発，天文学会秋.

上原 隼，土橋一仁，佐藤文男，神鳥 亮，梅本智文：2003，

Digitized Sky Survey Iを利用した暗黒星雲サーベイ，
天文学会春.

氏原秀樹，近田義広，中平勝子：2002，多周波フィルムレ
ンズの実現に向けたフィルムの特性評価，天文学会秋.

氏原秀樹，近田義広，中平勝子：2003，ループアレイ型位
相シフト膜の特性評価，天文学会春.

梅本智文，宮崎敦史，砂田和良，河村晶子，澤田剛士，鎌



崎 剛，北村良実：2002，BEARS Star-Formation Pro-
ject7:ρOph領域におけるH CO (J＝1-0）観測，天文
学会秋.

梅本智文，砂田和良，宮崎敦史，澤田剛士，鎌崎 剛，池
田紀夫，河村晶子，北村良実：2003，BEARS Star-
Formation Project:ρOph 領域におけるH CO (J＝
1-0）観測Ⅱ，天文学会春.

浦口史寛，高遠徳尚，宮下暁彦，岡田則夫：2003，DIMM
による多点同時シーイング測定，天文学会春.

蒲原龍一，榊原誠一郎，構 伸康，清水理絵，中島廣一郎，
西田和史，平井達雄，吉村 茜，渡部裕貴，藤井高宏，
廣田朋也，西尾正則，面高俊宏，宮地竹史，笹尾哲夫，
小林秀行，他VERAグループ：2002，VERA入来局アン
テナ性能試験報告，天文学会秋.

和田桂一：2002，原始銀河における1st SNeの影響，天文
学会秋.

渡部潤一，SSS-WG：2002，太陽系サーベイヤー計画，地
球惑星科学関連学会2002合同大会.

渡部潤一，河北秀世，古荘玲子，大坪貴文，藤井 貢：2003，
彗星塵からのナトリウム原子放出メカニズム：池谷・張
彗星（153P）の場合，天文学会春.

渡部潤一，田部一志，長谷川均，橋本岳真，布施哲治：2002，
しし座流星群のクラスター現象について，惑星科学会秋.

渡部潤一，縣 秀彦，福島英雄，天文情報公開センター職
員：2002，国立天文台における公開講座・一般公開事業
の概要，天文学会秋.

矢治健太郎，増田 智，浅井 歩，柴田一成，黒河宏企，
横山央明，下条圭美：2002，2001年４月10日に起きたX2
クラスフレアの硬Ｘ線及びマイクロ波放射構造，天文学
会秋.

矢作日出樹，伊藤孝士，小久保英一郎，小山 洋，富阪幸
治，和田桂一：2003，GRAPE-VPP5000異機種並列天文
シミュレータⅢ.―衝突系-格子系シミュレーション―，
天文学会春.

矢作日出樹，長島雅裕，宮崎 聡，郷田直輝，吉井 讓：
2003，数値銀河カタログ（νGC）銀河の角度相関関数，
天文学会春.

矢作日出樹，長島雅裕，郷田直輝，吉井 譲，榎 基宏：
2002，大規模構造からの宇宙年齢測定，天文学会秋.

矢作日出樹，長島雅裕，郷田直輝，吉井 讓：2002，数値
銀河カタログ（νGC）の構築Ⅱ.合体系譜構成法と銀河の
空間分布，天文学会秋.

矢作日出樹，林 満，伊藤孝士，小久保英一郎，小山 洋，
富阪幸治，和田桂一，他５名：2002，GRAPE-VPP5000
異機種並列天文シミュレータⅡ.―GRAPE-6を用いた
性能評価とその応用―，天文学会秋.

矢作日出樹：2003，Numerical Tools for the First Gener-
ation Objects ―from the first planet to the first

 
cluster of galaxies―，First-Generation Objects in the

 
Universe，筑波大学計算物理学センターシンポジウム.

八尋正信，市来淨與，梶野敏貴，折戸 学，G.J.Mathews：
2002，Brane宇宙論における dark radiationに対する
ビッグバン元素合成からの制限，物理学会秋.

山田良透，郷田直輝，官谷幸利，上田誠治，安田直樹，辻
本拓司，矢野太平：2002，JASMINEシミュレーターの
開発，天文学会秋.

山田良透，郷田直輝，官谷幸利，上田誠治，安田直樹，辻
本拓司，矢野太平：2003，JASMINEシミュレーターの
開発Ⅱ，天文学会春.

山田善彦，Vazdekis,A.，Peletier,R.，有本信雄：2002，
近傍楕円銀河の分光学的年齢と金属量の決定（その２），
天文学会秋.

山田善彦，Vazdekis,A.，Peletier,R.，有本信雄：2003，
分光観測とモデルから探る近傍楕円銀河の星生成史，天
文学会春.

山口伸行，斎藤正雄，江澤 元，浮田信治，河野孝太郎，

ASTEチーム：2003，ASTEホログラフィ法による鏡面
の高精度化⑵，天文学会春.

山口喜博，谷川清隆：2002，標準写像における周期加速モー
ドの出現順序，物理学会秋.

山口喜博，谷川清隆：2002，標準写像における非対称 non-
Baikhoff型周期軌道，物理学会秋.

山口喜博，谷川清隆：2003，ねじれ写像における不安定領
域内のノンバーコフ型周期軌道，日本物理学会第58回年
次大会，東北大学川内キャンパス .

山本直孝，木下大輔，布施哲治，渡部潤一，川端 潔：2002，
重ね合わせによる太陽系外縁部天体検出コードの作成，
地球惑星科学関連学会2002合同大会.

山下卓也：2002，オリオン・プロプリッドの中間赤外線撮
像観測，天文学会秋.

山内 彩，中井直正，澤田-佐藤聡子，佐藤奈穂子：2002，

Seyfert2/LINER銀河NGC3079の水メーザー観測，天
文学会秋.

山内洋平，R.L.Moore，S.T.Suess，H.Wang，桜井 隆：
2003，Study of Chromospheric Macrospicules in Coro-
nal Holes，天文学会春.

山崎百合子，入江 誠，桜井 隆，萩野正興：2003，太陽
周期とフレアとデルタ型黒点の長周期的な関係，天文学
会春.

柳沢顕史，市村櫻子，伊木広子，原田直子，渡邊悦二，乗
本祐慈，国光昌子，岡田隆史，泉浦秀行，吉田道利：2002，
岡山天体物理観測所写真乾板アーカイブ， 天文学会秋.

矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官
谷幸利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花
田英夫，河野宣之：2002，JASMINE計画における高精
度位置決定について，理論懇シンポジウム.

矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官
谷幸利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花
田英夫，河野宣之：2003，JASMINEにおける高精度位
置決定について，天文学会春.

矢野太平，郷田直輝，小林行泰，辻本拓司，山田良透，官
谷幸利，荒木博志，田澤誠一，浅利一善，鶴田誠逸，花
田英夫，河野宣之：2002，CCDによる星像中心位置の高
精度測定実験⑵ アルゴリズムの開発，天文学会秋.

安田直樹，岡村定矩，Szalay,A.，Gray,J.，SDSS Collabora-
tion：2002，Sloan Digital Sky Survey SkyServer，天
文学会秋.

安田直樹，土居 守，柏川伸成，浦田祐次，SCP Collabora-
tion：2002，すばる望遠鏡による遠方超新星サーチ，天文
学会秋.

安田直樹，土居 守，柏川伸成，本原顕太郎，諸隈智貴，
古澤久徳，青木賢太郎，大山陽一，野本憲一，Perlmutter,
S.，Hook,I.，Pain R.，Lidmann C.，Goober A.，Subaru

 
Big Project Team，Suprime-Cam Group：2003，超新
星による宇宙膨張の測定，天文学会春.

安田直樹，白崎裕治，田中昌宏，大石雅寿，水本好彦，増
永良文，石原康秀，谷中洋司，山口 靖，石田光輝，門
前弘邦，瓦井健二，齋藤紀男，三浦謙一：2003，JVOの



研究開発（その３：JVO Query Languageの開発），天
文学会春.

横川創造，北村良実，坂東磨沙人，百瀬宗武，川辺良平：
2003，低質量原始星のミリ波干渉計観測：星周エンベ
ロープ内での原始惑星系円盤形成，天文学会春.

横川創造，北村良実，百瀬宗武，川辺良平：2002，原始星

Haro6-5Bの高感度 CO（J＝1-0）分子輝線観測，天文
学会秋.

横山央明，桜井 隆，草野完也，真栄城朝弘：2002，フレ
アの磁気ヘリシティ対消滅モデルⅡ―NOAA 8100によ
る観測的検証，天文学会秋.

横山央明，柴田一成：2002，太陽・惑星間・地球圏活動現
象の統合磁気流体シミュレーション計画，天文学会秋.

横山央明：2003，乱流時期リコネクションの磁気流体シ
ミュレーション，天文学会春.

米倉覚則，小川英夫，浅山信一郎，木村公洋,相馬照仁：
2002，大阪府立大学総合科学部における天文普及活動，
天文学会秋.

吉田春夫：2002，ハミルトン系のカオスの数値計算，「プラ
ズマ科学のフロンティア」研究会，核融合科学研究所.

吉井 譲，峰崎岳夫，青木 勉，塩谷圭吾，小林行泰，菅
沼正洋，富田浩行，B.A.Peterson，土居 守，本原顕
太郎：2003，MAGNUM プロジェクト⑵.提唱する距離
決定法の適用範囲とその将来展望，天文学会春.

吉井 譲，峰崎岳夫，青木 勉，塩谷圭吾，小林行泰，菅
沼正洋，富田浩行，Bruce A.Peterson，土居 守，本原
顕太郎：2002，MAGNUM project⑴.新しい距離決定
法の提唱，天文学会秋.

吉澤正則，佐藤弘一，西川 淳，大石奈緒子，他MIRAグ
ループ：2003，SMILE計画：南天における，長基線光干
渉計推進プロジェクト，天文学会春.

吉澤正則，佐藤弘一，西川 淳，鳥居泰男，大石奈緒子，
松田 浩，久保浩一，岩下 光，鈴木駿策，福島登志夫，
小谷隆行，横井拓也：2002，30m基線光赤外干渉計

MIRA-I.2による天体初フリンジの検出，天文学会秋.



編 集 後 記

本報告は電子媒体を活用して編集をはじめて３回目の年次報告である。年次報告の PDF版

は国立天文台ホームページに掲載される。利用していただきたい。

編集委員の異動があった。久野成夫、本間希樹両氏に代って、上田暁俊、三好 真両氏が加わっ

た。編集作業の経験はないようだ。２回、３回と編集委員会を重ねるごとに、編集の仕事を覚

えたように見える。委員のひとり、安田直樹氏が2003年11月１日づけで東京大学宇宙線研究所

へ昇任転出した。委員会には出席できないが、編集作業は引続き行なってもらった。

編集委員も投稿者も慣れてきた。ただし、編集委員達の仕事は揃って自己流である。編集の

専門家に一度講義を受けるか手本を見せてもらうべきであろう。日本語が気になる年頃になっ

た編集委員長は校正作業では、もっぱら、文章の直しにまわった。日本語のハイライトの文章

が欠点だらけに見える。英語版を見てみると、そちらの文章の方がまだまともだ。そういうと、

関井委員は何か言いたげであった。

来年度から国立天文台は独立法人の一研究所となっているはず。年次報告出版ほかの業務に

責任を持つ出版委員会が比較的独立な委員会として存続するのか、どこかの部署に属してしま

うのか、未来は不透明である。いろいろな分野から人が集まって、ボランティアで仕事をする。

この形式は有意義であるので、大きく変らない形で出版委員会が残ることを期待したい。

最後に、厳しい日程の中、忙しい研究や業務の時間を割き、編集作業にあたった編集委員諸

氏、ご苦労さま。また編集を手伝っていただいた久保麻紀氏に感謝する。

編集委員長

出版委員会委員長 谷 川 清 隆



裏表紙写真説明

Ｘ線観測衛星XMM-Newtonによる「Subaru/XMM-Newton Deep Survey」領域

のＸ線カラー画像。EPIC-pnカメラの７視野をつないで約1.3平方度の領域をカ

バーする。視野中心の位置は、赤経２時18分、赤緯－5度（2000年分点）。すばる望

遠鏡主焦点カメラ（Suprime-Cam）の視野を黄色の線で示す。総露出時間は400キロ

秒（中心視野100キロ秒とまわりの６視野はそれぞれ50キロ秒露出）。中心視野では

軟Ｘ線（0.5-2keV）での検出限界に迫る。
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表紙写真説明

すばる望遠鏡観測所プロジェクト「Subaru/XMM-Newton Deep Survey」領域の

カラー３色（B-、i-、z’-バンド）合成写真。すばる望遠鏡主焦点カメラ(Suprime-Cam）

５視野で約1.3平方度の領域をカバーする。視野心の位置は、赤経２時18分、赤緯－5

度（2000年分点）。

（画像提供：田中 壱＆すばる望遠鏡 SXDS Team)
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